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1 國學院大學研究開発推進機構紀要　第 12 号　令和 2 年 3 月

　
　
一
、
は
じ
め
に

　
『
古
事
記（

（
（

』
中
巻
・
神
武
天
皇
条
に
お
い
て
、
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
（
後
の
神
武
天
皇
（
は
、
兄
の
五
瀬
命
と
と
も
に
、
天
の
下
の
政

を
行
う
の
に
良
い
場
所
を
求
め
て
、
東
征
を
行
う
。
高
千
穂
宮
か
ら
東
に
向
か
い
、
登
美
能
那
賀
須
泥
毘
古
と
の
戦
い
に
よ
っ
て
五
瀬
命

が
戦
死
し
た
後
、
熊
野
の
村
に
入
っ
た
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
は
、「
大
熊
」
の
出
現
に
よ
っ
て
正
気
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
高
倉

下
か
ら
横
刀
を
得
て
、
正
気
を
取
り
戻
し
た
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
は
横
刀
の
霊
威
に
よ
っ
て
熊
野
の
山
の
荒
ぶ
る
神
を
倒
す
。

　

当
該
条
の
熊
野
の
村
に
お
け
る
物
語
は
、
五
瀬
命
・
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
の
兄
弟
に
よ
る
天
下
統
治
の
た
め
の
東
征
が
、
五
瀬
命
の
戦

死
に
よ
る
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
ひ
と
り
で
の
東
征
と
な
る
転
換
の
物
語
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
以
降
の
東
征
は
、
神
倭
伊
波
礼
毘

古
命
が
初
代
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
た
め
の
最
初
の
物
語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
当
該
条
に
お
い
て
、
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
と�

　
　
神
武
記
東
征
条
「
大
熊
髪
出
入
」
考

　
　
　
―「
髣
髴
」
と
「
ほ
の
か
に
」
を
中
心
と
し
て
―

髙　

橋　

俊　

之　
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対
峙
す
る
「
熊
野
山
之
荒
神
」
の
出
現
は
「
大
熊
髪
出
入
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
登
場
表
現
に
つ
い
て
は
旧
来
よ
り
文
意
が
通
ら

な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
熊
野
の
村
に
入
っ
た
際
の
大
熊
の
出
現
の
記
述
は
、
真
福
寺
本
『
古
事
記
』
に
「
大
熊
髪
出
入
」

と
あ
り
、卜
部
系
の
祖
本
で
あ
る
兼
永
本
『
古
事
記
』
や
江
戸
時
代
に
流
布
し
た
寛
永
版
本
『
古
事
記
』
に
お
い
て
も
本
文
を
同
様
に
作
っ

て
お
り
、
江
戸
時
代
か
ら
、「
髪
」
字
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
、
様
々
な
諸
説
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、「
髪
」
字
を
中
心
と
し
て
、「
熊
野
山
之
荒
神
」
と
記
さ
れ
る
神
の
出
現
を
「
大
熊
髪
出
入
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
の
意

義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
二
、
『
古
事
記
』
諸
本
の
異
同
と
諸
説

　

当
該
条
の
「
大
熊
髪
出
入
」
を
解
釈
す
る
上
で
、
ま
ず
、
は
じ
め
に
『
古
事
記
』
の
諸
本
間
の
異
同
を
確
認
し
て
お
き
い（

（
（

。

　

①
真
福
寺
本
〔
応
永
四
年
―
五
年
（
一
三
七
一
―
一
三
七
二
（
写
〕

　
　
　
「
大
熊
髪
出
入
」

　

②
兼
永
本
〔
大
永
二
年
（
一
五
二
二
（
写
〕

　
　
　
「
大
熊
髪
出イ

テ

入イ
リ
テ

」（「
髪
」
の
左
傍
「　

イ
」（

　

③
旧
学
習
院
本
〔
卜
部
系
第
一
類
、
江
戸
中
期
―
後
期
写
〕

　
　
　
「
大
熊
髪
出
入

リ
テ

」

　

④
村
井
本
〔
卜
部
系
第
一
類
〈
付
〉、
江
戸
中
期
―
後
期
写
〕

　
　
　
「
大
熊　

出イ
テ

入イ
リ
テ

」



3 神武記東征条「大熊髪出入」考

　

⑤
梵
舜
本
〔
卜
部
系
第
二
類
、
室
町
末
期
―
江
戸
初
期
写
〕

　
　
　
「
大
熊
髪
出イ

テ

入イ
リ
テ

」（「
髪
」
の
左
傍
「　

」（

　

⑥
山
田
本
〔
卜
部
系
第
三
類
、
江
戸
初
期
―
前
期
写
〕

　
　
　
「
大ヲ

ホ

熊ク
マ

髪
出イ

テ

入イ
リ
テ

」（「
髪
」
に
○
符
を
附
し
、
左
傍
に
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

イ
示
最
可
然
欤
」
と
傍
書
（

　

⑦
曼
殊
院
本
〔
卜
部
系
第
三
類
、
江
戸
前
期
写
〕

　
　
　
「
大
熊
髪
出イ

テ

入イ
リ
テ

」

　

⑧
寛
永
版
本
〔
卜
部
系
第
八
類
、
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
（
刊
〕

　
　
　
「
大
熊
髪
出イ

テ

入イ
リ
テ

」

　

⑨
延
春
本
〔
卜
部
系
第
九
類
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
（
写
〕

　
　
　
「
大
熊
髪
出イ

テ

入イ
リ
テ

」（「
髪
」
の
右
傍
に
「　

」（

　

⑩
祐
範
本
〔
卜
部
系
第
九
類
、
慶
長
年
間
写
〕

　
　
　
「
大
熊
髪
出イ

テ

入イ
リ
テ

」（「
髪
」
の
左
傍
に
「　

」（

　

右
に
み
る
よ
う
に
、『
古
事
記
』
の
最
古
写
本
で
あ
る
真
福
寺
本
『
古
事
記
』
は
「
大
熊
髪
出
入
」
と
あ
り
、
兼
永
本
『
古
事
記
』
は

本
文
を
「
大
熊
髪
出
入
」
に
作
り
、「
イ
」
本
注
記
と
し
て
、
左
に
「　

イ
」
と
傍
書
す
る（

（
（

。
ま
た
、
村
井
本
を
除
く
、
卜
部
系
諸
本
は

本
文
を
「
大
熊
髪
出
入
」
と
し
て
お
り
、
兼
永
本
に
忠
実
な
第
九
類
の
延
春
本
・
祐
範
本
、
第
二
類
の
梵
舜
本
は
、
兼
永
本
と
同
様
に
、

「　

」
を
傍
書
し
て
い
る
。
村
井
本
は
、
兼
永
本
の
「
イ
」
本
注
記
で
あ
る
「　

」
を
本
文
と
し
て
、「
大
熊　

出
入
」
と
し
て
い
る
。
村

井
本
に
つ
い
て
、
鎌
田
純
一
氏
は
「
兼
永
筆
本
と
近
い
関
係
の
一
本
を
祖
と
し
て
書
写
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る（

（
（

」
と
し
、
他
の
卜
部
系
諸

本
と
区
別
し
て
、
卜
部
系
第
一
類
に
〈
付
〉
と
し
て
別
で
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
村
井
本
を
除
く
諸
本
は
、
本
文
を
「
髪
」
に
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作
っ
て
お
り
、
一
致
し
て
い
る
。
村
井
本
が
本
文
と
し
た
「　

」
は
諸
文
献
・
古
辞
書
類
に
も
見
え
な
い
文
字
で
あ
り
、
未
詳
で
あ
る
。

兼
永
本
が
「　

」
を
「
イ
」
本
注
記
と
し
て
記
述
す
る
の
は
、
兼
永
自
身
、
ま
た
は
、
兼
永
本
祖
本
の
書
写
者
が
、
村
井
本
の
祖
本
、
な

い
し
は
村
井
本
と
同
系
の
別
本
と
校
合
を
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「　

」
の
字
義
が
未
詳
で
あ
り
、
諸
本
が
一
致
す
る
こ

と
か
ら
も
「　

」
で
文
意
を
と
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、「
髪
」
と
し
た
場
合
も
、「
髪
」
の
字
義
に
つ
い
て
は
明
瞭
な
も
の
の
、

「
大
熊
髪
出
入
」
と
い
う
文
章
の
意
味
は
解
し
が
た
く
、
問
題
は
残
っ
て
し
ま
う
。「
髪
」
と
し
て
解
釈
す
る
上
で
、
諸
本
の
中
で
山
田
本

が
本
文
の
「
髪
」
に
○
符
を
付
し
て
、
左
に
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

イ
示
最
可
然
欤
」
と
「
髣
髴
」
と
い
う
「
イ
」
本
注
記
を
傍
書
し
て
い
る
こ
と
は
注

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
山
田
本
の
名
称
は
、
江
戸
後
期
の
国
学
者
で
あ
る
山
田
以
文
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
が
、
そ
の
書
き
入
れ
に

つ
い
て
、
植
松
茂
氏
は
、
江
戸
前
期
ま
で
遡
る
と
指
摘
す
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
諸
本
で
は
問
題
視
さ
れ
る
も
の
の
「
大
熊
髪
出
入
」
の
記
述

は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
か
ら
誤
写
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

右
に
挙
げ
た
諸
本
の
中
で
、
寛
永
版
本
『
古
事
記
』
は
、
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
（
に
刊
行
さ
れ
、
流
布
し
た
『
古
事
記
』
の
版

本
で
あ
る
。
し
か
し
、
寛
永
版
本
『
古
事
記
』
は
、
祖
本
の
書
承
の
過
程
で
、
多
く
の
誤
脱
を
生
じ
て
お
り
、
そ
の
誤
り
を
、
江
戸
前
期

の
神
道
家
で
、
伊
勢
神
宮
外
宮
の
権
禰
宜
で
あ
る
度
会
延
佳
は
、
諸
本
を
参
看
し
、
校
訂
・
頭
書
を
行
い
、『
鼇
頭
古
事
記
』
を
刊
行
し

た
。
そ
の
『
鼇
頭
古
事
記（

（
（

』
に
お
い
て
、延
佳
は
、「
髪

ノ
字
異
本
作
レ　

ニ
。
疑

ハ
鰐

ノ
字
之
誤
乎
」
と
指
摘
し
、「
鰐
」
の
誤
写
説
を
論
じ
た
。�

ま
た
、
賀
茂
真
淵
を
は
じ
め
と
す
る
後
の
国
学
者
に
影
響
を
与
え
た
荷
田
春
満
は
『
古
事
記
箚
記（

（
（

』
に
お
い
て
、「
大
熊
髪
と
は
こ
れ
人

の
名
也
」
と
人
名
説
と
唱
え
、
真
淵
に
影
響
を
受
け
た
本
居
宣
長
は
『
古
事
記
傳（

（
（

』（
十
八
之
巻
（
に
お
い
て
、
延
佳
の
「
鰐
」
の
誤
写

説
を
否
定
し
、「
髪　

ノ

字
は
決キ

ハ
メ

て
冩　

シ

誤　
リ

な
り
、
故　

レ

く
さ
〴
〵
思　

フ

に
、
序
に
此　

ノ

事
を
化
熊
出
レ
爪
と
書
る
、
爪　

ノ

字
も
誤
に
て
、
山
か
穴
か
な
る

べ
け
れ
ば
、
此コ

ヽ

も
從ヨ

リ
レ
山ヤ

マ

の
二
字
を
髪
と
は
誤
れ
る
に
や
★
★
と
★
★
と
草
書
似
た
り
」
と
、「
従
山
」
の
草
書
体
を
「
髪
」
に
書
き
誤
っ

た
の
だ
と
指
摘
し
た
。
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宣
長
の
『
古
事
記
傳
』
以
後
、『
古
事
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
多
数
刊
行
さ
れ
、
明
治
に
入
り
、
宣
長
の
養
子
の
本
居
大
平
に
師
事
し
た

植
松
茂
岳
は
『
校
正
古
事
記（

（
（

』
に
お
い
て
、
本
文
を
「
髪
」
の
ま
ま
と
し
、「
ほ
の
か
に
」
と
訓
じ
て
い
る
。
対
し
て
、
茂
岳
の
門
人
で
、

三
河
国
刈
谷
藩
の
藩
医
で
あ
る
村
上
忠
順
は
『
古
事
記
標
註（

（1
（

』
に
お
い
て
、「
栂
尾
山
ノ
古
文
書
ノ
熊
野
縁
起
ノ
処
ニ
古
事
記
ノ
文
ニ
行

ヲ
引
シ
中
ニ
大
熊
髣
髴
出
入
ト
ミ
ユ
」
と
高
山
寺
の
古
文
書
中
に
お
け
る
「
熊
野
縁
起
」
所
引
の
『
古
事
記
』
逸
文
に
言
及
し
、
本
文
を�

「
髴
」
に
改
め
、「
ほ
の
か
に
」
と
訓
じ
て
お
り
、
訓
読
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
本
文
が
異
な
っ
て
い
る
。『
古
事
記
傳
』
の
訓
読
や
解
釈

の
見
直
し
を
図
っ
て
刊
行
さ
れ
た
敷
田
年
治
の
『
古
事
記
標
註（

（（
（

』
は
「
髪
ハ
借
字
に
て
、
神
な
り
、
此
記
の
序
に
、
化
熊
と
記
し
紀
は
神

吐
ク二

毒
氣
一、
な
ど
併

セ
思
ふ
に
、
真
の
熊
に
ハ
あ
ら
で
、
荒
振
神
の
、
熊
に
化ナ

リ

た
る
な
れ
バ
、
大
熊

ノ
神
と
ハ
云

へ
り
、
扨
此
記
を
髪
に
借

た
る
例
は
な
け
れ
ど
、
古
書
に
然シ

カ

あ
り
し
侭
を
何
心
な
く
書

キ
け
む
と
察ミ

ゆ
然サ

ル

例
の
外
に
も
あ
り
」
と
『
古
事
記
』
序
文
や
『
日
本
書
紀
』

の
記
述
を
踏
ま
え
、
神
武
天
皇
条
の
本
文
に
「
熊
野
山
之
荒
神
」
と
あ
る
の
と
対
応
さ
せ
て
、
大
熊
に
化
け
た
熊
野
の
神
を
「
大
熊
髪
」

と
表
記
し
た
の
で
あ
る
と
「
神
」
の
借
字
説
を
論
じ
た
。
真
福
寺
本
『
古
事
記
』
を
は
じ
め
と
し
た
多
数
の
古
写
本
を
参
看
し
校
訂
を

行
っ
た
田
中
頼
庸
の
『
校
訂
古
事
記（

（1
（

』
は
、
本
文
を
「
髣
髴
」
と
改
め
、「
ほ
の
か
に
」
と
訓
じ
て
、「
髣
髴
二
字
。
諸
本
誤
作
レ
髪
。
今

據
二
寛
校
本
山
校
本
神
谷
本
熊
野
縁
起
所
一レ
引
正
レ
之
。
但
以
レ
髪
為
二
髴
字
之
誤
一
則
其
義
非
レ
不
レ
通
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
近
世

以
降
も
本
文
の
解
釈
に
諸
説
み
ら
れ
る
。

　

昭
和
に
入
り
、
真
福
寺
本
『
古
事
記
』
を
底
本
と
し
て
校
訂
を
行
っ
た
藤
村
作
『
古
事
記（

（1
（

』
は
本
文
を
「
髣
」
に
改
め
た
上
で
、「
ほ

の
か
に
」
と
訓
じ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
、
近
代
で
は
同
様
に
本
文
を
校
訂
を
行
う
注
釈
書
が
最
も
多
い
。
西
宮
一
民
氏
は
、
自
身
が
校
訂

す
る
『
古
事
記（

（1
（

』（
初
版
（
に
お
い
て
、「
諸
説
が
あ
る
が
、
私
は
『
髪
』
の
ま
ま
で
ワ
ヅ
カ
ニ
と
よ
む
。
髪
は
長
さ
の
単
位
で
、
一
寸
の

百
分
の
一
。
従
っ
て
、
僅
か
・
少
し
の
意
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
と
考
え
る
」
と
し
て
、
本
文
を
「
髪
」
の
ま
ま
と
し
て
、「
わ
づ
か
に
」

と
訓
読
し
た
。
神
道
大
系
本
『
古
事
記（

（1
（

』
は
、
こ
の
西
宮
説
を
支
持
し
、
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�〔
説
文
〕
に
「
程
、
程
品
也
。
十
髪
鶏
レ
程
、
一
程
爲
レ
分
、
十
分
為
レ
寸
」
と
見
え
る
。
大
漢
和
の
例
示
に
よ
る
と
「〔
戰
國
、
齊
策
〕

臣
郢
之
登
徒
也
、
直
レ
送
二
象
牀
一、
象
牀
之
直
千
金
、
傷
レ
此
若
二
髪
漂
一、
賣
二
妻
子
一
不
レ
足
レ
償
レ
之
。〔
注
〕
別
本
作
レ
標
、
愚
按
、

漂
標
蓋
通
用
、
標8

、
末8

也
、
髪
標

8

8

、
猶
二
毫
末

8

8

一、
謂
二
微
少
一
也
」
と
。「
髪
」
を
「
髪
漂
」
の
意
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、

す
こ
し
・
わ
ず
か
・
毫
末
の
意
に
用
い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
他
に
用
例
が
見
え
ず
、
未
詳
と
い
う
よ
り
い
た
し
方

は
な
い
。
し
か
し
眞
・
兼
と
も
に
「
髪
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
原
型
と
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
ワ
ヅ
カ
ニ
」
と
す
る

西
宮
古
の
訓
に
従
う
。

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
西
宮
氏
自
身
は
、
そ
の
後
、「
古
事
記
『
訓
読
』
の
研
究（

（1
（

」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
、
西
宮
一
民
『
古

事
記�

新
訂
版（

（1
（

』
よ
り
、
藤
村
作
『
古
事
記
』
と
同
様
に
、
本
文
を
「
髣
」
と
改
め
た
上
で
、「
ほ
の
か
に
」
と
訓
み
、
本
文
・
訓
読
と
も

に
改
め
て
い
る
。

　
　

�　

按
ず
る
に
、「
髪
」
を
義
訓
と
し
て
、
ワ
ヅ
カ
ニ
と
訓
む
こ
と
は
、
や
は
り
無
理
が
あ
ろ
う
と
反
省
し
て
い
る
。
当
時
こ
う
ま
で
、�

「
髪
」
字
に
拘
泥
し
た
の
は
、実
は
「　

」
の
字
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
記
伝
は
、今
か
ら
考
え
る
と
、事
も
無
げ
に
、�

「
一
本
に
髴
と
あ
れ
ば
」
と
述
べ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
字
体
が
違
い
す
ぎ
る
と
い
う
懸
念
が
あ
っ
た
。
宣
長
が
見
た
「
一
本
」
と
は

何
本
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
校
訂
に
「
髪
」
を
「
髣
髴
」
と
改
め
た
理
由
と
し
て
挙
げ
た
「
今
拠
二
寛
校
本
山
校
本
神
谷
本
熊
野

縁
起
所
一レ
引
正
レ
之
」
と
あ
る
諸
本
の
ど
れ
か
に
、「
髴
」
と
訓
め
る
字
が
記
し
て
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
せ
め
て
、
こ
れ
だ
け
の
諸

本
を
披
見
す
べ
き
だ
が
、
未
調
査
で
あ
る
。
そ
の
中
の
「
寛
校
本
」
は
「
寛
永
版
本
」
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は
依
然
「
髪
」
の
字
で

あ
る
の
で
、
校
訂
に
記
す
こ
と
も
ま
た
不
信
の
念
に
襲
わ
れ
る
。

　
　

�　

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、「
髪
」
の
傍
に
小
字
で
、
見
馴
れ
な
い
「　

」
字
が
記
し
て
あ
る
点
に
つ
い
て
考
察
を
施
す
こ
と
に

し
よ
う
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、「　

」
は
「
奏
」（
髴
（
の
誤
写
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
卑
近
な
方
法
で
は
あ
る
が
諸
橋
大
漢
和
に
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よ
っ
て
字
体
を
調
査
す
る
と
、
た
と
え
ば
「
镾
」（
説
文
「
長
久
也
」
と
あ
る
（
は
「
彌
」
の
通
字
と
し
て
用
い
ら
れ
た
よ
う
に
、�

「
镸
」
と
「
弓
」
と
は
交
替
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
が
そ
の
一
つ
。
次
に
「
髪
」
の
字
は
「
爽
」
と
同
じ
に
用
い
ら
れ
る
（
字
彙
（

と
い
う
の
が
そ
の
一
つ
で
、
そ
れ
か
ら
み
る
と
、「
髴
」
が
「
奏
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
（
諸
橋
大
漢
和
で
は�

「
奏
」
は
フ
ツ
、
義
未
詳
と
あ
る
が
（。
こ
の
よ
う
に
し
て
、「　

」
は
「
髴
」
の
異
体
な
い
し
草
体
か
ら
く
る
誤
写
と
推
定
で
き
る

と
す
る
と
、
意
外
に
も
、
こ
の
難
問
は
一
挙
に
解
決
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

�　

す
な
わ
ち
、「
髪
」
は
「
髣
」
の
誤
字
だ
っ
た
ろ
う
と
推
定
し
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。
諸
本
一
致
し
て
「
髪
」
に
写
す
け
れ
ど
も
、�

真
・
兼
の
祖
本
に
は
「
髪
」
と
誤
写
さ
れ
や
す
い
字
体
で
「
髣
」
と
書
か
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
し
か
も
兼
永
の
依
拠

し
た
祖
本
の
方
に
は
、「
髪　

」
と
書
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
祖
本
の
書
写
者
か
誰
か
は
、「
髪
」
と
写
し
な
が
ら
も
、
そ

の
意
味
は
「
髴
」
に
同
じ
と
考
え
て
、「　

」
に
誤
写
さ
せ
る
よ
う
な
字
体
で
傍
注
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
元
来
は
、�

「
髣
」と
記
し
て
あ
っ
た
も
の
と
推
定
し
て
よ
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。「
髴
」の
字
体
で
は
な
く
、「
髣
」だ
っ
た
と
推
定
す
る
の
は
、

「
髣
」
の
方
が
、
将
来
「
髪
」
に
誤
ら
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
、
従
っ
て
、
そ
の
傍
注
と
し
て
「
髴
」
が
選
ば
れ
た
の
だ
と
考
え
や

す
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
右
の
指
摘
の
中
で
、
未
調
査
と
し
た
田
中
頼
庸
『
校
訂
古
事
記
』
の
指
摘
と
諸
本
間
の
異
同
を
、
西
宮
氏
は
鎌
田
氏
に
依
頼
し
、

そ
の
調
査
結
果
を
末
尾
に
附
記
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

�　

静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
山
田
本
古
事
記
』
に
は
「
大ヲ

ホ
ク
マ

―
熊
髪
出イ

テ

入イ
リ
テ

」
と
あ
り
、
そ
の
「
髪
」
の
左
に
「
髣ホ

ノ
カ
ニ

―
髴
、
イ
示
最
可
然
欤
」（
傍

訓
は
朱
（
と
あ
る
。『
田
中
本
古
事
記
』
も
全
く
同
じ
。
ま
た
『
山
田
以
文
校
訂
本
鼇
頭
古
事
記
』
に
は
「
大オ

ホ

熊
髪
◦
出
入
」（
傍
訓

朱
（
と
あ
り
、「
髪
」
の
右
に
「
不
詳
」「
熊
野
山
悪
神
現
怪
相
」（
朱
（
と
あ
り
、
左
に
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴
」
と
あ
り
、
頭
注
に
朱
書
し
て

　
　
　

�　

以
文
云
卜
部
兼
隆
朝
臣
所
レ
撰
所
神
書
ニ
引
二
日
本
紀
一
大
熊
髣
髴
出
入
云
々
恐
ハ
日
本
紀
ト
ア
ル
ハ
古
事
記
ノ
誤
ナ
ル
ベ
シ
日
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本
紀
ニ
此
文
ナ
シ
髣
髴
二
字
万
葉
ニ
ヨ
レ
ハ
ホ
ノ
カ
ニ
ト
訓
ス
ベ
キ
欤

　
　
　
　
　

万
葉
第
七
髣
髴
二
字
ホ
ノ
カ
ト
訓
ス

　
　
　

�　

一
本
ニ
栂
尾
山
古
文
書
ノ
熊
野
縁
起
の
所
に
此
文
二
行
引
之
に
大
熊
髣
髴
出
入
ト
有
ト
高
渓
イ
ヘ
リ
是
ニ
テ
モ
入
字
下
文
ニ
即

失
ト
ア
ル
ニ
ヨ
ミ
方
ナ
シ
入
ノ
字
穴
ノ
誤
カ
正
任
云

　

鎌
田
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
山
田
以
文
校
訂
本
『
鼇
頭
古
事
記（

（1
（

』
に
は
、
卜
部
兼
隆
の
神
書
や
、
伴
蒿
蹊
の
指
摘
と
し
て
高
山
寺
古
文

書
所
引
の
「
熊
野
縁
起
」
に
『
古
事
記
』
の
逸
文
と
み
ら
れ
る
「
大
熊
髣
髴
出
入
」
の
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、�

「
髣
髴
」
に
つ
い
て
は
、『
万
葉
集
』
の
例
を
挙
げ
て
、「
ほ
の
か
に
」
と
訓
む
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
山
田
以
文
校

訂
本
『
鼇
頭
古
事
記
』
で
は
、
先
に
確
認
し
た
山
田
本
『
古
事
記
』
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
言
及
は
な
く
、
山
田
以
文
が
『
鼇
頭
古

事
記
』
を
校
訂
し
た
時
期
と
山
田
本
『
古
事
記
』
を
入
手
し
た
時
期
に
つ
い
て
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
大
熊�

髪
出
入
」
と
い
う
文
意
の
と
り
が
た
い
記
述
に
つ
い
て
、
山
田
以
文
自
身
も
卜
部
兼
隆
の
神
書
や
伴
蒿
蹊
の
指
摘
に
基
づ
い
て
、「
大
熊

髣
髴
出
入
」
と
「
髪
」
を
「
髣
髴
（
ほ
の
か
に
（」
と
解
す
る
可
能
性
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
村
上

忠
順
『
古
事
記
標
註
』
が
指
摘
す
る
「
熊
野
縁
起
」
の
『
古
事
記
』
逸
文
や
田
中
頼
庸
『
古
事
記
』
が
指
摘
す
る
「
山
校
本
」
の
指
摘
が
、

山
田
以
文
校
訂
本
『
鼇
頭
古
事
記
』
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
山
田
以
文
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
山
田
以
文
が

指
摘
す
る
卜
部
兼
隆
の
神
書
や
、
伴
蒿
蹊
の
指
摘
す
る
栂
尾
山
の
「
熊
野
縁
起（

（1
（

」
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
た
め
、
出
典
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

　

さ
て
、
明
治
以
後
、
山
田
以
文
の
指
摘
を
承
け
た
村
上
忠
順
や
田
中
頼
庸
は
、「
髴
」
や
「
髣
髴
」
と
本
文
を
校
訂
し
、
ま
た
、
昭
和�

以
後
は
、
多
く
の
注
釈
書
が
「
髣
」
と
校
訂
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
「
ほ
の
か
に
」
と
訓
読
す
る
点
で
は
、
一
致
し
て
い
た
。
武
田

祐
吉
氏
の
角
川
文
庫
版
『
古
事
記（

11
（

』（
昭
和
三
十
一
年
刊
行
（
も
「
髣ほ

の
か髴

に
」
と
し
て
い
る
が
、
後
に
、
中
村
啓
信
氏
が
補
訂
を
行
っ
た�
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『
新
訂�

古
事
記（

1（
（

』（
昭
和
五
十
二
年
刊
行
（
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
訓
み
と
違
い
、「
諸
本
に
本
文
異
同
が
な
い
の
で
底
本
に
従
う
。
草
に�

同
じ
。
山
の
草
本
。」
と
注
し
、
本
文
を
「
髪
」
の
ま
ま
、「
く
さ
」
と
い
う
新
た
な
訓
み
を
提
示
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
諸
説
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

イ
．「
鰐
」
の
誤
写
説
《
度
会
延
佳
『
鼇
頭
古
事
記
』》

　

ロ
．「
大
熊
髪
」
を
人
名
と
す
る
説
《
荷
田
春
満
『
古
事
記
箚
記
』》

　

ハ
．「
從
山
」
の
誤
写
説
《
本
居
宣
長
『
古
事
記
傳
』
ほ
か
》

　

ニ
．「
髴
（
ほ
の
か
に
（」
説
《
村
上
忠
順
『
古
事
記
標
註
』
ほ
か
》

　

ホ
．「
髪
（
ほ
の
か
に
（」
説
《
植
松
茂
岳
『
校
正
古
事
記
』
ほ
か
》

　

ヘ
．「
神
」
の
借
字
説
《
敷
田
年
治
『
古
事
記
標
註
』》

　

ト
．「
髣
髴
（
ほ
の
か
に
（」
説
《
田
中
頼
庸
『
校
訂
古
事
記
』
ほ
か
》

　

チ
．「
髣
（
ほ
の
か
に
（」
説
《
藤
村
作
『
古
事
記
』
ほ
か
》

　

リ
．「
髪
（
わ
づ
か
に
（」
説
《
西
宮
一
民�

編
『
古
事
記
』（
初
版
（
ほ
か
》

　

ヌ
．「
髪
（
く
さ
（」
説
《
武
田
祐
吉�

訳
注
・
中
村
啓
信�
補
訂
『
新
訂�

古
事
記
』
ほ
か
》

　

底
本
を
尊
重
し
「
髪
」
の
ま
ま
解
釈
す
る
説
や
「
髣
髴
」「
髣
」「
髴
」
と
校
訂
し
、「
ほ
の
か
に
」
や
「
わ
づ
か
に
」
と
訓
読
す
る�

説
な
ど
、
多
く
の
諸
説
が
提
示
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
や
は
り
、
当
該
の
「
大
熊
髪
出
入
」
の
ま
ま
で
は
文
意
が
通
ら
ず
、
明
瞭
な
解
釈

が
さ
れ
て
き
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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三
、
諸
文
献
に
お
け
る
「
髪
」
と
「
髣
髴
」

　

現
存
諸
本
は
村
井
本
を
除
き
、
全
て
が
本
文
を
「
髪
」
に
作
っ
て
お
り
、「
髪
」
の
ま
ま
で
『
古
事
記
』
が
理
解
で
き
る
の
か
、『
古
事
記
』

中
の
「
髪
」
の
用
例
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。『
古
事
記
』
に
お
い
て
「
髪
」
の
用
例
は
、当
該
を
除
き
、次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　

◎「
頭
髪
」
の
意

　
　

�

御
髪
（
上
・
須
佐
之
男
命
の
昇
天
（
例
、
中
・
沙
本
毘
古
王
の
反
逆
（
例
、
中
・
小
碓
命
の
西
征
（
例
（／
神
之
髪
（
上
・
根
の
国

訪
問
（
例
（／
結
椽
髪
（
上
・
根
の
国
訪
問
（
例
（／
髪
（
中
・
垂
仁
天
皇
・
沙
本
毘
古
王
の
反
逆
（
例
（／
童
女
之
髪
（
中
・
景
行

天
皇
・
小
碓
命
の
西
征
（
例
（／
頂
髪
（
中
・
仲
哀
天
皇
・
忍
熊
王
の
反
逆
（
例
（

　

◎
地
名

　
　

鳥
髪
（
上
・
八
岐
の
大
蛇
退
治
（
例
（

　

◎
人
名

　
　

�

髪
長
比
賣
（
中
・
応
神
天
皇
・
髪
長
比
売
（
例
、
下
・
仁
徳
天
皇
・
后
妃
と
皇
子
女
（
例
（／
白
髪
命
（
下
・
雄
略
天
皇
・
后
妃
と

皇
子
女
（
例
（／
白
髪
太
子
（
下
・
雄
略
天
皇
・
后
妃
と
皇
子
女
（
例
（／
白
髪
大
倭
根
子
命
（
下
・
清
寧
天
皇
（
例
（／
白
髪
郎
女�

（
下
・
仁
賢
天
皇
（
例
（／
手
白
髪
命
（
下
・
武
烈
天
皇
（
例
、
継
体
天
皇
（
例
（

　

◎
御
名
代

　
　

白
髪
部
（
下
・
雄
略
天
皇
・
后
妃
と
皇
子
女
（
例
、
下
・
清
寧
天
皇
（
例
（

　

右
に
見
る
よ
う
に
『
古
事
記
』
中
に
お
い
て
、「
髪
」
は
全
部
で
（（
例
あ
り
、「
頭
髪
」
の
意
と
し
て
（（
例
、
地
名
（
例
、
人
名
（（
例
、

御
名
代
（
例
で
あ
る
。
右
の
例
に
お
い
て
、
人
名
に
も
「
髪
」
が
使
わ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
春
満
の
《
ロ
．「
大
熊
髪
」
を
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人
名
と
す
る
説
》
は
、「
髪
」
の
用
字
法
と
し
て
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
が
熊
野
の
村
に
着
い
た
際
に
、�

「
大
熊
髪
」
な
る
人
物
が
突
然
現
れ
、
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
が
正
気
を
失
う
と
い
う
文
脈
は
、
後
の
「
熊
野
山
之
荒
神
」
と
の
一
致
性
な

ど
か
ら
も
理
解
し
が
た
い
。
ま
た
、
右
の
『
古
事
記
』
の
用
例
に
お
い
て
も
、
他
の
上
代
文
献
に
お
い
て
も
、「
髪
」
を
「
仄
か
に
（
ほ

の
か
に
（」「
僅
か
に
（
わ
づ
か
に
（」「
草
（
く
さ
（」
の
意
で
用
い
た
例
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
無
論
、
地
名
の
用
例
の
よ
う
に
孤
例

と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
古
辞
書
類
で
「
髪
」
の
字
義
や
訓
読
を
確
認
す
る
と
、
高
山
寺
本
『
篆
隷
万
象
名
義（

11
（

』
に
は�

「
髪

夫
幽
反
長
髪
也

」（
第
二
帖
・
二
十
六
ウ
（
と
あ
り
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄（

11
（

』
で
は
、「　
　

音
發
［
ハ
チ
／
ホ
チ
］

和
名
カ
ミ　
　
　

」（
佛
下
本
・
十
九
オ
（、
前

田
本
『
色
葉
字
類
抄（

11
（

』（
三
巻
本
（
で
は
、「
髪ハ

ツ
カ
ミ　

頭
毛
也

」（
巻
上
・
人
軆
部
（
と
あ
る
。
高
山
寺
本
『
篆
隷
万
象
名
義
』
に
は
、「
髪
」
の
字

義
と
し
て
「
長
髪
也
」
と
あ
り
、観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
で
は
、「
和
名
カ
ミ
」、前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
』（
三
巻
本
（
に
も
「
カ
ミ
、

頭
毛
也
」
と
あ
っ
て
、
字
義
、
和
訓
と
も
に
、
頭
髪
、
髪か

み

の
意
以
外
は
無
く
、「
髪
」
を
「
仄
か
に
（
ほ
の
か
に
（」「
僅
か
に
（
わ
づ
か
に
（」

「
草
（
く
さ
（」
の
意
と
し
て
掲
出
し
た
例
は
な
い
。
先
の
『
古
事
記
』
の
用
例
と
考
え
合
わ
せ
て
も
《
ホ
．「
髪
（
ほ
の
か
に
（」
説
》
や

《
リ
．「
髪
（
わ
づ
か
に
（」
説
》、《
ヌ
．「
髪
（
く
さ
（」
説
》
も
字
義
と
訓
読
が
一
致
し
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
、『
古
事
記
』
中
の
神
名

表
記
に
お
い
て
も
「
神
」
の
借
字
と
し
て
「
髪
」
が
用
い
ら
れ
た
例
は
な
く
、《
ヘ
．「
神
」
の
借
字
説
》
も
成
り
立
た
な
い
だ
ろ
う
。

　

た
し
か
に
、
諸
本
一
致
す
る
本
文
「
髪
」
を
尊
重
し
、
解
釈
し
よ
う
と
す
る
先
行
論
の
態
度
は
首
肯
さ
れ
る
が
、
や
は
り
、「
髪
」
の

ま
ま
で
は
文
意
が
取
り
難
い
。
ま
た
、
村
井
本
の
本
文
に
見
え
る
「　

」
は
古
辞
書
類
を
は
じ
め
、
他
の
文
献
に
見
え
な
い
文
字
で
あ
る

た
め
、
何
か
を
書
き
誤
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
に
誤
写
の
可
能
性
に
つ
い
て
探
り
た
い
。

　

度
会
延
佳
の
《
イ
．「
鰐
」
の
誤
写
説
》
は
、
本
居
宣
長
が
「
書
紀　

ノ

神
代　

ノ

巻
に
熊
鰐
と
云
あ
る
を
思
ひ
よ
せ
た
る
な
れ
ど
、
此コ

コ

に
は
由

な
き
ひ
が
こ
と
な
り
」（『
古
事
記
傳
』
十
八
之
巻
（
と
否
定
し
て
い
る
通
り
、『
日
本
書
紀（

11
（

』
に
「
事
代
主
神
化
二
為
八
尋
熊
鰐
一
」（
巻

第
一
・
神
代
上
〔
第
八
段
〕
一
書
第
六
（、「
豊
玉
姫
化
二
為
八
尋
大
熊
鰐
一
」（
巻
第
二
・
神
代
下
〔
第
十
段
〕
一
書
第
一
（
と
あ
る
こ
と
や
、�
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『
古
事
記
』
序
文
の
「
化
熊
出
爪
」
を
「
爪

ハ
當
レ
作

ルレ
水

ニ
。
或

ハ
又
派

ノ
字
之
誤
乎
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
と
の
対
応
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
諾
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
本
居
宣
長
が
指
摘
す
る
《
ハ
．「
從
山
」
の
誤
写
説
》
も
類
例
が
な
い
た
め
、
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
「
髪
」
と
字
形
が
近
似
す
る
《
ニ
．「
髴
（
ほ
の
か
に
（」
説
》、《
ト
．「
髣
髴
（
ほ
の
か
に
（」
説
》、《
チ
．「
髣
（
ほ
の
か
に
（」
説
》

の
三
説
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。「
髣
」「
髴
」
の
単
字
を
そ
れ
ぞ
れ
、
古
辞
書
で
確
認
す
る
と
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡（

11
（

』
に
は
、�

「
髣

芳
徃
反

如
夢
見

」（
巻
三
・
二
十
五
オ
（「
髴

（
11
（

芳
謁
反
佛
字

保
乃
保
加
尓

」（
同
上
（
と
あ
り
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
、「
髣

芳
雨
反
―
髴　

ホ
ノ
メ
ク

ホ
ノ
カ
ニ　
　
　
　
　
　

」（
佛
下
本
・

二
十
オ
（「
髴

音
佛�
芳
未
反�　
　

又
佛
字　

ホ
ノ
カ
ニ

」（
同
上
（
と
あ
っ
て
、「
髣
」
や
「
髴
」
に
「
ホ
ノ
カ
ニ
」
の
訓
が
見
え
、
ま
た
、
字
義
と
し
て
は
、
天
治
本�

『
新
撰
字
鏡
』
に
「
如
夢
見
」
と
み
え
る
。
古
辞
書
類
を
一
見
す
る
と
、単
字
で
、そ
の
よ
う
な
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

上
代
文
献
を
は
じ
め
と
る
す
古
典
に
お
い
て
「
髣
」「
髴
」
を
単
字
で
使
用
し
た
例
は
、
管
見
の
限
り
、
平
安
末
期
成
立
し
た
『
今
昔
物

語
集
』
の
鈴
鹿
本（

11
（

（
鎌
倉
期
写
（
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
、「
山

ノ
中

ニ
髣

ニ
法
花
経

ヲ
誦

ス
ル

音
ヲ

聞
ク

」（
巻
十
二
・
第
三
十
一
（、「
自
然

ラ

髴
ニ

人
ノ

見
テ

云
ケ
ル

様
」（
巻
二
十
七
・
第
三
十
五
（
と
い
う
用
例
が
み
え
る
。「
髣
」「
髴
」
の
単
字
で
の
使
用
例
は
、
時
代
が
下
っ
て
か

ら
の
用
法
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
髣
髴
」
の
二
字
の
熟
語
に
つ
い
て
は
、
上
代
文
献
に
用
例
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　
「
髣
髴
」
は
『
万
葉
集（

11
（

』
に
の
み
用
例
が
見
え
、
先
に
鎌
田
氏
の
調
査
で
山
田
以
文
校
訂
本
『
鼇
頭
古
事
記
』
が
指
摘
し
て
い
た
よ�

う
に
、「
ほ
の
か
に
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
髣
」「
髴
」
単
字
で
の
使
用
や
字
体
、
訓
読
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』
の
用
例
を

確
認
し
て
み
た
い
。

　
『
万
葉
集
』
の
用
例
は
、
以
下
の
（0
例
で
あ
る
。
そ
の
「
髣
髴
」
の
使
用
法
と
諸
本
の
異
同
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
検
討
し
た
諸

本
は
、
元
暦
校
本
（
□元�

と
略
す
。
以
下
同
。（、
金
沢
本
（
□金�

（、
尼
崎
本
（
□尼�

（、
龍
谷
大
学
本
『
類
聚
古
集
』（
□類�

（、
西
本
願
寺
本

（
□西�

（、
紀
州
本
（
□紀�

（、
広
瀬
本
（
□広�

（
で
あ
る
。

　

（�

…
…
大
鳥
乃　

羽
易
乃
山
尓　

吾
戀
流　

妹
者
伊
座
等　

人
之
云
者　

石
根
左
久
見
手　

名
積
来
之　

吉
雲
曽
無
寸　

打
蝉
等　

念
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之
妹
之　

珠
蜻　

髣
髴
谷
裳　

不
見
思
者�

（
巻
二
・
二
一
〇
（

　
　

�《
□金
「
髣
髴
谷
裳
」、
□類
「
髪

ホ
ノ
カ
ニ

谷
裳
」（「
髪
」
の
左
傍
「
髣
髴
」（、
□西
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

谷タ
ニ

裳モ

」、
□紀
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

谷タ
ニ

裳モ

」、
□広
「
厨ホ

ノ

髴カ
ニ

谷タ
ニ

裳モ

」》

　

（�

…
…
梓
弓　

音
聞
吾
母　

髣
髴
見
之　

事
悔
敷
乎　

布
栲
乃　

手
枕
纒
而　

釼
刀　

身
二
副
寐
價
牟　

若
草　

其
嬬
子
者　

不
怜
弥

可　

念
而
寐
良
武
…
…�

（
巻
二
・
二
一
七
（

　
　

�《
□類
「
髣
髴
見
之
」、
□西
「
髣ホ

ノ
ニ髴

見ミ

之シ

」、
□紀
「
髪ホ

ノ
ニ髴

見ミ

之シ

」、
□広
「
厨ホ

ノ
ニ髴

見ミ

之シ

」》

　

（�

…
…
玉
緒
乃　

不
絶
射
妹
跡　

結
而
石　

事
者
不
果　

思
有
之　

心
者
不
遂　

白
妙
之　

手
本
矣
別　

丹
杵
火
尒
之　

家
従
裳
出�

而　

緑
兒
乃　

哭
乎
毛
置
而　

朝
霧　

髣
髴
為
乍　

山
代
乃　

相
楽
山
乃　

山
際　

徃
過
奴
礼
婆
…
…�

（
巻
三
・
四
八
一
（

　
　

�《
□類
「
髣ホ

ノ
メ
カ髴

為シ

乍ツ
ヽ

」、
□西
「
髣ホ

ノ
メ
カ髴

為シ

乍ツ
ヽ

」、
□紀
「
髣ホ

ノ
メ
カ髴

為シ

乍ツ
ヽ

」、
□広
「
髴

ホ
ノ
カ
ニ

為ナ
リ

乍ツ
ヽ

」》

　

（�

梶
之
音
曽　

髣
髴
為
鳴　

海
末
通
女　

奧
藻
苅
尒　

舟
出
為
等
思
母
〔
一
云
、
暮
去
者　

梶
之
音
為
奈
利
〕�

（
巻
七
・
一
一
五
二
（

　
　

�《
□元
「
髣
髴
為
鳴
」（
平
仮
名
別
提
訓
「
ほ
の
か
に
す
な
る
」（、
□類
「
髣
髴
為
鳴
」（
平
仮
名
別
提
訓
「
ほ
の
か
に
す
な
る
」（、�

□西
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

為ス

鳴ナ
ル

」、
□紀
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

為ス

鳴ナ
ル

」、
□広
「
厨
髴
為
鳴
」（
片
仮
名
別
提
訓
「
ホ
ノ
カ
ニ
ス
ナ
ル
」（》

　

（�

玉
蜻
蜒　

髣
髴
所
見
而　

別
去
者　

毛
等
奈
也
戀
牟　

相
時
麻
而
波�

（
巻
八
・
一
五
二
六
（

　
　

�《
□類
「
髣
髴
所
見
而
」（
片
仮
名
別
提
訓
「
ホ
ノ
カ
ニ
ミ
エ
テ
」、
平
仮
名
別
提
訓
「
あ
ひ
む
き
た
ち
て
」（、
□西
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

所ミ

エ見
而テ

」、

□紀
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

所ミ

エ見
而テ

」、
□広
「
髣
髴
所
見
而
」（
片
仮
名
別
提
訓
「
ホ
ノ
カ
ニ
ミ
エ
テ
」（》

　

（�

諂
目
山　

徃
反
道
之　

朝
霞　

髣
髴
谷
八　

妹
尒
不
相
牟�

（
巻
十
二
・
三
〇
三
七
（

　
　

�《
□元
「
髣
髴
谷
八
」（
平
仮
名
別
提
訓
「
ほ
の
か
に
た
に
や
」（、
□類
「
髣
髴
谷
八
」（
平
仮
名
別
提
訓
「
ほ
の
か
に
た
に
や
」（、�

□西
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

谷タ
ニ

八ヤ

」、
□紀
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

谷タ
ニ

八ヤ

」、
□広
「
髣
髴
谷
八
」（
片
仮
名
別
提
訓
「
ホ
ノ
カ
ニ
タ
ニ
ヤ
」（》

　

（
朝
影
尒　

吾
身
者
成
奴　

玉
蜻　

髣
髴
所
見
而　

徃
之
兒
故
尒�

（
巻
十
二
・
三
〇
八
五
（



14

　
　

�《
□元
「
髣
髴
所
見
而
」（
平
仮
名
別
提
訓
「
ほ
の
か
に
み
え
て
」（、
□西
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

所ミ

ヘ見
而テ

」、
□紀
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

所ミ

エ見
而テ

」、
□広
「
髣
髴
所
見
而
」

（
片
仮
名
別
提
訓
「
ホ
ノ
カ
ニ
ミ
エ
テ
」（》

　

（�
思
香
乃
白
水
郎
乃　

釣
為
燭
有　

射
去
火
之　

髣
髴
妹
乎　

将
見
因
毛
欲
得�

（
巻
十
二
・
三
一
七
〇
（

　
　

�《
□元
「
髣
髴
妹
乎
」（
平
仮
名
別
提
訓
「
ほ
の
か
に
い
も
を
」（、
□類
「
髣
髴
妹
乎
」（
平
仮
名
別
提
訓
「
ほ
の
か
に
い
も
を
」（、�

□西
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

妹イ
モ

乎ヲ

」、
□紀
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

妹イ
モ

乎ヲ

」、
□広
「
髪
髴
妹
乎
」（
片
仮
名
別
提
訓
「
ホ
ノ
カ
ニ
イ
モ
ヲ
」（》

　

（�

此
月
者　

君
将
来
跡　

大
舟
之　

思
憑
而　

何
時
可
登　

吾
待
居
者　

黄
葉
之　

過
行
跡　

玉
梓
之　

使
之
云
者　

螢
成�

髣
髴
聞

而　

大
土
乎　

火
穂
跡
而　

立
居
而　

去
方
毛
不
知
…
…�

（
巻
十
三
・
三
三
四
四
（

　
　

�《
□元
「
髣
髴
聞
而
」、
□類
「
髣ホ

ノ髴
聞
而
」、
□西
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

聞キ
ヽ

而テ

」、
□紀
「
髣ホ

ノ
カ
ニ髴

聞キ
ヽ

而テ

」、
□広
「
髣
髴
聞
而
」》

　

（0�

…
…
支
屋
所
經　

稲
寸
丁
女
蚊　

妻
問
迹　

我
丹
所
来
為　

彼
方
之　

二
綾
裏
沓　

飛
鳥　

飛
鳥
壮
蚊　

霖
禁　

縫
為
黒
沓　

刺
佩

而　

庭
立
住　

退
莫
立　

禁
尾
迹
女
蚊　

髣
髴
聞
而
…
…�

（
巻
十
六
・
三
七
九
一
（

　
　

�《
□尼
「
髪
髴
聞
而
」、
□類
「
髪
髴
聞
而
」、
□西
「
髣ホ

ノ髴
聞キ

ヽ

而テ

」、
□紀
「
髣ホ

ノ髴
聞キ

ヽ

而テ

」、
□広
「
髣ホ

ノ髴
聞キ

ヽ

而テ

」》

　

（
の
「
髣
髴
谷
裳
」
は
、
平
安
末
期
写
の
非
仙
覚
本
系
の
龍
谷
大
学
本
『
類
聚
古
集
』
の
本
文
に
「
髪

ホ
ノ
カ
ニ

谷
裳
」
と
あ
り
、
広
瀬
本
は
、

「
厨
髴
」
と
し
て
い
る
。
広
瀬
本
の
「
厨
」
の
字
体
は
、（
・
（
の
用
例
も
同
じ
に
作
っ
て
お
り
、古
辞
書
類
な
ど
に
は
み
え
な
い
が
、「
髣
」

の
異
体
字
と
思
わ
れ
る
。
（
の
「
髣
髴
見
之
」
は
、
鎌
倉
期
写
の
紀
州
本
の
非
仙
覚
本
系
の
巻
で
は
、「
髪保

ノ
ニ髴

見ミ

之シ

」
と
あ
る
。
（
の
「
髣

髴
為
乍
」
は
、広
瀬
本
で
は
、「
髴

ホ
ノ
カ
ニ

」
と
あ
り
、「
髣
」
を
脱
落
し
て
い
る
。
（
の
「
髣
髴
妹
乎
」
は
、広
瀬
本
で
は
「
髪
髴
聞
而
」
と
「
髪
」

に
作
っ
て
い
る
。
（0
の
「
髣
髴
聞
而
」
は
、
平
安
後
期
写
の
非
仙
覚
本
系
の
尼
崎
本
に
「
髪
髴
」
と
あ
り
、
龍
谷
大
学
本
『
類
聚
古
集
』

も
同
様
に
「
髪
髴
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
の
諸
本
間
の
異
同
に
お
い
て
は
、「
髣
」
を
異
体
字
や
「
髪
」
と
し
て

記
し
て
お
り（

11
（

、ま
た
、「
髣
」「
髴
」
の
単
字
で
の
使
用
例
は
書
承
過
程
に
お
け
る
書
き
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
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「
髣
髴
」
は
、
熟
語
の
形
で
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
づ
け
て
、「
髣
髴
」
の
用
法
も
あ
わ
せ
て
確
か
め
た
い
。

　

（
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
泣
血
哀
慟
歌
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
妹
の
姿
が
お
ぼ
ろ
げ
に
も
見
え
な
い
と
、
死
ん
だ
妹
の
姿

を
「
髣
髴
」
と
表
現
し
て
お
り
、「
髣
髴
谷
裳
」
は
「
不
見
」
と
い
う
動
詞
に
係
っ
て
い
る
。
（
は
、
題
詞
に
吉
備
国
の
都
宇
郡
の
釆
女

が
死
ん
だ
際
に
柿
本
人
麻
呂
が
作
っ
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
露
や
霧
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
っ
た
妹
を
ぼ
ん
や
り
と
し
か

見
な
か
っ
た
自
分
も
悔
し
い
の
に
、
共
寝
し
た
夫
は
よ
り
恋
い
慕
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
詠
ん
で
い
る
。
噂
に
聞
く
死
ん
だ
妹
の
姿
を

「
髣
髴
」
と
表
現
し
て
お
り
、「
髣
髴
」
は
「
見
之
」
と
い
う
動
詞
に
係
っ
て
い
る
。
（
は
、
高
橋
朝
臣
が
死
ん
だ
妻
を
悲
し
ん
で
作
っ

た
挽
歌
で
、
共
寝
を
し
た
妻
が
幼
子
と
自
分
を
残
し
て
朝
霧
の
よ
う
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
「
髣
髴
」
と
表
現
し
て
お
り
、�

「
為
」
に
接
続
す
る
形
で
サ
変
動
詞
化
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
は
、
楫
の
音
が
か
す
か
に
聞
こ
え
、
海
末
通
女
が
沖
の
藻
を
と
る

た
め
に
舟
出
を
す
る
ら
し
い
と
歌
っ
て
お
り
、�

舟
の
楫
の
音
か
ら
舟
出
す
る
様
を
想
起
し
て
「
髣
髴
」
と
表
現
し
、「
為
鳴
」
に
係
る

形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
は
、
山
上
憶
良
の
七
夕
歌
で
、
ぼ
ん
や
り
と
で
も
姿
を
見
て
別
れ
て
し
ま
え
ば
、
恋
に
苦
し
む
だ
ろ
う
、�

ま
た
会
う
時
ま
で
は
、
と
牽
牛
織
女
の
伝
説
に
基
づ
い
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
お
ぼ
ろ
げ
に
で
も
姿
が
見
え
る
こ
と
を
「
髣
髴
所
見
而
」

と
詠
ん
で
お
り
、「
髣
髴
」
は
「
所
見
而
」
と
い
う
動
詞
に
係
る
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
は
、
諂
目
山
を
行
き
交
う
道
の
朝
霞
の
よ

う
に
お
ぼ
ろ
げ
に
で
も
妹
に
会
わ
な
い
だ
ろ
う
か
と
詠
ん
だ
歌
で
、朝
霞
の
よ
う
に
ぼ
ん
や
り
と
し
た
妹
を
「
髣
髴
」
と
表
現
し
て
お
り
、�

「
不
相
牟
」
と
動
詞
に
係
っ
て
い
る
。
（
は
、
朝
日
に
映
る
影
法
師
の
よ
う
に
自
分
は
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
お
ぼ
ろ
げ
に
み
え
て
往
っ
て
し

ま
っ
た
子
の
た
め
に
、
と
往
っ
て
し
ま
っ
た
子
を
お
ぼ
ろ
げ
に
見
た
こ
と
で
、
焦
が
れ
て
影
法
師
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
詠
ん

で
お
り
、
既
に
い
な
い
往
っ
て
し
ま
っ
た
子
の
姿
を
「
髣
髴
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
髣
髴
」
は
「
所
見
而
」
に
係
っ
て
い
る
。

（
は
、
志
賀
の
海
人
が
釣
り
を
し
て
い
る
時
の
漁
火
の
よ
う
に
お
ぼ
ろ
げ
に
で
も
妹
を
を
見
る
術
が
ほ
し
い
、
と
歌
っ
て
お
り
、
漁
火

の
よ
う
に
お
ぼ
ろ
げ
な
妹
の
姿
を
「
髣
髴
」
と
表
現
し
、「
将
見
」
と
い
う
動
詞
に
係
っ
て
い
る
。
（
は
挽
歌
で
、
君
が
い
ら
っ
し
ゃ
る�
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の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
黄
葉
が
散
る
よ
う
に
亡
く
な
っ
た
と
使
が
言
う
の
を
聞
い
て
、
恋
い
慕
っ
て
泣
い
て
い
る
こ
と
を
詠
ん
だ

歌
で
あ
る
。
黄
葉
が
散
る
よ
う
に
突
然
亡
く
な
っ
た
と
い
う
使
い
の
言
葉
を
う
つ
ろ
に
聞
い
て
い
る
様
を
「
髣
髴
」
と
表
現
し
て
お
り
、�

「
聞
而
」
と
い
う
動
詞
に
係
っ
て
い
る
。
（0
は
竹
取
翁
歌
で
、
全
体
の
歌
意
と
し
て
難
解
な
点
が
あ
る
が
、
自
身
に
逢
い
に
来
た
男
の
こ

と
を
は
っ
き
り
と
せ
ず
伝
え
聞
い
た
こ
と
を
「
髣
髴
」
と
表
現
し
て
お
り
、「
聞
而
」
と
い
う
動
詞
に
係
っ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、�

「
髣
髴
」
は
、
見
る
や
逢
う
と
い
っ
た
視
覚
的
な
動
作
、
ま
た
は
、
聞
く
と
い
っ
た
聴
覚
的
な
動
作
を
修
飾
す
る
、
あ
る
い
は
サ
変
動
詞

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
聞
く
と
い
う
聴
覚
的
な
動
作
に
関
わ
る
例
が
（
例
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
見
る
や
逢

う
と
い
っ
た
視
覚
的
な
動
作
に
関
わ
る
例
は
（
例
と
な
っ
て
い
る（

1（
（

。
以
上
の
よ
う
に
、「
髣
髴
」
は
亡
く
な
っ
た
り
、
逢
え
な
い
と
い
う

よ
う
な
、
今
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
相
手
の
お
ぼ
ろ
げ
な
姿
を
表
す
表
現
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
、『
万
葉
集
』
の
用
例
で
、「
髣
髴
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
な
の
は
、「
髣
髴
」
が
二
字
の
熟
語
の
形
で
し
か
用
い
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
の
ほ
か
に
、
平
安
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
非
仙
覚
本
系
の
古
写
本
に
お
い
て
、「
髪0

髴
」
と
「
髣
」
を
「
髪
」

に
作
っ
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
髣
」
を
「
髪
」
に
作
る
用
例
は
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
に
も
確
認
さ
れ
る
。

　

神
護
寺
蔵
本
『
沙
門
勝
道
歴
山
瑩
玄
珠
碑（

11
（

』（
（（
行
、
平
安
極
初
期
加
点
（
に
は
、「
霊
仙
不
知
何
去止

以
不
己
止
乎

。
神
人
髪
髴方

比
保
乃
可
奈

如
存
。」
と�

「
髪0

髴
」
の
用
例
が
み
え
る
。『
沙
門
勝
道
歴
山
瑩
玄
珠
碑
』
は
、
日
光
山
の
僧
・
勝
道
の
事
績
を
記
し
た
碑
文
で
、『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』�

（
巻
二
（
に
も
「
沙
門
勝
道
上
補
陀
洛
山
碑
」、「
沙
門
勝
道
歴
山
水
瑩
玄
珠
碑
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
（

刊
行
の
六
地
蔵
寺
本
『
遍
照
発
揮
性
霊
集（

11
（

』（
高
野
版
（
の
「
沙
門
勝
道
歴
山
水
瑩
玄
珠
碑
」
で
は
、「
髣ホ

ウ

髴ト
シ
テ

」（
（（
行
、
紙
背
「
保
ノ
カ

ニ�

保
ノ
カ
」（
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
、『
万
葉
集
』
の
古
写
本
よ
り
も
古
い
書
写
年
代
の
平
安
初
期
訓
点
資
料
に
「
髪
髴
」
と
あ
り
、
さ

ら
に
「
方
比
保
乃
可
奈
」
と
文
選
読
み
の
傍
訓
を
付
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
こ
こ
で
の
、「
髪
髴方

比
保
乃
可
奈

」
は
、既
に
ど
こ
か
に
去
っ

て
し
ま
っ
た
「
霊
仙
」
や
「
神
人
」
の
姿
が
、
未
だ
に
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
も
『
万
葉
集
』
の
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用
例
の
用
法
に
合
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

以
上
、
右
の
『
万
葉
集
』
の
古
写
本
や
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
の
用
例
を
み
る
に
、「
髪0

髴
」
が
た
だ
の
誤
写
で
あ
る
と
は
考
え
が�

た
い
。
つ
ま
り
は
、「
髣
」
の
通
用
字
と
し
て
の
「
髪
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、『
古
事
記
』
の
「
大
熊
髪
出
入
」
の
記
述
も
、『
古
事
記
』
成
立
の
段
階
か
ら
「
髣
」
の
通
用
字
「
髪
」
が

単
字
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
か
、
ま
た
、「
髣
髴
」
と
あ
っ
た
も
の
が
「
髣
」
が
「
髪
」
と
書
か
れ
、
後
に
「
髴
」
が
脱
落
し
た
の
か
、

あ
る
い
は
、「
髪0

髴
」
と
あ
っ
た
も
の
を
「
髴
」
が
脱
落
し
た
と
い
う
三
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先
の
『
万
葉
集
』
や

平
安
初
期
の
訓
点
資
料
で
は
、
い
ず
れ
も
「
髣
髴
（
髪0

髴
（」
と
二
字
の
熟
語
の
形
で
し
か
存
在
せ
ず
、「
髣
」「
髴
」
を
単
字
で
使
用
す

る
例
は
平
安
末
期
ま
で
下
る
こ
と
を
述
べ
た
。
平
安
期
の
資
料
に
「
髪0

髴
」
と
あ
り
、『
古
事
記
』
の
最
古
写
本
で
あ
る
真
福
寺
本
が
、

応
永
四
年
―
五
年
（
一
三
七
一
―
一
三
七
二
（
の
写
本
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
真
福
寺
本
以
前
に
お
い
て
、「
大
熊
髣
髴
出
入
」、
ま

た
は
「
大
熊
髪
髴
0

0

出
入
」
と
い
う
表
記
で
あ
っ
た
も
の
が
、「
髴
」
を
脱
落
し
、「
大
熊
髪0

出
入
」
と
い
う
表
記
と
な
っ
た
と
い
う
書
承
過

程
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

で
は
、「
髣
髴
」
の
通
用
字
と
し
て
『
古
事
記
』
に
「
大
熊
髪0

（
髴0

（
出
入
」
と
記
さ
れ
て
い
た
場
合
、
当
該
条
を
ど
の
よ
う
に
解
釈

で
き
る
か
、
先
の
『
万
葉
集
』
の
「
髣
髴
」
の
用
法
も
踏
ま
え
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
四
、
漢
語
「
髣
髴
」
と
和
語
「
ほ
の
か
に
」

　

先
に
挙
げ
た
『
万
葉
集
』
の
古
写
本
や
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
に
お
い
て
、「
髣
髴
（
髪
髴
（」
は
「
ほ
の
か
に
」
や
「
ほ
の
に
」
と

訓
ま
れ
て
い
た
。
あ
く
ま
で
、
そ
の
よ
う
に
訓
読
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
先
の
用
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、�
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『
古
事
記
』
神
武
天
皇
条
の
当
該
本
文
「
大
熊
髪（
髴
（出
入
」
を
「
ほ
の
か
に
」
と
訓
読
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
髣
髴
」
は
、

今
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
相
手
の
お
ぼ
ろ
げ
な
姿
を
表
す
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
よ
う
。

　

さ
て
、
平
安
期
の
「
髣
髴
」
の
訓
読
例
の
ほ
か
、
上
代
文
献
に
お
け
る
和
語
「
ほ
の
か
に
」
の
確
例
は
、
興
福
寺
本
『
日
本
霊
異
記
』

の
訓
釈
の
み
で
あ
る（

11
（

。

　
　

�

昔
、
漢
地
造
二
冥
報
記
一、
大
唐
国
作
二
般
若
験
記
一。
何
唯
慎
二
乎
他
国
伝
録
一、
弗
レ
信
二
恐
乎
自
土
奇
事
一。
粤
起
自
矚
之
、
不
レ
得
二
忍

寝
一。
居
心
思
之
、
不
レ
能
黙
然
一。
故
聊
注
二
側
聞
一、
号
曰
二
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
一。〔
興
福
寺
本
訓
釈
：
側

保
乃

加
尓

〕�

（
上
巻
・
序
（

　

右
は
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
の
序
文
で
、『
冥
報
記
』
や
『
般
若
験
記
』
と
い
っ
た
中
国
の
奇
事
を
記
し
た
書
物
の
影
響
を
受
け
て
、�

景
戒
が
、
日
本
の
奇
事
を
記
し
た
『
日
本
霊
異
記
』
を
編
纂
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
自
土
奇
事
」
と
い
う
自
国
の
仏
に
ま
つ
わ

る
霊
験
譚
を
、
景
戒
が
聞
い
た
こ
と
を
「
側
聞
」
と
記
し
て
お
り
、
興
福
寺
本
『
日
本
霊
異
記
』
の
訓
釈
に
は
、
こ
の
「
側
」
に
「
保

乃
加
尓
」
と
い
う
訓
釈
が
見
え
る
。「
側
」
の
字
義
は
、
高
山
寺
本
『
篆
隷
万
象
名
義
』
に
よ
れ
ば
、「
俎
棘
反
、
旁
也
、
傾
也
、
持
也
」

（
第
一
帖
・
五
十
三
オ
（
と
あ
り
、「
側
聞
」
と
は
耳
を
傾
け
て
聞
く
と
い
う
意
に
な
ろ
う
。
そ
の
「
側
」
に
「
保
乃
加
尓
」
と
い
う
訓
釈

が
付
さ
れ
る
の
は
、
景
戒
の
聞
き
及
ん
だ
説
話
が
「
奇
事
」
と
い
う
普
通
で
は
聞
か
な
い
仏
の
霊
験
譚
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

こ
こ
で
も
「
側
（
ほ
の
か
に
（」
が
「
聞
」
と
い
う
動
詞
を
修
飾
し
て
い
る
点
は
注
意
さ
れ
る
。
興
福
寺
本
『
日
本
霊
異
記
』
の
和
語�

「
ほ
の
か
に
」
の
用
例
に
お
い
て
も
、『
万
葉
集
』
の
「
髣
髴
」
と
同
様
に
、「
奇
事
」
と
い
う
普
通
で
は
聞
か
な
い
仏
の
霊
験
譚
と�

い
っ
た
、
判
然
と
し
な
い
も
の
、
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
点
、
ま
た
、
聞
く
と
い
っ
た
聴
覚
的
な
動
作
を
修
飾
し
て

い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
上
代
文
献
に
お
け
る
「
髣
髴
」
と
「
ほ
の
か
に
」
の
用
例
を
確
認
し
て
き
た
。『
万
葉
集
』
の
用
例
で
は
、
主
に
亡
く

な
っ
た
り
、
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
妹
や
君
に
対
し
て
、
神
護
寺
蔵
本
『
沙
門
勝
道
歴
山
瑩
玄
珠
碑
』
の
用
例
で
は
、
既
に
去
っ
て�
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し
ま
っ
た
「
霊
仙
」
や
「
神
人
」
と
い
っ
た
存
在
に
対
し
て
、「
髣
髴
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
興
福
寺
本
『
日
本
霊
異
記
』
で

は
、
仏
の
霊
験
譚
と
い
う
現
実
で
は
あ
り
得
な
い
よ
う
な
説
話
を
対
象
に
和
語
「
ほ
の
か
に
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
天
治
本�

『
新
撰
字
鏡
』
の
「
髣
」
に
「
如
夢
見
」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
い
ず
れ
も
、
現
実
と
は
乖
離
し
た
存
在
で
あ
る
が
故
に
判
然
と

し
な
い
存
在
、
は
っ
き
り
し
な
い
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
漢
語
「
髣
髴
」
の
用
例
を
確
認
し
、
こ
れ
ま

で
の
上
代
文
献
の
用
例
と
あ
わ
せ
て
、
漢
語
「
髣
髴
」
と
和
語
「
ほ
の
か
に
」
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

Ⅰ
昔
有
學
於
邯
鄲
者
、
曾
未
得
其
髣
髴
、
又
復
失
其
故
歩
、
遂
匍
匐
而
歸
耳
。�

（『
漢
書
』
巻
一
百
「
敘
傳
第
七
十
上（

11
（

」（

　

Ⅱ
鄙
生
生
乎
三
百
之
外
、
傳
聞
於
未
聞
之
者
、
曽
髣
髴
其
若
夢
、
未
一
隅
之
能
睹
。�

（『
文
選
』
巻
第
二
「
西
京
賦（

11
（

」（

　

Ⅲ
天
吴
乍
見
而
髣
髴
、
泄
像
暫
曉
而
閃
屍
。〔
説
文
曰
、
髣
髴
、
見
不
諟
也
。
楚
辭
曰
、
時
彷
彿
以
遙
見
。〕

�

（『
文
選
』
巻
第
十
二
「
海
賦
」（

　

Ⅳ
其
形
也
。
翩
若
驚
鴻
、
婉
若
遊
龍
。
榮
曜
秋
菊
、
華
茂
春
松
。
髣
髴
兮
若
輕
雲
之
蔽
月
、
飄　

兮
若
流
風
之
迴
雪
。

�

（『
文
選
』
巻
第
十
九
「
洛
神
賦
」（

　

Ⅴ
文
帝
甄
皇
后
、
光
和
中
生
、
毎
寢
寐
、
家
中
髣
髴
見
有
人
持
玉
衣
覆
其
上
者
、
常
共
恠
之
。

�

（『
藝
文
類
聚
』
巻
八
十
三
「
寳
玉
部
上
」「
玉
」「
魏
書（

11
（

」（

　

Ⅰ
は
班
固
が
『
漢
書
』
編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
記
し
た
「
叙
傳
」
の
『
荘
子
』
の
故
事
に
基
づ
く
一
節
で
あ
る
。
昔
、
邯
鄲
の
都
で
歩

き
方
を
学
び
に
行
っ
た
も
の
の
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
身
の
故
郷
の
歩
き
方
す
ら
も
忘
れ
、
腹
這
い
に
な
っ
て
、
故
郷
に
帰
っ
た
と

い
う
内
容
で
あ
り
、
結
果
ど
ち
ら
の
歩
き
方
も
出
来
ず
に
、
大
事
な
物
を
両
方
と
も
失
う
こ
と
の
意
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
邯
鄲
の
都
で

き
ち
ん
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理
想
的
な
歩
く
姿
を
「
髣
髴
」
と
記
し
て
お
り
、
邯
鄲
の
都
の
理
想
的
な
歩
き
方
が
き
ち
ん
と
習

得
で
き
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
、
本
来
の
故
郷
の
歩
き
方
す
ら
も
で
き
な
い
の
で
、
歩
く
姿
が
ぼ
ん
や
り
と
は
っ
き
り
と
し
な
い
様
子
と
し



20

て
描
か
れ
て
い
る
。
Ⅱ
は
、『
文
選
』
の
張
平
子
の
「
西
京
賦
」
の
一
節
で
あ
る
。
漢
王
朝
が
始
ま
っ
て
か
ら
三
百
年
間
の
長
安
の
様
子
を
、

自
身
は
、
伝
え
聞
く
だ
け
で
、
夢
の
よ
う
に
お
ぼ
ろ
げ
で
、
わ
ず
か
に
で
も
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

三
百
年
間
の
長
安
の
様
子
を
伝
え
聞
く
だ
け
で
実
際
に
は
見
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
こ
と
が
「
髣
髴
」
で
あ
り
、
そ
し
て
、「
若
夢
」
で
あ

る
と
詠
ん
で
い
る
。
Ⅲ
は
、『
文
選
』
の
木
玄
虛
「
海
賦
」
の
一
節
で
、水
神
・
海
神
の
出
現
を
詠
ん
だ
対
句
で
あ
る
。「
天
吴
」「
泄
像
」
は
、

と
も
に
水
神
・
海
神
の
こ
と
で
、「
乍
見
」「
暫
曉
」
は
そ
れ
ら
の
神
の
突
然
出
現
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
出
現
し
た
神
の
状
態
が�

「
髣
髴
」「
閃
屍
」
で
あ
る
と
詠
ま
れ
て
い
る
。「
髣
髴
」
に
つ
い
て
、
李
善
注
は
『
説
文
解
字
』
を
引
用
し
、「
見
不
諟
也
」
と
明
確
に
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
意
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、『
楚
辞
』
の
引
用
で
は
、
字
体
が
「
彷
彿
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、「
時
彷
彿
以
遙
見
」

と
遠
く
に
見
る
こ
と
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
お
り
、
突
然
に
出
現
し
た
水
神
・
海
神
の
姿
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
様
を
表
現
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
Ⅳ
は
、『
文
選
』
の
曹
植
の
「
洛
神
賦
」
で
、「
河
洛
之
神
」
の
姿
に
つ
い
て
述
べ
た
一
節
あ
る
。
そ
の
姿
は
「
髣
髴
」

で
あ
り
、�

う
っ
す
ら
と
し
た
雲
が
月
に
か
か
る
よ
う
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
雲
が
月
に
か
か
る
よ
う
に
お
ぼ
ろ
げ
な
様
子
を�

「
髣
髴
」
と
記
し
て
い
る
。
Ⅴ
は
、『
藝
文
類
聚
』
所
引
の
「
魏
書
」
で
、
魏
の
曹
丕
の
妃
で
あ
る
甄
皇
后
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
甄

皇
后
が
床
に
つ
く
た
び
に
、
家
の
中
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
ぼ
ん
や
り
し
た
状
態
で
、
何
者
か
が
「
玉
衣
」
を
持
っ
て
甄
皇
后
を
覆
う
の

を
見
て
、
皆
怪
し
ん
で
い
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
家
中
」
の
様
子
が
、
は
っ
き
り
と
し
な
い
「
髣
髴
」
の
状
態
で
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

右
に
見
る
よ
う
に
漢
籍
に
お
い
て
も
、「
髣
髴
」
は
、
実
際
に
は
見
れ
な
い
、
伝
え
聞
く
だ
け
の
夢
の
よ
う
な
都
の
様
子
や
、
神
の
出
現

や
神
の
姿
な
ど
、
現
実
か
ら
乖
離
し
て
い
る
故
に
、
判
然
と
し
な
い
、
は
っ
き
り
し
な
い
事
象
や
存
在
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
上
代
文
献
に
お
け
る
和
語
「
ほ
の
か
に
」
の
確
例
や
「
ほ
の
か
に
」「
ほ
の
に
」
と
訓
読
さ
れ
る
「
髣
髴
」
は
、�

今
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
相
手
の
お
ぼ
ろ
げ
な
姿
や
、「
奇
事
」
と
い
う
普
通
で
は
聞
か
な
い
仏
の
霊
験
譚
と
い
っ
た
、
判
然
と�
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し
な
い
も
の
、
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
を
対
象
と
し
て
お
り
、
ま
た
、「
見
る
」
や
「
逢
う
」
と
い
っ
た
視
覚
的
な
動
作
、
ま
た
は
、�

「
聞
く
」
と
い
っ
た
聴
覚
的
な
動
作
を
修
飾
し
た
り
、
あ
る
い
は
サ
変
動
詞
と
し
て
用
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
漢
籍
に
お
け
る
漢
語�

「
髣
髴
」
は
特
定
の
対
象
が
ぼ
ん
や
り
と
判
然
と
し
な
い
状
態
・
姿
で
あ
る
こ
と
を
表
す
表
現
で
あ
る
こ
と
は
共
通
す
る
も
の
の
、
動
詞

を
修
飾
す
る
形
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
は
っ
き
り
と
し
な
い
様
子
を
表
す
「
髣
髴
」
と
い
う
漢
語
が
、
上
代
日
本
で
受
容
さ
れ
る
段

階
で
、「
ほ
の
か
に
」
や
「
ほ
の
に
」
と
い
っ
た
は
っ
き
り
と
し
な
い
様
子
を
表
す
和
語
と
結
び
つ
い
た
結
果
の
用
法
で
あ
ろ
う
。
上
代

日
本
に
お
い
て
、
和
語
と
の
結
び
つ
き
の
中
か
ら
、
漢
語
「
髣
髴
」
の
用
法
が
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
は
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

上
代
文
献
に
お
い
て
も
漢
籍
に
お
い
て
も
、
共
通
す
る
の
は
、
現
実
か
ら
乖
離
し
て
い
る
故
に
、
は
っ
き
り
と
し
な
い
、
判
然
と
し
な
い

様
子
を
意
味
す
る
点
で
あ
る
。

　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
用
例
を
踏
ま
え
、当
該
本
文
の
「
大
熊
髪
（
髴
（
出
入
」
の
「
髪
（
髴
（」
を
「
ほ
の
か
に
」
と
訓
読
し
た
場
合
、�

「
髣
髴
」
は
動
詞
を
修
飾
す
る
形
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
用
例
に
照
ら
せ
ば
、『
古
事
記
』
当
該
本
文
は
「
出
入
」
と
い
う
動
詞
を
修

飾
す
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先
に
も
確
認
し
た
よ
う
に
「
髣
髴
」
は
、
特
に
視
覚
的
な
動
詞
を
修
飾
し
て
お
り
、
そ
れ
を

踏
ま
え
れ
ば
、『
古
事
記
傳
』（
十
八
之
巻
（
が
「
一
本
に
髴
と
あ
れ
ば
、
富ホ

能ノ

加カ

爾ニ

と
訓
べ
き
か
と
も
思
へ
ど
、
若　

シ

然
ら
ば
所ミ

エ
テ見

と
い
ふ

べ
き
を
、
出イ

デ

と
あ
れ
ば
然
に
は
非
じ
」
と
「
出
入
」
と
い
う
動
詞
を
修
飾
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
る
。�

「
髣
髴
」
が
漢
籍
で
も
上
代
文
献
で
も
、
は
っ
き
り
と
し
な
い
、
判
然
と
し
な
い
と
い
う
表
現
と
し
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な

ら
ば
、「
髣
髴
」
は
、「
出
入
」
と
い
う
動
詞
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、「
大
熊
」
と
い
う
主
体
の
状
態
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
場
合
、
当
該
本
文
の
訓
読
も
「
大
熊
、
髪ほ

の

か

（
髴
（
に
し
て
、
出
で
入
り
」
と
、〈「
ほ
の
か
に
」＋
サ
変
動
詞
「
す
」
の
連
用
形
＋�

接
続
助
詞
「
て
」〉
の
よ
う
に
な
り
、
大
熊
が
判
然
と
し
な
い
状
態
で
現
れ
て
、
と
い
う
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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五
、
お
わ
り
に

　

神
武
記
東
征
条
の
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
が
熊
野
の
村
に
着
い
た
際
の
「
大
熊
髪
出
入
」
の
表
現
は
、
現
存
諸
本
の
ほ
と
ん
ど
が
本
文
を

「
髪
」
に
作
っ
て
お
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、「
髪
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
を
中
心
と
し
て
、
多
く
の
諸
説
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、『
万
葉
集
』
の
古
写
本
や
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
か
ら
「
髪
」
が
「
髣
」
の
通
用
字
と
し
て
「
髪0

髴
」
と
表
記
さ
れ
る
用
例

や
「
髴
」
が
脱
落
し
、「
髪
」
の
み
と
な
っ
て
い
る
用
例
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
ら
の
用
例
に
鑑
み
れ
ば
、『
古
事
記
』
現
存
諸

本
の
「
大
熊
髪0

出
入
」
の
表
記
は
、『
古
事
記
』
成
立
の
段
階
か
ら
、「
髣
」
の
通
用
字
「
髪
」
が
単
字
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
か
、
ま
た
、

「
髣
髴
」
と
あ
っ
た
も
の
が
「
髣
」
が
「
髪
」
と
書
か
れ
、後
に
「
髴
」
が
脱
落
し
た
の
か
、あ
る
い
は
、「
髪0

髴
」
と
あ
っ
た
も
の
を
「
髴
」

が
脱
落
し
た
と
い
う
三
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
上
代
文
献
・
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
な
ど
に
は
「
髪0

髴
（
髣
髴
（」
の

熟
語
の
形
で
し
か
存
在
せ
ず
、「
髣
」「
髴
」
の
単
字
用
例
が
な
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、『
古
事
記
』
現
存
諸
本
の
「
大
熊
髪0

出
入
」

の
表
記
は
、
祖
本
に
は
、「
大
熊
髣
髴
出
入
」、
ま
た
は
「
大
熊
髪0

髴
出
入
」
あ
っ
た
も
の
を
書
承
過
程
に
お
い
て
「
髴
」
が
脱
落
し
た
結

果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
髣
髴
」、
ま
た
は
、
そ
の
通
用
字
と
し
て
の
「
髪0

髴
」
と
い
う
熟
語
の
形
が

祖
型
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

上
代
文
献
に
お
い
て
「
髣
髴
」
は
、
和
語
「
ほ
の
か
に
」
と
の
結
び
つ
き
か
ら
、
漢
語
と
し
て
の
「
髣
髴
」
と
は
文
法
上
の
用
法
に
差

異
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
上
代
文
献
に
お
い
て
は
、
亡
く
な
っ
た
り
、
今
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
相
手
や
、
仏
の
霊
験
譚
、

と
い
う
現
実
離
れ
し
た
判
然
と
し
な
い
、
は
っ
き
り
と
し
な
い
存
在
に
対
し
て
、「
髣
髴
」
が
使
用
さ
れ
、「
ほ
の
か
に
」
と
訓
ま
れ
て
い

た
。
対
す
る
漢
籍
に
お
い
て
も
、
夢
の
よ
う
な
長
安
の
三
百
年
間
の
様
子
や
神
の
出
現
、
神
の
お
ぼ
ろ
げ
な
容
姿
に
つ
い
て
「
髣
髴
」
と

い
う
漢
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
上
代
文
献
に
お
い
て
も
、
漢
籍
に
お
い
て
も
死
ん
だ
人
間
の
姿
や
仏
の
霊
験
譚
、
神
の
出
現
・
容
姿
と
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い
っ
た
、
現
実
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
故
に
は
っ
き
と
し
な
い
存
在
を
表
現
し
て
い
る
点
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
れ
ば
、
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
は
、
現
実
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
故
に
は
っ
き
と
し
な
い
存
在
で
あ
る�

「
髪
（
髴
（」
と
し
た
「
大
熊
」
の
登
場
に
よ
っ
て
、
正
気
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。『
古
事
記
』
で
は
、
神
倭
伊
波
礼

毘
古
命
が
正
気
を
取
り
戻
し
た
こ
と
を
「
寤
起
」
と
表
記
し
、
ま
た
、
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
自
身
が
「
長
寝
乎
」
と
詔
し
て
い
る
よ
う

に
、
現
実
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
故
に
は
っ
き
と
し
な
い
「
髪0

（
髴0

（」
と
し
た
存
在
で
あ
る
「
大
熊
」
の
出
現
に
よ
っ
て
、
神
倭
伊
波

礼
毘
古
命
自
身
も
ま
た
現
実
で
の
気
を
失
い
、
夢
を
見
て
い
る
の
よ
う
な
「
髪0

（
髴0

（」
と
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。�

そ
し
て
、
高
倉
下
も
夢
の
お
告
げ
に
よ
っ
て
、
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
に
献
剣
を
行
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
武
記
東
征
条
の
熊
野
の

村
の
物
語
は
、「
大
熊
」、
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
、
高
倉
下
、
三
者
の
現
実
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
故
に
は
っ
き
と
し
な
い
夢
の
よ
う
な�

「
髪0

（
髴0

（」
と
し
た
状
態
の
中
で
天
つ
神
の
加
護
を
受
け
、
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
が
初
代
天
皇
と
し
て
の
資
格
を
獲
得
す
る
物
語
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

　
　

註

　
（
（�

（『
古
事
記
』
の
引
用
は
、
諸
写
本
・
諸
注
釈
書
の
書
名
を
明
示
し
な
い
限
り
、
西
宮
一
民�

編
『
古
事
記�

修
訂
版
』（
お
う
ふ
う
、

平
成
十
二
年
（
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
同
書
に
拠
る
引
用
箇
所
に
お
い
て
も
、
本
稿
の
論
旨
の
性
質
上
、
諸
本
間
の
異
同
・
異
訓

な
ど
に
は
注
意
し
、
必
要
な
場
合
は
、
諸
写
本
・
諸
注
釈
書
の
書
名
を
明
示
し
て
、
論
述
し
た
。
ま
た
、
各
資
料
・
論
文
等
の
引

用
に
お
い
て
、
掲
出
字
や
論
旨
が
文
字
の
字
体
・
字
形
に
関
わ
る
場
合
を
除
き
、、
原
則
と
し
て
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

　
（
（�

（『
古
事
記
』
諸
本
の
確
認
は
以
下
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
本
の
分
類
は
、
古
賀
精
一
・
鎌
田
純
一
「
古
事
記
諸
本
概
説
」（『
校
本�
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古
事
記
』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
十
年
（
に
拠
っ
た
。
卜
部
系
の
第
四
類
か
ら
第
七
類
の
写
本
ま
で
は
、
第
三
類
と
本
文

異
同
は
な
い
。

　
　

�　

①
真
福
寺
本
は
、『
国
宝
真
福
寺
本
古
事
記
』（
京
都
印
書
館
、
昭
和
二
十
年
（
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

②
兼
永
本
は
、『
卜
部
兼
永
筆
本
古
事
記
』（
古
典
資
料
類
従
（（
、
勉
誠
社
、
昭
和
五
十
六
年
（
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

③
旧
学
習
院
本
は
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（https://w

w
w
.digital.archives.go.jp/

（
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

④
村
井
本
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

⑤�

梵
舜
本
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（https://opac.kokugakuin.ac.jp/digital/diglib.htm

l

（

に
拠
っ
た
。

　
　

�　

⑥
山
田
本
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

⑦
曼
殊
院
本
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

⑧
寛
永
版
本
は
、『
古
事
紀
』（
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
（
刊
（
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

⑨
延
春
本
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

⑩
祐
範
本
は
、『
前
田
家
本
古
事
記
』（
尊
経
閣
叢
刊
、
育
徳
財
団
、
昭
和
十
三
年
（
に
拠
っ
た
。

　
（
（�

（
真
福
寺
本
と
兼
永
本
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
諸
家
、
縷
々
指
摘
が
あ
る
が
、
特
に
真
福
寺
本
中
巻
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
夙

に
安
藤
正
次
氏
の
指
摘
が
あ
る
（
安
藤
正
次�

稿
「
古
事
記
解
題
」（『
古
事
記
神
代
巻�

全
』、
世
界
聖
典
全
集
、
世
界
文
庫
刊
行
會
、

大
正
十
一
年
（。
藤
原
通
雅
が
入
手
し
た
『
古
事
記
』
中
巻
を
、
卜
部
兼
文
が
書
写
し
、
大
殿
御
本
と
の
校
合
を
経
た
後
、
兼
方
が

所
持
し
て
い
た
兼
文
本
中
巻
を
一
条
家
が
書
写
、
更
に
そ
の
一
条
家
本
中
巻
を
大
中
臣
定
世
が
書
写
し
て
、
大
中
臣
定
世
が
元
来

所
持
し
て
い
た
上
下
巻
と
合
わ
せ
、
三
巻
一
具
と
し
て
、
現
存
す
る
真
福
寺
本
の
祖
本
が
成
立
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
祐
範
本
の
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上
巻
奥
書
に
は
、
切
り
取
ら
れ
る
以
前
の
兼
永
本
の
奥
書
が
見
え
、

　
　
　

�　
「
大
永
二
年
五
月
十
七
日
以
家
傳
本
令
書
写
加

　
　
　

�　

校
合
訖
敢
勿
許
外
見
矣

　
　
　

�　
　
　
　
　
　
　
　

正
三
位
卜
部
朝
臣
兼
永
」

　
　

�

と
あ
り
、
兼
永
本
と
真
福
寺
本
の
中
巻
と
は
、
と
も
に
卜
部
家
を
介
し
た
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
（�

（
古
賀
精
一
・
鎌
田
純
一
「
古
事
記
諸
本
概
説
」（
注
（
前
掲
書
。
鎌
田
純
一
担
当
執
筆
（。

　
（
（�

（
植
松
茂
（「
古
事
記
ト
部
系
諸
本
の
成
立
」、『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
６
号
、
昭
和
三
十
一
年
三
月
（
は
、「
こ
の
註

者
の
姓
名
な
ど
も
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
忠
実
に
書
写
し
た
、『
北
小
路
本
』
に
『
延
宝
三
年
八
月
上
旬
』
の
識
語
が
存
す
る
か

ら
、
そ
の
年
（
一
六
七
五
（
以
前
の
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
、
山
田
本
の
忠
実
な
転
写
本
で
あ
る
北
小
路
本
〔
卜
部
系
第
三

類
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
（
写
〕
の
奥
書
か
ら
、
山
田
本
の
書
き
入
れ
時
期
を
推
定
し
て
い
る
。
な
お
、
北
小
路
本
の
「
髣ホ

ノ

髴カ
ニ

イ
示
最
可
然
欤
」
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
っ
て
確
認
し
た
。
ま
た
、
山

田
本
の
「
示
」
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
、
青
木
孝
氏
（「
靜
嘉
堂
文
庫
藏
山
田
本
古
事
記
考
―
鈴
鹿
登
本
・
猪
熊
本
と
の
関
係
―
」、

『
紀
要
』
十
号
（
青
山
學
院
女
子
短
期
大
學
（、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
（
は
、「
神
」
の
省
文
で
あ
る
と
し
、
初
代
神
龍
院
・
卜
部

兼
倶
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
山
田
本
の
「
イ
」
本
注
記
が
兼
倶
所
持
本
ま
で
遡
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
よ
り
慎
重
な

検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
（
（�

（
度
会
延
佳�

校
訂
『
鼇
頭
古
事
記
』（
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
（
刊
（。

　
（
（�

（
荷
田
春
満
『
古
事
記
箚
記
』（
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
（
頃
成
立
（。
引
用
は
、
官
幣
大
社
稲
荷
神
社�

編
『
荷
田
全
集
』
第
六

巻
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
年
（
に
拠
る
。
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（
（�

（
本
居
宣
長
『
古
事
記
傳
』（
明
治
刷
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
（―
文
政
五
年
（
一
八
二
二
（
刊
（。

　
（
（�

（
植
松
茂
岳�

校
訂
『
校
正
古
事
記
』（
明
治
九
年
（。

　
（
（0�
（
村
上
忠
順
『
古
事
記
標
註
』（
明
治
七
年
（。

　
（
（（�
（
敷
田
年
治�

標
注
『
古
事
記
標
註
』（
明
治
十
一
年
（。

　
（
（（�

（
田
中
頼
庸�

校
訂
『
校
訂
古
事
記
』（
神
宮
教
院
、
明
治
二
十
年
（。

　
（
（（�

（
藤
村
作�
編
『
古
事
記
』（
至
文
堂
、
昭
和
四
年
（。

　
（
（（�

（
西
宮
一
民�
編
『
古
事
記
』（
桜
楓
社
、
昭
和
四
十
八
年
（。

　
（
（（�

（
小
野
田
光
雄�

校
注
『
古
事
記
』（
神
道
大
系
古
典
編
一
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
五
十
二
年
（。

　
（
（（�

（『
聚
注
古
事
記
』（
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
八
年
（。

　
（
（（�

（
西
宮
一
民�

編
『
古
事
記�

新
訂
版
』（
桜
楓
社
、
昭
和
六
十
一
年
（。

　
（
（（�

（
山
田
以
文
校
訂
本
『
鼇
頭
古
事
記
』
の
原
本
は
未
見
。

　
（
（（�

（
山
田
以
文
校
訂
本
『
鼇
頭
古
事
記
』
や
村
上
忠
順
『
古
事
記
標
註
』
が
指
摘
す
る
「
熊
野
縁
起
」
所
引
の
『
古
事
記
』
逸
文
に

つ
い
て
は
、『
長
寛
勘
文
』
所
引
の
「
熊
野
権
現
垂
迹
縁
起
」
や
『
神
道
集
』
の
「
熊
野
権
現
事
」、『
熊
野
の
本
地
』、『
熊
野
縁
起
』

の
諸
本
や
高
山
寺
古
文
書
な
ど
を
調
査
し
た
。

　
（
（0�

（
武
田
祐
吉�

訳
注
『
古
事
記�

附
現
代
語
訳
』（
角
川
文
庫
、
角
川
書
店
、
昭
和
三
十
一
年
（。
武
田
祐
吉
氏
は
、『
新
訂
要
註�

古
事
記
』

（
武
田
祐
吉�

編
、高
等
國
文
叢
刊
、三
省
堂
、昭
和
九
年
（
に
お
い
て
も
、本
文
を
「
髣
髴
」
に
作
り
、「
ほ
の
か
に
」
と
訓
じ
て
い
る
。

　
（
（（�

（
武
田
祐
吉�

訳
注
・
中
村
啓
信�

補
訂
『
新
訂�

古
事
記
』（
角
川
日
本
古
典
文
庫
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
（。

　
（
（（�

（『
弘
法
大
師
空
海
全
集�

第
七
巻
』（
弘
法
大
師
空
海
全
集
編
輯
委
員
会�
編
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
九
年
（。
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（
（（�

（『
類
聚
名
義
抄�

観
智
院
本�

佛
』（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
三
十
二
巻
、
天
理
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
一
年
（。

　
（
（（�
（『
色
葉
字
類
抄
』（
尊
経
閣
叢
刊
丙
寅
本
、
育
徳
財
団
、
大
正
十
五
年
（。

　
（
（（�
（『
日
本
書
紀
』
の
引
用
は
、
小
島
憲
之
、
直
木
孝
次
郎
、
西
宮
一
民
、
藏
中
進
、
毛
利
正
守
『
日
本
書
紀
①
』（
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
六
年
（
に
拠
る
。

　
（
（（�

（
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室�

編
『
新
撰
字
鏡
』（
古
典
索
引
叢
刊
（
、
全
国
書
房
、
昭
和
十
九
年
（。

　
（
（（�

（『
新
撰
字
鏡
』
の
略
本
系
の
一
本
で
あ
る
旧
久
原
文
庫
本
『
新
撰
字
鏡
』（
古
辞
書
叢
刊
刊
行
會�

編
、
昭
和
五
十
一
年
（
に
は�

「
髴

芳
謁
反
佛
字
保
乃
保

加
尓

」
の
と
あ
り
、「
保
乃
保
加
尓
」
は
広
本
系
・
略
本
系
と
も
に
一
致
す
る
が
、「
保
乃
加
尓
」
の
誤
り
か
。

　
（
（（�

（
鈴
鹿
本
『
今
昔
物
語
集
』
は
、京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/

（
に
拠
る
。

　
（
（（�

（『
万
葉
集
』
の
用
例
掲
出
は
、
中
西
進
『
万
葉
集�

全
訳
注
原
文
付
』
㈠
―
㈣
（
講
談
社
文
庫
版
、
講
談
社
、
昭
和
五
十
三
年
―

昭
和
五
十
八
年
（
の
漢
字
本
文
に
拠
っ
た
。
以
下
、『
万
葉
集
』
の
引
用
は
、
諸
本
に
言
及
す
る
場
合
を
除
き
、
同
書
に
拠
る
。
ま

た
、
諸
本
は
以
下
の
資
料
に
拠
っ
て
確
認
し
た
。

　
　

�　

尼
崎
本
は
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/

（
の
公
開
画
像
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

金
沢
本
は
、『
御
物
金
沢
本
万
葉
集
』（
日
本
古
典
文
学
刊
行
会
、
昭
和
四
十
八
年
（
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

龍
谷
大
学
本
『
類
聚
古
集
』
は
、
龍
谷
大
学
本
『
類
聚
古
集
』（
煥
文
堂
、
大
正
二
―
三
年
（
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

西
本
願
寺
本
は
、『
西
本
願
寺
本
万
葉
集
（
普
及
版
（』（
お
う
ふ
う
、
平
成
五
年
―
八
年
（
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

紀
州
本
は
、『
紀
州
本
万
葉
集
』（
後
藤
安
報
恩
会
、
昭
和
十
六
年
（
に
拠
っ
た
。

　
　

�　

広
瀬
本
は
、『
校
本
万
葉
集�

別
冊
』（
岩
波
書
店
、
平
成
六
年
（
に
拠
っ
た
。

　
（
（0�

（
本
稿
に
お
い
て
、
明
確
に
「
髣
」
や
「
髴
」
の
異
体
字
と
認
め
ら
れ
る
字
形
・
字
体
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
通
行
の
字
形
・
字
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体
に
改
め
た
が
、「
髣
」「
髴
」
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
字
体
・
字
形
が
認
め
ら
れ
る
。

　
（
（（�

（
聴
覚
的
な
動
作
に
関
わ
る
用
例
に
つ
い
て
も
、
聞
い
た
音
や
声
か
ら
、
海
末
通
女
の
乗
る
舟
や
亡
く
な
っ
た
君
と
い
っ
た
姿
を

想
起
さ
せ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
（（�
（『
沙
門
勝
道
歴
山
瑩
玄
珠
碑
』は
、『
二
荒
山
碑
文
』（
弘
法
大
師
真
蹟
全
集
第
（
帖
、平
凡
社
、昭
和
九
年
（に
よ
っ
て
確
認
し
た
が
、

傍
訓
は
判
読
困
難
な
た
め
、大
矢
透
『
仮
名
遣
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料�

全
』（
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
、明
治
四
十
二
年
（
に
拠
っ

た
。
当
該
の
資
料
は
、「
奈
」
と
「
尓
」
の
仮
名
字
体
が
近
似
し
て
お
り
、「
髣
髴
」
の
傍
訓
も
「
方
比
保
乃
可
尓
」
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
（（�

（『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』（
六
地
蔵
寺
善
本
叢
刊�

第
二
巻
、汲
古
書
院
、昭
和
六
十
年
（。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、傍
訓
の
み
を
掲
出
し
、

声
点
や
合
符
な
ど
は
省
略
し
た
。
月
本
雅
幸
氏
に
よ
る
同
書
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
六
地
蔵
寺
本
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
に
は
、
鎌

倉
時
代
極
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
二
筆
以
上
の
墨
点
と
永
享
十
年
（
一
四
三
八
（
と
目
さ
れ
る
朱
点
と
が
加
点
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
紙
背
に
は
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
の
三
筆
程
度
の
裏
書
が
記
さ
れ
、
い
ず
れ
も
峻
別
が
困
難
で
あ
る
と

い
う
。

　
（
（（�

（『
日
本
霊
異
記
』
本
文
の
引
用
は
、中
田
祝
夫
『
日
本
霊
異
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（0
、小
学
館
、平
成
七
年
（
に
拠
る
。

ま
た
、
興
福
寺
本
『
日
本
霊
異
記
』
の
訓
釈
は
、�『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』（
便
利
堂
、
昭
和
九
年
（
に
拠
る
。

　
（
（（�

（
百
衲
本
二
十
四
史
『
漢
書
』
三
十
二
冊
（
北
宋
景
祐
刊
本
、
四
部
叢
刊
史
部
、
商
務
印
書
館
（。

　
（
（（�

（
胡
克
家
本
『
文
選
』（
藝
文
印
書
館
（。

　
（
（（�

（
宋
紹
興
本
『
藝
文
類
聚
』（
新
興
書
局
（。
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は
じ
め
に

　

一
代
一
度
の
大
嘗
祭
は
「
皇
祖
天
照
大
神
に
新
穀
の
神
膳
を
捧
げ
、
神
と
天
皇
と
が
共
食
し
、
国
家
の
安
寧
を
祈
念
す
る
国
家
最
高
の

「
饗あ

え

の
事こ

と

」」
と
さ
れ
る（

（
（

。
祭
祀
の
中
核
・
目
的
は
神
に
神
饌
を
供
え
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の
準
備
や
前
段

行
事
、
ま
た
神
事
の
後
の
節
会
を
含
め
、
大
嘗
祭
は
多
種
多
様
な
行
事
が
複
合
化
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
神
事
の
前
日
に

斎
行
さ
れ
る
鎮
魂
祭
は
「
神
祇
令
」
に
も
規
定
さ
れ
た
十
一
月
の
恒
例
祭
祀
で
あ
り
、
一
代
一
度
の
大
嘗
祭
・
恒
例
の
新
嘗
祭
と
も
に
、�

そ
の
前
日
の
斎
行
が
『
儀
式
』・『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
木
綿
結
び
や
御
衣
振
動
な
ど
一
見
呪
術
的
な
祭
儀
が
行
わ
れ
る
鎮
魂

祭
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解
釈
や
淵
源
、
霊
魂
観
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
論
者
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
し
か
し
、
鎮
魂
祭
と
大
嘗
祭

（
新
嘗
祭
（
が
い
か
な
る
理
由
で
連
動
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
文
献
実
証
の
立
場
か
ら
十
分
に
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。�

　
　
鎮
魂
祭
の
成
立
と
大
嘗
祭

塩　

川　

哲　

朗　
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鎮
魂
祭
は
現
在
で
も
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
の
前
日
に
斎
行
さ
れ
て
お
り（

（
（

、
国
家
最
高
の
祭
祀
で
あ
る
大
嘗
祭
の
前
日
に
行
わ
れ
る
鎮
魂
祭
の

位
置
付
け
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
大
嘗
祭
の
意
義
を
論
じ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
本
稿
は
、
鎮
魂
祭
と
一
代
一
度
大
嘗
祭
・
恒
例
新
嘗

祭
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
た
め
に
従
来
の
「
鎮
魂
」
解
釈
を
振
り
返
っ
た
上
で
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（
を
と

り
ま
く
諸
儀
の
構
成
を
検
討
し
、
鎮
魂
祭
の
初
見
記
事
の
分
析
を
通
し
て
そ
の
背
景
を
考
察
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
一
代
一
度
大

嘗
祭
・
恒
例
新
嘗
祭
の
両
者
を
指
す
場
合
、
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（
と
し
て
表
記
す
る
。

　
　
一
、
鎮
魂
の
語
義
と
解
釈

　

鎮
魂
祭
は
「
養
老
神
祇
令
」
に
仲
冬
の
寅
日
の
祭
り
と
し
て
規
定
さ
れ
、
ま
た
、「
養
老
職
員
令
」
神
祇
伯
の
職
掌
条
「
神
祇
祭
祀
、
祝

部
神
部
名
籍
、
大
嘗
、
鎮
魂
、
御
巫
、
卜
兆
（
以
下
略
（」
に
も
大
嘗
と
並
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
。
四
時
祭
の
う
ち
、「
大
嘗
」（「
律
令
」
で

は
恒
例
の
新
嘗
も
大
嘗
と
表
記
（
と
「
鎮
魂
」
の
み
が
職
員
令
に
特
記
さ
れ
た
の
は
、
両
祭
が
共
に
天
皇
関
係
の
祭
祀
で
あ
る
か
ら
で
あ

ろ
う（

（
（

。「
養
老
神
祇
令
」
に
規
定
さ
れ
た
恒
例
の
神
祇
祭
祀
の
多
く
は
国
家
祭
祀
で
あ
っ
て
、
天
皇
祭
祀
に
関
わ
る
も
の
は
そ
の
う
ち
こ
の

二
祭
の
み
し
か
な
い（

（
（

。「
鎮
魂
」
の
語
は
「
オ
ホ
ム
タ
マ
フ
リ（

（
（

」
な
い
し
「
タ
マ
シ
ツ
メ（

（
（

」
と
訓
ぜ
ら
れ
て
き
て
お
り
、
天
皇
の
御
魂
（
ミ

タ
マ
（
を
「
フ
リ
」
動
か
す
、
ま
た
は
「
シ
ツ
メ
」
る
意
で
あ
ろ
う
。「
タ
マ
シ
ツ
メ
」
は
「
鎮
魂
」
を
そ
の
ま
ま
読
み
下
し
た
訓
で
あ
る

の
に
対
し
、「
オ
ホ
ム
タ
マ
フ
リ
」
は
漢
字
の
直
訳
と
は
離
れ
た
意
味
を
指
し
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
鎮
魂
」
の
文
字
に
符
合
し
な
い
「
タ

マ
フ
リ
」
の
訓
こ
そ
そ
の
本
来
の
性
格
を
表
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
生
命
力
を
振
り
お
こ
し
、
力
づ
け
る
意
味
」
と
さ
れ
る（

（
（

。『
延
喜
式
』

の
古
写
本
（
一
條
家
本
（、
室
町
時
代
の
『
延
喜
式
祝
詞
』（
兼
永
・
兼
右
（
か
ら
近
世
の
『
延
喜
式
』
写
本
（
土
御
門
本
な
ど
（
に
至
る
ま

で
「
オ
ホ
ム
タ
マ
フ
リ
」
の
訓
は
伝
来
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
語
義
に
関
す
る
右
の
見
解
は
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
か
し
「
鎮
魂
」
の
意
味
に
つ
い
て
「
令
釈
」（「
招
二
復
離
遊
之
運
白
一。
令
レ
鎮
二
身
体
之
中
府
一。」（
と
『
令
義
解
』（「
招
二
離
遊
之
運

魂
一。
鎮
二
身
体
之
中
府
一。」（
の
、
身
体
よ
り
遊
離
し
た
魂
を
身
体
に
招
く
も
の
と
す
る
解
釈
が
一
条
兼
良
『
公
事
根
源
』、
伴
信
友
『
鎮

魂
伝
』
に
継
承
さ
れ
、
定
説
と
な
っ
て
い
っ
た
。「
令
釈
」・『
令
義
解
』
は
両
者
と
も
魂
（
運
（
を
陽
、
魄
（
白
（
を
陰
と
し
て
精
神
と

肉
体
を
魂
魄
が
つ
か
さ
ど
る
と
す
る
古
代
中
国
の
霊
魂
観
に
準
じ
て
日
本
の
「
鎮
魂
」
の
語
義
に
あ
て
は
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
宮

地
直
一
は
古
代
日
本
の
和
魂
・
荒
魂
の
作
用
に
基
づ
い
て
鎮
魂
祭
が
成
立
し
た
と
し
、
人
間
の
霊
魂
が
身
体
よ
り
分
離
す
る
と
い
う
発
想

が
古
代
日
本
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
る（

（
（

。
つ
ま
り
、
人
間
の
死
や
精
神
の
不
調
な
ど
は
魂
の
離
脱
に
よ
る
も
の
と
す
る
遊
離

魂
の
考
え
に
基
づ
い
て
、
そ
の
魂
を
鎮
め
る
鎮
魂
祭
が
生
ま
れ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
（
ま
た
、「
鎮
魂
」
の
出
典
は
病
と
魂
魄
の
分
離

を
同
一
視
す
る
道
家
・
医
方
の
漢
籍
で
あ
る
と
の
指
摘
も
後
に
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

（。
そ
し
て
、
従
来
の
発
想
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
外
来

魂
を
迎
え
て
そ
の
魂
を
固
着
す
る
、
天
皇
霊
を
天
皇
の
肉
体
に
入
れ
て
天
皇
と
し
て
の
資
格
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
「
鎮
魂
」（
み
た
ま

ふ
り
（
で
あ
る
と
す
る
折
口
信
夫
の
鎮
魂
論
が
登
場
し
、「
大
嘗
祭
の
本
義
」（『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
二
、
大
岡
山
書
店
、
昭
和
五
年

六
月
（
の
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ
て
大
嘗
祭
研
究
史
上
重
い
位
置
を
占
め
た
。

　

た
だ
し
、
拙
著
旧
稿
で
指
摘
し
た
通
り
、『
儀
式
』・『
延
喜
式
』
な
ど
に
見
え
る
平
安
時
代
の
鎮
魂
祭
式
に
天
皇
の
出
御
は
な
く
、
祭

祀
が
天
皇
の
御
魂
を
対
象
と
し
て
い
た
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
間
接
的
に
そ
の
安
泰
を
祈
る
祭
儀
に
留
ま
っ
て
い
た（

（（
（

。
鎮
魂
祭
の
祭
祀
構

造
は
旧
稿
で
詳
述
し
た
た
め
簡
単
に
し
か
繰
り
返
さ
な
い
が
、
平
安
時
代
の
儀
式
次
第
を
『
儀
式
』・『
延
喜
式
』
に
基
づ
い
て
ま
と
め
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
宮
内
省
に
八
神
（
神
祇
官
斎
院
に
坐
す
（
と
大
直
神
の
座
を
設
け
、
大
膳
職
に
よ
る
神
饌
と
、
御
巫
が
炊
飯
し

た
御
飯
（
官
田
の
稲
を
使
用
（
が
供
え
ら
れ
、
神
座
の
前
で
御
巫
が
舞
を
行
い
、
御
巫
が
う
け
槽
を
鉾
で
つ
き
、
十
度
毎
に
神
祇
伯
が
木

綿
を
結
ぶ
。『
西
宮
記
』
以
降
の
儀
式
書
で
は
、
御
巫
が
う
け
槽
を
鉾
で
つ
く
間
、
内
裏
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
御
衣
を
振
動
さ
せ
る
儀
が

加
わ
っ
て
い
る
。
結
ば
れ
た
木
綿
と
内
裏
の
御
衣
は
神
祇
官
の
斎
戸
（
い
わ
い
べ
（
に
天
皇
の
一
年
間
の
安
泰
を
祈
っ
て
鎮
め
ら
れ
る
。
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祭
儀
に
天
皇
の
出
御
は
な
く
、
御
衣
を
天
皇
が
召
す
こ
と
も
な
い
。
鎮
魂
祭
は
天
皇
の
安
泰
を
祈
る
た
め
に
、
天
皇
の
御
魂
を
正
常
に
し

て
守
護
す
る
大
直
神
と
八
神
へ
の
祭
祀
で
あ
っ
た
。
古
代
の
儀
式
次
第
か
ら
は
、
鎮
魂
祭
が
天
皇
の
長
久
を
祈
っ
て
行
わ
れ
る
呪
術
的
祭

儀
（
目
に
は
見
え
な
い
非
物
質
的
な
何
か
〈
魂
〉
を
安
定
・
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
神
々
を
祭
っ
て
神
々
の
力
を
受
け
、
目
的
を
象
徴

化
し
た
よ
う
な
物
理
的
行
為
〈
木
綿
結
び
、
御
衣
震
動
〉
を
行
っ
て
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
こ
と
（
で
あ
っ
た
と
し
か
言
え
ず
、
遊

離
し
た
魂
を
鎮
め
る
、
な
い
し
外
来
魂
を
入
れ
る
と
い
っ
た
解
釈
は
、
祭
祀
の
背
景
に
あ
っ
た
古
代
信
仰
に
対
す
る
仮
説
で
し
か
な
く
、

祭
儀
そ
の
も
の
か
ら
論
証
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
鎮
魂
祭
の
淵
源
を
示
す
と
さ
れ
て
き
た
『
日
本
書
紀
』
巻
一
第
七
段
本
書
や
『
古
事
記
』
上
巻
に
お
け
る
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ

コ
ト
の
所
作
、『
先
代
旧
事
本
紀
』「
天
神
本
紀
」・「
天
皇
本
紀
」
に
お
け
る
天
神
の
教
え
に
お
い
て
も
、
魂
の
遊
離
・
外
来
魂
の
存
在
は

確
認
で
き
な
い（

（1
（

。
宮
地
直
一
は
『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
見
え
る
物
部
氏
に
伝
わ
っ
た
鎮
魂
の
方
術
に
つ
い
て
、「
魂
を
鎮
安
し
て
調
和
的

状
態
に
置
く
」
こ
と
で
「
自
ら
疾
病
も
平
癒
し
寿
命
長
久
な
る
べ
し
と
の
信
念
の
上
に
立
て
る
も
の
」
と
解
説
し
て
い
る
が（

（1
（

、
魂
の
問
題

は
と
も
か
く
と
し
て
、
病
を
治
し
生
命
を
回
復
さ
せ
る
方
術
が
令
制
以
前
よ
り
列
島
に
存
在
し
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。『
日
本

書
紀
』
神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
六
月
で
は
、
武
甕
雷
神
よ
り
授
け
ら
れ
た
韴
霊
（
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
（
と
い
う
霊
剣
が
、
神
武
天
皇
に

奉
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
天
皇
と
そ
の
配
下
の
者
の
体
調
が
回
復
し
て
い
る
。『
新
撰
姓
氏
録
』「
和
泉
国
神
別
」
巫
部
連
の
項
で
は
、
雄
略

天
皇
の
御
体
不
予
に
「
筑
紫
豊
国
奇
巫
」
が
関
わ
っ
た
伝
承
が
記
さ
れ
、
天
皇
の
病
気
治
療
に
携
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
恐
ら
く

右
の
伝
承
に
類
す
る
生
命
回
復
の
方
術
な
い
し
は
生
命
を
回
復
さ
せ
る
霊
力
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
天
皇
の
安
泰
を
祈
る
宮
中
の
鎮
魂

祭
が
新
た
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
記
紀
の
天
岩
屋
戸
伝
承
で
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
が
行
っ
た
所
作
（
う
け
槽
を
つ
く
（
を

取
り
込
み
つ
つ
、
神
祇
官
の
御
巫
が
大
直
神
・
神
祇
官
斎
院
の
八
神
（
天
皇
を
守
護
す
る
神
々
（
を
祭
る
祭
儀
と
し
て
編
成
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
儀
式
次
第
で
は
魂
の
遊
離
や
附
着
は
問
題
と
さ
れ
ず
、
少
な
く
と
も
宮
中
の
鎮
魂
祭
は
天
皇
の
安
泰
を
間
接
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的
に
祈
る
祭
祀
で
あ
る
と
ま
で
し
か
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
以
上
の
魂
の
信
仰
に
関
す
る
解
釈
・
論
議
は
古
代
信
仰
に
つ
い
て
の

「
仮
説
」
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
二
、
折
口
信
夫
の
鎮
魂
論
と
大
嘗
祭

　

折
口
は
何
故
外
か
ら
寄
り
来
る
魂
（
天
皇
魂
、
天
皇
霊
（
を
体
内
に
い
れ
る
こ
と
が
「
み
た
ま
ふ
り
」
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
折

口
が
古
代
文
献
の
記
述
は
も
ち
ろ
ん
、
近
世
の
伴
信
友
や
、
特
に
鈴
木
重
胤
の
鎮
魂
論
を
見
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く（

（1
（

、
ま
た
、
折
口

が
鎮
魂
祭
だ
け
で
な
く
大
嘗
祭
の
次
第
を
熟
知
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
む
し
ろ
折
口
は
文
献
な
ど
か
ら
復
元
で
き
る
実
際
の
鎮
魂
祭

や
大
嘗
祭
の
次
第
に
拘
泥
し
な
い
方
法
で
、
両
祭
の
本
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
折
口
は
「
依
代
か
ら�

「
だ
し
」
へ
」（『
郷
土
研
究
』
第
四
巻
第
九
号
、
大
正
五
年
十
二
月
（
で
す
で
に
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　

�

大
嘗
祭
に
於
け
る
神
と
人
と
の
境
は
、
間
一
髪
を
容い

れ
な
い
程
な
の
に
も
係か

ヽ
は

ら
ず
、
単
に
神
と
神
の
御み

す
ゑ裔

な
る
人
と
が
食
饌
を
共

に
す
る
に
止
ま
る
と
い
ふ
の
は
合が

て
ん点

の
い
か
ぬ
話
で
あ
る
。
こ
の
純
化
し
た
お
祭
を
持
つ
た
迄
に
は
、
語
り
脱お

と

さ
れ
た
長
い
多
く

の
祖お

や

た
ち
の
生
活
の
連
続
が
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
も
つ
と

0

0

0

神
に
近
い
感
情
発
表
の
形
式
を
持
つ
て
ゐ
た
時
代
で
あ
る
。�

今
日
お
慈じ

ひ悲
の
牢
獄
に
押
籠
め
ら
れ
た
神
々
は
、
神
性
を
拡
張
す
る
復
活
の
喜
び
は
失
う
て
了し

ま

は
れ
た
の
で
あ
る
。

　

折
口
は
大
正
初
期
に
お
い
て
、
大
嘗
祭
を
神
と
人
と
が
食
膳
を
共
に
す
る
祭
り
で
あ
る
と
の
理
解
を
承
知
し
つ
つ
、
そ
こ
に
止
ま
ら
な

い
神
と
人
と
の
境
が
間
一
髪
も
容
れ
な
い
関
係
で
あ
る
こ
と
が
、
大
嘗
祭
の
本
質
と
考
え
て
い
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
折
口
は

神
々
を
「
今
日
お
慈
悲
」（
＝
近
代
の
神
や
神
社
を
と
り
ま
く
枠
や
制
度
、
思
想
を
指
す
か
（
の
牢
獄
に
押
し
籠
め
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
、

神
社
成
立
以
前
の
人
間
と
神
々
と
の
交
渉
の
仕
方
を
発
見
し
よ
う
と
し
て
お
り
、「
神
性
を
拡
張
す
る
復
活
の
喜
び
」
と
い
う
表
現
は
、
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共
同
体
に
根
差
す
伝
統
的
な
神
と
は
異
な
る
新
し
い
時
代
の
神
を
認
識
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
折
口
が
大

嘗
祭
を
も
つ
ま
で
に
存
在
す
る
と
し
た
「
も
つ
と
神
に
近
い
感
情
発
表
の
形
式
を
持
つ
て
ゐ
た
」「
語
り
脱
さ
れ
た
長
い
祖
た
ち
の
生
活

の
連
続
」
に
対
す
る
考
え
が
「
大
嘗
祭
の
本
義
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（1
（

。
そ
れ
は
文
献
以
前
の
祭
り
を
考
究
し
た

結
果
と
も
言
え
る
。

　

折
口
が
神
と
食
膳
を
共
に
す
る
と
い
う
理
解
だ
け
で
は
神
性
の
本
義
は
解
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時

代
の
大
嘗
祭
理
解
と
の
齟
齬
も
生
じ
さ
せ
る
。
例
え
ば
「
大
嘗
祭
の
本
義
な
ら
び
に
風
俗
歌
と
真
床
襲
衾
」（『
國
學
院
雜
誌
』
第
三
四
巻

第
一
一
号
、
昭
和
三
年
十
二
月
（
で
は
大
嘗
祭
と
新
嘗
祭
の
関
係
に
つ
い
て
「
先
輩
諸
家
の
考
へ
と
は
全
然
対
蹠
的
な
位
置
に
立
つ
」
と

し
て
大
嘗
祭
が
新
嘗
祭
よ
り
古
い
祭
祀
で
あ
る
と
し
、
昭
和
三
年
「
御
即
位
式
と
大
嘗
祭
と
」（『
歴
史
教
育
』
第
三
巻
第
八
号
、
昭
和
三

年
十
月（

（1
（

（
で
は
即
位
式
が
あ
っ
て
後
に
大
嘗
祭
が
あ
る
の
を
、
大
嘗
宮
に
お
け
る
衾
（
真
床
襲
衾
と
同
じ
（
を
被
っ
て
「
日
の
御
子
と
し

て
の
資
格
を
具
備
せ
ら
れ
た
」
後
、
御
産
湯
に
よ
っ
て
禊
を
行
い
、「
高
御
座
に
登
っ
て
宣
詞
を
発
せ
ら
れ
た
」
と
し
て
大
嘗
祭
→
即
位

式（
実
際
は
即
位
式
の
後
に
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
る
（と
順
序
を
実
際
の
時
系
列
と
真
逆
に
捉
え
て
い
る
。「
大
嘗
祭
の
本
義
」に
お
い
て
も
、

大
嘗
祭
の
神
事
の
前
日
に
鎮
魂
祭
が
行
わ
れ
る
実
際
の
祭
儀
次
第
を
分
解
し
、
天
皇
霊
を
入
れ
る
鎮
魂
が
大
嘗
宮
神
殿
内
中
央
の
神
座
で

行
わ
れ
る
も
の
と
し
て
大
嘗
祭
を
論
じ
て
い
る
。
折
口
は
祭
祀
の
理
想
形
を
、大
嘗
祭
を
通
し
て
観
想
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、

そ
の
思
考
の
方
式
は
祭
儀
を
分
解
し
、
自
身
の
理
念
に
合
わ
せ
て
再
構
築
す
る
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
折
口
は
、
次
第
の
解
説
や
祭
祀
の
沿
革

に
力
点
を
置
い
て
い
た
同
時
代
の
大
嘗
祭
の
概
説
と（

11
（

、
そ
の
発
想
・
観
点
を
異
に
し
て
お
り
、
た
だ
沿
革
や
次
第
を
辿
る
だ
け
で
は
祭
り

の
根
底
に
あ
る
人
々
の
信
仰
や
神
性
の
本
義
は
見
え
て
こ
な
い
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

折
口
の
考
え
で
は
、収
穫
祭
と
し
て
の
秋
祭
り（
新
嘗
（→
魂
を
身
体
に
入
れ
る
冬
祭
り（
鎮
魂
（→
宣
命
が
下
さ
れ
る
春
祭
り（
即
位
式
・

朝
賀
（、
と
い
う
季
節
の
祭
祀
が
元
来
は
一
続
き
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
春
祭
り
の
即
位
式
で
高
御
座
に
登
っ
た
天
皇
は
遠
来
の�
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「
ま
れ
び
と
神
」＝「
高
天
原
神
」
で
あ
っ
た
と
い
う（

1（
（

。
こ
の
祭
祀
論
は
、
折
口
が
そ
れ
ま
で
に
見
聞
し
た
民
俗
事
例
や
、
と
り
わ
け
古
典

の
記
述
か
ら
考
察
を
深
め
て
き
た
あ
り
う
べ
き
「
古
代
」
の
信
仰
が
凝
縮
さ
れ
た
祭
り
論
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
初
期
の
段
階
で
折
口
の
発
想
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
来
訪
す
る
神
と
い
う
「
ま
れ
び
と
」
を
即
位
式
で
高
御
座
に
登
る
天
皇

に
重
ね
合
わ
せ（

11
（

、
そ
の
天
皇
が
天
皇
と
し
て
の
力
を
獲
得
す
る
方
術
と
し
て
外
か
ら
威
力
あ
る
魂
が
寄
り
付
く（

11
（

と
い
う
折
口
鎮
魂
説
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
「
御
即
位
式
と
大
嘗
祭
と
」
に
よ
る
と
、
天
皇
は
「
最
高
の
神
主
で
あ
つ
て
、
同
時
に
君
主
」

で
あ
り
、
天
津
神
の
み
こ
と
を
伝
達
す
る
「
み
こ
と
も
ち
」
で
あ
り
、
御
代
始
め
の
詔
詞
に
は
「
天
地
を
更
新
さ
せ
る
と
言
ふ
信
仰
」
が�

あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、「
み
こ
と
も
ち
」
は
神
の
み
こ
と
を
宣
り
伝
え
て
い
る
瞬
間
は
神
と
同
格
で
あ
り
、
天
皇
が
神
の
御
子
と
し
て

復
活
す
る
式
が
大
嘗
祭
と
い
う
。
厳
密
に
言
え
ば
、
天
皇
が
神
と
同
格
に
な
る
の
は
神
の
「
み
こ
と
も
ち
」
と
し
て
神
の
み
こ
と
を
宣
る

時
で
し
か
な
い
、
と
な
る
。
天
皇
と
神
と
の
「
間
一
髪
を
容
れ
な
い
」
関
係
性（

11
（

を
説
明
す
る
語
彙
・
理
論
が
昭
和
初
期
に
「
み
こ
と
も
ち
」

論
と
し
て
発
表
さ
れ（

11
（

、
天
皇
が
永
久
に
神
の
御
子
と
し
て
復
活
し
続
け
る
方
術
を
「
鎮
魂
」、
そ
の
場
を
大
嘗
祭
、
と
発
想
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
折
口
が
民
俗
学
の
視
点
も
取
り
込
ん
で
大
嘗
祭
を
考
察
し
、
天
皇
の
聖
性
・
神
性
に
着
目
し
て
大
嘗
祭
を
捉
え
た
点
は
、
特
に�

戦
後
、
神
話
研
究
や
王
権
論
の
高
ま
り
と
と
も
に
大
い
に
注
目
さ
れ
、
大
嘗
祭
研
究
の
フ
レ
ー
ム
を
拡
大
さ
せ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
た（

11
（

。

し
か
し
折
口
の
論
考
に
お
い
て
、
大
嘗
宮
内
の
「
真
床
襲
衾
」
を
被
っ
て
天
皇
霊
を
体
内
に
入
れ
て
復
活
す
る
「
鎮
魂
」
の
儀
は
、
あ
く

ま
で
季
節
の
祭
祀
論
の
一
部
で
あ
っ
て
、
天
皇
が
神
に
な
る
儀
礼
と
は
記
し
て
お
ら
ず
、
大
嘗
祭
の
フ
レ
ー
ム
を
王
者
誕
生
儀
礼
と
し
て
確

立
さ
せ
、
天
皇
を
天
皇
た
ら
し
め
、
天
皇
を
神
と
す
る
祭
儀
と
し
た
の
は
む
し
ろ
戦
後
の
神
話
・
王
権
研
究
だ
っ
た（

11
（

。
折
口
大
嘗
祭
論
が

定
説
化
し
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
全
集
の
刊
行
や
門
弟
の
評
論
活
動
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
松
本
信
広
は
民
族
研
究
で

折
口
・
柳
田
と
つ
な
が
り
、
渡
仏
後
は
折
口
の
外
来
魂
の
発
想
に
影
響
を
与
え
た
「
マ
ナ
」
を
論
じ
た
モ
ー
ス
に
も
指
導
を
受
け
、
折
口
の�
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大
嘗
祭
論
を
比
較
神
話
研
究
に
引
用
、
評
価
し
て
い
る（

11
（

。
折
口
大
嘗
祭
論
が
学
説
史
上
大
き
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、�

國
學
院
や
神
社
界
と
は
全
く
異
な
る
場
所
で
も
折
口
が
読
ま
れ
、
評
価
・
批
判
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
三
、
大
嘗
祭
と
新
嘗
祭
を
構
成
す
る
諸
儀

　

鎮
魂
祭
と
大
嘗
祭
の
関
係
に
つ
い
て
の
折
口
論
は
、
あ
く
ま
で
文
献
以
前
の
「
古
代
」
に
対
す
る
折
口
の
思
想
と
し
て
評
価
す
べ
き
で

あ
り
、
実
際
に
行
わ
れ
て
き
た
、
ま
た
は
行
わ
れ
て
い
る
祭
儀
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る（

11
（

。
ま
た
、
鎮
魂
祭
を
遊
離

し
た
天
皇
の
御
魂
を
鎮
め
る
祭
儀
と
す
る
見
方
も
、
同
様
に
古
代
信
仰
に
対
す
る
仮
説
と
位
置
付
け
、
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
律
令
制

以
前
の
時
代
に
お
け
る
鎮
魂
祭
の
原
像
と
、
七
世
紀
末
以
降
に
形
成
さ
れ
た
神
祇
令
祭
祀
と
し
て
の
鎮
魂
祭
は
、
分
け
て
考
え
た
ほ
う
が

賢
明
で
あ
り
、
文
献
で
論
証
の
困
難
な
古
代
霊
魂
観
を
論
じ
る
よ
り
も
、
祭
儀
が
ど
の
よ
う
に
成
立
・
機
能
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
考
察

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
古
代
祭
祀
の
意
義
が
明
確
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
大
嘗
祭
と
新
嘗
祭
を
と
り
ま
く
諸
儀
の
構
成
を

検
討
し
、
そ
の
中
で
鎮
魂
祭
が
い
か
な
る
位
置
に
あ
る
の
か
を
考
え
た
い
。

　

大
嘗
祭
と
毎
年
十
一
月
に
行
わ
れ
る
恒
例
の
新
嘗
祭
の
諸
行
事
を
、
平
安
時
代
中
期
成
立
の
『
儀
式
』・『
延
喜
式
』
に
基
づ
い
て
比
較

す
る
と
表
一
の
よ
う
に
な
る（

11
（

。

　

新
嘗
祭
と
比
し
て
、
大
嘗
祭
に
し
か
行
わ
れ
な
い
諸
儀
（
下
線
部
（
は
大
嘗
祭
の
特
質
を
示
す
。
神
事
に
用
い
る
稲
を
収
穫
す
る
斎
田

を
畿
外
の
国
郡
に
求
め
る
点
（
畿
外
の
国
郡
卜
定
（
が
最
も
特
徴
的
で
あ
る
が
、
他
に
も
大
嘗
祭
に
し
か
見
ら
れ
な
い
行
事
が
あ
る
。
大

嘗
祭
の
諸
準
備
が
行
わ
れ
る
斎
場
（
北
野
斎
場
（
の
建
設
、
由
加
物
（
雑
器
・
御
贄
（
や
神
服
を
調
達
す
る
使
の
発
遣
、
大
祓
使
発
遣
、

天
神
地
祇
大
奉
幣
、
御
禊
行
幸
、
大
嘗
宮
の
造
営
、
辰
・
巳
日
節
会
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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表
一
「
古
代
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
の
流
れ
」

時
期

大
嘗
祭

新
嘗
祭

八
月
以
前

畿
外
の
国
郡
卜
定

八
月

上
旬

北
野
斎
場
点
定

由
加
物
（
雑
器
（
の
製
作
開
始

大
祓
使
発
遣

下
旬

大
祓
使
発
遣

下
旬
以
降

天
神
地
祇
大
奉
幣

九
月

二
日

酒
稲
を
奉
る

国
郡
を
卜
定

上
旬

由
加
物
使
・
神
服
使
発
遣

十
月

二
日

稲
・
粟
を
奉
る

国
郡
を
卜
定

下
旬

御
禊
行
幸

十
一
月

一
日

忌
火
御
飯

忌
火
御
飯

一
～
八
日

御
贖
祭

御
贖
祭

祭
日
七
日
前

大
嘗
宮
造
営

大
嘗
宮
完
成
後

大
殿
祭

中
寅
日

鎮
魂
祭

鎮
魂
祭

中
卯
日

神
祇
官
班
幣

神
祇
官
班
幣

小
斎
人
卜
定

小
斎
人
卜
定

大
殿
祭

神
饌
供
進

神
饌
供
進

辰
日

大
殿
祭

大
殿
祭

辰
日
節
会

豊
明
節
会

巳
日

巳
日
節
会

午
日

豊
明
節
会

太
字
は
両
祭
に
共
通
す
る
諸
儀

　

北
野
斎
場
の
建
設
や
、
卯
日
神
事
の
後
に
辰
・
巳
日
と

二
日
間
の
節
会
が
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
嘗
祭
の
規
模
の

大
き
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
畿
外
の
国
々
か
ら
も
た
ら

さ
れ
る
由
加
物
（
雑
器
・
御
贄
（
は
、
大
嘗
祭
の
た
め
だ

け
の
特
別
な
奉
献
品
で
あ
っ
て
、
大
嘗
祭
が
全
国
規
模
の

天
皇
祭
祀
で
あ
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
八
月
上

旬
・
下
旬
に
全
国
に
発
遣
さ
れ
る
大
祓
使
は
、
大
嘗
祭
の

諸
儀
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
前
に
、
全
国
の
罪
を
解
除

し
て
清
浄
化
す
る
も
の
で
あ
り（

1（
（

、
さ
ら
に
大
嘗
祭
の
散
斎

月
で
あ
る
十
一
月
の
前
月
下
旬
に
は
天
皇
の
御
禊
が
大
規

模
の
鹵
簿
を
伴
っ
て
行
わ
れ
る（

11
（

。
こ
れ
ら
は
大
嘗
祭
を
行

う
に
あ
た
っ
て
罪
・
穢
れ
が
神
事
に
及
ば
な
い
よ
う
重
層

的
に
祓
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
大
嘗
祭
を
無
事
に
行
う
た

め
の
丁
重
な
作
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
儀
式
』
を

見
る
と
、
祓
は
斎
田
で
の
抜
穂
や
、
神
御
物
が
大
嘗
宮
に

入
る
前
な
ど
、
諸
儀
の
折
々
に
も
斎
行
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
解
る
。

　

天
神
地
祇
大
奉
幣
は
、
奉
幣
使
を
全
国
に
発
遣
し
て
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神
々
へ
と
幣
帛
を
奉
り
、
大
嘗
祭
の
斎
行
を
事
前
に
報
告
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
嘗
祭
を
行
う
前
に
全
国
の
諸
神
祇
に
対
し
て
丁
重
に
敬

意
を
表
し
て
い
た（

11
（

。
祭
儀
の
丁
重
さ
と
い
う
点
で
は
、
新
嘗
祭
の
神
饌
供
進
が
常
設
の
神
殿
（
神
嘉
殿
（
で
行
う
の
に
対
し
、
大
嘗
祭
が

そ
の
時
の
祭
り
の
た
め
だ
け
の
臨
時
の
神
殿
（
悠
紀
殿
・
主
基
殿
（
を
二
棟
建
て
（
大
嘗
宮
造
営
（、
そ
れ
ぞ
れ
で
全
く
同
一
の
神
事
を

行
う
こ
と
は
、
大
嘗
祭
に
お
け
る
神
事
の
丁
重
さ
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
大
嘗
祭
後
に
節
会
が
二
日
間
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
神
事

が
悠
紀
殿
・
主
基
殿
で
二
度
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
応
し
、
大
事
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
行
う
こ
と
で
そ
の
丁
重
さ
を
高
め
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
大
嘗
祭
前
後
に
行
わ
れ
る
特
別
な
諸
儀
は
、
代
始
め
の
皇
祖
神
祭
祀
を
で
き
る
だ
け
丁
重
に
、
十
全
な
準
備
の
下
で
行

う
こ
と
を
主
眼
に
し
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　

右
の
よ
う
な
大
嘗
祭
を
特
徴
づ
け
る
諸
儀
の
存
在
に
対
し
、
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
共
に
全
く
共
通
す
る
祭
儀
の
存
在
も
多
い
こ
と
に
気
付

く
。
大
嘗
祭
で
は
畿
外
の
国
郡
を
卜
定
し
、
そ
の
郡
の
斎
田
が
選
定
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
新
嘗
祭
に
お
い
て
も
、
畿
内
の
官
田
（
宮
内
省

営
田
（
か
ら
で
は
あ
る
が
、
祭
祀
の
た
め
の
稲
・
粟
を
供
す
る
国
郡
が
卜
定
さ
れ
て
い
る
。
祭
祀
に
用
い
る
稲
を
収
穫
す
る
斎
田
を
丁
重

に
選
定
す
る
点
に
お
い
て
は
大
嘗
祭
も
新
嘗
祭
も
変
わ
り
な
く
、
む
し
ろ
毎
年
の
新
嘗
祭
に
お
け
る
斎
田
（
畿
内
（
選
定
の
方
式
を
畿
外

の
国
郡
の
卜
定
に
応
用
し
て
大
嘗
祭
の
国
郡
卜
定
が
生
ま
れ
た
、
と
見
た
ほ
う
が
正
し
い
で
あ
ろ
う（

11
（

。

　

大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
の
斎
行
月
の
朔
日
に
は
忌
火
で
調
理
し
た
忌
火
御
飯
が
供
さ
れ
、
天
皇
は
潔
斎
生
活
に
入
り
、
八
日
ま
で
身
体
を
清

め
る
御
贖
祭
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
卯
日
神
事
の
前
日
に
鎮
魂
祭
、
神
事
当
日
平
旦
に
は
神
祇
官
班
幣
、
続
い
て
神
事
に
奉
仕
す
る
小
斎

人
の
卜
定
が
行
わ
れ
、
神
事
を
行
う
神
嘉
殿
を
祭
る
大
殿
祭
（
大
嘗
祭
で
は
大
嘗
宮
建
造
後
に
大
嘗
宮
の
殿
と
門
を
祭
る
（、
そ
し
て
神

饌
供
進
が
天
皇
に
よ
っ
て
斎
行
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
天
皇
の
御
在
所
を
祭
る
大
殿
祭
が
斎
行
さ
れ（

11
（

、
豊
明
節
会
が
催
さ
れ
る
（
大
嘗
祭
で

は
そ
の
前
に
二
日
間
の
節
会
が
あ
る
（。

　

こ
れ
ら
十
一
月
の
諸
儀
は
卯
日
神
事
の
直
前
・
直
後
に
行
わ
れ
、
神
饌
供
進
儀
に
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
新
嘗
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祭
に
行
わ
れ
る
関
係
諸
儀
は
ほ
ぼ
も
れ
な
く
大
嘗
祭

で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
一
代
一
度
の
大
嘗
祭
が
、
毎
年

十
一
月
に
新
穀
を
神
に
供
す
る
新
嘗
祭
の
延
長
線
上
に

あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
こ
の
点
は
神
に
供
す
る

神
饌
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
大
嘗
祭
で
用
い
ら
れ

る
稲
が
畿
外
の
斎
田
か
ら
調
達
さ
れ
る
点
以
外
は
、
ほ

ぼ
大
嘗
祭
と
新
嘗
祭
（
六
・
十
二
月
の
神
今
食
も
（
で

神
饌
の
構
成
・
品
目
は
共
通
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ

る（
11
（

。
新
嘗
祭
で
供
さ
れ
る
粟
の
御
飯
は
大
嘗
祭
で
も

供
さ
れ
て
い
た（

11
（

。

　

ま
た
、
十
一
月
に
行
わ
れ
る
一
連
の
諸
儀
は
六
・

十
二
月
（
十
一
日
夜
半
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
天
皇
親

祭
の
神
今
食
が
斎
行
（
に
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
は
天
皇
親
祭
に
付
随
す
る
行
事
で
あ
っ
た
考
え
ら
れ
て
き
た（

11
（

。
た
だ
し
、
六
・
十
二
月
と
十
一
月
と
で
異
な
る
点
が
存
在
す
る
。
六
・

十
二
月
の
一
～
十
日
に
行
わ
れ
る
御
体
御
卜
は
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
を
行
う
十
一
月
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
新
嘗
祭
の
前
月
に
斎

行
さ
れ
る
鎮
魂
祭
は
、
六
・
十
二
月
の
神
今
食
前
日
に
は
斎
行
さ
れ
ず
、
新
嘗
祭
後
の
豊
明
節
会
は
六
・
十
二
月
に
は
行
わ
れ
な
い
。
六
・

十
二
月
の
御
体
御
卜
が
十
一
月
新
嘗
祭
に
際
し
て
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、御
体
御
卜
は
天
皇
親
祭
の
予
備
的
行
事
で
は
な
く
、

半
年
毎
に
天
皇
に
祟
る
神
を
特
定
す
る
行
事
で
あ
っ
た
た
め（

11
（

、
十
一
月
の
新
嘗
祭
斎
行
に
あ
た
っ
て
行
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る

表
二
「
古
代
新
嘗
祭
・
神
今
食
と
前
後
の
諸
儀
」

神
今
食

新
嘗
祭

九
月

二
日

酒
稲
を
奉
る

国
郡
を
卜
定

十
月

二
日

稲
・
粟
を
奉
る

国
郡
を
卜
定

六
月
・

十
二
月

一
日

忌
火
御
飯

十
一
月

一
日

忌
火
御
飯

一
～
八
日

御
贖
祭

一
～
八
日

御
贖
祭

一
～
十
日

御
体
御
卜

中
丑
日

御
宅
田
稲
数
の
奏

中
寅
日

鎮
魂
祭

十
一
日

月
次
祭
班
幣

中
卯
日

新
嘗
祭
班
幣

小
斎
人
卜
定

小
斎
人
卜
定

大
殿
祭

大
殿
祭

神
饌
供
進

神
饌
供
進

十
二
日

大
殿
祭

辰
日

大
殿
祭

豊
明
節
会
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の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
豊
明
節
会
と
い
う
臣
下
と
の
直
会
が
新
嘗
祭
の
み
に
あ
る
こ
と
は
、
新
嘗
祭
が
一
年
に
一
度
の
天
皇
祭
祀
で
あ
る

た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、
六
・
十
二
月
と
十
一
月
い
ず
れ
に
も
存
在
す
る
神
祇
官
班
幣
に
関
し
て
は
、
十
一
月
の
神
事
当
日
（
中

卯
日
（
平
旦
に
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
班
幣
と
、
六
・
十
二
月
十
一
日
に
行
わ
れ
る
月
次
祭
班
幣
と
は
そ
の
位
置
付
け
を
異
に
し
、
大
嘗
祭
・

新
嘗
祭
班
幣
が
天
皇
親
祭
の
前
段
行
事
と
明
確
に
捉
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
月
次
祭
班
幣
は
祈
年
祭
班
幣
に
準
じ
た
国
家
祭
祀
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る（

1（
（

。
と
す
る
と
、
十
一
月
の
新
嘗
祭
を
よ
り
規
模
を
縮
小
さ
せ
た
も
の
が
六
・
十
二
月
の
神
今
食
で
あ
り（

11
（

、
一
代
一
度
の
大

嘗
祭
は
、
恒
例
の
十
一
月
新
嘗
祭
を
よ
り
大
規
模
に
、
よ
り
丁
重
に
行
う
も
の
で
あ
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

天
皇
の
鎮
魂
祭
が
十
一
月
新
嘗
祭
お
よ
び
一
代
一
度
大
嘗
祭
の
前
日
に
の
み
斎
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（
が
一
年

に
一
度
、
も
し
く
は
一
代
に
一
度
の
大
祭
祀
で
あ
っ
た
こ
と
を
傍
証
す
る
。
新
嘗
祭
は
新
穀
の
収
穫
を
前
提
と
し
て
一
年
に
一
度
行
わ
れ

る
天
皇
祭
祀
で
あ
り
、
鎮
魂
祭
も
一
年
に
一
度
、
天
皇
の
一
年
間
の
安
泰
を
祈
っ
て
行
わ
れ
る（

11
（

。
鎮
魂
祭
の
祈
り
の
対
象
は
一
年
間
で
あ

る
た
め
、
一
年
に
一
度
新
嘗
祭
の
前
日
に
行
え
ば
良
い
の
で
あ
り
、
半
年
毎
に
行
わ
れ
る
神
今
食
に
付
随
し
て
行
う
必
要
は
な
か
っ
た
。

　

大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（
に
関
連
す
る
諸
儀
の
検
討
の
結
果
、
鎮
魂
祭
は
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（

の
神
事
の
前
日
に
行
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
次
節
以
降
で
は
鎮
魂
祭
の
初
見
記
事
を
分
析
し
、
そ
の
成
立
の
背
景
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
四
、
鎮
魂
祭
の
成
立

　

鎮
魂
祭
の
初
見
は
天
武
紀
十
四
年
十
一
月
丙
寅
（
二
十
四
日
（「
為
二
天
皇
一
招
魂
之（

11
（

。」
の
記
事
と
さ
れ
て
き
た
。「
招
魂
」
と
記
さ

れ
て
「
神
祇
令
」
の
「
鎮
魂
祭
」
と
名
称
が
異
な
っ
て
い
る
が
、「
ミ
タ
マ
フ
リ
ス
」（『
釈
日
本
紀
』
巻
二
十
一
、
秘
訓
六（

11
（

（、「
ミ
タ
マ



41 鎮魂祭の成立と大嘗祭

フ
リ
シ
キ
」（
北
野
本
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
九（

11
（

（
と
の
訓
が
伝
え
ら
れ
、
令
制
祭
祀
の
鎮
魂
祭
と
同
訓
で
読
ま
れ
て
き
た
。
漢
字
は�

「
招
魂
」（
魂
を
招
く
（
で
あ
っ
て
も
、「
ミ
タ
マ
フ
リ
」（
タ
マ
を
フ
リ
動
か
す
（
の
祭
り
と
認
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
解
る
。

　

ま
た
、
鎮
魂
祭
の
祭
日
は
「
養
老
神
祇
令
」
で
仲
冬
（
十
一
月
（
寅
日
、『
延
喜
四
時
祭
式
』
で
は
十
一
月
祭
・
中
寅
日
と
し
、『
延
喜

践
祚
大
嘗
祭
式
』
で
は
大
嘗
祭
卯
日
神
事
の
前
日
「
十
一
月
中
寅
日
〈
卯
在
二
朔
日
一
用
二
上
寅
一、〉」
条
の
割
注
に
「
鎮
二
御
魂
一
一
同
二
尋�

常
一、」
と
あ
っ
て
、
律
令
制
の
下
で
は
十
一
月
の
二
番
目
の
寅
日
、
新
嘗
祭
（
大
嘗
祭
（
の
前
日
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
天

武
紀
「
招
魂
」
の
記
事
は
十
一
月
丙
寅
で
あ
り
、
こ
の
年
の
十
一
月
は
朔
日
が
癸
卯
で
寅
日
は
十
二
日
と
二
十
四
日
に
あ
り
、
丙
寅
は
二

度
目
の
寅
日
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
天
武
紀
十
四
年
の
「
招
魂
」
の
記
事
は
令
制
祭
祀
鎮
魂
祭
の
祭
日
と
一
致
し
、
そ
の
初
見
記
事
と
し
て

問
題
は
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
鎮
魂
祭
の
祭
日
だ
け
で
な
く
新
嘗
祭
の
祭
日
（「
養
老
神
祇
令
」：
十
一
月
下
卯
日
（
も
天
武
朝
で
確
立
し
て
い
た
こ
と
は
、

天
武
紀
六
年
十
一
月
己
卯
（
二
十
一
日
、
下
卯
日
（
に
「
新
嘗
」
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
る
。
天
武
紀
十
四
年
十
一
月
の
下

卯
日
で
あ
る
丁
卯
に
新
嘗
の
記
事
は
な
い
が
、
鎮
魂
祭
・
新
嘗
祭
共
に
そ
の
祭
日
が
天
武
朝
に
遡
る
の
で
あ
る
か
ら
、
丙
寅
「
招
魂
」
の

翌
日
に
「
新
嘗
」
が
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
て
、『
日
本
書
紀
』
は
そ
の
記
録
を
省
略
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
仮
に
新
嘗
祭
が

実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
く
と
も
、
新
嘗
祭
が
斎
行
予
定
で
あ
っ
た
、
も
し
く
は
新
嘗
祭
を
行
っ
て
し
か
る
べ
き
日
程
で
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
が
な
い
。

　

さ
て
、
鎮
魂
祭
の
初
見
記
事
が
あ
る
天
武
紀
十
四
年
は
天
皇
が
崩
御
す
る
前
年
に
当
た
る
（
次
頁
掲
表
三
参
照
（。
十
四
年
の
九
月
に

は
天
皇
不
予
と
な
り
、
大
官
大
寺
・
川
原
寺
・
飛
鳥
寺
と
い
っ
た
国
大
寺
で
読
経
を
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
翌
月
に
は
百
済
僧
法
蔵
・
優
婆

塞
益
田
直
金
鍾
が
美
濃
に
遣
わ
さ
れ
て
白
朮
（
お
け
ら
（
を
煮
る
記
事
が
あ
り
、
こ
の
白
朮
が
十
一
月
丙
寅
（
二
十
四
日
（
に
天
皇
に
献

じ
ら
れ
た
「
白
朮
煎
」
と
考
え
ら
れ
る
。
天
皇
不
予
の
翌
月
に
美
濃
国
に
ま
で
僧
・
優
婆
塞
を
発
遣
し
て
白
朮
を
煎
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る�
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表
三
「
天
武
十
四
年
～
朱
鳥
元
年
（『
日
本
書
紀
』）
に
お
け
る
天
皇
不
予
と
災
害
、
神
事
・
仏
事
関
係
記
事
」

天
武
十
四
年

正
月

戊
申
（
二
日
（

拝
朝
廷

三
月

壬
申
（
二
十
七
日
（

諸
国
の
家
に
仏
舎
を
作
り
仏
像
・
経
を
置
き
礼
拝
・
供
養
せ
よ
と
の
詔

是
月

信
濃
国
に
灰
が
降
り
草
木
が
皆
枯
れ
る

四
月

己
卯
（
四
日
（

牟
婁
温
泉
没
し
て
出
ず

丁
亥
（
十
二
日
（

広
瀬
・
龍
田
の
神
を
祭
る

庚
寅
（
十
五
日
（

宮
中
で
安
居

五
月

庚
戌
（
五
日
（

飛
鳥
寺
行
幸
、
珍
宝
を
仏
に
奉
り
礼
敬
す

七
月

乙
丑
（
二
十
一
日
（

広
瀬
・
龍
田
の
神
を
祭
る

八
月

乙
酉
（
十
二
日
（

浄
土
寺
に
行
幸

丙
戌
（
十
三
日
（

川
原
寺
行
幸
、
稲
を
衆
僧
に
施
す

九
月

丁
卯
（
二
十
四
日
（

天
皇
体
不
予
の
た
め
、
三
日
間
大
官
大
寺
・
川
原
寺
・
飛
鳥
寺
で
誦
経
、
稲
を
三
寺
に
納
め
る

十
月

庚
辰
（
八
日
（

百
済
僧
法
蔵
・
優
婆
塞
益
田
直
金
鍾
が
美
濃
に
遣
わ
さ
れ
て
白
朮
（
お
け
ら
）
を
煮
る

是
月

金
剛
般
若
経
を
宮
中
に
説
く

十
一
月

丙
寅
（
二
十
四
日
（

法
蔵
法
師
・
金
鍾
、
白
朮
（
お
け
ら
）
を
献
ず

是
日
、
天
皇
の
た
め
に
招
魂
（
み
た
ま
ふ
り
し
き
）

十
二
月

辛
巳
（
十
日
（

西
よ
り
地
震
発
生

丁
亥
（
十
六
日
（

大
官
大
寺
の
僧
に
絁
・
綿
・
布
を
施
す

朱
鳥
元
年

（
天
武
十
五
年
（

正
月

乙
卯
（
十
四
日
（

難
波
の
大
蔵
省
に
失
火
、
宮
室
悉
く
焼
失
、
阿
斗
連
薬
の
家
の
失
火
か

庚
申
（
十
九
日
（

地
震

四
月

丙
申
（
二
十
七
日
（

多
紀
皇
女
・
山
背
姫
王
・
石
川
夫
人
を
伊
勢
神
宮
に
遣
わ
す
、
翌
月
戊
申
（
九
日
（
に
帰
京

五
月

癸
丑
（
十
四
日
（

大
官
大
寺
に
七
百
戸
を
封
し
税
三
十
万
束
を
納
め
る

癸
亥
（
二
十
四
日
（

天
皇
始
め
て
体
不
安

川
原
寺
で
薬
師
経
を
説
か
し
め
、
宮
中
に
安
居
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表
三
「
天
武
十
四
年
～
朱
鳥
元
年
に
お
け
る
天
皇
不
予
と
災
害
、
神
事
・
仏
事
関
係
記
事
」（
続
き
）

朱
鳥
元
年

（
天
武
十
五
年
（

六
月

戊
寅
（
十
日
（

天
皇
の
病
が
草
薙
剣
の
祟
り
と
判
明
、
剣
を
尾
張
国
熱
田
社
に
送
置

甲
申
（
十
六
日
（

伊
勢
王
と
官
人
を
飛
鳥
寺
に
遣
わ
し
、
三
宝
の
威
に
頼
り
身
体
の
安
和
の
た
め
諸
僧
に
請
願
の
勅

三
宝
に
珍
宝
を
奉
り
、
天
皇
の
御
衣
・
御
衾
を
高
僧
に
施
す

丁
亥
（
十
九
日
（

百
官
人
を
川
原
寺
に
遣
わ
し
燃
灯
供
養
し
、
大
斎
悔
過

庚
寅
（
二
十
二
日
（

名
張
（
伊
賀
国
）
の
厨
司
に
火
災

七
月

庚
子
（
二
日
（

僧
正
・
僧
都
、
宮
中
に
参
り
て
悔
過

辛
丑
（
三
日
（

諸
国
大
解
除

癸
卯
（
五
日
（

紀
伊
国
国
懸
神
・
飛
鳥
四
社
・
住
吉
大
神
に
奉
幣

丙
午
（
八
日
（

百
の
僧
に
金
光
明
経
を
宮
中
に
読
ま
せ
る

戊
申
（
十
日
（

雷
に
よ
り
民
部
省
蔵
庸
舎
屋
に
天
災
、
忍
壁
皇
子
宮
の
失
火
か

癸
丑
（
十
五
日
（

天
下
の
事
を
皇
后
・
皇
太
子
（
草
壁
皇
子
（
に
啓
上
さ
せ
る

甲
寅
（
十
六
日
（

広
瀬
・
龍
田
の
神
を
祭
る

戊
午
（
二
十
日
（

朱
鳥
改
元
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
と
名
付
く

丙
寅
（
二
十
八
日
（

浄
行
者
七
十
人
を
選
び
出
家
、
宮
中
の
御
窟
院
に
設
斎

是
月

諸
王
臣
、
天
皇
の
た
め
に
観
世
音
像
を
造
り
観
世
音
経
を
大
官
大
寺
に
説
く

八
月

朔

天
皇
の
た
め
に
八
十
僧
を
得
度

庚
午
（
二
日
（

僧
尼
百
人
を
得
度
、
百
の
菩
薩
を
宮
中
に
据
え
観
世
音
経
二
百
巻
読
経

丁
丑
（
九
日
（

天
皇
体
不
予
、
神
祇
に
祈
る

辛
巳
（
十
三
日
（

秦
忌
寸
石
勝
を
し
て
土
左
大
神
に
奉
幣

己
丑
（
二
十
一
日
（

檜
隈
寺
・
軽
寺
・
大
窪
寺
に
三
十
年
に
限
り
百
戸
を
封
す

辛
卯
（
二
十
三
日
（

巨
勢
寺
に
二
百
戸
を
封
す

九
月

辛
丑
（
四
日
（

親
王
以
下
諸
臣
ま
で
悉
く
川
原
寺
に
集
い
天
皇
の
病
の
た
め
に
請
願

丙
子
（
九
日
（

病
癒
え
ず
正
宮
に
崩
御
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か
ら
、
白
朮
が
天
皇
の
体
調
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
特
別
に
制
作
さ
れ
た
薬
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
白
朮
が�

「
招
魂
」
が
行
わ
れ
た
日
に
献
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
招
魂
」
の
性
質
・
目
的
が
何
で
あ
る
の
か
を
傍
証

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
武
紀
十
四
年
、
恐
ら
く
新
嘗
祭
の
前
日
に
行
わ
れ
た
「
招
魂
」
は
、
天
皇
の
不
予
か
ら
の
回
復
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
祭
儀
・
方
法
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
皇
の
心
身
を
正
常
な
状
態
と
し
、
活
力
を
増
進
し
た
状
態

で
新
嘗
祭
を
迎
え
る
た
め
に
行
わ
れ
た
儀
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
皇
不
予
を
前
提
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
神
事
の
前
日

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
体
調
の
回
復
、
及
び
神
事
を
行
う
に
足
る
状
態
へ
至
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
と
は
間
違
い
が

な
い
だ
ろ
う（

11
（

。「
招
魂
」
の
翌
日
に
新
嘗
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
が
天
武
天
皇
最
後
の
新
嘗
祭
と
な
っ
た
。

　
　
五
、
天
皇
の
玉
体
と
災
害
／
天
下
の
安
泰

　

天
武
天
皇
は
朱
鳥
元
年
五
月
に
も
天
皇
不
予
と
な
り
、
翌
月
に
は
そ
の
病
が
草
薙
剣
の
祟
り
と
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
天
皇
不
予

は
「
天
皇
始4

体
不
安
」
と
あ
り
、
前
年
の
不
予
か
ら
は
一
時
回
復
し
て
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
か
ら
の
不
予
は
崩
御
ま
で

継
続
し
て
い
く
。
朱
鳥
元
年
五
月
の
天
皇
不
予
か
ら
仏
教
儀
礼
が
九
件
、
神
事
が
五
件
存
在
し
、
い
ず
れ
も
天
皇
不
予
か
ら
の
回
復
祈
願

に
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
武
朝
で
は
国
家
的
祈
願
に
際
し
、
神
事
・
仏
事
い
ず
れ
の
方
策
も
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
天
武

紀
五
年
六
月
是
夏
条
で
旱
へ
の
対
策
に
諸
神
祇
へ
幣
帛
を
奉
納
す
る
だ
け
で
な
く
僧
尼
を
し
て
三
宝
に
祈
ら
せ
て
い
た
事
か
ら
も
明
白
な

こ
と
で
あ
る
が
、
天
皇
自
身
の
重
病
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
朱
鳥
元
年
六
月
甲
申
（
十
六
日
（
条
に
は
、
身
体
の
安
和
の
た
め
三

宝
の
力
に
頼
る
旨
の
勅
願
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

朱
鳥
元
年
五
月
以
降
の
仏
事
の
う
ち
、
川
原
寺
に
お
け
る
も
の
が
三
件
存
在
す
る
（
他
は
宮
中
が
三
件
、
飛
鳥
寺
一
件
、
大
官
大
寺



45 鎮魂祭の成立と大嘗祭

一
件
（。
川
原
寺
は
、
斉
明
天
皇
即
位
元
年
冬
に
火
災
の
あ
っ
た
飛
鳥
板
蓋
宮
か
ら
遷
居
し
た
川
原
宮
の
跡
地
（
斉
明
紀
七
年
十
一
月
に�

飛
鳥
川
原
で
斉
明
天
皇
の
殯
を
行
っ
て
い
る
（
に
、
天
智
天
皇
が
建
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り（

11
（

、
皇
室
に
と
っ
て
崇
敬
厚
い
寺
で

あ
っ
た
。
天
武
紀
九
年
四
月
に
見
え
る
「
国
大
寺
」
に
大
官
大
寺
・
飛
鳥
寺
と
あ
わ
せ
て
選
ば
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
天
武
紀

十
四
年
九
月
・
朱
鳥
元
年
五
月
の
不
予
の
際
ど
ち
ら
も
川
原
寺
に
お
い
て
読
経
が
な
さ
れ
て
い
る
。
斉
明
天
皇
は
斉
明
紀
七
年
五
月
、
朝

倉
橘
広
庭
宮
を
作
る
た
め
に
朝
倉
社
の
木
を
伐
っ
た
た
め
に
神
の
怒
り
に
触
れ
、
宮
殿
は
破
壊
さ
れ
、
宮
中
に
鬼
火
と
い
う
怪
異
が
発
生
、

天
皇
に
近
侍
す
る
人
々
が
病
に
か
か
り
、
あ
る
い
は
死
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
斉
明
天
皇
は
そ
の
二
か
月
後
に
朝
倉
宮
で
崩
御
し
た
。

神
の
祟
り
が
天
皇
に
波
及
し
て
崩
御
す
る
と
い
う
事
態
を
恐
ら
く
間
近
に
見
て
い
た
天
武
天
皇
は
、
自
身
の
不
予
に
際
し
て
母
と
縁
の
深

い
川
原
寺
で
の
仏
事
を
真
先
に
行
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
天
皇
の
病
が
草
薙
剣
の
祟
り
と
判
明
し
て
以
後
、
川
原
寺
で
六
月
丁
亥

（
十
九
日
（
に
燃
灯
供
養
・
大
斎
悔
過
、
崩
御
の
直
前
に
は
親
王
以
下
が
悉
く
参
集
し
て
天
皇
の
た
め
に
請
願
を
行
っ
て
い
る
。

　

天
皇
不
予
を
受
け
て
行
わ
れ
た
神
事
に
は
、
七
月
辛
丑
（
三
日
（
に
諸
国
大
解
除
、
そ
の
二
日
後
の
癸
卯
（
五
日
（
に
紀
伊
国
国
懸
神
・

飛
鳥
四
社
・
住
吉
大
神
へ
の
奉
幣
、
同
月
甲
寅
（
十
六
日
（
広
瀬
・
龍
田
祭
、
八
月
丁
丑
（
九
日
（
の
神
祇
へ
の
祈
念
、
同
月
辛
巳
（
十
三

日
（
土
左
大
神
へ
の
奉
幣
が
あ
る
。
諸
国
大
解
除
は
全
国
の
罪
を
祓
う
た
め
の
も
の
で
あ
り
、『
古
事
記
』
中
巻
で
仲
哀
天
皇
が
神
の
怒

り
に
触
れ
て
崩
御
し
た
際
に
は
「
国
之
大
祓
」
が
斎
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
国
を
清
浄
化
し
、
罪
に
よ
る
祟
り
が
天
皇
に
波
及
す
る

の
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
紀
伊
国
国
懸
神
・
飛
鳥
四
社
・
住
吉
大
神
へ
の
奉
幣
は
、
宮
都
近
く
に
坐
す
飛
鳥
の
神
々
、�

西
方
の
海
上
に
つ
な
が
る
紀
伊
・
住
吉
の
神
祇
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
災
い
が
宮
都
に
及
ぶ
の
を
防
止
す
る
た
め
の
奉
幣
で
あ
ろ
う
。�

七
月
甲
寅
に
行
わ
れ
た
広
瀬
龍
田
祭
は
恒
例
の
祭
り
で
あ
る
が
、
天
武
紀
四
年
の
初
見
記
事
の
翌
年
か
ら
は
毎
年
四
・
七
月
に
斎
行
記
事
が

記
さ
れ
て
い
る
の
に
朱
鳥
元
年
四
月
に
は
そ
の
斎
行
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
天
皇
不
予
を
受
け
て
再
度
広
瀬
龍
田
祭
の
執
行
が
期
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
土
左
大
神
へ
の
奉
幣
は
、
天
皇
不
予
の
二
年
前
に
起
き
た
大
地
震
（
天
武
紀
十
三
年
十
月
壬
辰
〈
十
四
日
〉、
南
海
ト
ラ
フ�
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沿
い
、
土
佐
の
田
苑
一
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
海
に
埋
没
す
る
な
ど
の
甚
大
な
被
災
（
を
土
左
大
神
の
祟
り
と
認
識
、
そ
の
祟
り
を
鎮

め
て
病
気
平
癒
を
祈
る
た
め
の
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
天
武
紀
四
年
三
月
丙
午
（
二
日
（
に
は
土
左
大
神
か
ら
神
刀
一
口
が
天
皇
に

進
上
さ
れ
、
土
左
に
葛
城
の
神
（
高
鴨
神
（
が
遷
座
し
た
と
す
る
伝
承
も
あ
り（

11
（

、
土
左
大
神
は
天
皇
、
大
和
国
家
と
由
縁
の
あ
る
神
祇
で

あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
諸
神
事
は
、
大
祓
・
奉
幣
を
行
う
こ
と
で
災
い
を
鎮
め
、
災
い
が
天
皇
に
及
ぶ
こ
と
を
防
ぎ
、
玉
体
の
回
復
を
神
祇
に
祈
る

も
の
で
あ
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
背
景
に
は
諸
神
祇
の
祟
り
と
そ
れ
に
起
因
す
る
災
い
が
天
皇
の
身
体
に
波
及
す
る
と

の
認
識
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

天
武
紀
十
四
年
九
月
以
降
、
地
震
が
二
件
（
十
四
年
十
二
月
辛
巳
、
朱
鳥
元
年
正
月
庚
申
（、
火
災
が
三
件
発
生
し
て
い
る
。
特
に
朱

鳥
元
年
七
月
戊
申
（
十
日
（
に
は
南
方
に
光
っ
た
雷
に
よ
り
民
部
省
の
蔵
庸
舎
屋
と
い
う
全
国
の
庸
を
収
納
す
る
殿
舎
が
火
災
に
遭
い
、

『
日
本
書
紀
』
は
「
天
災
」
と
表
記
し
て
い
る
。
古
代
に
お
い
て
火
災
が
神
の
祟
り
と
も
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
、『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字

七
年
九
月
朔
日
の
勅
で
官
物
を
損
な
う
火
災
を
「
神
火
」
と
表
記
し
、
そ
の
原
因
を
国
郡
司
の
神
々
に
対
す
る
不
恭
の
咎
と
し
た
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
朱
鳥
元
年
七
月
で
は
律
令
国
家
運
営
の
重
要
な
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
庸
が
火
災
に
あ
っ
て
お
り
、
国
家
を
揺
る

が
し
か
ね
な
い
「
天
災
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
天
智
天
皇
が
崩
御
す
る
一
ヶ
月
前
の
天
智
紀
十
年
十
一
月
丁
巳�

（
二
十
四
日
（
に
も
大
蔵
省
よ
り
出
火
し
て
近
江
宮
が
火
災
に
遭
っ
て
い
る
。
斉
明
・
天
智
・
天
武
天
皇
の
崩
御
の
直
前
に
は
必
ず
宮
殿
・

官
衙
の
破
壊
・
火
災
が
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
家
の
中
枢
部
が
火
災
に
遭
う
こ
と
は
国
家
運
営
上
相
当
大
き
な
危
機
で
あ
る
が
、

斉
明
・
天
智
・
天
武
天
皇
に
お
い
て
は
建
物
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
天
皇
本
人
の
崩
御
に
ま
で
連
動
し
て
い
た
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

古
代
で
は
災
害
は
神
の
祟
り
と
認
識
さ
れ
、
そ
の
祟
り
を
鎮
め
、
豊
穣
を
も
た
ら
す
た
め
に
祭
り
が
行
わ
れ
た（

1（
（

。
記
紀
に
記
さ
れ
た
崇

神
朝
の
三
輪
山
祭
祀
伝
承
は
、
全
国
の
災
害
に
天
皇
が
責
任
を
負
い
、
適
任
者
を
選
ん
で
祭
祀
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
豊
穣
を
導
く
と
い
う
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国
家
祭
祀
の
理
念
が
記
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、
神
々
の
祟
り
は
天
皇
の
身
体
に
直
接
波
及
す
る
と
考
え
ら
れ
、
六
月
・
十
二
月
の
御
体
御

卜
は
神
々
の
祟
り
を
占
い
で
予
知
し
て
災
い
を
未
然
に
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
御
体
御
卜
は
『
古
語
拾
遺
』

の
記
事
か
ら
孝
徳
朝
に
そ
の
淵
源
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ（

11
（

、
全
国
を
統
治
し
、
全
国
の
安
寧
に
責
任
を
負
う
天
皇
観
の
成
立
と
表
裏
を
な

す
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
天
武
四
年
に
開
始
さ
れ
た
広
瀬
・
龍
田
祭
の
龍
田
風
神
祭
祝
詞
（『
延
喜
祝
詞
式
』（
に
お
い
て
も
、
天
皇�

（
崇
神
天
皇
（
の
夢
見
に
よ
っ
て
天
下
に
災
害
を
も
た
ら
す
神
が
特
定
さ
れ
て
宮
殿
の
創
建
と
幣
帛
の
奉
納
が
な
さ
れ
て
お
り
、
天
武
朝

に
お
い
て
天
下
の
災
害
に
天
皇
が
責
任
を
持
つ
こ
と
、
そ
の
解
決
手
段
に
神
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う（

11
（

。
そ
し
て
前
述
し

た
通
り
天
武
朝
で
は
災
害
の
解
決
に
神
事
だ
け
で
な
く
仏
事
も
用
い
ら
れ
、「
僧
尼
令
」
に
至
る
制
度
化
も
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た（

11
（

。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
天
武
天
皇
の
不
予
を
受
け
た
多
く
の
仏
事
・
神
事
は
、
天
武
朝
の
末
年
に
お
け
る
天
皇
の
身
体
の
不
調
や

火
災
、
災
害
を
神
々
の
祟
り
に
よ
る
も
の
と
認
識
し
、
神
々
へ
幣
帛
を
奉
納
し
て
祟
り
を
鎮
め
る
と
同
時
に
、
天
武
天
皇
と
同
じ
く
神
の

祟
り
に
遭
遇
し
た
斉
明
天
皇
を
弔
う
川
原
寺
を
始
め
と
し
た
国
大
寺
で
、
種
々
の
仏
事
を
行
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
そ
の
背
景
に
は
、
天
皇
の
玉
体
が
全
国
の
災
害
と
連
動
し
、
天
皇
が
天
下
の
安
寧
に
責
任
を
負
う
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
。
天
武
天

皇
の
末
年
に
行
わ
れ
た
数
々
の
宗
教
儀
礼
は
、
単
に
最
高
権
力
者
で
あ
る
自
身
の
延
命
を
目
的
と
し
て
の
み
実
行
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、

天
下
の
安
寧
・
国
家
の
安
泰
を
考
え
て
の
措
置
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
再
度
鎮
魂
祭
の
初
見
記
事
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
天
武
朝
で
制
度
化
さ
れ
た
数
あ
る
神
祇
祭
祀
・
神
祇
制
度

の
う
ち
、
鎮
魂
祭
の
み
が
天
武
天
皇
の
晩
年
に
初
見
さ
れ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
（
表
四
参
照
（。
天
武
朝
で
は
即
位
年
（
天
武
紀
二
年
（

に
斎
王
制
度
の
開
始
、
そ
し
て
「
大
嘗
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
壬
申
の
乱
の
際
に
伊
勢
神
宮
を
遥
拝
し
た
天
武
天
皇
は（

11
（

、
皇
祖
神
（
天
照

大
神
（
祭
祀
を
国
家
規
模
で
丁
重
に
行
う
こ
と
を
真
先
に
目
指
し
た
。
そ
の
後
、
諸
神
祇
へ
の
国
家
祭
祀
を
確
立
し
て
い
き
、
神
戸
・
神

税
制
度
、
全
国
の
官
社
制
度
を
整
備
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（
に
連
動
す
る
鎮
魂
祭
の
成
立
が
遅
れ
た
の
は
何
故
で
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あ
ろ
う
か
。
前
節
で
考
察
し
た
通
り
、
鎮
魂
祭
の
初
見
記
事
は
翌
日
の
新
嘗
祭
を
控
え
た
天
皇
の
身
体
を
健
常
な
状
態
に
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
分
析
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
天
武
天
皇
の
晩
年
の
不
予
と
そ
こ
か
ら
の
回
復
を
目
指
し
た
種
々
の
仏
事
・
神
事
の
先
駆
け
に

当
た
る
。
つ
ま
り
、
自
身
の
不
予
に
直
面
し
た
天
武
天
皇
が
、
病
に
よ
り
新
嘗
祭
を
十
全
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
へ
の
不
安
に
よ

り
、
状
態
を
回
復
・
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
考
案
し
た
の
が
後
の
鎮
魂
祭
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
天
武
朝
で
記
紀
の
編
纂
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
、
皇
祖
神
祭
祀
が
大
き
く
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、『
儀
式
』
な
ど
平
安
時
代
の
諸
儀
式
書
に
見
え
る
う
け
槽
を
突

く
祭
儀
は
、
記
紀
に
お
け
る
天
照
大
神
の
岩
屋
戸
隠
れ
の
説
話
で
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
が
行
っ
た
所
作
に
由
来
し
、
そ
の
祭
儀
の
基

表
四
「
天
武
朝
開
始
神
祇
祭
祀
・
制
度
一
覧
（
主
要
な
も
の
）」

年
月
日

記
事

令
制
祭
祀
・
制
度

二
年
四
月
己
巳
（
十
四
日
（

大
来
皇
女
、
天
照
大
神
宮
に
遣
侍
の
た
め
泊
瀬
斎
宮
で
潔
斎

斎
王
制
度

三
年
十
月
乙
酉
（
九
日
（

大
来
皇
女
、
伊
勢
神
宮
に
発
遣

二
年
十
二
月
丙
戌
（
五
日
（

大
嘗
奉
仕
の
中
臣
・
忌
部
、
神
官
人
、
播
磨
・
丹
波
二
国
郡
司
以
下

の
人
夫
に
禄
を
賜
う

畿
外
郡
の
斎
田
卜
定
に
よ
る
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（

（
一
代
一
度
大
嘗
祭
の
方
式
成
立
（

四
年
正
月
戊
辰
（
二
十
三
日
（

幣
を
諸
社
に
祭
る

祈
年
祭
班
幣
か

四
年
四
月
癸
未
（
十
日
（

小
紫
美
濃
王
・
小
錦
下
佐
伯
連
広
足
を
遣
わ
し
て
風
神
を
竜
田
立
野

に
祭
る

小
錦
中
間
人
連
大
蓋
・
大
山
中
曽
禰
連
韓
犬
を
遣
わ
し
て
大
忌
神
を

広
瀬
河
曲
に
祭
る

四
・
七
月
広
瀬
・
龍
田
祭

五
年
八
月
辛
亥
（
十
六
日
（

四
方
に
大
解
除
す
る
た
め
国
造
・
郡
司
や
戸
毎
に
祓
柱
を
出
さ
せ
る

諸
国
臨
時
大
祓

五
年
十
月
丁
酉
（
三
日
（

幣
帛
を
相
新
嘗
の
諸
神
祇
に
祭
る

相
嘗
祭

六
年
五
月
己
丑
（
二
十
八
日
（

天
社
・
地
社
の
神
税
は
三
分
の
一
を
供
神
、
三
分
の
二
を
神
主
に
給
う

神
戸
・
神
税
制
度

十
年
正
月
己
丑
（
十
九
日
（

畿
内
及
び
諸
国
に
天
社
・
地
社
の
神
宮
を
修
理

全
国
官
社
制
度

十
四
年
十
一
月
丙
寅
（
二
十
四
日
（
天
皇
の
た
め
に
招
魂

十
一
月
寅
日
鎮
魂
祭
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本
は
天
武
朝
の
「
招
魂
」
に
ま
で
遡
る
可
能
性
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

鎮
魂
祭
よ
り
も
十
二
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
天
武
朝
の
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（
は
、
畿
外
の
郡
に
あ
る
田
を
卜
定
し
、
そ
の
斎
田
で
収

穫
し
た
稲
を
用
い
て
行
わ
れ
る
天
皇
祭
祀
で
あ
っ
た
。『
儀
式
』
に
よ
る
と
、
斎
田
で
の
抜
穂
の
奉
仕
か
ら
大
嘗
宮
内
で
の
脱
穀
精
米
に

至
る
ま
で
、
新
穀
の
管
理
・
奉
仕
は
在
地
郡
よ
り
卜
定
さ
れ
た
在
地
奉
仕
者
で
あ
っ
た（

11
（

。
天
武
紀
二
年
の
「
大
嘗
」
に
お
い
て
国
郡
司
以

下
、
人
夫
ま
で
が
賜
録
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
天
武
朝
の
時
点
で
既
に
在
地
郡
の
奉
仕
者
が
重
要
な
諸
役
を
担
っ
て

い
た
事
が
推
察
さ
れ
る
。
天
武
朝
に
お
い
て
、
畿
外
の
郡
よ
り
収
穫
さ
れ
た
新
穀
を
用
い
る
大
嘗
祭
の
方
式
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
全
国

土
を
天
皇
が
統
治
す
る
律
令
国
家
の
形
成
を
背
景
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
全
国
の
郡
を
悠
紀
・
主
基
両
郡
に
象
徴
さ
せ
、
全
国
の
豊

穣
・
安
寧
を
祈
り
感
謝
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。
そ
の
大
嘗
祭
の
前
日
に
行
わ
れ
る
鎮
魂
祭
が
、
天
武
天
皇
の
晩
年
、
天
皇

不
予
が
あ
っ
た
二
ヶ
月
後
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
天
武
朝
で
は
一
代
一
度
の
代
初
め
の
大
嘗
祭
と
、
恒
例
の
新
嘗
祭
と
で

そ
の
方
式
に
区
別
が
な
く
、
天
武
朝
で
の
嘗
祭
は
全
て
畿
外
の
郡
を
卜
定
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
天
皇
が
心
身
共
に

万
全
な
状
態
で
新
嘗
祭
を
迎
え
、
神
事
を
十
全
に
行
う
た
め
に
斎
行
さ
れ
た
の
が
天
武
紀
十
四
年
の
「
招
魂
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
新
嘗
祭

が
全
国
の
安
寧
を
祈
っ
て
行
わ
れ
る
そ
の
重
大
性
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
武
紀
十
四
年
の
「
招
魂
」
が
鎮
魂
祭
と
し
て
後
の
「
神
祇
令
」
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
天
皇
の
行
う
嘗
祭
の
重
大
性
に
起
因
し
、

そ
の
神
事
を
行
う
天
皇
の
状
態
を
万
全
に
し
て
お
く
必
要
性
の
認
識
が
持
統
天
皇
以
後
も
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
令
制
祭
祀
で

あ
る
鎮
魂
祭
は
、
大
直
神
・
神
祇
官
斎
院
の
八
神
を
宮
内
省
正
庁
に
祭
り
、
天
皇
の
安
泰
を
祈
念
す
る
祭
祀
で
あ
る
が
、
一
代
一
度
の
大

嘗
祭
・
恒
例
の
新
嘗
祭
共
に
そ
の
神
事
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
前
段
行
事
と
位
置
付
け
ら
れ
、
令
制
当
初
よ
り
斎
行
さ
れ
続
け
て
来
た
も

の
と
想
定
さ
れ
る（

1（
（

。
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お
わ
り
に

　

大
嘗
宮
悠
紀
・
主
基
神
殿
内
（
室
：
内
陣
（
の
中
央
に
は
「
神
座
」
が
敷
か
れ
、
御
衾
・
御
単
・
坂
枕
・
御
沓
な
ど
が
供
え
ら
れ
、「
神
座
」

の
左
右
に
は
繒
服
・
麁
服
が
奉
安
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
神
の
た
め
の
寝
具
と
考
え
ら
れ
、こ
こ
に
神
が
坐
す
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

平
安
時
代
後
期
・
鎌
倉
時
代
の
史
料
か
ら
、
天
皇
の
御
座
は
こ
の
「
神
座
」
に
向
い
て
で
は
な
く
、
南
東
を
向
き
、
御
座
の
前
に
敷
か
れ
た�

「
短
帖
」
の
上
に
神
御
薦
を
敷
き
、
そ
こ
に
神
へ
の
御
膳
を
供
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
中
央
の
「
神
座
」
は
あ
く
ま
で
神
が
坐
す
と
見

立
て
た
「
神
座
」
で
あ
り
、
神
は
大
嘗
宮
に
は
来
臨
せ
ず
、
実
際
に
は
伊
勢
に
坐
す
天
照
大
神
に
対
し
て
御
膳
を
供
す
る
「
遥
拝
供
膳
」

祭
祀
で
あ
っ
た（

11
（

。
そ
れ
で
も
神
殿
内
（
室
：
内
陣
（
中
央
に
「
神
座
」
が
敷
か
れ
続
け
た
の
は
、
本
来
天
皇
は
「
同
床
共
殿
」
で
天
照
大

神
を
祭
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
天
武
朝
で
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
は
、
天
皇
と
同

じ
宮
殿
に
坐
す
天
照
大
神
の
勢
い
を
畏
れ
、
崇
神
朝
で
殿
外
に
遷
座
し
、
垂
仁
朝
で
伊
勢
に
鎮
座
し
た
と
の
伝
承
を
持
つ
。
天
照
大
神
は

天
皇
が
畏
れ
る
ほ
ど
そ
の
神
威
が
強
大
で
あ
り
、
そ
の
祭
祀
は
朝
夕
の
日
が
来
て
浪
・
風
・
弓
矢
の
鞆
の
音
も
聞
こ
え
ず
大
御
意
が
鎮
ま

る
伊
勢
の
地
（『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（
で
丁
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
天
武
朝
で
は
斎
内
親
王
の
伊
勢
へ
の
発
遣
、
畿
外
郡

卜
定
を
伴
う
天
皇
「
大
嘗
」
が
真
先
に
行
わ
れ
て
、
伊
勢
及
び
宮
中
で
の
天
照
大
神
へ
の
祭
祀
が
整
備
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
諸
神
へ
の
幣

帛
奉
納
、
畿
内
有
力
古
社
へ
の
相
嘗
祭
が
行
わ
れ
、
官
社
制
の
整
備
も
な
さ
れ
て
全
国
規
模
の
国
家
祭
祀
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
天
武
朝

の
末
年
に
は
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（
を
無
事
成
功
さ
せ
る
た
め
に
天
皇
の
安
泰
を
祈
念
す
る
鎮
魂
祭
が
開
始
さ
れ
た
。
鎮
魂
祭
の
成
立
は
天

皇
不
予
に
起
因
し
て
そ
の
心
身
を
回
復
、
神
事
を
行
う
に
足
る
状
態
に
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
前
提
に
は
天
皇
が
供
膳
を
行
う
対
象
の
天
照
大
神
が
強
大
な
神
威
を
持
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
延
喜
式
』
で
は
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
共
に
卯
日
の
朝
、
畿
内
を
中
心
と
す
る
全
国
の
神
祇
に
幣
帛
が
頒
布
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
天
皇
が
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大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（
を
行
う
に
当
た
っ
て
そ
の
成
功
と
御
代
の
繁
栄
を
祈
る
班
幣
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
天
皇
は

伊
勢
に
坐
す
天
照
大
神
及
び
天
神
地
祇
に
対
し
て
諸
民
救
済
・
全
国
の
豊
穣
を
祈
念
し
て
い
る
（『
後
鳥
羽
院
宸
記
』（。
こ
の
祈
請
詞
は

御
膳
供
進
の
作
法
と
は
別
に
記
さ
れ
、
御
膳
供
進
が
南
東
を
向
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
天
皇
が
祈
る
対
象
が
伊
勢
に
坐
す

天
照
大
神
及
び
天
神
地
祇
で
あ
っ
て
、
御
膳
供
進
は
天
照
大
神
一
神
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
諸
民
救

済
・
全
国
の
豊
穣
が
祈
念
さ
れ
る
対
象
が
天
照
大
神
だ
け
で
な
く
天
神
地
祇
も
含
む
と
い
う
こ
と
は
、
天
下
に
災
い
が
無
く
安
泰
で
あ
る

た
め
に
は
全
国
の
諸
神
祇
の
力
が
必
要
で
あ
っ
た
と
の
認
識
を
示
す
。
卯
日
の
朝
に
全
国
の
諸
神
祇
に
班
幣
が
な
さ
れ
る
の
は
、
一
代
一

度
の
大
嘗
祭
お
よ
び
一
年
に
一
度
の
新
嘗
祭
が
当
代
・
当
年
に
お
い
て
最
も
重
要
な
祭
祀
で
あ
り
、
そ
の
成
功
が
御
代
の
安
泰
だ
け
で
な

く
全
国
の
安
寧
に
直
結
す
る
と
の
認
識
が
古
代
よ
り
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
神
事
の
前
日
に
は
そ
の
無
事
成
功
の
た
め
に

鎮
魂
祭
が
斎
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
代
一
度
の
大
嘗
祭
・
恒
例
の
新
嘗
祭
に
共
通
し
て
行
わ
れ
る
十
一
月
の
一
連
の
祭
儀
は
、
天
皇
潔
斎
開
始
、
天
皇
の
清
浄
性
の
確
保
、

天
皇
の
御
魂
の
安
泰
、
諸
神
祇
へ
の
班
幣
、
神
殿
お
よ
び
天
皇
の
居
所
の
安
泰
、
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
卯
日
に
伊
勢
に
坐
す
天
照

大
神
を
祭
る
神
事
の
た
め
に
構
成
さ
れ
た
諸
儀
で
あ
っ
た
。
天
皇
が
天
照
大
神
を
祭
り
、
全
国
の
安
泰
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
祭
祀
の

た
め
に
身
体
・
御
殿
を
清
浄
化
し
、
十
全
な
状
態
で
祭
祀
に
臨
み
、
か
つ
全
国
の
神
々
を
祭
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
天
照
大

神
の
神
威
の
強
大
さ
、
全
国
の
神
々
の
祟
り
が
天
皇
に
波
及
す
る
と
の
認
識
が
あ
り
、
天
皇
の
身
体
の
保
全
を
確
保
し
て
十
全
に
天
照
大

神
を
祭
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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（
（�
（
岡
田
莊
司
「
大
嘗
祭
」『
古
代
の
祭
祀
と
年
中
行
事
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一
年
二
月
。

　
（
（�
（
肥
後
和
男
「
鎮
魂
の
儀
に
つ
い
て
」『
千
家
尊
宣
先
生
還
暦
記
念
神
道
論
文
集
』
神
道
學
會
、昭
和
三
十
三
年
九
月
、柳
井
己
酉
朔�

「
天
岩
戸
神
話
の
鎮
魂
的
要
素
」『
天
岩
戸
神
話
の
研
究
』
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
（
初
出
は
昭
和
三
十
六
年
十
月
（、
上
田

正
昭
「
神
楽
の
命
脈
」『
日
本
の
古
典
芸
能
』
第
一
巻�

神
楽
、
平
凡
社
、
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
、
松
前
健
「
鎮
魂
祭
の
原
像
と�

形
成
」『
王
権
祭
祀
論
』（『
松
前
健
著
作
集
』
第
六
巻
（
お
う
ふ
う
、
平
成
十
年
三
月
（
初
出
は
昭
和
四
十
八
年
三
月
（、
谷
省
吾�

「
鎮
御
魂
斎
戸
祭
に
関
す
る
一
考
察
―
斎
戸
は
イ
ハ
ヒ
ベ
で
あ
ら
う
―
」『
神
道
史
研
究
』
第
二
八
巻
第
一
号
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
、

倉
林
正
次
「
鎮
魂
祭
儀
の
本
縁
」『
饗
宴
の
研
究
（
祭
祀
編
（』
桜
楓
社
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
（
初
出
は
昭
和
五
十
九
年
五
月
（、

岩
田
勝
「
天
石
窟
の
前
に
お
け
る
鎮
魂
の
祭
儀
」・「
鎮
魂
」『
神
楽
新
考
』
名
著
出
版
、平
成
四
年
九
月
（
初
出
は
平
成
二
年
九
月
・

十
月
（、
義
江
明
子
「「
女
巫
」
と
御
巫
・
宮
人
―
鎮
魂
儀
礼
を
め
ぐ
っ
て
―
」
櫻
井
徳
太
郎
編
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
周
辺
』

第
一
書
房
、
平
成
十
二
年
十
二
月
、
新
谷
尚
紀
「
大
和
王
権
と
鎮
魂
祭　

民
俗
学
の
王
権
論
：
折
口
鎮
魂
論
と
文
献
史
学
と
の
接

点
を
求
め
て
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
五
二
集
、
平
成
二
十
一
年
三
月
、
な
ど
。

　
　

�　

祭
儀
次
第
の
研
究
に
関
し
て
は
、
八
束
清
貫
「
鎮
魂
祭
に
つ
い
て
（
一
（」・「
鎮
魂
祭
に
つ
い
て
（
承
前
（」・「
鎮
魂
祭
に
つ
い
て�

（
承
前
・
完
（」『
神
道
学
』
第
一
二
号
・
一
四
号
・
一
六
号
、
昭
和
三
十
二
年
二
月
・
八
月
・
昭
和
三
十
三
年
二
月
、
川
出
清
彦
「
鎮

魂
祭
古
儀
考
」『
大
嘗
祭
と
宮
中
の
祭
り
』
名
著
出
版
、
平
成
二
年
六
月
（
初
出
は
昭
和
五
十
四
年
四
月
（、
安
江
和
宣
「
鎮
魂
祭
の

儀
―
特
に
木
綿
結
び
に
つ
い
て
―
」
皇
学
館
大
学
神
道
研
究
所
編
『
大
嘗
祭
の
研
究
』
皇
学
館
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
。

　
　

�　

近
世
白
川
家
の
鎮
魂
祭
な
ど
に
関
し
て
は
、
山
口
剛
史
「
鎮
魂
祭
御
祈
祷
に
関
す
る
一
考
察
」『
神
道
史
研
究
』
第
五
七
巻
第
一
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号　

平
成
二
十
一
年
四
月
、同
「
鎮
魂
祭
と
白
川
家
に
関
す
る
一
考
察
」『
神
道
史
研
究
』
第
五
七
巻
第
二
号　

平
成
二
十
一
年
十
月
、

同
「
明
治
維
新
期
の
鎮
魂
祭
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
四
七
号
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
。

　
（
（�
（「
皇
室
祭
祀
令
」（
明
治
四
十
一
年
制
定
（
で
は
大
祭
で
あ
る
新
嘗
祭
に
従
属
す
る
祭
儀
に
位
置
付
け
ら
れ
、「
登
極
令
」（
明
治

四
十
二
年
公
布
（
で
は
そ
の
第
十
三
条
に
「
大
嘗
祭
を
行
ふ
前
一
日
、
鎮
魂
の
式
を
行
ふ
。」
と
あ
る
。
平
成
度
の
大
嘗
祭
で
も
大

嘗
祭
前
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
の
斎
場
は
恒
例
の
鎮
魂
祭
と
同
じ
く
賢
所
の
綾
綺
殿
を
斎
場
と
し
た
。
近
代
に
お
い
て
、
大

嘗
祭
前
日
鎮
魂
祭
に
は
大
礼
高
等
官
（「
登
極
令
」（、大
礼
委
員
（
平
成
度
（
の
参
列
が
あ
る
点
、恒
例
の
鎮
魂
祭
と
異
な
っ
て
い
る
。

　
（
（�

（『
令
集
解
』（
新
訂
増
補
『
国
史
大
系
』
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
（
に
は
、「
職
員
令
」
と
「
神
祇
令
」
に
「
大
嘗
」
と
「
鎮
魂
」

が
重
ね
て
記
さ
れ
た
理
由
の
問
い
に
対
し
、「
是
殊
為
二
人
主
一。
不
レ
及
二
群
庶
一。
既
為
二
有
司
之
慇
慎
一。
故
別
起
レ
之
。」
と
し
て
君

主
の
儀
で
あ
る
た
め
と
す
る
答
え
が
所
引
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
祭
祀
の
う
ち
こ
の
二
祭
が
最
も
重
い
か
ら
で
あ
る
と
す
る
説
も

所
引
さ
れ
て
い
る
が
、
神
祇
官
に
と
っ
て
は
全
官
社
に
幣
帛
を
頒
布
す
る
祈
年
祭
が
最
も
大
き
い
祭
り
な
の
で
あ
り
、
や
は
り
天

皇
の
た
め
の
祭
り
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
「
大
嘗
」
と
「
鎮
魂
」
が
重
視
さ
れ
て
特
記
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
（
（�

（「
季
夏
」（
六
月
（
の
月
次
祭
は
、
祈
年
祭
を
縮
小
し
た
尋
常
の
班
幣
祭
祀
（
国
家
祭
祀
（
で
あ
り
、
六
月
神
今
食
（
天
皇
祭
祀
（

と
は
別
構
造
と
考
え
ら
れ
る
（
拙
稿
「
月
次
祭
・
新
嘗
祭
班
幣
の
構
造
」『
古
代
の
祭
祀
構
造
と
伊
勢
神
宮
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成

三
十
年
十
二
月
（。

　
（
（�

（『
延
喜
式
』
一
條
家
本
（
皇
典
講
究
所
・
全
国
神
職
会
校
訂
『
校
訂　

延
喜
式
』〈
大
岡
山
書
店
、
昭
和
四
年
〉
の
傍
訓
に
よ

る
（、『
延
喜
式
祝
詞
』
兼
永
本
（
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
（、『
同
』
兼
右
本
（
同
図
書
館
所
蔵
（、『
延
喜
式
』
土
御
門
本�

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
（、
な
ど
。

　
（
（�

（『
名
目
抄
』、『
公
事
根
源
』
な
ど
。
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（
（�

（
土
橋
寛
「
採
物
の
タ
マ
フ
リ
的
意
義
」『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
年
十
二
月
。

　
（
（�

（
宮
地
直
一
『
神
祇
史
』
皇
典
講
究
所�

國
學
院
大
學
出
版
部
、
明
治
四
十
三
年
十
二
月
、
同
『
神
道
史
』
上
巻
（
宮
地
直
一
先
生

遺
著
刊
行
会
編
『
遺
稿
集
』
第
四
巻
、
理
想
社
、
昭
和
三
十
三
年
（。

　
（
（0�
（
藤
野
岩
友
「「
鎮
魂
」
の
語
義
と
そ
の
出
典
と
」『
中
国
の
文
学
と
礼
俗
』
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
（
初
出
は
昭
和

四
十
三
年
十
一
月
（。
指
摘
さ
れ
た
出
典
に
は
「
鎮
レ
心
安
二
魂
魄
一
」（『
本
草
綱
目
』（、「
鎮
魂
固
魄
」（『
霊
笈
七
籖
』（
と
あ
り
、

藤
野
は
折
口
信
夫
の
説
を
引
用
し
、
病
を
治
す
た
め
に
魂
の
随
意
頻
出
を
防
ご
う
と
す
る
古
代
の
宗
教
観
を
傍
証
す
る
。

　
（
（（�

（
拙
稿
「
鎮
魂
祭
の
祭
祀
構
造
に
関
す
る
一
考
察
」『
神
道
研
究
集
録
』
第
三
十
二
輯
、平
成
三
十
年
二
月
。
本
論
に
お
け
る
『
儀
式
』

は
『
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
一　

儀
式
・
内
裏
式
』（
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
（
及
び
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
編
『
訓
註
釋　

儀
式　

踐
祚
大
嘗
祭
儀
』（
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
十
四
年
（
を
用
い
、『
延
喜
式
』
は
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料　

延
喜
式
』

（
集
英
社
、
平
成
十
二
～
二
十
九
年
（
を
用
い
た
。

　
（
（（�

（
渡
辺
勝
義
「「
魂
」
と
い
う
概
念
に
関
す
る
考
察
」『
鎮
魂
祭
の
研
究
』
名
著
出
版
、
平
成
六
年
十
一
月
。
た
だ
し
渡
辺
は
鎮
魂

祭
の
原
像
を
、
天
皇
家
と
諸
豪
族
集
団
と
の
支
配
・
被
支
配
の
場
に
お
け
る
祭
祀
、
と
捉
え
て
い
る
が
、『
儀
式
』・『
延
喜
式
』
な

ど
に
見
え
る
儀
式
次
第
に
お
い
て
、
そ
う
い
っ
た
要
素
が
中
心
に
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

　
（
（（�

（
宮
地
・
前
掲
註
九
（『
神
道
史
』
上
巻
、
第
一
篇
第
一
章
「
上
代
の
国
民
思
想
と
神
社
の
成
立
」（。

　
（
（（�

（
西
宮
秀
紀
「
日
本
古
代
「
巫
覡
」
論
―
そ
の
実
態
を
中
心
に
―
」
直
木
孝
次
郎
先
生
古
稀
記
念
会
『
古
代
史
論
集
』
下
、塙
書
房
、

平
成
元
年
一
月
。

　
　

�　

な
お
、『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
二
月
庚
戌
（
十
日
（
条
に
は
、
石
上
神
宮
の
神
宝
を
山
城
国
に
遷
す
に
当
た
り
聖
体
不
予

が
お
き
た
た
め
、
神
祇
官
に
御
魂
を
鎮
め
さ
せ
た
記
事
が
存
在
し
、
西
宮
秀
紀
は
右
論
文
で
こ
の
鎮
魂
を
天
皇
へ
の
病
気
治
療
に
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位
置
付
け
、
義
江
明
子
は
さ
ら
に
宮
中
鎮
魂
祭
と
の
共
通
性
を
論
じ
て
い
る
（
義
江
・
前
掲
註
二
（。
し
か
し
、
渡
辺
勝
義
は
鎮
魂

祭
そ
の
も
の
を
荒
ぶ
る
神
々
の
魂
を
鎮
め
る
神
祭
と
論
じ
、
右
記
事
は
そ
の
証
左
で
あ
る
と
す
る
（
渡
辺
・
前
掲
註
一
二
（。

　
　

�　

ま
ず
、
延
暦
二
十
四
年
の
記
事
に
お
い
て
神
祇
官
が
行
っ
た
「
鎮
御
魂
」
は
、
天
皇
不
予
の
原
因
を
石
上
神
宮
の
神
宝
（
兵
杖
、�

器
杖
（
遷
座
と
し
、
神
の
祟
り
を
鎮
め
る
た
め
に
石
上
神
宮
に
お
い
て
行
わ
れ
た
祭
儀
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
石
上
の
神
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
っ
て
、天
皇
の
御
魂
を
鎮
め
て
病
気
治
療
を
行
っ
た
事
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
同
条
で
は
即
神
宝
を
返
還
し
、使
（
王
・

中
臣
・
葛
井
氏
（
を
遣
わ
し
て
幣
帛
を
奉
り
、
天
皇
守
護
の
祝
詞
を
奏
上
し
て
い
る
。
当
該
記
事
は
石
上
の
神
の
祟
り
が
天
皇
に
波

及
し
、
そ
れ
を
解
除
す
る
た
め
に
神
を
祭
っ
た
臨
時
の
事
例
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
該
記
事
の
祭
儀
は
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（
の

前
日
に
宮
中
で
恒
例
的
に
行
わ
れ
る
鎮
魂
祭
と
場
所
・
目
的
・
対
象
が
異
な
り
、
両
者
を
同
列
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
（（�

（
津
城
寛
文
『
折
口
信
夫
の
鎮
魂
論　

研
究
史
的
位
相
と
歌
人
の
身
体
感
覚
』
春
秋
社
、
平
成
二
年
九
月
。

　
（
（（�

（
斎
藤
英
吾
喜
「「
よ
り
し
ろ
」
論
と
大
正
期
の
神
道
、
神
社
界
」『
折
口
信
夫
―
神
性
を
拡
張
す
る
復
活
の
喜
び
―
』（
ミ
ネ
ル�

ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
平
成
三
十
一
年
一
月
。

　
（
（（�

（
大
東
敬
明
「
折
口
信
夫
「
大
嘗
祭
の
本
義
」
と
四
季
の
ま
つ
り
」（「
折
口
信
夫
「
大
嘗
祭
の
本
義
」」①
②
『
國
學
院
大
學
学
報
』

六
七
三
号
・
六
七
四
号
を
改
稿
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
大
嘗
祭
』（
國
學
院
大
學
博
物
館
企

画
展
示
図
録
（
令
和
元
年
十
一
月
。

　
（
（（�

（『
折
口
信
夫
全
集
』
一
八
、
中
央
公
論
社
、
平
成
九
年
十
一
月
。
全
集
の
解
題
は
折
口
の
原
稿
を
講
演
か
談
話
の
筆
記
で
あ
ろ

う
と
推
察
し
、
か
つ
御
大
礼
後
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
折
口
の
原
稿
が
掲
載
さ
れ
た
『
歴
史
教
育
』
第
三
巻
第
八
号
は
御

大
礼
の
特
集
号
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
論
文
を
含
む
折
口
が
昭
和
三
年
頃
に
発
表
な
い
し
講
演
し
た
異
な
る
論
考
が
総
合
さ
れ

て
述
作
さ
れ
た
の
が
「
大
嘗
祭
の
本
義
」
で
あ
る
と
い
う
（
加
藤
守
雄
「
解
説　

折
口
信
夫
研
究
」『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
三�
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〈
角
川
文
庫
〉
昭
和
五
十
四
年
四
月
（。

　
（
（（�

（
拙
稿
「「
真
床
襲
衾
」
を
め
ぐ
る
折
口
信
夫
大
嘗
祭
論
と
そ
の
受
容
に
関
す
る
諸
問
題
」『
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
一
一
号
、

平
成
三
十
一
年
三
月
。

　
（
（0�
（
例
え
ば
『
國
學
院
雜
誌
』
昭
和
三
年
十
・
十
一
月
号
（
第
三
四
巻
第
一
〇
号
・
第
一
一
号
（
は
「
御
大
礼
奉
祝
号
」
上
・
下
篇
と

し
て
特
輯
し
、
植
木
直
一
郎
、
八
束
清
貫
を
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
頭
論
文
と
し
て
御
大
礼
の
沿
革
・
次
第
を
概
観
し
て
い
る
。

　
（
（（�

（
折
口
信
夫
「
ほ
う
と
す
る
話　

祭
り
の
発
生�

そ
の
一
」『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
一
、
大
岡
山
書
店
、
昭
和
四
年
四
月
（
昭
和

二
年
六
月
草
稿
（。

　
（
（（�

（
つ
ま
り
、
折
口
の
大
嘗
祭
論
は
「
即
位
式
で
高
御
座
に
登
っ
た
天
皇
が
「
神
と
し
て
」
言
葉
を
発
す
る
こ
と
を
前
提
に
想
定
さ

れ
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ
る
（
大
東
・
前
掲
註
一
七
（。

　
（
（（�

（
折
口
の
「
魂
」（
タ
マ
（
理
解
は
、「
年
の
暮
の
物
忌
み
の
時
期
に
魂
の
入
れ
替
へ
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。（
中
略
（
新
し

い
偉
大
な
る
魂
が
体
に
這
入
る
と
、
こ
の
世
の
春
が
始
ま
り
、
又
一
年
間
冬
ま
で
幸
福
な
年
が
続
く
（
中
略
（
そ
の
霊
魂
の
中
に

も
、
駄
目
な
霊
魂
と
優
れ
た
霊
魂
と
が
あ
る
（
中
略
（
人
間
の
体
は
霊
魂
の
容
れ
物
で
、
内
在
物
は
霊
魂
の
力
に
よ
る
も
の
（
中

略
（
こ
れ
は
昔
の
根
本
の
信
仰
で
あ
る
。（
中
略
（
一
番
根
本
だ
と
思
は
れ
る
の
は
宮
廷
の
御
信
仰
で
、
天
皇
の
御
体
に
這
入
る
御

魂
が
非
常
に
威
力
あ
る
御
魂
で
、
こ
れ
は
恐
ら
く
御
先
祖
か
ら
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
御
魂
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
が
這
入
つ
て

ゐ
る
御
方
が
即
ち
天
皇
で
あ
る
と
昔
は
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（「
古
代
人
の
信
仰
」『
惟
神
道
』
第
二

巻
第
二
・
三
・
四
・
五
冊
、
昭
和
十
七
年
二
・
三
・
四
・
五
月
〈『
折
口
信
夫
全
集
』
二
〇
、
平
成
八
年
十
月
〉
な
お
、
こ
の
論
考
は
記
者

に
よ
る
講
演
筆
記
（。
折
口
の
鎮
魂
論
、な
い
し
大
嘗
祭
論
は
こ
の
肉
体
を
強
化
す
る
外
来
の
魂
と
い
う
発
想
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

天
皇
が
神
と
な
る
と
す
る
神
性
獲
得
、
な
い
し
受
神
霊
論
と
し
て
折
口
論
を
位
置
付
け
る
理
解
は
「
大
嘗
祭
の
本
義
」
の
一
部
分�
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（「
天
皇
霊
が
這
入
る
」（
を
拡
大
解
釈
し
た
理
解
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
（（�
（
折
口
は
天
皇
が
神
と
な
る
儀
式
と
し
て
大
嘗
祭
及
び
鎮
魂
祭
を
捉
え
て
い
る
と
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
春
祭
り
（
即

位
式
（
で
神
の
詞
を
宣
る
こ
と
に
向
け
て
の
祭
り
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
天
皇
は
あ
く
ま
で
神
の
「
み
こ
と
も
ち
」
で

あ
り
、
神
の
み
こ
と
を
宣
る
時
が
神
と
同
格
で
あ
る
と
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
折
口
の
祭
祀
論
に
お
い
て
天
皇
が
即
神
で
あ

る
と
一
義
的
に
認
識
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
が
解
る
。
斎
藤
英
喜
は
「
天
子
即
神
と
天
子
非
即
神
の
状
態
は
、
け
っ
し
て
ど
ち

ら
か
と
い
う
固
定
し
た
関
係
に
は
な
い
。
そ
れ
を
見
極
め
な
け
れ
ば
、
折
口
の
学
説
は
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
は
理
解
で
き
な
い�

の
だ
。」
と
指
摘
す
る
（「
神
話
学
者
に
し
て
神
話
作
者
、
折
口
信
夫
」『
異
貌
の
古
事
記
』
青
土
社
、
平
成
二
十
六
年
四
月
（。

　
（
（（�

（「
み
こ
と
も
ち
」
の
思
想
は
昭
和
二
年
前
後
に
構
想
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
加
藤
・
前
掲
註
一
八
（、「
国
文
学
の
発
生

（
第
四
稿
（」（『
日
本
文
学
講
座
』
第
三
、四
、十
二
巻
、
昭
和
二
年
二
、四
、十
二
月
（、「
ほ
う
と
す
る
話　

祭
り
の
発
生�

そ
の
一
」�

（
前
掲
註
二
一
（、「
神
道
に
現
れ
た
る
民
族
論
理
」（『
神
道
学
雑
誌
』
第
五
号
、
昭
和
三
年
十
月
〈
昭
和
二
年
十
一
月
講
演
〉（
な

ど
に
語
ら
れ
る
。

　
（
（（�

（
岡
田
精
司
「
解
説
」『
大
嘗
祭
と
新
嘗
』
学
生
社
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
。

　
（
（（�

（
拙
稿
・
前
掲
註
一
九
。

　
（
（（�

（
拙
稿
・
前
掲
註
一
九
。
折
口
大
嘗
祭
論
の
比
較
神
話
研
究
史
に
お
け
る
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
平
藤
喜
久
子
「
神
話
学
と
大

嘗
祭
―
神
話
儀
礼
論
の
系
譜
―
」（『
神
道
宗
教
』
第
二
五
四
・
二
五
五
号
、
令
和
元
年
七
月
（
に
詳
し
い
。

　
（
（（�

（
西
村
享
・
保
坂
達
雄
「
折
口
信
夫
」
綾
部
恒
雄
編
『
文
化
人
類
学
群
像
』
三
〈
日
本
編
〉
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
、
お
よ
び�

大
東
・
前
掲
註
一
七
、
斎
藤
・
前
掲
註
二
四
。

　
（
（0�

（「
古
代
大
嘗
祭
の
流
れ
」
に
つ
い
て
は
前
掲
註
一
、
及
び
「
資
料
か
ら
見
る
大
嘗
祭
」（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
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資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
大
嘗
祭
』〈
國
學
院
大
學
博
物
館
企
画
展
示
図
録
〉
令
和
元
年
十
一
月
（、「
古
代
新
嘗
祭
の
流
れ
」
に
つ
い
て

は
木
村
大
樹
「
月
次
祭
・
神
今
食
」・「
新
嘗
祭
」（『
古
代
の
祭
祀
と
年
中
行
事
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一
年
二
月
（
を
参
照
。

な
お
、
古
代
大
嘗
祭
に
お
い
て
、
粟
が
供
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
の
供
出
元
で
あ
る
国
郡
が
卜
定
さ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
は
史
料
に
見
え
な
い
。

　
（
（（�

（
大
嘗
祭
前
の
諸
国
大
祓
は
『
続
日
本
紀
』
文
武
二
年
十
一
月
癸
亥
（
七
日
、
大
嘗
祭
の
十
六
日
前
（
の
「
遣
二
使
諸
国
一
大
祓
。」

を
初
見
と
し
、『
令
集
解
』
所
引
「
古
記
」
に
「
天
皇
即
位
。
惣
祭
二
天
神
地
祇
一。
必
須
二
天
下
大
祓
一。
以
外
臨
時
在
耳
。」（「
神
祇
令
」

諸
国
大
祓
条
（
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
制
当
初
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
可
能
性
が
高
い
。

　
（
（（�

（
御
禊
行
幸
は
『
類
聚
国
史
』
大
同
二
年
十
月
壬
午
（
二
十
九
日
（
お
よ
び
『
日
本
後
紀
』
大
同
三
年
十
月
乙
亥
（
二
十
七
日
（

を
初
見
と
し
、平
城
天
皇
大
嘗
祭
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
中
嶋
宏
子
「
大
嘗
祭
に
お
け
る
御
禊
行
幸
の
成
立
と
特
徴
」

『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
―
文
学
研
究
科
―
』
第
二
一
輯
、
平
成
元
年
三
月
（。
行
幸
は
留
守
役
以
外
の
ほ
ぼ
全
官
人
が
参
列
す

る
盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
（（�

（
大
嘗
祭
前
の
天
神
地
祇
大
奉
幣
は
、
即
位
前
の
天
神
地
祇
奉
幣
と
共
に
平
城
天
皇
大
嘗
祭
よ
り
創
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
高
森
明
勅
「
大
祀
と
大
嘗
祭
に
つ
い
て
」『
神
道
宗
教
』
第
一
二
五
号
、昭
和
六
十
一
年
十
二
月
、同
「
神
祇
令
即
位
条
の
成
立
」�

『
神
道
宗
教
』
第
一
四
〇
・
一
四
一
号
、
平
成
二
年
十
月
、
岡
田
莊
司
「
即
位
奉
幣
と
大
神
宝
使
」『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
続

群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
六
年
一
月
〈
初
出
は
平
成
二
年
一
月
〉（。
即
位
を
伊
勢
神
宮
に
奉
告
す
る
即
位
由
奉
幣
は
桓
武
天
皇
、

大
嘗
祭
斎
行
を
伊
勢
神
宮
に
奉
告
す
る
大
嘗
祭
由
奉
幣
は
平
城
天
皇
の
時
よ
り
始
ま
っ
て
お
り
、
中
臣
氏
に
よ
る
天
神
寿
詞
奏

上
儀
な
ど
が
桓
武
天
皇
大
嘗
祭
で
大
嘗
祭
辰
日
に
移
行
し
た
と
さ
れ
る
よ
う
に
（
加
茂
正
典
「
大
嘗
祭
〝
辰
日
前
段
行
事
〟
考
」�

『
日
本
古
代
即
位
儀
礼
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
平
成
十
一
年
二
月
〈
初
出
は
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
〉（、
大
嘗
祭
に
関
連
す
る
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諸
儀
が
桓
武
天
皇
以
降
に
大
き
く
整
備
・
重
層
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
解
る
。

　
（
（（�
（
官
田
は
天
皇
の
御
田
（『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
即
位
前
紀
「
倭
屯
田
」（
に
由
来
す
る
と
さ
れ
、
天
照
大
神
が
直
轄
す
る
天
上

の
御
田
（『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
六
段
本
書
「
天
狭
田
・
長
田
」（
の
反
映
で
あ
り
（
岡
田
莊
司
「
大
嘗
・
新
嘗
の
祖
型
―
倭
の

屯
田
を
訪
ね
て
―
」『
大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一
年
三
月
〈
初
出
は
平
成
元
年
七
月
〉（、
大
嘗
祭
で
選

定
さ
れ
た
畿
外
の
斎
田
は
、
大
嘗
祭
の
た
め
に
畿
外
に
臨
時
に
設
定
し
た
天
皇
の
御
田
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
拙
著
「
大
嘗
祭
に
み

る
古
代
の
祭
り
―
稲
の
準
備
と
奉
仕
の
構
造
―
」『
大
美
和
』
第
一
三
七
号
、
令
和
元
年
七
月
（。

　
　

�　

新
嘗
祭
卯
日
神
事
の
前
々
日
に
は
官
田
で
収
穫
さ
れ
た
稲
数
を
宮
内
省
が
天
皇
に
奏
す
る
儀
（『
内
裏
式
』（
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
儀
は
恐
ら
く
大
嘗
祭
の
斎
行
年
で
も
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
（
（（�

（
神
事
を
行
う
前
に
神
事
の
場
に
て
行
わ
れ
る
大
殿
祭
は
、
神
事
の
場
を
言
祝
い
で
清
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
（
中
村
英
重
「
月

次
祭
論
」『
古
代
祭
祀
論
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
一
年
八
月
（、
神
事
後
に
天
皇
の
御
在
所
を
祭
る
大
殿
祭
は
天
皇
の
御
殿
を
言

祝
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
岡
田
莊
司
「
大
殿
祭
と
忌
部
氏
」『
神
道
宗
教
』
第
一
〇
〇
号
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
（。

い
ず
れ
も
神
事
の
場
を
新
造
の
御
殿
に
見
立
て
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
神
饌
供
進
を
終
え
た
後
、
天
皇
御
在
所
の

大
殿
祭
を
行
う
前
に
、
神
事
の
場
（
大
嘗
宮
、
神
嘉
殿
（
に
て
再
び
大
殿
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
大
嘗
祭
に
お
い

て
は
『
儀
式
』
に
明
確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
新
嘗
祭
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
大
殿
祭
は
神
事
に
用
い
ら
れ
た

聖
な
る
場
を
鎮
め
、
常
態
に
戻
す
意
味
合
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
嘗
祭
で
は
こ
の
大
殿
祭
を
終
え
た
後
に
大
嘗
宮
が
破
却

さ
れ
、
そ
の
地
も
鎮
祭
さ
れ
て
い
る
。

　
（
（（�

（
拙
稿
「
大
嘗
祭
に
お
け
る
御
饌
・
御
贄
に
関
す
る
一
考
察
」、
木
村
大
樹
「
大
嘗
祭
の
神
饌
に
関
す
る
一
考
察
―
神
今
食
・
新
嘗

祭
と
の
比
較
か
ら
―
」（
令
和
元
年
六
月
二
日
神
道
史
学
会
大
会
研
究
発
表
〈
於
皇
學
館
大
学
〉
レ
ジ
ュ
メ
（。
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（
（（�

（
岡
田
莊
司
「
稲
と
粟
の
祭
り
―
大
嘗
祭
と
新
嘗
―
」『
大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一
年
三
月
（
初
出
は

平
成
三
十
年
十
二
月
（。

　
（
（（�
（
早
川
庄
八
「
律
令
制
と
天
皇
」『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
（
初
出
は
昭
和
五
十
一
年�

三
月
（、
中
村
・
前
掲
註
三
五
、
藤
森
馨
「
神
宮
祭
祀
と
天
皇
祭
祀
―
神
宮
三
節
祭
由
貴
大
御
饌
神
事
と
神
今
食
・
新
嘗
祭
の
祭

祀
構
造
―
」『
古
代
の
天
皇
祭
祀
と
神
宮
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
（
初
出
は
平
成
二
年
七
月
（、
岡
田
莊
司�

「
天
皇
祭
祀
と
国
制
機
構
―
神
今
食
と
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
―
」『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
六
年�

一
月
（
初
出
は
平
成
二
年
七
月
（、
な
ど
。

　
（
（（�

（
木
村
大
樹
「
御
体
御
卜
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
」『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
―
文
学
研
究
科
―
』
第
四
七
輯
、
平
成

二
十
八
年
三
月
、
同
「
神
今
食
を
中
心
と
し
た
祭
儀
体
系
へ
の
一
試
論
―
御
体
御
卜
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
神
道
宗
教
』
第

二
四
三
号
、
平
成
二
十
八
年
七
月
。

　
（
（0�

（
藤
森
・
前
掲
註
三
八
。

　
（
（（�

（
拙
稿
・
前
掲
註
五
。

　
（
（（�

（
十
一
月
の
新
嘗
祭
に
比
し
て
六
・
十
二
月
の
神
今
食
は
神
饌
を
盛
る
枚
手
の
数
が
半
分
と
な
っ
て
お
り
、
新
嘗
祭
の
祈
り
が
一
年

間
を
対
象
と
す
る
の
に
対
し
、
神
今
食
は
半
年
を
対
象
と
す
る
天
皇
祭
祀
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
神
今
食
は
新
嘗
祭
に

比
し
て
よ
り
内
々
の
祭
祀
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
木
村
大
樹
「
神
今
食
の
神
饌
供
進
儀
に
関
す
る
考
察
―
大
嘗
祭
卯
日

神
事
と
関
連
し
て
―
」『
神
道
研
究
集
録
』
第
三
二
輯
、
平
成
二
十
九
年
三
月
（。

　
（
（（�

（
鎮
魂
祭
で
用
い
ら
れ
た
御
衣
と
木
綿
を
神
祇
官
の
斎
戸
に
鎮
め
る
際
に
は
、
天
皇
の
一
年
間
の
安
泰
が
祈
願
さ
れ
て
い
る
（『
延

喜
祝
詞
式
』「
鎮
御
魂
斎
戸
祭
」（。
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（
（（�

（
本
論
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
『
日
本
書
紀
』（
小
学
館
、
平
成
六
～
十
年
（
を
用
い
た
。

　
（
（（�
（
新
訂
増
補
『
国
史
大
系
』
第
八
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
一
年
七
月
。

　
（
（（�
（『
日
本
書
紀　

国
宝
・
北
野
本
』
巻
第
二
九
、
貴
重
図
書
複
製
会
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
。

　
（
（（�

（
谷
川
士
清
は
、
白
朮
（
ヲ
ケ
ラ
（
は
招
祷
（
ヲ
キ
（
の
義
で
あ
り
、
そ
の
故
に
招
魂
の
日
に
献
じ
た
の
だ
と
し
、
追
儺
の
夜
に

朮
餅
な
ど
を
奉
っ
て
物
怪
・
疫
病
を
払
っ
た
と
い
う
『
四
季
物
語
』
の
記
事
な
ど
を
引
証
し
て
い
る
（『
日
本
書
紀
通
証
』
巻
三
四�

〈『
日
本
書
紀
通
証
』
三
、
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
〉（。
し
か
し
、
飯
田
武
郷
は
白
朮
を
献
じ
た
記
事
と
招
魂
の
記
事

と
は
同
日
で
あ
り
な
が
ら
相
関
わ
ら
な
い
も
の
だ
と
し
、
招
魂
の
儀
に
僧
が
作
成
し
た
薬
を
奉
る
こ
と
は
な
く
、
白
朮
は
あ
く
ま

で
天
皇
の
御
服
薬
の
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
（『
日
本
書
紀
通
釈
』
巻
六
八
〈『
日
本
書
紀
通
釈
』
五
、
畝
傍
書
房
、
昭
和
十
七
年

十
月
〉（。
白
朮
の
献
上
と
招
魂
儀
が
天
皇
不
予
を
前
提
に
玉
体
の
回
復
・
安
寧
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
が
、

後
代
の
鎮
魂
祭
儀
に
薬
草
な
ど
の
供
進
は
見
ら
れ
ず
、
両
者
が
直
接
関
連
し
て
い
な
い
と
す
る
飯
田
の
指
摘
は
正
し
い
。
新
嘗
祭

を
前
日
に
控
え
た
玉
体
の
安
寧
の
た
め
に
、
薬
草
の
供
進
と
、
祭
儀
（
神
祭
（
に
よ
る
御
魂
の
回
復
・
活
性
化
と
い
っ
た
二
つ
の

異
な
る
手
段
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

�　

な
お
、
岩
田
勝
（
前
掲
註
一
（
は
白
朮
の
飲
用
に
邪
気
を
払
う
効
果
が
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
自
身
の
神
楽
研
究
の
成
果
か

ら
、
鎮
魂
の
目
的
は
天
皇
の
御
魂
を
鎮
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
祭
庭
に
祟
り
を
顕
さ
な
い
よ
う
に
地
霊
を
鎮
め
て
悪
霊
を
は
ら
う�

「
悪
霊
強
制
」
で
あ
る
と
考
察
し
て
い
る
。
鎮
魂
祭
が
災
い
の
除
去
、
な
い
し
災
い
や
祟
り
か
ら
防
御
す
る
要
素
が
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
が
、
鎮
魂
祭
は
大
直
神
・
八
神
を
祭
る
こ
と
で
天
皇
の
安
泰
を
祈
る
祭
祀
で
あ
り
、
目
的
が
天
皇
の
安
泰
、
天
皇
の

御
魂
の
守
護
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
が
な
く
、「
悪
霊
強
制
」
の
概
念
だ
け
で
全
て
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
直
神
・
八

神
の
座
に
は
天
皇
常
食
の
官
田
の
稲
が
炊
飯
さ
れ
て
供
進
さ
れ
て
お
り
（『
延
喜
大
炊
寮
式
』（、
鎮
魂
祭
が
玉
体
に
密
接
に
関
わ
る�
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祭
祀
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

　
（
（（�

（
福
山
敏
男
「
川
原
寺
（
弘
福
寺
（」『
奈
良
朝
寺
院
の
研
究
』
高
桐
書
院
、
昭
和
二
十
三
年
二
月
。

　
（
（（�
（
日
本
古
典
文
学
大
系
六
八
『
日
本
書
紀
』
下
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
年
七
月
（、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
『
日
本
書
紀
』

③
（
小
学
館
、
平
成
十
八
年
八
月
（
の
頭
註
。

　
（
（0�

（『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
八
年
十
一
月
庚
子
（
七
日
（
に
は
、
高
鴨
神
を
奉
斎
す
る
賀
茂
氏
の
言
と
し
て
、
雄
略
天
皇
の
怒
り
に

触
れ
た
老
人
（
高
鴨
神
が
化
し
た
老
夫
、
天
皇
と
獲
物
を
争
っ
て
い
た
（
が
土
左
国
に
流
さ
れ
た
と
す
る
伝
承
を
載
せ
、
天
皇
が

そ
の
賀
茂
氏
を
遣
わ
し
て
高
鴨
神
の
本
処
で
あ
る
葛
上
郡
に
祠
ら
せ
た
と
す
る
。『
延
喜
神
名
式
』「
葛
上
郡
十
七
座
」
に
見
え
る�

「
高
鴨
阿
治
須
岐
託
彦
根
命
神
社
四
座
」
の
う
ち
の
一
座
で
あ
ろ
う
か
（
西
宮
秀
紀
「
葛
木
鴨
（
神
社
（
の
名
称
に
つ
い
て
」『
律

令
国
家
と
神
祇
祭
祀
制
度
の
研
究
』
塙
書
房
、
平
成
十
六
年
十
一
月
〈
初
出
、
平
成
三
年
十
一
月
〉
を
参
照
（。『
釈
日
本
紀
』
所

引
「
土
左
国
風
土
記
逸
文
」
で
は
郡
家
の
西
四
里
に
「
土
左
高
賀
茂
大
社
」
が
あ
り
、
そ
の
神
名
は
「
一
言
主
尊
」
と
し
て
い
る
。

葛
上
郡
の
式
内
社
に
は
「
葛
木
坐
一
言
主
神
社
」
も
あ
り
、
雄
略
記
に
は
天
皇
が
葛
城
山
に
登
っ
た
時
に
、
行
列
の
装
束
や
数
が

天
皇
と
同
じ
で
あ
る
一
言
主
神
と
出
逢
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
続
日
本
紀
』
に
記
す
賀
茂
氏
の
言
は
こ
の
伝
承
が
変
型
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
土
左
大
神
が
天
皇
と
由
縁
の
あ
る
葛
城
の
神
で
あ
る
と
想
定
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
（（�

（
岡
田
莊
司
「
天
皇
と
神
々
の
循
環
型
祭
祀
体
系
」『
神
道
宗
教
』
第
一
九
九
・
二
〇
〇
号
、
平
成
十
七
年
十
月
、
同
「
古
代
の
天
皇

祭
祀
と
災
い
」『
國
學
院
雜
誌
』
第
一
一
二
巻
第
九
号
、
平
成
二
十
三
年
九
月
、
同
「
神
道
祭
祀
考
―
新
・
神
道
論
―
」『
國
學
院
雜

誌
』
第
一
一
三
巻
第
一
一
号
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
、
同
「
古
代
神
祇
祭
祀
体
系
の
基
本
構
想
―「
天
社
・
国
（
地
（
社
祭
祀
制
」―
」

『
神
道
宗
教
』
第
二
四
三
号
、
平
成
二
十
八
年
七
月
、
同
「
神
道
と
祭
祀
」『
現
代
思
想
』（
特
集�

神
道
を
考
え
る
（
青
土
社
、
平
成

二
十
九
年
二
月
、
同
「
は
じ
め
に
―
神
祇
信
仰
と
祭
祀
・
災
異
―
」『
古
代
の
信
仰
・
祭
祀
』
竹
林
舎
、
平
成
三
十
年
八
月
。
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（
（（��

（
岡
田
・
前
掲
註
五
一
。
災
害
に
対
す
る
律
令
国
家
の
行
政
手
段
と
し
て
卜
占
・
祭
祀
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
小
林

宣
彦
『
律
令
国
家
の
祭
祀
と
災
異
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一
年
二
月
（
に
詳
し
い
。

　
（
（（�
（
岡
田
・
前
掲
註
五
一
。

　
（
（（�

（『
本
朝
月
令
』
六
月
十
日
奏
御
卜
事
「
古
語
拾
遺
云
。
至
二
于
難
波
長
柄
豊
前
朝
一。
白
鳳
四
年
。
以
二
小
花
下
諱
部
首
作
斯
一
拝
二

祠
官
頭
一。
令
レ
掌
二
叙
王
族
宮
内
礼
儀
婚
姻
卜
筮
之
事
一。
夏
冬
二
季
御
卜
之
式
。
始
起
二
此
時
一。」（
清
水
潔
編
『
新
校　

本
朝
月
令
』

皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
、
平
成
十
四
年
三
月
（

　
（
（（�

（
小
倉
慈
司「
律
令
制
成
立
期
の
神
社
政
策
―
神
郡（
評
（を
中
心
に
―
」『
古
代
文
化
』第
六
五
巻
第
三
号
、平
成
二
十
五
年
十
二
月
。

　
（
（（�

（
拙
稿
「
広
瀬
龍
田
祭
の
祭
祀
構
造
」『
古
代
の
祭
祀
構
造
と
伊
勢
神
宮
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
年
十
二
月
。

　
（
（（�

（
井
上
光
貞
『
日
本
古
代
の
国
家
と
仏
教
』（『
井
上
光
貞
著
作
集
』
第
八
巻
（
岩
波
書
店
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
（
初
出
、
昭
和

四
十
六
年
（、
鈴
木
景
二
「
律
令
国
家
と
神
祇
・
仏
教
」『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
二
十
六
年
九
月
、

な
ど
。

　
（
（（�

（『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
元
年
六
月
丙
戌
（
二
十
六
日
（「
旦
於
二
朝
明
郡
迹
太
川
辺
一、
望
二
拝
天
照
太
神
一。」

　
（
（（�

（
拙
稿
・
前
掲
註
三
四
。

　
（
（0�

（
拙
稿
・
前
掲
註
三
四
。

　
（
（（�

（
な
お
、
鎮
魂
祭
は
中
宮
・
東
宮
に
対
し
て
も
行
わ
れ
て
お
り
、
中
宮
の
鎮
魂
祭
は
天
皇
の
鎮
魂
祭
と
同
時
に
、
東
宮
の
鎮
魂
祭

は
新
嘗
祭
終
了
後
の
巳
日
に
、
天
皇
の
鎮
魂
祭
と
同
様
の
作
法
で
斎
行
さ
れ
て
い
る
（『
延
喜
四
時
祭
式
』、『
延
喜
春
宮
坊
式
』（。

こ
れ
は
、
御
贖
祭
（
六
・
十
一
・
十
二
月
一
～
八
日
（
と
御
贖
（
六
・
十
二
月
晦
日
（
が
天
皇
だ
け
で
な
く
中
宮
・
東
宮
に
対
し
て
も

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
、
天
皇
に
准
じ
、
中
宮
と
皇
太
子
の
身
体
の
清
浄
化
・
安
泰
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
御
贖
祭
・
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御
贖
と
同
じ
く
、
中
宮
・
東
宮
の
鎮
魂
祭
は
遅
く
と
も
平
安
時
代
初
期
（「
弘
仁
式
」
成
立
頃
（
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
も
の
と

想
定
さ
れ
る
（『
本
朝
月
令
』
所
引
「
弘
仁
神
祇
式
」
逸
文
に
御
贖
の
規
定
が
存
在
（。
東
宮
の
鎮
魂
祭
だ
け
が
日
程
を
新
嘗
祭
後

と
し
て
い
る
の
は
、
本
来
鎮
魂
祭
が
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（
を
前
に
し
た
天
皇
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
皇
太
子
の

み
敢
え
て
神
事
終
了
後
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
院
政
期
に
は
、
鎮
魂
祭
が
心
身
の
安
泰
に
特
別
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た

め
か
、
天
皇
の
鎮
魂
祭
に
准
じ
た
「
院
鎮
魂
」（『
江
家
次
第
』（
も
斎
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
鎮
魂
祭
は
あ
く
ま

で
天
皇
が
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
（
を
行
う
た
め
の
祭
儀
で
あ
っ
て
、
対
象
と
な
る
の
は
天
皇
の
后
と
継
嗣
ま
で
で
あ
り
、
上
皇
に
鎮

魂
祭
を
行
う
の
は
例
外
中
の
例
外
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
（（�

（
岡
田
莊
司
「
大
嘗
祭
祭
祀
論
の
真
義
―
遥
拝
・
庭
上
・
供
膳
祭
祀
―
」『
大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一

年
三
月
。
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一

　
は
じ
め
に

　

宗
教
研
究
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
「
宗
教
」
が
、
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
と
い
っ
た
制
度
宗
教
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
宗
教
の
よ
う
な
組
織

宗
教（

（
（

の
み
で
な
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。
民
間
信
仰
や
民
俗
宗
教
、
庶
民
信
仰
な
ど
の
様
々
な
名
称
で
も
っ
て
括
ら
れ
る
領
域

も
ま
た
、
重
要
な
対
象
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
領
域
は
、「
そ
れ
が
「
信
仰
」
で
あ
る
と
は
自
覚
さ
れ
ず
、
ま
た
教
団
組
織
や

教
義
と
も
一
線
を
か
く
す
態
度
や
行
動
、
生
活
習
慣（

（
（

」
な
ど
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
制
度
宗
教
・
組
織
宗
教
と
全
く
無
関
係
な
民
間
の
宗
教
的
実
践
な
ど
存
在
し
て
い
な
い
。
特
に
日
本
の
宗
教
的
諸
実
践
に
お

い
て
は
仏
教
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
が
、
我
々
が
日
々
目
に
し
て
い
る
日
常
的
な
宗
教
実
践
や
発
想
に
関
し
て
、「
あ
れ
は
仏
教
、
こ
れ

は
民
俗
」
と
し
て
分
け
て
論
じ
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
同
時
に
、
現
実
の
仏
教
寺
院
や
僧
個
人
の
思
考
に
お
い
て
も
、
教
理
的

　
　
生
活
仏
教
論
再
考
　
―Lived R

eligion

研
究
と
の
比
較
か
ら
―

村　

上　
　
　

晶　
　
　



66

理
念
が
純
粋
に
探
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
ず
、
そ
う
し
た
多
様
性
の
一
端
を
垣
間
見
る
た
め
に
、
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
津
軽
地
方
よ
り
、「
民
間
の
」
宗
教
的
実

践
と
の
距
離
に
注
目
し
な
が
ら
三
名
の
僧
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
本
稿
の
目
的
は
、
以
下
の
例
の
よ
う
な
多
様
な
立
場
や
志
向
を 

も
つ
個
々
人
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
の
現
実
を
論
じ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
視
点
が
有
効
で
あ
る
の
か
を
論
じ
る
こ
と
に

あ
る
。

事
例
一　

青
森
県
つ
が
る
市
Ａ
寺
（
真
言
宗
（
の
住
職
（
男
性
四
〇
代（

（
（

（

　

Ａ
寺
は
六
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
と
さ
れ
る
が
、
一
時
荒
廃
し
て
お
り
明
治
時
代
に
再
興
さ
れ
た
。
檀
家
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い

「
祈
禱
寺
院
」
で
あ
る
。
水
子
供
養
や
花
嫁
人
形
供
養（

（
（

な
ど
、
供
養
実
践
を
受
け
入
れ
る
寺
と
し
て
津
軽
地
方
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

同
地
方
で
「
カ
ミ
サ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
民
間
巫
者
と
の
か
か
わ
り
も
深
く
、
カ
ミ
サ
マ
が
同
寺
で
の
供
養
を
依
頼
者
に
勧
め
る
こ
と
も
あ

る
。
数
年
前
に
既
に
故
人
と
な
っ
た
が
、
住
職
の
血
縁
に
非
常
に
「
力
が
あ
る
」
と
し
て
名
の
通
っ
て
い
た
カ
ミ
サ
マ
が
お
り
、
こ
の
カ

ミ
サ
マ
を
頼
っ
て
同
寺
に
集
ま
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
カ
ミ
サ
マ
と
の
面
会
・
相
談
を
希
望
す
る
人
々
の
車
が
、
ま
だ
暗
い
う
ち
か

ら
列
を
作
っ
て
い
た
光
景
は
現
在
で
も
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。

　

住
職
個
人
と
し
て
は
、
カ
ミ
サ
マ
や
種
々
の
供
養
実
践
へ
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
「
プ
ラ
シ
ー
ボ
の
よ
う

な
も
の
」
で
あ
る
と
す
る
。
供
養
実
践
や
自
ら
が
行
う
祈
禱
の
有
効
性
は
否
定
し
な
い
が
、
そ
れ
は
依
頼
者
の
心
を
安
心
さ
せ
る
と
い
う

意
味
で
有
効
な
の
で
あ
り
、
神
仏
や
霊
の
実
在
と
そ
の
実
体
的
な
影
響
を
前
提
と
す
る
カ
ミ
サ
マ
た
ち
の
語
り
や
実
践
か
ら
は
距
離
を

と
っ
て
い
る
。
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事
例
二　

青
森
県
平
川
市
Ｂ
寺
（
天
台
宗
（
の
元
住
職
（
男
性
、
大
正
一
五
年
生
、
故
人
（

　

Ｂ
寺
は
、
延
暦
一
二
年
に
坂
上
田
村
麻
呂
が
建
立
し
た
さ
れ
る
神
社
の
神
宮
寺
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
長
い
歴
史
を
有
し
、
檀
家
も
非
常

に
多
い
。
ま
た
、
旧
暦
の
三
月
一
六
日
に
オ
シ
ラ
サ
マ
の
祈
禱
を
行
っ
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
祈
禱
に
は
、
寺
院
の
周
辺
地
域
か
ら

オ
シ
ラ
サ
マ
を
も
っ
た
人
々
（
個
人
単
位
で
あ
る
こ
と
も
集
落
単
位
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
（
が
集
ま
り
、
オ
シ
ラ
サ
マ
を
祀
る
。
そ
れ
以

外
に
も
、
境
内
の
薬
師
堂
の
壁
に
は
、
眼
病
治
癒
な
ど
を
目
的
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
穴
の
あ
い
た
小
石
が
ぶ
ら
さ
が
り
、
人
々
の
祈
願
の

場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
地
蔵
堂
に
は
供
養
の
た
め
の
花
嫁
人
形
が
い
く
つ
か
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
同
寺
の
中
心
と
な

る
の
は
あ
く
ま
で
檀
家
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
一
部
こ
う
し
た
民
間
の
実
践
に
開
か
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
元
住
職
は
オ
シ
ラ
サ
マ
祭
祀
を
「
信
仰
が
で
た
ら
め
」
で
あ
る
と
断
言
し
、
人
々
の
「
科
学
的
で
は
な
い
」
実
践
を
頑
な
に

否
定
す
る
。
実
際
に
オ
シ
ラ
サ
マ
の
祈
禱
の
中
止
を
試
み
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
元
の
女
性
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、「
や
っ
て
け

れ
ば
ま
い
ね
（
や
っ
て
く
れ
な
い
と
だ
め
だ
（」
と
ど
な
ら
れ
た
と
い
う
。
元
住
職
は
「
本
当
は
や
り
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い
を
抱
え

て
い
た
が
、
人
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
オ
シ
ラ
サ
マ
の
祈
禱
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

事
例
三　

青
森
県
弘
前
市
Ｃ
寺
（
天
台
宗
（
の
住
職
（
男
性
、
六
〇
代
（

　

Ｃ
寺
は
弘
前
藩
主
が
江
戸
時
代
初
期
に
創
建
し
た
寺
院
で
あ
る
。
歴
史
あ
る
本
堂
は
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
イ

タ
コ
や
カ
ミ
サ
マ
な
ど
の
民
間
の
宗
教
者
を
管
理
し
て
い
た
歴
史
が
あ
る
が
、
先
代
の
時
に
そ
う
し
た
関
わ
り
は
一
切
な
く
な
り
、
現
在

は
檀
家
と
の
関
係
が
寺
院
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
寺
や
Ｂ
寺
の
場
合
と
は
異
な
り
、
Ｃ
寺
は
人
々
の
個
人
的
な
供
養
実
践
や
オ

シ
ラ
サ
マ
な
ど
の
民
間
の
祭
祀
を
受
け
入
れ
る
場
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
住
職
個
人
の
立
場
は
寺
院
の
こ
う
し
た
性
格
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
住
職
は
、
巫
者
た
ち
に
よ
る
祟
り
や
呪
い
の
力
を
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現
実
の
も
の
と
し
て
考
え
、
対
処
の
必
要
性
を
説
く
。
実
際
に
カ
ミ
サ
マ
に
よ
る
呪
い
を
受
け
た
経
験
も
あ
る
と
い
う
。
本
山
修
行
か
ら

戻
っ
た
後
、
家
に
あ
っ
た
六
三
除
け
祈
禱
の
本
を
読
む
こ
と
で
そ
の
作
法
を
学
び
、
必
要
が
あ
れ
ば
呪
い
や
狐
憑
き
な
ど
に
対
処
す
る
祈

禱
を
行
う
。
こ
う
し
た
祈
禱
を
「
本
山
は
信
じ
な
い
」
と
語
る
。
Ａ
寺
や
Ｂ
寺
の
住
職
は
、
信
徒
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
カ
ミ
サ
マ
に

つ
い
て
の
噂
話
（
ど
こ
に
カ
ミ
サ
マ
が
お
り
、
ど
の
カ
ミ
サ
マ
が
有
名
か
な
ど
（
と
は
距
離
を
取
っ
て
い
る
が
、
Ｃ
寺
の
住
職
は
こ
う
し

た
情
報
に
明
る
く
、
注
意
を
怠
ら
な
い
。

以
上
、
三
名
の
僧
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
考
え
方
を
も
っ
て
い
る
の
は
明
白
だ
ろ
う
。
民
間
の
実
践
に
対
し
て
明
確
に
一
線
を
引
い
て
い

る
事
例
二
の
よ
う
な
僧
も
い
れ
ば
、
む
し
ろ
自
身
も
そ
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
事
例
三
の
よ
う
な
僧
も
い
る
。
こ
う
し
た
民
間
の
実
践
に

対
す
る
住
職
た
ち
の
考
え
方
や
態
度
の
差
を
生
み
出
し
て
い
る
背
景
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
生
育
環
境
や
教
育
環
境
、
人
間
関
係
な
ど
を
詳

細
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
い
く
ら
か
の
考
察
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
宗
派
に
よ
る
差
、
ま
た
世
代
に
よ
る
差
も
軽
視
で
き
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
具
体
的
な
事
例
の
検
討
は
こ
こ
で
は
行
わ
な
い
。
本
稿
の
目
的
は
、
民
俗
宗
教
と
成
立
宗
教
の
関
係
性
と
い
う
長
年

に
わ
た
る
議
論
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佐
々
木
宏
幹
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
生
活
仏
教
」
と
い
う
視
点
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
多
様
な
宗
教
的
実
践
を
捉
え
る
た
め
の
新
た
な
見
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
際
、
国
外
の
宗
教
研

究
の
潮
流
、
具
体
的
に
は
、lived religion

を
め
ぐ
る
議
論
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
生
活
仏
教
論
の
問
題
点
と
可
能
性
を
論
じ
る
。

　

Lived religion

の
語
は
、
米
国
を
起
点
と
し
て
こ
こ
二
十
年
の
間
で
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
現
代
宗
教
を
論
じ
る
文

脈
で
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
日
本
語
で
は
、「
生
き
ら
れ
る
宗
教
」、「
生
き
ら
れ
た
宗
教
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、定
ま
っ

た
訳
語
は
ま
だ
は
な
い
。Lived religion

研
究
の
日
本
で
の
受
容
は
限
定
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
宗
教
研

究
の
新
た
な
視
座
構
築
を
試
み
る
そ
の
研
究
動
向
に
は
、
日
本
の
宗
教
研
究
も
大
い
に
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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一
方
、「
生
活
仏
教
」
の
語
は
、
民
間
の
実
践
が
仏
教
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
き
、
ま
た
仏
教
の
側
も
民
間
の
実
践
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
展
開
し
て
き
た
日
本
の
宗
教
史
と
現
状
を
描
く
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、
そ
の
視
点
の
有
効
性
は
決
し
て
日
本
仏
教

と
い
う
対
象
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
生
活
仏
教
論
はlived religion

を
め
ぐ
る
議
論
と
基
本
的
な
関
心
を
共
有
し
て

お
り
、
生
活
仏
教
論
は
そ
の
国
際
的
な
議
論
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
台
湾
に
お
い
て
は

lived religion
が
「
生
活
仏
教
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り（

（
（

、lived religion

研
究
と
生
活
仏
教
論
と
の
重
な
り
を
考
え
る
本
論

に
と
っ
て
示
唆
的
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ずlived religion

研
究
と
生
活
仏
教
論
の
展
開
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
た
上
で
、
両
者
を
比

較
検
討
す
る
。

　
　
二

　L
iv

e
d
 R

e
lig

io
n

研
究
の
展
開

　

Lived religion

の
語
が
明
示
的
に
使
用
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
七
年
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
『
ア
メ
リ
カ
の
生
き
ら
れ
る
宗
教
』L

ived 

R
eligion in A

m
erica

に
お
い
て
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
後
、
編
者
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ホ
ー
ル
や
共
著
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ル
シ
、
ナ
ン
シ
ー
・

ア
マ
ー
マ
ン
、二
〇
〇
八
年
にL

ived R
eligion

と
題
し
た
著
書（

（
（

を
発
表
し
た
メ
レ
デ
ィ
ス
・
マ
ク
ガ
イ
ア
ら
に
よ
っ
て
議
論
は
牽
引
さ
れ
、

現
代
宗
教
を
論
じ
る
た
め
の
有
力
な
視
座
の
一
つ
と
な
っ
た
。
個
々
人
の
日
常
的
実
践
に
注
目
す
る
と
い
う
意
味
で
、lived religion

と
は
フ
ィ
ー
ル
ド
を
ま
な
ざ
す
一
つ
の
視
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
個
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
重
視
す
る
と
い
う
方
法
論
も

含
み
込
む
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

で
は
、lived religion

と
は
具
体
的
に
は
何
で
あ
る
の
か
。Lived religion
の
語
の
提
唱
者
で
あ
る
ホ
ー
ル（

（
（

は
、『
ア
メ
リ
カ
宗
教
百

科
事
典
』Encyclopedia of R

eligion in A
m

erica

で“Lived Religion ”

の
項
目
を
執
筆
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ばlived religion 
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と
は
、「
遂
行
・
実
施
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
「
生
き
ら
れ
た
」
実
践
を
前
景
化
す
る
宗
教
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
意
味
す
る
」
語
で 

あ
る（

（1
（

。
実
践
と
経
験
に
注
目
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
官
僚
的
で
制
度
的
な
も
の
の
只
中
に
あ
る
（
も
し
く
は
そ
れ
ら
に
代
わ
る
（
個
人
的

で
私
的
な
も
の
を
扱
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

そ
の
意
義
は
、lived religion

へ
の
注
目
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
を
見
れ
ば
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ホ
ー

ル
は
、一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
文
化
人
類
学
・
社
会
人
類
学
に
お
け
る
「
経
験
」
やpopular religion

へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
、

lived religion
の
系
譜
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
一
世
紀
入
る
と
宗
教
的
で
あ
る
こ
と
を
自
称
す
る
人
々
が
、
も
は
や
制
度
や
教

会
へ
の
所
属
を
前
提
と
し
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
、
従
来
の
宗
教
研
究
の
枠
組
み
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
生
じ

たlived religion

研
究
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、lived religion

は
（
一
（
制
度
的
権
威
の
深
刻
な
低
下
と
い

う
現
実
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
（
二
（
一
般
の
人
々
の
機
知
や
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
も
つ
活
力
を
強
調
す
る
文
化
・
社
会
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
歴
史
家（

（1
（

の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
り
、（
三
（
社
会
科
学
的
な
一
般
化
に
対
す
る
疑
念
と
、（
四
（popular 

religion

の
語
に
付
き
ま
と
う
混
乱
（
結
局“popular ”

と
は
誰
の
事
を
指
す
の
か
な
ど
の
議
論
（
を
超
え
よ
う
と
い
う
意
志
を
含
み
持

つ
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

も
う
一
点
重
要
で
あ
る
の
は
、lived religion

を
め
ぐ
る
議
論
が
米
国
を
中
心
と
し
て
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。Lived religion

の
視

点
を
先
取
り
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る『
一
一
五
丁
目
の
聖
母
』The M

adonna of 115th S
treet

（
（1
（

を
記
し
た
オ
ル
シ
は
次
の
よ
う
な

体
験
を
報
告
し
て
い
る（

（1
（

。
オ
ル
シ
は
あ
る
日
、
講
義
の
中
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ル
ル
ド
を
紹
介
す
る
。
本
場
ル
ル
ド
を
模

し
て
造
ら
れ
た
洞
窟
と
、
そ
こ
か
ら
「
湧
き
出
る
」
と
さ
れ
る
聖
な
る
水
（
人
々
は
そ
れ
が
水
道
水
で
あ
る
こ
と
を
恐
ら
く
知
っ
て
い
る

の
で
あ
る
が
（
に
、
奇
跡
的
な
治
癒
を
求
め
て
集
ま
る
移
民
た
ち
の
姿
を
知
っ
た
米
国
の
学
生
た
ち
の
反
応
は
「
そ
れ
は
「
宗
教
」
で
は

な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に
俗
っ
ぽ
く
（too earthy
（、
あ
ま
り
に
日
常
的
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
学
生
た
ち
の 
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思
う
宗
教
と
は
、
私
的
で
内
面
的
で
、
決
断
と
選
択
と
個
人
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
問
題
で
あ
り
、
倫
理
的
な
こ
と
、（
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー

に
陥
っ
て
は
い
る
が
（
宗
教
的
な
こ
と
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
米
国
で
は
こ
う
し
た
考
え
が
広
く
規
範
化
し
て
い
る（

（1
（

。

　

オ
ル
シ
に
よ
れ
ば
、lived religion

は
、
宗
教
的
実
践
に
お
い
て
人
々
が
「
何
を
な
し
て
い
る
か
」
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た

一
般
的
な
宗
教
理
解
に
挑
戦
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
突
き
詰
め
れ
ば
、lived religion

研
究
は
、
個
々
人
の
実
践
へ
の
徹
底
し
た
着

目
を
通
し
て
宗
教
と
は
何
か
、
ま
た
「
宗
教
的
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
再
考
を
促
す
も
の
と
な
る（

（1
（

。 

マ
ク
ガ
イ
ア
も
、lived religion

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
個
人
の
宗
教
実
践
・
経
験
・
表
現
の
多
様
性
に
触
れ
た
際
に
直
面
し
た
当

惑
と
、
こ
れ
ま
で
の
所
属
を
核
と
し
た
宗
教
理
解
の
限
界
か
ら
出
て
き
た
視
点
で
あ
る
と
し
て
い
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、lived religion

研
究
の

根
底
に
は
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
や
所
属
を
中
心
と
し
た
従
来
の
宗
教
理
解
の
限
界
の
認
識
が
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
理
解
を
下
支

え
し
て
い
る
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
」
宗
教
観
―
す
な
わ
ち
内
面
の
問
題
＝
信
仰
を
中
心
と
し
て
宗
教
を
捉
え
、
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
他
の

い
か
な
る
対
象
と
も
異
な
る
領
域
を
な
す
も
の
と
し
て
宗
教
を
規
定
す
る
こ
と
―
に
対
し
て
も
鋭
い
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

Lived religion

の
前
史
と
し
て
、
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
に
端
を
発
す
る
「
民
衆
」
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
指
摘
す
る
こ
と
は
誤
っ

て
は
な
い
だ
ろ
う
。Lived religion

研
究
に
至
る
こ
の
流
れ
を
、
日
常
論
的
転
回
（Q

uotidian T
urn

（
な
ど
と
呼
ぶ
研
究
者
も
い
る（

11
（

。 

し
か
し
、
宗
教
研
究
に
固
有
の
背
景
と
し
て
、
信
仰
（
ビ
リ
ー
フ
（
中
心
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
宗
教
バ
イ
ア
ス
の
克
服
が
あ
る
こ
と
は

注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　L

iv
e
d
 R

e
lig

io
n

研
究
の
問
題
点

　

Lived religion

の
語
が
一
九
九
〇
年
代
に
誕
生
し
て
以
来
、
そ
の
使
用
は
宗
教
研
究
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
拡
大
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

lived religion

の
実
践
と
経
験
へ
の
関
心
は
そ
れ
を
媒
介
す
る
モ
ノ
へ
の
関
心
へ
と
つ
な
が
り
、
物
質
文
化
研
究
と
の
接
続
が
行
わ
れ
て
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い
る（

1（
（

。
ま
た
、
宗
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
問
題
意
識
へ
の
接
続（

11
（

や
古
代
宗
教
史
の
分
野
に
お
け
る
応
用
も
行
わ
れ
て
い
る（

11
（

。
民
俗
宗
教
研

究
の
分
野
で
は
、
レ
ナ
ー
ド
・
プ
リ
ミ
ア
ノ
が
民
俗
宗
教
（folk religion

（
で
は
な
く
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
宗
教
（vernacular religion

（

と
い
う
語
の
使
用
を
提
案
し
て
い
る
が
、
こ
れ
もlived religion

を
捉
え
る
た
め
の
視
点
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
う
し
た
多
方
面

へ
の
展
開
は
、lived religion

と
い
う
視
点
が
い
か
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
か
を
物
語
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
広
が
り
の
中
でlived religion

研
究
の
問
題
点
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

ト
ー
マ
ス
・
ト
ゥ
イ
ー
ド
は
、lived religion

が
対
象
と
す
る
「
日
常
」
と
は
い
つ
の
こ
と
を
指
す
の
か
、
ま
た
日
常
生
活
に
お
い

て
聖
俗
の
境
界
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
るlived religion

の
立
場
に
お
い
て
宗
教
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
定
義
で
き

る
の
か
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
す
る（

11
（

。
確
か
に
日
常
的
実
践
に
着
目
す
る
と
、
日
々
の
諸
実
践
の
中
か
ら
宗
教
的
な
も
の
を
い
か
に
し
て

判
別
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
あ
れ
は
宗
教
的
実
践
、
こ
れ
は
非
宗
教
的
実
践
と
研
究
者
が
区
分
す
る
と
す
る
の
な
ら
ば
、

他
と
は
弁
別
可
能
な
も
の
と
し
て
の
宗
教
と
い
う
従
来
の
宗
教
定
義
か
ら
現
場
を
切
り
取
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
う
し
た
批
判
に
対
し
て
は
い
く
つ
か
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
日
常
実
践
を
「
宗
教
」
と

い
う
視
点
か
ら
切
り
取
る
こ
と
の
不
可
能
性
を
実
践
し
て
示
す
こ
と
で
、
従
来
の
宗
教
理
解
の
不
十
分
さ
を
訴
え
続
け
る
立
場
が
考
え
ら

れ
る
。Lived religion

の
視
点
が
宗
教
研
究
者
全
体
に
共
有
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
に
、
こ
う
し
た
試
み
を
続
け
る
こ
と
は

有
益
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
疑
問
を
投
げ
か
け
る
だ
け
の
一
辺
倒
な
結
論
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
既
存
の
宗
教
理
解
の
限
界

を
指
し
示
し
た
う
え
で
、次
に
い
か
な
る
視
点
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、lived religion

に
課
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
た
だ
、

日
常
生
活
に
お
い
て
宗
教
的
領
域
を
切
り
取
る
こ
と
が
い
か
に
不
可
能
か
と
い
う
発
見
が
、
従
来
で
は
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
日
常
の
種
々
の
実
践
と
人
々
の
「
宗
教
的
」
在
り
様
と
の
結
び
つ
き
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
参

加
者
た
ち
の
調
理
や
会
話
と
い
っ
た
日
常
的
な
実
践
が
、
個
々
人
の
宗
教
的
な
在
り
様
を
左
右
し
て
い
く
様
子
を
描
い
た
コ
ー
ト
ニ
ー
・
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ベ
ン
ダ
ー
の
成
果（

11
（

な
ど
は
、
宗
教
研
究
の
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
切
り
開
く
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
宗
教
や
信
仰
と
い
う
語
が
学
術
的
な
専
有
物
で
あ
る
か
の
よ
う
な
一
種
の
お
ご
り
を
排
し
、
日
常
語
と
し
て
人
々
に
語

ら
れ
実
践
さ
れ
る
宗
教
・
信
仰
か
ら
、
研
究
対
象
を
規
定
す
る
と
い
う
立
場
が
考
え
ら
れ
る
。
宗
教
が
何
で
あ
る
の
か
を
「
知
っ
て
い
る
」

の
は
研
究
者
だ
け
で
は
な
い
。
キ
ャ
ス
リ
ン
・
ロ
フ
ト
ン
も
い
う
よ
う
に
、
研
究
者
で
な
く
と
も
誰
も
が
宗
教
と
は
何
で
あ
る
か
に
つ
い

て
の
一
定
の
理
解
を
有
し
、
そ
の
語
を
使
用
し
て
い
る（

11
（

。
現
場
に
お
け
る
そ
う
し
た
一
般
的
（
あ
る
い
は
「
通
俗
的
」（
理
解
、
当
事
者

の
理
解
に
基
づ
い
て
、lived religion

と
い
う
あ
る
程
度
弁
別
可
能
な
生
活
の
一
領
域
に
着
目
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
論
点
以
上
に
、lived religion

に
最
も
頻
繁
に
向
け
ら
れ
る
批
判
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
信
仰
・
制
度
・
経
典
・

組
織
的
儀
礼
・
聖
職
者
（
宗
教
的
エ
リ
ー
ト
（
等
々
を
中
心
と
し
て
き
た
従
来
の
宗
教
研
究
か
ら
抜
け
落
ち
て
き
た
部
分
を
焦
点
化
す
る

と
い
う
有
益
さ
の
反
面
で
、
今
度
は
制
度
的
な
側
面
を
切
り
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。Lived religion

を
冠
す
る

研
究
で
は
、
多
く
の
場
合
、
制
度
宗
教
と
の
関
係
性
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
の
必
要
性
を
書
き
添
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
弁
解
に
し
か

な
っ
て
い
な
い
も
の
も
多
い
の
で
あ
る
。

　

ア
マ
ー
マ
ン
は
二
〇
一
六
年
ま
で
に
英
語
で
発
表
さ
れ
たlived religion

に
関
す
る
論
文
、
六
十
四
本
を
抽
出
し
検
討
し
て
い
る
が（

11
（

、

そ
れ
ら
の
諸
論
文
に
お
い
てlived religion

の
語
は
「
～
で
な
い
も
の
」、
と
い
う
否
定
形
を
用
い
て
定
義
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
宗
教
的
専
門
家
で
は
な
い
一
般
の
人
々
の
、
教
会
の
中
で
は
な
く
日
常
生
活
の
中
に
あ
る
、
教
義
・
信
仰
で
は
な
く
実
践
に
関
わ

る
も
の
、
と
し
てlived religion

が
説
明
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
否
定
の
形
に
よ
り
定
義
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、lived religion

研

究
は
、
制
度
宗
教
と
そ
れ
以
外
と
い
う
二
項
対
立
的
な
図
式
を
強
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
を
孕
む
。
ア
マ
ー
マ
ン
は
こ
の
点
を
、「
公

的
宗
教
伝
統
か
ら
視
線
を
そ
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
研
究
対
象
で
あ
るlived religion
と
い
う
実
践
の
社
会
的
源
泉
を
見
落
と
す
リ
ス
ク
を

抱
え
て
い
る（

11
（

」
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
。Lived religion

を
名
乗
る
諸
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
必
須
で
あ
る
と
説
か
れ
な
が
ら
も
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信
仰
・
制
度
・
経
典
・
組
織
的
儀
礼
・
聖
職
者
・
宗
教
的
エ
リ
ー
ト
等
々
が
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
。

　
　
三

　
生
活
仏
教
論
―
前
史

　

さ
て
、
米
国
の
宗
教
研
究
に
お
い
てlived religion

が
一
九
九
〇
年
代
に
「
新
し
い
」
視
点
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、
広
く
受
容
さ
れ

て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の
宗
教
研
究
に
お
い
て
は
、
制
度
的
宗
教
の
外
に
も
宗
教
研
究
の
対
象
が
あ
る
と
い
うlived religion

の「
発
見
」は
、特
段
衝
撃
的
と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
に
お
い
て
は
、「
民
間
信
仰
」の
語
が
一
八
九
七
年
に
姉
崎
正
治
に
よ
っ

て
最
初
に
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が（

11
（

、
そ
れ
以
降
、
特
に
二
〇
世
紀
中
頃
に
は
堀
一
郎
な
ど
の
研
究
者
が
民
俗
学
と
の
深
い
関
係
の

中
で
民
間
信
仰
研
究（

1（
（

を
展
開
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
成
立
宗
教
の
外
に
あ
る
実
践
と
そ
の
思
想
こ
そ
が
焦
点
で
あ
っ
た
。

　

同
時
に
、
日
本
の
民
間
信
仰
研
究
は
成
立
宗
教
の
外
部
の
み
を
対
象
と
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
に
お
い
て
民
間
信
仰
を
論
じ

る
上
で
は
、
特
に
仏
教
と
の
関
係
を
無
視
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
葬
送
習
俗
、
供
養
、
祈
禱
、
講
、
民
俗
芸
能
な
ど
、

人
々
の
宗
教
的
諸
実
践
の
多
く
が
仏
教
の
影
響
な
く
し
て
は
語
り
得
な
い
。民
間
信
仰
研
究
に
お
い
て
そ
の
点
は
十
分
自
覚
さ
れ
て
お
り
、

成
立
宗
教
と
民
間
信
仰
の
間
の
動
態
に
着
目
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
続
け
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
九
七
三
年
発
行
の
『
宗
教
学
辞

典
』
で
桜
井
徳
太
郎
は
、「
民
間
信
仰
は
、
既
成
の
成
立
宗
教
が
地
域
社
会
に
摂
取
受
容
さ
れ
る
過
程
で
成
立
し
た
要
素
を
多
く
ふ
く
ん

で
い
る
」
と
し
、「
両
者
を
峻
別
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
な
っ
て
く
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
桜
井
は 

「
一
方
の
極
に
民
間
信
仰
を
お
き
、
他
方
の
極
に
成
立
宗
教
を
対
置
さ
せ
、
両
方
か
ら
真
中
に
向
っ
て
展
開
す
る
円
錐
体
を
伸
長
さ
せ
、

中
間
で
交
わ
る
よ
う
な
構
図
を
考
え
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
」
と
の
提
案
を
し
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、
宮
本
袈
裟
雄
も
「
民
間
信
仰
」
を
定
義

し
て
、「
原
始
・
古
代
以
来
の
宗
教
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
創
唱
宗
教
と
の
交
渉
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
国
の
宗
教
政
策
、
社
会
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の
変
化
・
変
貌
な
ど
に
よ
っ
て
、
変
容
・
変
質
し
な
が
ら
も
、
生
産
活
動
や
人
間
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
の
日
常
生
活
・
社
会
生
活

を
基
盤
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
宗
教
現
象
」
で
あ
る
と
す
る（

11
（

。
こ
こ
で
も
「
創
唱
宗
教
」
と
の
関
係
性
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
成
果
の
中
で
も
、
仏
教
と
の
関
係
性
を
焦
点
化
し
た
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
本
稿
で
扱
う
生
活
仏
教
論
の
前
史
と
し
て
、
五

来
重
に
代
表
さ
れ
る
仏
教
民
俗
学
の
試
み
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
藤
井
正
雄
に
よ
れ
ば
、
五
来
の
仏
教
民
俗
学
の
構
想
は

一
九
五
二
年
に
作
成
さ
れ
た
ガ
リ
版
刷
り
の
『
仏
教
民
俗
』
一
号
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う（

11
（

。
五
来
は
、
日
本
の
宗
教
、
文
化
、
社
会
に
と

け
込
ん
だ
仏
教
が
、
庶
民
の
あ
い
だ
の
民
俗
と
な
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
を
仏
教
民
俗
と
呼
び
、「
そ
れ
は
仏
教
と
接
触
し
な
い
ま

ま
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗
と
、
区
別
し
て
研
究
の
対
象
化
す
る
必
要
が
あ
る（

11
（

」
と
、
仏
教
民
俗
学
の
必
要
性
を
説
い
て
き
た
。
そ
こ
で

の
「
仏
教
民
俗
学
」
と
は
、「
常
民
の
仏
教
信
仰
の
内
容
と
特
色
、
仏
教
的
社
会
（
講
（
の
構
造
、
常
民
の
仏
教
受
容
の
方
式
、
受
容
さ

れ
た
仏
教
の
変
容
な
ど
を
研
究
す
る
学
問（

11
（

」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

五
来
の
仏
教
民
俗
学
に
関
し
て
は
、
林
淳
、
碧
海
寿
広
、
土
居
浩
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
背
景
や
思
想
が
既
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が（

11
（

、 

そ
の
後
に
展
開
す
る
生
活
仏
教
論
と
の
比
較
の
た
め
に
、
土
居
に
よ
る
以
下
の
指
摘
を
参
照
し
て
お
き
た
い
。

　

土
居
に
よ
れ
ば
五
来
の
仏
教
民
俗
学
の
土
台
に
は
、
エ
リ
ー
ト
／
民
衆
の
対
比
構
造
が
存
在
し
て
お
り
、
仏
教
民
俗
は
明
治
以
降
の
仏

教
す
な
わ
ち
「
近
代
仏
教
」（
＝
ビ
リ
ー
フ
重
視
の
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
仏
教
」（
に
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う（

11
（

。

土
居
は
同
時
代
の
哲
学
的
仏
教
観
（
＝
近
代
仏
教
（
か
ら
は
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
領
域
（
＝
仏
教
民
俗
（
を
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
言

説
で
掬
い
上
げ
た
の
が
五
来
の
試
み
で
あ
る
と
評
す
る
。
そ
し
て
、
五
来
と
同
時
代
の
仏
教
研
究
者
は
「
近
代
仏
教
／
仏
教
民
俗
」
の
対

立
構
図
に
お
い
て
、
相
互
に
「
相
手
と
は
異
な
る
」
こ
と
で
自
己
の
輪
郭
を
明
確
に
す
る
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

11
（

。

　

末
木
文
美
士
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
近
代
的
宗
教
の
規
範
を
求
め
て
い
た
近
代
仏
教
の
特
徴
を
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
仏
教
」

と
い
う
語
で
示
し
て
い
る
よ
う
に（

11
（

、
仏
教
民
俗
学
の
誕
生
の
背
景
に
は
、lived religion

論
と
同
じ
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
宗
教
観 
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へ
の
批
判
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

晩
年
に
な
っ
て
五
来
が
「
仏
教
民
俗
学
」
の
語
の
使
用
に
代
わ
っ
て
「
宗
教
民
俗
学
」
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
仏

教
民
俗
学
の
試
み
は
縮
小
の
一
途
を
た
ど
る
が（

1（
（

、
仮
に
仏
教
民
俗
学
が
さ
ら
な
る
展
開
を
み
せ
て
い
た
な
ら
ば
、
次
な
る
課
題
と
し
て
、

lived religion

に
向
け
ら
れ
て
き
た
批
判
、
す
な
わ
ち
、
エ
リ
ー
ト
・
民
衆
と
い
う
二
分
法
を
強
化
す
る
危
険
性
と
、
反
動
と
し
て
の

エ
リ
ー
ト
宗
教
の
軽
視
を
生
む
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
　
四

　
生
活
仏
教
論

　

仏
教
民
俗
学
の
後
、
そ
の
構
想
と
非
常
に
似
通
っ
た
目
的
を
持
ち
な
が
ら
も
、
異
な
る
強
調
点
を
も
つ
「
生
活
仏
教
」
の
語
が
佐
々
木

宏
幹
に
よ
っ
て
新
た
に
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
生
活
」
と
「
仏
教
」
は
ど
ち
ら
も
一
般
的
な
語
で
あ
る
が
、
佐
々
木
に
先
ん
じ
て
両
者
を
組
み
合
わ
せ
て
「
生
活
仏
教
」
と
い
う
用

語
と
し
て
使
用
し
て
い
た
の
は
藤
井
正
雄
の
議
論
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
を
中
心
に
藤
井
は
、
仏
教
を
「
教
義
仏
教
」
と
「
仏
教
を
受

容
し
た
側
の
生
活
に
根
付
い
た
「
生
活
仏
教
」」
に
分
け
、「
生
活
仏
教
の
立
場
か
ら
」
と
題
し
て
脳
死
や
臓
器
移
植
の
倫
理
的
問
題
に
つ

い
て
の
議
論
を
行
っ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
藤
井
の
議
論
を
引
用
す
る
形
で
「
生
活
仏
教
」
の
語
が
以
降
生
命
倫
理
の
文
脈
で
い
く
つ
か
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る（

11
（

。
そ
れ
に
若
干
遅
れ
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
佐
々
木
宏
幹
が
生
活
仏
教
の
視
点
を
強
く
打
ち
出
す
よ
う
に
な
る
。

佐
々
木
に
よ
っ
て
生
活
仏
教
の
語
が
書
名
に
冠
さ
れ
た
二
冊
の
書
籍
（『
仏
力
―
生
活
仏
教
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
四
年
。 

『
生
活
仏
教
の
民
俗
誌
―
誰
が
死
者
を
鎮
め
、
生
者
を
安
心
さ
せ
る
の
か
』
春
秋
社
、
二
〇
一
二
年
（
が
世
に
出
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の

生
活
仏
教
論
に
は
佐
々
木
の
議
論
の
影
響
が
大
き
い
。
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ま
ず
は
、
生
活
仏
教
論
に
至
る
ま
で
の
佐
々
木
の
議
論
を
追
っ
て
み
た
い
。

　

生
活
仏
教
の
語
を
使
用
す
る
以
前
、
特
に
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
の
段
階
で
の
佐
々
木
は
宗
教
構
造
論
に
関
心
を
寄
せ
て

い
た
。
そ
れ
は
、
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
の
大
伝
統
と
小
伝
統
の
議
論
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
エ
リ
ー
ト
的
宗
教
と
マ
ス
的
宗
教
を
区
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
の
解
明
、
及
び
両
構
造
間
の
関
係
性
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
の
た
め
の
観
察
対
象
と
し

て
、
佐
々
木
は
次
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　

 （
一
（
当
該
宗
教
（
こ
こ
で
は
上
部
構
造
（
の
教
理
（
実
践
形
式
を
含
む
（
と
専
門
職
能
者
と
の
関
係
。
職
能
者
は
教
理
に
対
し
て

い
か
に
志
向
し
、
教
理
は
い
か
に
し
て
ど
の
程
度
把
握
さ
れ
実
践
化
さ
れ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
。
こ
の
場
合
職
能
者
と
い
っ
て
も

種
々
の
レ
ベ
ル
で
取
り
上
げ
る
こ
と
（
純
粋
に
出
家
生
活
を
す
る
人
や
そ
の
他
の
レ
ベ
ル
の
生
活
を
す
る
人
な
ど
（。

　
　

 （
二
（
地
域
社
会
の
宗
教
（
下
部
構
造
（
の
儀
礼
や
行
事
と
信
者
（
一
般
人
（
と
の
関
係
。
種
々
な
信
仰
、
観
念
儀
礼
が
混
淆
し
て

い
る
の
で
、
観
察
は
難
し
い
が
、
地
域
社
会
の
寺
院
や
教
会
（（
一
（
の
伝
道
機
関
（
の
行
事
、
儀
礼
と
信
者
と
の
関
係
を
中
心
に

観
察
す
る
。
さ
ら
に
（
一
（
と
（
二
（
の
関
係
を
比
較
し
、
そ
の
性
格
・
機
能
上
の
類
似
性
と
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　

 （
三
（
寺
院
ま
た
は
教
会
の
役
割
、
機
能
を
（
一
（
と
（
二
（
と
の
関
係
に
お
い
て
分
析
す
る
。
あ
る
も
の
は
（
一
（
に
近
く
、
あ

る
も
の
は
（
二
（
に
近
い
か
も
し
れ
な
い（

11
（

。

上
記
三
点
を
通
し
て
、「
上
の
構
造
」
で
あ
る
教
義
が
い
か
に
し
て
「
下
の
構
造
」
で
あ
る
生
活
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
動
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
際
、「
生
活
化
さ
れ
て
い
る
宗
教
儀
礼（

11
（

」
が
手
掛
か
り
に
な
る
と
さ
れ
、「
生
活
」

の
語
が
こ
の
時
点
で
既
に
登
場
し
て
い
る
。
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大
伝
統
と
小
伝
統
、両
者
間
の
動
態
を
捉
え
る
と
い
う
問
題
意
識
は
変
化
し
な
い
な
が
ら
も
、そ
の
後
、二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
佐
々

木
の
議
論
に
お
い
て
「
生
活
」
の
語
が
前
景
化
し
て
く
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
宗
教
構
造
の
解
明
と
い
う
論
点
は
次
第
に
現
場
の
僧
侶
の
問

題
と
し
て
具
体
化
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

　

佐
々
木
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
一
三
日
に
日
本
宗
教
学
会
第
五
九
回
学
術
大
会
に
お
い
て
、「
生

プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・

活
仏ブ

ッ
デ
ィ
ズ
ム教

の
諸
相
―
宗
教
人
類

学
的
視
点
か
ら
」
と
題
し
た
公
開
講
演
会
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
『
宗
教
研
究
』
三
二
七
号
（
二
〇
〇
一
年
（
に
掲
載
さ
れ
て 

い
る
。
同
学
術
大
会
で
は
、
佐
々
木
の
公
開
講
演
会
の
テ
ー
マ
に
連
動
す
る
形
で
、「「
生
活
の
宗
教
」
と
し
て
の
日
本
仏
教
の
研
究
」
と

題
さ
れ
た
特
別
部
会
も
開
か
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
二
〇
〇
二
年
刊
行
の
『
宗
教
研
究
』
三
三
三
号
で
の
特
集
「「
生
活
の
宗
教
」
と

し
て
の
仏
教
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
宗
教
研
究
に
お
い
て
、「
生
活
」
の
語
が
脚
光
を
浴
び
た
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、
佐
々
木
は
「
生
活
仏
教
」
を
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
と
読
ま
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
佐
々
木
の
生
活
仏
教
と
い
う

ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
エ
ド
マ
ン
ド
・
リ
ー
チ
の
実
践
的
宗
教
（Practical Religion

（
に
由
来
す
る
た
め
で
あ
る
。
佐
々
木
は
、『
実
践
的

宗
教
に
お
け
る
弁
証
法
』D

ialectic in P
ractical R

eligion

（
11
（

に
お
い
て
リ
ー
チ
が
南
方
仏
教
研
究
に
対
し
て
、「
こ
れ
こ
そ
が
純
粋
の
仏

教
で
あ
る
と
の
理
念
を
掲
げ
、
現
実
に
営
ま
れ
て
い
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
や
呪
術
と
結
合
し
た
仏
教
形
態
は
、
こ
れ
を
非
仏
教
と
切
り
棄
て
る
、

そ
の
学
問
的
態
度
を
批
判
し
て
い
る
」
こ
と
に
賛
同
す
る
。
リ
ー
チ
は
こ
う
し
た
二
元
的
思
考
へ
の
批
判
と
し
て
「
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
」

の
語
を
使
用
し
て
お
り
、そ
の
際
、僧
職
者
や
一
般
人
の
思
考
過
程
に
お
け
る
仏
教
こ
そ
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る（

11
（

。
こ
う
し
た
リ
ー

チ
の
指
摘
を
、
佐
々
木
は
自
ら
が
論
じ
る
「
生
活
仏
教
」
の
議
論
と
重
ね
て
い
る（

11
（

。

　

で
は
、
佐
々
木
の
い
う
「
生
活
仏
教
」
と
は
何
か
。
先
述
の
講
演
会
の
記
録
で
も
あ
る
「
生
活
仏
教
の
諸
相
」
か
ら
そ
の
主
張
を
ま
と

め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

ま
ず
、
問
題
意
識
と
し
て
、
教
理
仏
教
研
究
と
民
俗
宗
教
研
究
と
の
提
携
の
模
索
と
い
う
「
途
轍
も
な
い
課
題（

11
（

」
を
念
頭
に
置
い
て 
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い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
教
理
仏
教
と
民
俗
宗
教
が
弁
別
さ
れ
る
の
は
理
念
レ
ベ
ル
に
お
い
て
の
み
で
あ
り
、
現
実
の
宗
教
生
活
に
お
い

て
両
者
は
複
合
化
し
て
い
る
。
そ
の
諸
相
を
描
く
た
め
に
、
佐
々
木
が
例
示
す
る
の
は
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
」
な
職
能
者
た
ち
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
教
理
仏
教
と
民
俗
宗
教
と
を
関
係
づ
け
、
両
者
間
の
「
媒
介
（
性
（」
を
示
す
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る（

11
（

。
そ
の
上
で
、 

「
生
活
仏
教
」
と
は
、「
教
理
仏
教
と
民
俗
宗
教
と
い
う
区
分
に
た
い
し
、
実
際
の
宗
教
生
活
に
あ
っ
て
は
教
理
と
民
俗
の
狭
間
に
立
っ
て

活
動
す
る
僧
職
者
と
、
す
で
に
仏
教
の
影
響
下
に
あ
り
つ
つ
も
民
俗
寄
り
に
活
動
す
る
民
間
（
俗
（
宗
教
者
、
お
よ
び
そ
の
両
者
に
関
わ

る
檀
信
徒
や
一
般
人
の
三
項
が
さ
ま
ざ
ま
に
関
わ
り
合
う
場
面（

1（
（

」
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
の
著
作
で
は
さ
ら
に
簡
潔
に
、「
生
活
仏
教
」
と
は
「
寺
院
と
僧
侶
と
檀
信
徒
（
一
般
の
人
々
（
の
相
互
関
係
の
中
で
営
ま
れ

て
い
る
仏
教
」
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

　
　
仏
教
民
俗
学
と
の
比
較
か
ら

　

佐
々
木
の
生
活
仏
教
論
の
特
徴
は
、
先
に
み
た
仏
教
民
俗
学
と
の
比
較
に
よ
っ
て
よ
り
鮮
明
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

従
来
軽
視
さ
れ
て
き
た
民
衆
の
実
践
へ
の
着
目
は
、
仏
教
民
俗
学
の
基
本
的
な
視
座
で
あ
っ
た
。
佐
々
木
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
意

識
は
継
続
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
指
摘
で
あ
る
。「
こ
れ
ま
で
の
仏
教
研
究
に
お
い
て
は
、
仏
教
史
研
究
を
除

く
と
、
大
勢
は
仏
教
の
文
献
研
究
を
通
じ
て
の
仏
教
教
理
の
解
明
に
傾
き
、
現
場
の
僧
職
者
―
檀
信
徒
・
一
般
人
関
係
に
お
い
て
展
開
さ

れ
る
「
生
活
化
さ
れ
た
仏
教
」
の
究
明
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
注
が
れ
な
か
っ
た
観
が
あ
る
」。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
続
く
「（
中
略
（
仏
教
教
理
と
民
俗
宗
教
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
複
合
の
場
で
あ
る
寺
院
と

僧
職
者
の
現
実
的
な
役
割
を
視
座
に
収
め
た
研
究
は
、
な
お
数
少
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る（

11
（

」。
つ
ま
り
こ
こ
で
佐
々
木
が
「
関
心
が
注

が
れ
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
の
は
、
単
純
に
教
理
仏
教
／
民
俗
宗
教
の
二
項
図
式
に
お
け
る
民
俗
宗
教
の
こ
と
の
み
を
言
っ
て
い
る 



80

の
で
は
な
く
、「
複
合
の
場
」、
す
な
わ
ち
両
者
の
中
間
の
領
域
も
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
五
来
の
仏
教
民
俗
学
と
の
差
が
明
ら
か
に
な
る
。
実
際
に
佐
々
木
は
五
来
の
視
点
を
検
討
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　

 
五
来
説
は
す
こ
ぶ
る
説
得
性
を
も
つ
が
、
問
題
は
「
エ
リ
ー
ト
僧
侶
」
Ｖ
Ｓ
「
庶
民
・
民
衆
」、「
教
理
仏
教
」
Ｖ
Ｓ
「
民
間
信
仰
」

と
い
う
対
比
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
「
庶
民
・
民
衆
」
と
「
民
間
信
仰
」
の
方
に
力
点
を
置
い
て
は
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
。「
庶

民
・
民
衆
と
民
間
信
仰
」
の
み
で
は
「
仏
教
」
は
成
り
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
実
の
仏
教
は
「
仏
教
文
化
（
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
（」

と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
理
由
で
あ
る（

11
（

。

同
書
に
お
い
て
、
佐
々
木
は
「
仏
教
文
化
」＝「
生
活
仏
教
」
と
し
て
い
る
た
め（

11
（

、
こ
こ
で
の
指
摘
は
仏
教
民
俗
学
と
生
活
仏
教
論
の
差

と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
寺
院
の
現
場
で
は
、「
教
理
仏
教
」
Ｖ
Ｓ
「
民
俗
宗
教
」
の
よ
う
な
構
図
は
無
意
味
」
で
あ
り
、 

「「
生
き
て
い
る
仏
教
」
を
真
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、「
教
理
」
か
「
現
場
」
ま
た
は
「
民
俗
」
か
と
い
う
捉
え
方
は
、
あ
ま
り
意
味
を

な
さ
な
い（

11
（

」
と
い
う
の
が
佐
々
木
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
り
、
端
的
に
言
え
ば
、
五
来
の
仏
教
民
俗
学
で
抜
け
落
ち
る
エ
リ
ー
ト
僧
侶
・

教
理
仏
教
の
側
ま
で
も
含
み
こ
ん
だ
総
体
と
し
て
の
仏
教
が
「
生
活
仏
教
」
な
の
で
あ
る
。
そ
の
総
体
の
把
握
の
た
め
に
、
両
者
の
媒
介

と
な
る
存
在
や
現
場
の
僧
の
役
割
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
　L

iv
e
d
 R

e
lig

io
n

研
究
と
の
比
較
か
ら

　

さ
て
、
こ
こ
でlived religion

の
議
論
に
立
ち
戻
り
た
い
と
思
う
。
佐
々
木
は
、「
生
き
た
」
と
い
う
言
葉
を
度
々
使
用
し
て
い
る
が
、

リ
ー
チ
を
は
じ
め
と
す
る
人
類
学
的
研
究
の
影
響
下
に
自
ら
の
研
究
を
位
置
づ
け
て
お
り
、lived religion

へ
の
直
接
の
言
及
は
な
い
。
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し
か
し
、
佐
々
木
が
度
々
用
い
る
「
生
き
て
い
る
仏
教（

11
（

」
な
ど
の
語
は
、
同
時
代
的
に
展
開
し
て
い
たlived religion

の
用
語
と
た
だ

偶
然
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
佐
々
木
の
視
点
は
、
ホ
ー
ル
に
よ
るlived religion

定
義
で
あ
る
「
遂
行
・
実
施
さ
れ
る
と

い
う
意
味
で
「
生
き
ら
れ
た
」
実
践
を
前
景
化
す
る
宗
教
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
制
度
的
な
も
の
に
偏
り
過

ぎ
た
研
究
を
引
き
戻
す
試
み
で
あ
り
、
人
々
の
日
常
に
注
目
す
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
の
仏
教
研
究
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
仏
教
の
現
実
を

捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
佐
々
木
自
身
は
「
生
活
」
を
リ
ー
チ
の
言
うpractical

で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

含
意
はlived

の
語
と
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
佐
々
木
の
生
活
仏
教
論
はlived religion

と
は
異
な
る
強
調
点
を
持
つ
。
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
生
活
仏
教
の
視
点

は
単
に
「
エ
リ
ー
ト
で
は
な
く
民
衆
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
両
者
、
つ
ま
り
、
教
理
仏
教
と
民
俗
宗
教
を
架
橋
す
る
者
、
媒
介

す
る
者
に
こ
そ
関
心
を
寄
せ
る
の
で
あ
る（

11
（

。

　

こ
の
中
間
的
存
在
の
代
表
格
は
、
先
述
の
通
り
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
」
な
、
あ
る
い
は
巫
者
的
職
能
者
で
あ
る（

11
（

。
し
か
し
、
そ
う
し
た

存
在
だ
け
で
な
く
、一
般
の
僧
職
者
も
含
ま
れ
る
の
が
佐
々
木
の
議
論
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
特
に
葬
祭
儀
礼
の
場
面
を
例
と
し
て
、佐
々

木
は
「
僧
職
者
は
一
方
で
は
仏
教
教
理
的
理
念
を
指
向
し
つ
つ
、
他
方
で
は
巫
者
の
営
為
と
通
底
す
る
民
俗
宗
教
的
な
儀
礼
を
主
催
す
る

と
い
う
複
合
的
な
性
格
を
具
え
て
い
る
と
見
ら
れ
る（

11
（

」
と
、
僧
の
有
す
る
複
合
的
性
格
を
指
摘
す
る
。
そ
の
た
め
、
生
活
仏
教
論
の
ま
な

ざ
す
「
中
間
」
と
は
非
常
に
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
津
軽
地
方
の
僧
の
事
例
の
多
様
な
在
り
方
も
、
僧
職

者
と
い
う
存
在
が
、
単
に
教
理
仏
教
を
体
現
す
る
存
在
な
ど
で
は
決
し
て
な
く
、
こ
の
「
中
間
」
に
位
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
教

理
仏
教
と
民
衆
的
実
践
を
行
き
来
し
て
い
る
具
体
相
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

佐
々
木
は
、
教
理
仏
教
・
中
間
・
民
衆
と
い
う
三
者
の
関
係
を
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
記
号
に
置
き
換
え
て
説
明
す
る
。
南
方
仏
教
で
は
、

瞑
想
の
担
い
手
（
Ａ
（
と
エ
ク
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
儀
礼
の
担
い
手
（
Ｂ
（
が
別
で
あ
る
こ
と
か
ら
、三
項
関
係
は
Ａ
／
Ｂ
／
Ｃ
と
な
る
が
、 
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日
本
に
お
い
て
は
Ａ
と
Ｂ
の
担
い
手
が
同
一
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
Ａ
仔Ｂ
仔Ｃ
、
も
し
く
は
Ａ
↕
Ｂ
↕
Ｃ
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
論
じ
る（

1（
（

。
佐
々
木
は
エ
ー
ム
ズ
を
引
き
な
が
ら
、「
教
理
か
民
俗
か
、
ま
た
無
常
・
無
我
か
霊
魂
・
呪
力
か
と
言
っ
た
硬
直
し
た
二
分

論
に
た
い
し
て
、
真
に
問
題
に
な
る
の
は
両
者
間
の
曖
昧
に
し
て
弾
力
的
な
関
係
領
域
で
あ
る（

11
（

」
と
し
て
い
る
が
、
佐
々
木
の
図
式
で
は

Ｂ
こ
そ
が
「
両
者
間
の
曖
昧
に
し
て
弾
力
的
な
関
係
領
域
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
領
域
を
観
察
す
る
た
め
に
は
、
巫
者
、

行
者
、
そ
し
て
一
般
の
僧
が
代
表
的
な
対
象
と
な
る
が
、
決
し
て
そ
う
し
た
存
在
の
み
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
論
じ
ら

れ
て
い
る
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
括
り
と
は
、
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
越
境
可
能
な
流
動
的
枠
組
み
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

中
間
領
域
か
ら
仏
教
を
捉
え
直
し
て
い
く
の
が
生
活
仏
教
の
試
み
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
五

　
お
わ
り
に

　

以
上
、
佐
々
木
の
著
作
に
沿
い
な
が
ら
、
生
活
仏
教
論
の
視
点
が
中
間
的
存
在
を
観
察
対
象
と
す
る
こ
と
で
従
来
の
仏
教
研
究
・
民
俗

宗
教
研
究
の
間
を
架
橋
し
、
輪
郭
を
ゆ
る
が
し
て
い
く
狙
い
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

Lived religion

研
究
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
生
活
仏
教
論
の
も
つ
特
徴
は
、lived religion

研
究
の
不
足
を
補
う
も
の
と
し
て

捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
理
念
的
に
は
、lived religion
研
究
は
制
度
的
な
も
の
の
役
割
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。Lived 

religion

を
十
分
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、lived religion

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
制
度
宗
教
側
の
変
化
に
も
正
し
く
関
心
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

11
（

。
し
か
し
、
結
局
は
宗
教
者
で
は
な
い
一
般
の
人
々
の
教
会
の
外
で
の
宗
教
的
実
践
を
扱
う
も
の
にlived 

religion

の
名
が
冠
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に
、
エ
リ
ー
ト
の
宗
教
／lived religion

と
い
う
二
分
法
を
生
み
出
し
強
化
し
て

し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
生
活
仏
教
論
が
も
つ
中
間
的
存
在
へ
の
着
目
、
特
に
僧
職
者
（
聖
職
者
（
個
人
の
内
部
に
「
仏
教
教
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理
と
民
俗
宗
教
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
複
合
」
を
み
る
視
点
は
、
一
般
人
の
実
践
の
み
をlived religion

と
し
て
捉
え
る
傾
向
に
あ
る

近
年
の
動
向
を
、lived religion

研
究
の
初
発
の
問
題
意
識
へ
と
立
ち
返
ら
せ
る
た
め
に
非
常
な
有
効
な
視
点
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

一
方
で
、
生
活
仏
教
論
も
、「
中
間
的
」
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
職
能
者
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以

外
の
エ
リ
ー
ト
、
そ
し
て
民
衆
と
い
う
三
項
が
異
な
る
性
質
を
持
つ
も
の
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
意
図
せ
ず
に
三
分
割
の
図
式
を
推
進
し
、

三
項
の
総
体
と
し
て
仏
教
を
捉
え
る
と
い
う
生
活
仏
教
論
の
目
的
か
ら
逸
脱
し
て
い
く
危
険
性
を
秘
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、

lived religion

研
究
の
徹
底
し
た
個
人
へ
の
着
目
と
い
う
方
法
論
が
回
避
の
一
助
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
個
人
へ
の
着
目
は
、
先
に

も
触
れ
た
聖
職
者
個
人
の
内
部
に
お
け
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
複
合
」、つ
ま
り
（
敢
え
て
区
別
す
る
な
ら
ば
（「
エ
リ
ー
ト
性
」「
中
間
的
・

媒
介
的
側
面
」「
民
衆
性
」
が
個
人
の
内
部
で
も
同
居
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
Ａ
↕
Ｂ
↕
Ｃ
と
自
在
に
横
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
硬
直
し
た
二
分
法
（
三
分
法
（
を
脱
し
、
生
活
仏
教
論
の
焦
点
で
あ
る
「
曖
昧
に
し
て

弾
力
的
な
関
係
領
域
」
の
内
実
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
時
代
の
同
様
の
問
題
意
識
の
も
と
生
じ
たlived religion

研
究
と
生
活
仏
教
論
は
、
異
な
る
文
化
的
・
学
問
的
背

景
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
微
妙
な
強
調
点
の
違
い
を
有
し
て
い
る
が
、
相
互
に
補
完
し
合
う
可
能
性
を
も
つ
視
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
踏
み
込

め
ば
、
両
者
は
と
も
に
、
個
人
の
日
常
的
実
践
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
や
信
仰
と
い
っ
た
概
念
を
草
の
根
か
ら
鍛
え
直
そ
う
と

す
る
試
み
で
あ
る
と
も
言
え
る
。「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
複
合
」
の
具
体
相
へ
の
着
目
は
、
各
地
の
宗
教
現
象
の
現
状
を
よ
り
克
明
に
描
き

出
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
う
し
て
諸
宗
教
の
生
き
ら
れ
た
姿
に
目
を
む
け
る
こ
と
は
、
宗
教
研
究
の
成
果
を
教
育
に
役
立
て
て

い
く
上
で
も
、
ま
た
は
宗
教
文
化
教
育
の
現
場
に
お
い
て
も
欠
か
せ
な
い
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

Lived religion

研
究
・
生
活
仏
教
論
は
と
も
に
具
体
的
な
方
法
論
や
対
象
に
つ
い
て
、
ま
た
聖
／
俗
、
エ
リ
ー
ト
／
大
衆
と
い
っ
た

各
種
の
境
界
の
曖
昧
さ
を
論
じ
た
そ
の
先
に
何
を
見
出
す
の
か
、
さ
ら
な
る
議
論
の
積
み
重
ね
を
必
要
と
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。 
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し
か
し
、
宗
教
概
念
の
自
明
性
が
掘
り
崩
さ
れ
た
現
代
社
会
に
お
い
て
、
宗
教
研
究
は
ど
こ
へ
向
か
う
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し

て
一
つ
の
方
向
性
を
示
す
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

　
　

註

　
（
（ 

（
制
度
宗
教
・
組
織
宗
教
の
語
は
井
門
富
二
夫
の
分
類
に
よ
る
。
井
門
に
よ
れ
ば
、
制
度
宗
教
は
既
成
教
団
の
檀
家
・
氏
子
制
度

や
西
欧
の
「
チ
ャ
ー
チ
型
」
の
宗
教
を
指
し
、
組
織
宗
教
は
自
発
的
な
参
加
を
特
徴
と
す
る
セ
ク
ト
的
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
意

味
す
る
（
井
門
富
二
夫
『
神
殺
し
の
時
代
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
（。
民
間
信
仰
研
究
の
文
脈
で
は
、「
創
唱
宗
教
」

や
「
成
立
宗
教
」
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
宗
教
の
制
度
的
側
面
を
強
調
す
る
際
に
は
「
制
度
宗
教
」、
特
に
日
本
の
文

脈
で
広
く
既
成
教
団
の
こ
と
を
指
す
と
き
は
「
成
立
宗
教
」
の
語
を
用
い
る
が
、
厳
密
に
区
別
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
ど
れ
も
民

間
の
実
践
の
対
と
な
る
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
ほ
ぼ
同
義
の
語
と
し
て
使
用
す
る
。

　
（
（ 

（
阿
部
友
紀
「
日
本
の
民
俗
信
仰
」
櫻
井
義
秀
・
平
藤
喜
久
子
編
著
『
よ
く
わ
か
る
宗
教
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
五
年
、

一
三
二
頁
。

　
（
（ 

（
以
下
、
本
文
中
の
年
齢
は
二
〇
一
九
年
執
筆
時
の
も
の
。

　
（
（ 

（
未
婚
の
ま
ま
死
ん
だ
者
の
あ
の
世
で
の
伴
侶
と
し
て
、
花
嫁
や
花
婿
の
人
形
を
奉
納
す
る
供
養
実
践
。

　
（
（ 

（
例
え
ば
、佐
々
木
一
憲
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
〈
総
合
仏
教
〉
と
〈
近
代
仏
教
学
〉」『
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
』
二
十
三
号
、

二
〇
〇
二
年
や
釋
徹
宗
「
比
較
文
化
的
視
座
か
ら
の
生
命
倫
理
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
四
八
（
二
（、
二
〇
〇
〇
年
な
ど
。

　
（
（ 

（O
rsi, Robert A

. “W
hat is ‘Lived Religion ’? （Lecture of the T

T
CS on （（ M

arch, （0（（

（ / 

什
麼
是「
生
活
宗
教
」？”
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『
神
學
與
教
會
』V

ol. （（, Issue （.
　
（
（ 
（
一
九
九
四
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
開
か
れ
たlived religion

に
関
す
る
コ
ー
ス
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
元
に
し
た
成
果
で

あ
る
（H

all, D
avid D

. “Introduction ” in L
ived R

eligion in A
m

erica: tow
ard a H

istory of P
ractice. edited by H

all, 

D
avid D

., Princeton U
niversity Press, （（（（, p. vii.

（。

　
（
（ 

（M
cGuire, M

eredith B. L
ived R

eligion: Faith and P
ractice in E

veryday L
ife. O

xford U
niversity Press, （00（

　
（
（ 

（A
m

m
erm

an, N
ancy T

. “Lived Religion as an Em
erging Field: A

n A
ssessm

ent of Its Contours and 

Frontiers. ” N
ordic Journal of R

eligion and S
ociety, vol. （, no. 0（, （0（（. H

all

は
、
そ
の
名
の
由
来
を
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教

社
会
学
で
使
わ
れ
て
い
る“la religion vécue ”

で
あ
る
と
し
て
い
る
（H

all, （（（（, p. vii

（。

　
（
（0 

（H
all, D

avid D
. “Lived Religion ” in E

ncyclopedia of R
eligion in A

m
erica. edited by Lippy, Charles H

., and 

Peter W
. W

illiam
s., CQ

 Press, （0（0, p. （（（（.

　
（
（（ 

（Ibid. 

こ
う
し
た
ホ
ー
ル
の
言
葉
をlived religion

の
「
定
義
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
に
は
や
や
漠
然
と
し
す
ぎ
て
い
る
感
も

あ
る
。
そ
の
原
因
は
、lived religion

が
、
明
確
な
定
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
様
々
な
論
者
に
よ
っ
て
共
有

さ
れ
て
い
る
一
つ
の
方
向
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
（
（（ 

（H
all

は
特
にGabriel Le Bras

の
名
を
挙
げ
て
い
る
（H

all, （0（0

（。

　
（
（（ 

（H
all, （0（0, p. （（（（.

　
（
（（ 

（O
rsi, Robert A

. T
he M

adon
n

a of 115th S
treet: F

aith an
d C

om
m

u
n

ity in
 Italian

 H
arlem

, 1880-1950. Y
ale 

U
niversity Press, （（（（.

　
（
（（ 

（O
rsi, Robert A

. “Everyday M
iracles: T

he Study of Lived Religion ” in L
ived R

eligion in A
m

erica: tow
ard a 
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H
istory of P

ractice. edited by H
all, D

avid D
., Princeton U

niversity Press, （00（.
　
（
（（ 

（Ibid. p. （.
　
（
（（ 
（Ibid, p. （.

　
（
（（ 
（M

cGuire, （00（, p. （.

　
（
（（ 

（M
cGuire, （00（. Engelke, M

atthew
. “M

aterial religion ” in T
he C

am
bridge C

om
panion to R

eligious S
tudies. 

edited by O
rsi, Robert A

., Cam
bridge U

niversity Press, （0（（. 

宗
教
概
念
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
宗
教
観
の
不
可
分
の

関
係
性
は
、
タ
ラ
ル
・
ア
サ
ド
ら
に
代
表
さ
れ
る
宗
教
概
念
批
判
の
文
脈
で
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、lived religion

研
究
も

そ
の
問
題
意
識
を
引
き
継
い
で
い
る
（
タ
ラ
ル
・
ア
サ
ド 

『
宗
教
の
系
譜
―
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム
に
お
け
る
権
力
の
根
拠
と

訓
練
』
中
村
圭
志
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
や
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ミ
ス
「
宗
教
（
諸
宗
教
、
宗
教
的
（」
宮
嶋
俊
一
訳
、『
宗

教
学
必
須
用
語
（（
』
奥
山
倫
明
監
訳
、
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
八
年
な
ど
（。

　
（
（0 

（T
w

eed, T
hom

as A
. “A

fter the Q
uotidian T

urn: Interpretive Categories and Scholarly T
rajectories in the 

Study of Religion since the （（（0s. ” T
he Journal of R

eligion, vol. （（, no. （, （0（（.

　
（
（（ 

（Engelke, （0（（. M
organ, D

avid. “T
he M

aterial Culture of Lived Religion: V
isuality and Em

bodim
ent. ” in 

M
ind and M

atter, edited by V
akkari, Johanna, Society of A

rt H
istory, （0（0. 

中
村
祐
希
「
宗
教
学
に
お
け
る
マ
テ
リ

ア
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
」『
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
』
三
十
四
号
、
二
〇
一
七
年
。

　
（
（（ 

（N
yhagen, Line. “T

he Lived Religion A
pproach in the Sociology of Religion and Its Im

plications for Secular 

Fem
inist A

nalyses of Religion. ” S
ocial C

om
pass, vol. （（, no. （, （0（（. A

une, K
ristin. “Fem

inist Spirituality as 

Lived Religion. ” G
ender &

 S
ociety, vol. （（, no. （, （0（（

な
ど
多
数
。



87 生活仏教論再考

　
（
（（ 

（Rüpke, Jörg. “Lived A
ncient Religion: Q

uestioning “Cults ” and “Polis Religion ”” M
ythos, （, （0（（.

　
（
（（ 
（Prim

iano, Leonard N
orm

an. “V
ernacular Religion and the Search for M

ethod in Religious Folklife. ” 

W
estern Folklore, vol. （（, no. （, （（（（. 

小
田
島
建
己
「
翻
訳 

宗
教
民
俗
に
お
け
る
方
法
の
探
求
と
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
宗
教

（V
ernacular Religion

（（
含
：
訳
出
に
寄
せ
て D

r. Prim
iano

の
人
と
な
り
（」『
東
北
宗
教
学
』
三
号
、
二
〇
〇
七
年
。
プ
リ

ミ
ア
ノ
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
宗
教
と
は
「
生
き
ら
れ
た
宗
教
、
す
な
わ
ち
人
々
が
出
会
い
、
理
解
し
解
釈
し
、
実
践
す

る
宗
教
」（
小
田
島
訳
、
一
三
七
頁
（
と
し
て
定
義
さ
れ
る
と
い
う
。

　
（
（（ 

（T
w

eed, （0（（, pp. （（（-（（（.

　
（
（（ 

（Bender, Courtney. H
eavens K

itchen: L
iving R

eligion at G
ods L

ove W
e D

eliver. U
niversity of Chicago Press, 

（00（.

　
（
（（ 

（Lofton, K
athryn. C

onsum
ing R

eligion. T
he U

niversity of Chicago Press, （0（（.

　
（
（（ 

（A
m

m
erm

an, （0（（. 

検
索
か
ら
抜
け
落
ち
た
も
の
、
お
よ
び
英
語
以
外
で
書
か
れ
た
も
の
も
含
め
れ
ば
、
そ
の
数
は
六
十
四
を

は
る
か
に
上
回
る
。
ま
た
二
〇
一
六
年
以
降
もlived religion

を
冠
す
る
論
文
は
次
々
と
新
し
い
も
の
が
発
表
さ
れ
て
い
る
た
め

に
、
そ
の
数
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。

　
（
（（ 

（A
m

m
erm

an, （0（（, p. （（.

　
（
（0 

（
池
上
良
正
『
民
間
巫
者
信
仰
の
研
究
』
未
來
社
、
一
九
九
九
年
、
一
三
頁
、
宗
教
研
究
編
集
委
員
会
「
特
集
「
民
間
信
仰
」
研

究
の
百
年
」『
宗
教
研
究
』
三
二
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
。

　
（
（（ 

（
民
間
信
仰
や
民
俗
宗
教
と
い
っ
た
語
に
つ
い
て
は
、
自
身
の
議
論
の
強
調
点
に
即
し
て
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
差
を
含
み
こ
ま
せ
な
が
ら
使
用
し
て
き
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
よ
り
民
俗
宗
教
を
使
用
す
る
研
究
者
が
増
え
て
い
る
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と
さ
れ
る
。「
民
俗
宗
教
」
の
語
は
、「
単
に
成
立
宗
教
や
、
外
来
宗
教
や
、
エ
リ
ー
ト
の
宗
教
や
、
都
市
の
宗
教
な
ど
と
の
対
立

概
念
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
、混
交
・
融
合
的
な
性
格
を
も
つ
こ
と
が
自
明
の
前
提
」
に
し
て
い
る
（
池
上
良
正
「
民
俗
宗
教
」
佐
々

木
宏
幹
・
宮
田
登
・
山
折
哲
雄
監
修
『
日
本
民
俗
学
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
、
五
四
八
頁
（。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
論
者
の
使
用
し
て
い
る
用
語
に
即
し
て
「
民
間
信
仰
」
や
「
民
俗
宗
教
」
の
語
を
使
用
す
る
。

　
（
（（ 

（
桜
井
徳
太
郎
「
民
間
信
仰
」
小
口
偉
一
・
堀
一
郎
監
修
『
宗
教
学
辞
典
』
東
京
大
学
出
版
会
、一
九
七
三
年
、七
〇
八
―
七
〇
九
頁
。

　
（
（（ 

（
宮
本
袈
裟
雄
「
民
間
信
仰
」
福
田
ア
ジ
オ
他
編
『
日
本
民
俗
学
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
三
〇
頁
。

　
（
（（ 

（
藤
井
正
雄
「
仏
教
民
俗
学
と
祖
先
崇
拝
に
よ
せ
て
」『
比
較
民
俗
研
究
』
二
十
五
、二
〇
一
一
年
、
三
頁
。

　
（
（（ 

（
五
来
重
「
総
説
―
仏
教
民
俗
学
の
概
念
」
五
来
重
・
桜
井
徳
太
郎
・
大
島
健
彦
・
宮
田
登
編
『
講
座
・
日
本
の
民
俗
宗
教
（　

仏
教
民
俗
学
』
弘
文
堂
、
一
九
八
〇
年
、
四
頁
。

　
（
（（ 

（
五
来
重
『
続
仏
教
と
民
俗
』
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
、
二
六
〇
頁
。

　
（
（（ 

（
林
淳
「
仏
教
民
俗
学
」
日
本
仏
教
研
究
会
編
『
日
本
仏
教
の
研
究
法
―
歴
史
と
展
望
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
。
碧
海
寿
広 

「
仏
教
民
俗
学
の
思
想
―
五
来
重
に
つ
い
て
」『
宗
教
研
究
』
三
五
二
号
、
二
〇
〇
七
年
。
土
居
浩
「
仏
教
民
俗
学
と
近
代
仏
教
研

究
の
あ
い
だ
―
五
来
重
に
焦
点
を
当
て
て
」『
季
刊
日
本
思
想
史
』
七
十
五
号
、
二
〇
〇
九
年
。

　
（
（（ 

（
土
居
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一
〇
頁
。

　
（
（（ 

（
土
居
、
二
〇
〇
九
年
、
一
〇
八
―
一
一
〇
頁
。

　
（
（0 

（
末
木
文
美
士
『
近
代
日
本
の
思
想
・
再
考
Ⅱ
近
代
日
本
と
仏
教
』
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
四
年
、
一
七
五
頁
。

　
（
（（ 

（
林
淳
は
、「
五
来
氏
じ
し
ん
が
仏
教
民
俗
学
の
看
板
を
お
ろ
し
て
、
代
わ
り
に
宗
教
民
俗
学
の
看
板
を
選
ん
だ
以
上
、
仏
教
民
俗

学
と
い
う
言
葉
の
使
用
の
根
拠
は
、
今
や
消
え
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
（
林
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
二
二
頁
（。



89 生活仏教論再考

ま
た
、
仏
教
的
な
民
俗
も
豊
富
に
扱
っ
て
き
た
民
俗
学
の
蓄
積
が
あ
る
中
で
、
敢
え
て
新
た
に
仏
教
民
俗
学
を
言
挙
げ
す
る
必
要

性
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
た
（
宮
田
登
『
日
本
の
民
俗
学
』
講
談
社
、
一
九
八
五
年
、
九
十
六
頁
（。

　
（
（（ 
（
藤
井
正
雄
「
脳
死
と
臓
器
移
植
―
生
活
仏
教
の
立
場
か
ら
」
梅
原
猛
編
『「
脳
死
」
と
臓
器
移
植
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
。

そ
の
元
と
な
っ
た
の
が
、藤
井
正
雄
「
臓
器
移
植
と
日
本
人
の
遺
骸
観
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
九
巻
第
一
号
、一
九
九
〇
年
。

　
（
（（ 

（
正
木
晴
彦
「
東
洋
哲
学
と
生
命
倫
理
」『
生
命
倫
理
』
第
三
巻
一
号
、
一
九
九
三
年
。
釋
、
二
〇
〇
〇
年
。

　
（
（（ 

（
佐
々
木
宏
幹
『
人
間
と
宗
教
の
あ
い
だ
―
宗
教
人
類
学
覚
え
書
』
耕
土
社
、
一
九
七
九
年
、
二
〇
〇
頁
―
二
〇
一
頁
。
初
出
は

一
九
六
六
年
。

　
（
（（ 

（
佐
々
木
、
一
九
七
九
年
、
二
〇
二
頁
。

　
（
（（ 

（Leach, Edm
und R. D

ialectic in P
ractical R

eligion. Cam
bridge U

niversity Press, （（（（.

　
（
（（ 

（Ibid., p. （.

　
（
（（ 

（
佐
々
木
宏
幹
「
生
活
仏
教
の
諸
相
―
宗
教
人
類
学
的
観
点
か
ら
」『
宗
教
研
究
』
三
二
七
号
、
二
〇
〇
一
年
、
二
十
九
頁
。
佐
々
木 

宏
幹
『
仏
力
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
七
四
頁
。

　
（
（（ 

（
佐
々
木
、
二
〇
〇
一
年
、
二
十
五
頁
。

　
（
（0 

（
佐
々
木
、
二
〇
〇
一
年
、
三
十
四
頁
。

　
（
（（ 

（
佐
々
木
、
二
〇
〇
一
年
、
四
十
二
頁
。

　
（
（（ 

（
佐
々
木
、
二
〇
〇
四
年
、
i
頁
。「
生
活
仏
教
の
諸
相
」（
佐
々
木
、
二
〇
〇
一
年
（
で
は
、
宗
教
構
造
論
へ
の
関
心
を
引
き
継
ぐ 

形
で
、
宗
教
的
複
合
に
議
論
の
強
調
点
が
お
か
れ
る
が
、
そ
の
後
一
般
向
け
の
書
籍
で
生
活
仏
教
を
説
く
際
に
は
、
こ
の
よ
う
に

寺
院
の
現
場
に
即
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
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（
（（ 

（
佐
々
木
、
二
〇
〇
一
年
、
二
十
七
頁
。

　
（
（（ 

（
佐
々
木
宏
幹
『
生
活
仏
教
の
民
俗
誌
―
誰
が
死
者
を
鎮
め
、
生
者
を
安
心
さ
せ
る
の
か
』
春
秋
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
六
二
―

一
六
三
頁
。

　
（
（（ 
（
佐
々
木
、
二
〇
一
二
年
、
一
六
一
頁
。

　
（
（（ 

（
佐
々
木
、
二
〇
一
二
年
、
一
五
八
頁
。

　
（
（（ 

（
佐
々
木
宏
幹
『〈
ほ
と
け
〉
と
力
―
日
本
仏
教
文
化
の
実
像
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
iii
頁
。

　
（
（（ 

（
長
谷
部
八
朗
に
よ
る
「
行
者
仏
教
」
と
い
う
視
点
も
、
こ
の
中
間
へ
の
関
心
を
共
有
し
た
生
活
仏
教
論
の
展
開
と
し
て
重
要
な

も
の
で
あ
る
（
長
谷
部
八
朗
「
日
本
仏
教
と
行
者
―「
行
者
仏
教
」
の
世
界
」『
宗
教
研
究
』
三
三
三
号
、
二
〇
〇
二
年
（。
行
者
仏

教
の
視
点
は
、
日
本
の
仏
教
を
論
じ
る
際
に
葬
祭
や
供
養
実
践
に
集
中
し
が
ち
な
研
究
者
の
視
点
を
、
祈
禱
・
祈
願
な
ど
の
人
々

の
日
々
の
実
践
へ
と
開
い
て
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
外
を
対
象
と
し
た
も
の
と
し
て
は
、
タ
イ
を
事
例
と
し
て
応
用
教
学
の

試
み
を
生
活
仏
教
の
視
点
か
ら
論
じ
た
矢
野
秀
武
の
「「
生
活
の
宗
教
」
と
応
用
教
理
学
」（『
宗
教
研
究
』
三
三
三
号
、
二
〇
〇
二

年
（
が
あ
る
。

　
（
（（ 

（
こ
う
し
た
視
点
は
、
佐
々
木
が
宗
教
人
類
学
の
立
場
か
ら
国
内
外
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
研
究
し
続
け
て
い
る
こ
と
と
無
関
係

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
（
（0 

（
佐
々
木
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
六
頁
。

　
（
（（ 

（
佐
々
木
宏
幹
『
聖
と
呪
力
の
人
類
学
』
講
談
社
、
一
九
九
六
年
、
一
七
頁
。
佐
々
木
、
二
〇
〇
二
年
、
五
十
一
頁
。

　
（
（（ 

（
佐
々
木
、
二
〇
〇
一
年
、
三
十
二
頁
。

　
（
（（ 

（H
all, （0（0, p. （（（（.
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國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
所
蔵
『
新
嘗
祭
』
の
解
題
と
翻
刻

木　

村　

大　

樹　
　
　

　
　
一
、
書
誌
及
び
解
題

　

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
に
『
新
嘗
祭
』
と
い
う
近
世
の
新
嘗
祭
に
関
す
る
資
料
（
資
料
番
号
：176.2/N

72

、
以
下
「
本
資
料
」）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
資
料
名
は
表
紙
直
書
の
外
題
か
ら
採
り
、内
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
墨
付
三
十
七
丁
（
半
丁
に
つ
き
概
ね
八
行
、

朱
筆
あ
り
）
の
結
び
綴
で
、
法
量
は
横
二
〇
・
九
㎝
×
縦
三
〇
・
九
㎝
で
あ
る
。
若
干
の
虫
損
等
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
修
補
が
施
さ
れ

て
お
り
、
概
ね
判
読
が
可
能
と
み
て
よ
い
。

　

本
資
料
に
は
、
冒
頭
か
ら
五
丁
表
に
か
け
て
、
彩
色
を
施
し
た
四
点
の
図
が
見
開
き
で
描
か
れ
て
い
る
（
た
だ
し
図
一
の
み
一
丁
半
分
）。

こ
れ
ら
は
「
清
涼
殿
鋪
設
図
」（
一
丁
表
～
二
丁
表
、
以
下
「
図
一
」）、「
紫
宸
殿
」（
二
丁
裏
～
三
丁
表
、
以
下
「
図
二
」）、「
神
嘉
殿
」�

（
三
丁
裏
～
四
丁
表
、
以
下
「
図
三
」）、「
神
嘉
殿
□

（
前
カ
）

庭
図
」（
四
丁
裏
～
五
丁
表
、
以
下
「
図
四
」）
と
い
う
よ
う
に
、
概
ね
新
嘗
祭�
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当
日
の
天
皇
の
動
き
に
沿
っ
た
順
で
、
各
殿
の
設
え
の
様
子
を
平
面
図
で
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
各
図
は
翻
刻
部
分
を
参
照
の
こ
と
）。

　

六
丁
表
か
ら
続
く
本
文
は
、
儀
式
・
場
面
ご
と
の
比
較
的
大
き
な
転
換
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
「
∴
」
と
い
う
記
号
に
よ
り
概
ね
時
系

列
に
沿
っ
て
記
さ
れ
、
そ
の
前
段
や
間
に
行
わ
れ
る
特
記
す
べ
き
事
項
・
次
第
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
「
・
」
と
い
う
記
号
が
付
さ
れ
て

い
る
（「
∴
」「
・
」
の
記
号
は
全
て
朱
筆
）。

　
「
∴
」
記
号
が
付
さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
九
項
目
で
あ
る
。

　

①「
南
殿
之
儀
」（
九
丁
裏
～
十
二
丁
表
）

　

＝
天
皇
の
紫
宸
殿
出
御
と
御
輿
乗
御
、
神
嘉
殿
行
幸
に
関
す
る
次
第
（
十
一
丁
裏
～
十
二
丁
表
に
列
次
の
表
記
あ
り
）

　

②「
中
和
院
之
儀
」（
十
二
丁
裏
～
十
五
丁
表
）

　

＝
天
皇
の
神
嘉
殿
出
御
と
御
湯
殿
儀
、
ま
た
神
饌
行
立
の
整
列
な
ど
の
次
第

　

③「
神
饌
之
儀
」（
十
五
丁
裏
～
二
十
三
丁
表
）

　

＝�

天
皇
の
御
手
水
儀
・
神
饌
供
進
儀
・
直
会
儀
に
関
す
る
次
第
（「
・
」
の
事
項
が
続
く
。
十
五
丁
裏
～
十
六
丁
表
に
神
饌
行
立
の
列

次
の
表
記
あ
り
）

　

④「
内
々
入
御
之
間

供
替
之
儀
」（
二
十
三
丁
裏
～
二
十
六
丁
表
）

　

＝
暁
儀
に
際
し
て
宵
儀
か
ら
供
替
す
る
装
束
・
設
え
等
の
事
項
八
点
（
一
つ
書
き
）
な
ど
（
途
中
、「
・
」
の
事
項
あ
り
）

　

⑤「
還
御
之
儀
」（
二
十
六
丁
裏
～
三
十
丁
表
）

　

＝
天
皇
の
紫
宸
殿
還
御
と
清
涼
殿
入
御
に
関
す
る
次
第

　

⑥「
大
殿
祭
之
儀
」（
三
十
一
丁
表
～
三
十
三
丁
表
）

　

＝
清
涼
殿
・
紫
宸
殿
及
び
承
明
門
な
ど
へ
の
大
殿
祭
の
次
第
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⑦「
留
守
蔵
人
商
量
之
儀
」（
三
十
四
丁
表
）

　

＝
天
皇
の
入
御
・
出
御
・
還
御
な
ど
に
伴
う
、
留
守
蔵
人
の
行
う
べ
き
事
項
六
点
（
一
つ
書
き
）

　

⑧「
解
斎
御
手
水
・
御
粥

御
装
束
之
儀
」（
三
十
五
丁
表
～
三
十
六
丁
裏
）

　

＝
解
斎
御
手
水
と
解
斎
御
粥
に
当
た
っ
て
の
、
清
涼
殿
御
手
水
間
の
設
え
に
関
す
る
次
第

　

⑨「
供
進
之
儀
」（
三
十
六
丁
裏
～
三
十
七
丁
裏
）

　

＝
解
斎
御
粥
の
供
進
に
関
す
る
次
第

　

ま
た
「
・
」
記
号
に
は
、
①「
南
殿
之
儀
」
の
前
に
装
束
類
の
用
意
や
斎
火
・
御
湯
殿
の
鋪
設
に
関
す
る
事
項
七
点
（
六
丁
表
～
九
丁
表
）、

②「
中
和
院
之
儀
」
内
に
「
公
卿
以
下
起
座
」「
御
湯
殿
儀
」
と
い
う
同
時
並
行
的
に
行
わ
れ
る
次
第
が
上
下
に
並
置
さ
れ
る
形
式
で
二
点�

（
十
四
丁
裏
～
十
五
丁
表
）、
③「
神
饌
之
儀
」
末
尾
に
「
撤
二
寝
具
一
」「
内
　々

入
御
」（
宵
儀
終
了
後
に
天
皇
が
一
度
内
々
に
入
御�

〈
清
涼
殿
か
〉
し
た
こ
と
が
わ
か
る
）
の
二
点
（
二
十
三
丁
表
）、
④「
供
替
之
儀
」
後
半
部
に
「
内
　々

出
御
」「
先
御
浴
」「
供
二
寝
具
一
」

の
三
点
（
二
十
五
丁
裏
）
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
本
資
料
の
成
立
は
ど
の
時
期
で
あ
ろ
う
か
。
奥
付
な
ど
の
情
報
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
正
確
な
成
立
・
書
写
年
代
や
書

写
者
等
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
時
期
を
推
定
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
冒
頭
掲
載
の
図
三
・
四
や
本
文
中
に
も
描
写
・
記
述
さ
れ
て
い
る
通
り
、
本
資
料
は
神
嘉
殿
で
行
わ
れ
た
新
嘗
祭
の
様
子
を
記
し

て
い
る
。
古
代
か
ら
続
い
た
新
嘗
祭
は
、
後
花
園
天
皇
の
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
を
最
後
に
二
百
二
十
年
以
上
中
断
し
た
。
そ
の
後
、

ま
ず
大
嘗
祭
が
再
興
さ
れ
た
東
山
天
皇
の
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
翌
年
、
元
禄
元
年
に
「
新
嘗
御
祈
」
と
し
て
再
興
さ
れ
た
。
こ
れ

は
近
世
に
全
国
の
神
職
を
支
配
・
統
括
し
た
吉
田
家
（
平
安
時
代
中
期
以
降
、
神
祇
大
副
を
継
承
し
た
卜
部
氏
の
一
流
）
が
、
邸
内
の
宗

源
殿
と
い
う
場
所
で
行
っ
た
独
自
の
略
儀
的
な
新
嘗
祭
と
い
え
る
。
本
格
的
な
天
皇
出
御
・
親
祭
に
よ
る
新
嘗
祭
は
、
そ
れ
か
ら
五
十
年
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以
上
経
た
桜
町
天
皇
の
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
＝
桜
町
天
皇
に
よ
る
大
嘗
祭
再
々
興
の
翌
々
年
）
に
再
興
さ
れ
た
の
で
あ
る）

1
（

。

　

た
だ
し
、
こ
の
段
階
の
新
嘗
祭
は
、
平
安
時
代
以
来
の
新
嘗
祭
本
来
の
斎
場
で
あ
っ
た
中
和
院
（
大
内
裏
内
で
内
裏
西
側
に
位
置
）
の

正
殿
と
し
て
の
神
嘉
殿
が
な
か
っ
た
た
め
、
内
裏
の
正
殿
で
あ
る
紫
宸
殿
を
「
神
嘉
殿
代4

」
と
し
て
行
わ
れ
た
。
神
嘉
殿
が
再
建
さ
れ
た

の
は
、
光
格
天
皇
の
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
で
あ
る
。『
禁
裏
執
次
詰
所
日
記
』（『
光
格
天
皇
実
録
』
所
収
）
に
は
、
神
嘉
殿
再
建
の

過
程
に
つ
い
て
、寛
政
三
年
九
月
二
日）

2
（

に
「
木
造
始
」（
着
工
儀
式
）
と
「
御
地
曳
」（
現
場
の
地
な
ら
し
）、同
十
一
月
三
日）

（
（

に
「
御
上
棟
」

（
棟
上
げ
）、
同
十
二
日）

（
（

に
「
御
造
立
出
来
」（
落
成
）
に
伴
う
「
引
渡
」（
移
管
）
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新
造
さ
れ
た
神
嘉
殿
を

斎
場
と
し
た
新
嘗
祭
は
、
同
二
十
日）

（
（

に
行
わ
れ
た
。
即
ち
、
神
嘉
殿
に
お
け
る
新
嘗
祭
の
様
子
を
描
く
本
資
料
の
成
立
が
、
寛
政
三
年
以

降
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

ま
た
、
本
資
料
の
本
文
部
分
に
は
、
計
三
枚
の
貼
紙
（
七
丁
表
・
九
丁
表
・
二
十
五
丁
表
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。
一
枚
目
に
は
寛
政

十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
と
翌
享
和
元
年
、
二
枚
目
に
は
寛
政
十
一
・
十
二
年
と
享
和
元
年
、
三
枚
目
に
は
寛
政
十
一
年
と
い
っ
た
よ
う
に
、

連
続
す
る
三
ヶ
年
の
新
嘗
祭
に
お
け
る
事
例
が
示
し
て
あ
る
。
そ
の
た
め
本
資
料
は
光
格
天
皇
の
御
代
、
享
和
年
間
か
ら
さ
ほ
ど
下
ら
な

い
段
階
で
成
立
も
し
く
は
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
な
お
、
二
枚
目
の
貼
紙
に
は
寛
政
十
一
・
十
二
年
に
御
斎
服
と
御
幘

を
供
進
し
た
「
資
董
朝
臣
」、
同
十
二
年
の
奉
行
を
務
め
た
「
頼
寿
朝
臣
」、
御
湯
殿
奉
仕
を
行
っ
た
同
人
及
び
「
延
光
」
と
い
う
人
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
中
、
具
体
的
な
人
名
が
記
さ
れ
る
の
は
こ
の
三
名
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
『
弁
官
補
任
』
寛
政
十
一
～
享
和

元
年
条）

6
（

に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
烏
丸
資
董
（
蔵
人
頭
、〈
寛
政
十
一
〉
右
中
弁
→〈
同
十
二
〉
左
中
弁
）・
葉
室
頼
寿
（
蔵
人
頭
、〈
寛
政

十
二
〉
左
中
弁
→
右
大
弁）

7
（

）・
日
野
西
延
光
（
蔵
人
、〈
寛
政
十
二
〉
権
右
中
弁
→
右
中
弁
）
と
判
明
す
る
。

　

そ
し
て
三
枚
の
貼
紙
に
は
、
い
ず
れ
も
御
湯
殿
奉
仕
に
関
す
る
、
各
年
に
お
け
る
本
文
記
載
事
項
と
の
か
な
り
詳
し
く
細
か
い
相
違
点

（
物
品
の
設
置
場
所
の
異
同
な
ど
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二
枚
目
の
貼
紙
に
は
、
神
嘉
殿
西
庇
に
設
け
ら
れ
た
御
湯
殿
の
設
え
に
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つ
い
て
、
寛
政
十
二
年
の
図
（
図
七
参
照
）
の
上
に
享
和
元
年
の
図
（
図
八
参
照
）
を
別
紙
で
貼
り
付
け
る
形
で
、
双
方
の
設
え
の
差
異

を
重
ね
て
比
較
で
き
る
形
に
な
っ
て
い
る
（
翻
刻
部
分
で
は
活
字
化
の
都
合
上
、
図
七
・
八
を
左
右
に
並
べ
て
掲
示
し
た
）。

　

本
文
中
に
お
け
る
挿
入
図
は
、
同
じ
く
御
湯
殿
図
が
二
点
（
八
丁
裏
〈
図
六
参
照
〉・
二
十
四
丁
裏
〈
図
九
参
照
〉）
と
、
清
涼
殿
西
庇

の
御
手
水
間
の
鋪
設
図
（
三
十
五
丁
裏
〈
図
十
参
照
〉）、
御
手
水
具
配
置
図
（
三
十
六
丁
表
〈
図
十
一
参
照
〉）、
そ
し
て
解
斎
御
粥
の
際

の
御
台
盤
供
進
図
（
三
十
七
丁
裏
〈
図
十
二
参
照
〉）
の
計
五
点
で
あ
る
。
神
事
の
中
核
と
な
る
神
饌
供
進
儀
に
つ
い
て
は
淡
々
と
次
第

が
列
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
文
中
の
朱
筆
箇
所
も
抽
出
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
の
前
段
事
項
七
点
：�
天
皇
の
各
装
束
の
弁
備
に
関
す
る
「
御
内
儀
」（
奥
向
）
と
「
出
納
」（
蔵
人
所
に
置
か
れ
た
官
職
で
、
物
品
の

出
納
役
で
あ
る
と
と
も
に
、
蔵
人
方
の
地
下
官
人
の
催
沙
汰
を
担
っ
た
）
の
別
を
示
す
注
記
（
六
丁
表
～
七
丁

表
、
七
丁
表
貼
紙
）

　

①
南
殿
之
儀
：
出
御
行
列
に
お
け
る
「
御
服
奉
仕
之
人
」
に
関
す
る
注
記
二
箇
所
（
十
一
丁
裏
～
十
二
丁
表
）

　

②
中
和
院
之
儀
：�「
供
二
寝
具
一
」「
整
二
神
膳
行
列
一
」「
申
レ
時
」「
称
二
警
蹕
一
」
の
各
次
第
に
お
け
る
、
蔵
人
（
奉
行
）
の
命
令
伝
達
等

の
時
機
に
関
す
る
注
記
四
箇
所
（
十
五
丁
表
）

　

③
神
饌
之
儀
：�「
八
女
（
采
女
）」
の
神
嘉
殿
昇
殿
、
及
び
内
侍
の
「
撤
二
寝
具
一
」
を
、
蔵
人
が
催
す
時
機
に
関
す
る
注
記
二
箇
所�

（
十
七
丁
表
・
二
十
三
丁
表
）

　

④
供
替
之
儀
：�

暁
度
の
神
事
に
お
け
る
、
前
記
「
中
和
院
之
儀
」
と
同
様
の
次
第
に
関
す
る
蔵
人
の
命
令
伝
達
時
機
に
関
す
る
注
記
四

箇
所
（
二
十
五
丁
裏
～
二
十
六
丁
表
）

　

⑤
還
御
之
儀
以
降
：
な
し

　

つ
ま
り
、
朱
筆
箇
所
は
大
部
分
が
蔵
人
の
担
う
次
第
に
関
す
る
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
挿
入
図
及
び
貼
紙
に
示
さ
れ
た
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図
の
内
容
と
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
本
資
料
は
新
嘗
祭
の
現
場
に
お
い
て
、
蔵
人
が
祭
儀
の
次
第
を
確
認
す
る
た
め
の
儀
注
の
よ
う
な

性
格
の
も
の
と
し
て
、
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
⑦「
留
守
蔵
人
商
量
之
儀
」
の
よ
う
な
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い

る
の
も
こ
の
た
め
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
先
に
示
し
た
烏
丸
・
葉
室
・
日
野
西
の
三
人
が
い
ず
れ
も
蔵
人
（
頭
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
鑑
み
る
と
、

本
資
料
の
成
立
・
書
写
に
こ
れ
ら
三
人
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
し
い
人
物
が
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
　

二
、
冒
頭
掲
載
図
の
分
析

　

最
後
に
、
本
資
料
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
も
些
か
触
れ
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
た
四
点
の
図
に

つ
い
て
の
み
分
析
（
図
像
解
説
）
を
試
み
る
。

　

こ
れ
ら
は
前
述
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
新
嘗
祭
当
日
の
清
涼
殿
・
紫
宸
殿
・
神
嘉
殿
の
様
子
を
順
に
描
い
て
い
る
。
ま
ず
図
一
は
清
涼

殿
を
描
き
、
東
孫
庇
の
昼
御
座
前
（
東
）
か
ら
南
に
か
け
て
、
天
皇
が
紫
宸
殿
に
出
御
す
る
際
に
歩
く
た
め
の
筵
道
布
（
有
紋
）
が
敷
か

れ
て
い
る
。
筵
道
は
石
灰
壇
の
前
を
通
っ
て
落
板
敷
の
年
中
行
事
御
障
子
前
で
東
に
折
れ
、
長
橋
を
経
て
紫
宸
殿
に
至
る
。
ま
た
清
涼
殿

西
庇
南
端
の
鬼
間
に
は
円
座
に
「
殿
下
料
、
出
納
小
忌
」
と
注
記
が
あ
り
、
資
料
の
成
立
年
代
が
明
確
で
な
い
た
め
「
殿
下
」
が
誰
か
は

判
別
で
き
な
い
も
の
の
、
御
服
奉
仕
の
近
臣
や
議
奏
公
卿
な
ど
が
着
し
た
出
納
小
忌
（
別
勅
小
忌
と
も
称
す
る
、
神
事
の
際
に
袍
の
上
か

ら
着
用
す
る
上
衣
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
七
丁
裏
「
出
納
小
忌
分
配
」
の
「
殿
下
一
領
、合

目
摺

、置
二
鬼
間
円
座
上
一、」
と
対
応
す
る
。

な
お
、
鬼
間
が
こ
の
よ
う
な
平
安
時
代
以
来
の
配
置
に
復
し
た
の
は
寛
政
度
内
裏
か
ら
で
あ
り
（
応
永
～
宝
永
度
は
南
庇
東
端）

（
（

）、
こ
の

こ
と
も
本
資
料
が
寛
政
度
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

次
の
図
二
は
図
一
の
清
涼
殿
か
ら
繋
が
る
紫
宸
殿
を
描
く
。
清
涼
殿
か
ら
敷
か
れ
た
筵
道
布
は
、紫
宸
殿
北
簀
子
縁
の
西
戸
ま
で
続
き
、
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殿
内
に
は
敷
か
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
母
屋
中
央
の
高
御
座
前
方
に
あ
た
る
南
簀
子
縁
上
に
も
、
御
輿
を
置
く
薦
と
天
皇
が
母
屋
を
出
て

御
輿
に
乗
御
す
る
た
め
に
歩
く
筵
道
が
敷
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
鈴
櫃
や
契
櫃
を
置
く
と
考
え
ら
れ
る
薦
（『
江
家
次
第
』
新
嘗
祭
条�

「
女
官
予
持
二
大
刀
契
櫃
一、
置
二
殿
西
南
縁
一、四

条
記
、
契
櫃
并
鈴
櫃
持
候
如
レ
常
、
但
大
刀
不
レ

候
云
々
、
貞
信
公
口
伝
、
亦
大
刀
不
レ
候
云
々
、

」）
（
（

）
も
階
上
西
側
に
敷
か
れ
た
。
天
皇
は
こ
こ
か
ら
神
嘉
殿
に

行
幸
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
図
は
①「
南
殿
之
儀
」（
九
丁
裏
～
十
二
丁
表
）
の
記
述
と
対
応
す
る
。

　

続
く
図
三
に
は
、新
嘗
祭
の
中
核
神
事
が
行
わ
れ
る
神
嘉
殿
の
設
え
が
描
か
れ
て
い
る
。
他
図
と
比
べ
て
注
記
が
多
く
施
さ
れ
て
お
り
、

設
え
の
詳
細
な
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
五
の
筆
者
翻
刻
図
も
参
照
の
こ
と
）。
ま
ず
神
嘉
殿
南
階
下
に
御
輿
を
寄
せ
る
薦
と
降

輿
の
た
め
の
筵
道
布
が
敷
か
れ
て
い
る
。
図
一
・
二
で
み
ら
れ
た
有
紋
の
筵
道
布
と
異
な
り
、
無
紋
の
白
布
が
敷
か
れ
て
い
る
の
は
、
神

事
が
行
わ
れ
る
神
殿
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
簀
子
縁
に
も
南
庇
に
参
入
す
る
た
め
に
敷
か
れ
た
筵
道
が
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
階
下
に
は
「
鈴
鑰
櫃
下
敷
薦
」
と
「
契
櫃
下
敷
薦
」
が
敷
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
②「
中
和
院
之
儀
」
十
四
丁
表
の
「
契
櫃
舁
二
居

西
幔
外
砌
上
葉
薦
上
一、
鈴
鑰
櫃
舁
二
居
南
階
西
砌
上
葉
薦
上
一、」（
傍
線
筆
者
）
と
対
応
し
て
い
る
。

　

近
世
再
興
の
神
嘉
殿
（
図
三
・
五
）
に
は
、
平
安
時
代
以
来
の
神
嘉
殿
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
神
嘉
殿
が

内
裏
西
側
の
中
和
院
の
正
殿
と
し
て
は
建
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
内
裏
の
築
地
内
、
月
華
門
を
出
た
付
近
に
神
嘉
殿
単
独
で
存
在
し
て
い
る

点
で
あ
る）

（1
（

。
清
涼
殿
西
側
に
廊
下
で
連
絡
す
る
公
卿
諸
大
夫
間
（
寛
政
度
造
営
内
裏
以
前
に
公
卿
諸
大
夫
間
と
同
じ
く
接
続
し
て
い
た
殿

上
間
は
、
清
涼
殿
南
庇
に
復
し
て
移
設
）
の
南
に
造
営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る）

（（
（

。
そ
し
て
二
つ
目
は
、
平
安
時
代
以
来
の
神
嘉
殿
の
母
屋

が
南
北
二
間
・
東
西
七
間
（
四
面
庇
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
近
世
神
嘉
殿
の
母
屋
は
南
北
二
間
・
東
西
五
間
（
四
面
庇
）
に
な
っ
て

い
る
点
で
あ
る）

（1
（

。
東
西
の
間
数
が
二
間
減
じ
た
こ
と
で
、
殿
内
各
部
の
用
法
・
設
え
も
異
な
っ
て
い
る
。『
江
家
次
第
』
神
今
食
条
の�

「
中
和
院
神
今
食
御
装
束
、

新
嘗
祭
并
十
二

月
神
今
食
同
、
」）

（1
（

に
よ
る
と
、
平
安
時
代
の
神
嘉
殿
は
母
屋
を
東
西
三
区
画
に
分
け
て
、
中
央
三
間
を
神
事
の
場
で

あ
る
「
神
殿
」、
東
側
二
間
を
采
女
や
宮
主
の
候
す
る
「
采
女
候
所
」、
西
側
二
間
を
天
皇
の
控
え
る
「
御
在
所
」
と
し
、
西
庇
に
天
皇
が
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小
忌
御
湯
を
行
う
「
御
湯
殿
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
資
料
の
描
く
近
世
神
嘉
殿
は
、
母
屋
を
東
西
二
区
画
に
分
け
、

東
側
三
間
を
「
神
殿
」、
西
側
二
間
を
「
御
在
所
」
と
し
て
い
る
。「
御
湯
殿
」
が
西
庇
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、�

「
采
女
候
所
」
が
母
屋
か
ら
東
庇
に
出
さ
れ
る
構
造
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
細
か
い
本
図
の
殿
内
装
飾
に
つ
い
て
も
、『
江
家
次
第
』
同
条
の
記
述
を
も
と
に
以
下
に
分
析
し
て
み
る
。

　
　

御
装
物
所
「
北
戸
外
庇
内
敷
二
小
莚
二
枚
一、
為
二
御
装
物
所
一、（
略
）御

装
物
所
、
在
二
庇
第
二

間
一
歟
、
近
代
在
二
第
一
間
一、」

　
　
　

＝
図
で
は
同
条
中
の
「
近
代
」
の
例
と
同
じ
く
、北
庇
西
第
一
間
に
御
装
物
所
（
天
皇
の
更
衣
の
た
め
の
場
所
）
が
設
け
ら
れ
る
。

　
　

御
湯
殿　

�「
西
庇
戸
内
供
二
御
湯
船
・
御
床
子
等
一、
御
床
子
敷
二
小
畳
一、
御
湯
船
、

東
西

妻
、

床
子
二
脚
並
二
立
其
北
一、

東
西

妻
、
件
御
湯
船
無
レ
杓
、

御
湯
船
西
壁
設
レ
樋
、
伝
二
御
槽
一、
樋
口
壁
外
居
レ
斗
、」

　
　
　

＝�

図
で
も
西
簀
子
に
置
か
れ
た
案
上
の
斗
よ
り
、
樋
を
通
し
て
西
庇
内
の
御
槽
に
御
湯
が
伝
え
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
な
お
、

そ
の
南
に
は
「
御
服
辛
櫃
」
が
置
か
れ
、
六
丁
表
の
記
述
と
対
応
し
て
い
る
。

　
　

采
女
座　
「
東
塗
籠
二
間
内
、
敷
二
美
濃
長
筵
三
枚
一、（
略
）
供
奉
采
女
座
、」

　
　
　

＝�

前
述
の
よ
う
に
、
図
で
は
母
屋
東
二
間
（
東
塗
籠
二
間
）
で
は
な
く
東
庇
内
が
采
女
候
所
と
な
っ
て
い
る
。
三
枚
の
筵
に
そ
れ

ぞ
れ
「
采
女
」「
座
長
」「
筵
三
帖
」
と
記
さ
れ
る
が
、同
条
の
よ
う
に
「
采
女
座
、長
筵
三
帖
」
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　

執
柄
座　
「
執
柄
被
レ
候
二
南
庇
西
第
一
間
一、」

　
　
　

＝
図
で
は
注
記
が
な
い
が
、
同
条
に
よ
り
執
柄
（
摂
関
）
の
座
で
あ
ろ
う
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
　
　
　

女
官
座
「
中
央
塗
籠
北
戸
東
西
掖
対
座
、
敷
二
葉
薦
一
為
二
女
官
候
所
一、」

　
　
　

＝
図
で
も
同
条
と
同
じ
く
女
官
座
の
葉
薦
が
対
座
し
て
敷
か
れ
る
。

　
　

白
木
灯
楼　
「
灯
楼
八
本
預
儲
、
供
二
奉
御
在
所
并
神
殿
内
一、
主
殿
寮
供
奉
、
件
白
木
灯
爐
在
二
神
殿
并
御
在
所
四
角
一、」
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＝�

図
で
は
神
殿
に
「
白
木
灯
楼
毎
レ
隅
各
一
」
と
注
記
が
あ
る
が
、御
在
所
に
は
灯
楼
は
描
か
れ
ず
灯
台
と
み
ら
れ
る
描
写
が
あ
る
。

な
お
、
神
殿
四
隅
に
「
大
嘗
会
本
文
屏
風
八
帖
」（
各
二
帖
）、
御
在
所
四
隅
と
東
側
を
除
く
壁
下
に
「
大
嘗
会
倭
画
屏
風
七
帖
」

が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
大
嘗
祭
の
際
に
作
製
・
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
恒
例
の
新
嘗
祭
を
行
う
神
嘉
殿
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

最
後
の
図
四
は
、
神
嘉
殿
と
そ
の
付
属
各
舎
の
構
造
・
配
置
を
示
し
た
図
で
あ
る
。
神
嘉
殿
の
南
側
東
西
に
は
東
舎
と
西
舎
が
向
か

い
合
っ
て
建
ち
、
そ
の
内
側
に
炬
火
屋
と
近
衛
幄
が
建
っ
て
い
る
。『
江
家
次
第
』
同
条
に
よ
る
と
、
東
舎
に
は
「
設
下
供
二
奉
祭
一
大
膳
・

大
炊
等
官
人
并
采
女
座
上、」
と
あ
っ
て
神
饌
行
立
に
関
わ
る
人
々
が
、
西
舎
に
は
「
設
二
小
忌
親
王
以
下
弁
以
上
座
一、」
と
あ
っ
て
公
卿
な

ど
が
候
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
本
資
料
で
も
同
様
に
東
舎
に
采
女
・
伴
造
以
下
が
候
し
た
こ
と
（
十
三
丁
表
七
行
目
・
二
十
二
丁
裏
五

行
目
な
ど
）、
西
舎
に
公
卿
以
下
が
候
し
た
こ
と
（
十
三
丁
裏
六
行
目
な
ど
）
が
わ
か
る
。
他
に
も
同
条
と
本
図
・
本
文
を
照
ら
し
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
朱
筆
で
描
か
れ
た
幔
、
中
門
代
・
中
和
門
代
や
兵
衛
幄
な
ど
、
お
お
よ
そ
の
描
写
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る）

（1
（

。
ま
た
本

図
に
は
、
図
三
（
図
五
）
で
神
嘉
殿
の
北
庇
東
第
三
間
か
ら
北
に
延
び
た
「
仮
廊
下
」
が
、
幔
外
の
殿
舎
に
接
続
し
て
い
る
様
子
が
描
か

れ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、
清
涼
殿
西
側
に
連
絡
し
た
「
公
卿
諸
大
夫
間
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
本
資
料
の
掲
載
図
に
つ
い
て
大
ま
か
な
分
析
を
試
み
た
。
本
稿
で
は
、
本
資
料
の
翻
刻
・
紹
介
の
み
で
、
諸
本
の
所
在
や
系
統

の
分
析
、
そ
し
て
同
時
代
の
新
嘗
祭
の
次
第
書
・
儀
注
と
の
比
較
・
分
析
、
ま
た
平
安
時
代
～
中
世
の
新
嘗
祭
次
第
と
の
比
較
な
ど
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
資
料
を
活
用
し
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
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註

　
（
1�
）
近
世
新
嘗
祭
の
再
興
過
程
に
つ
い
て
は
、
阪
本
是
丸
「
近
世
の
新
嘗
祭
と
そ
の
転
換
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
四
、

平
成
三
年
、
の
ち
同
『
近
世
・
近
代
神
道
論
考
』
平
成
十
九
年
、
弘
文
堂
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
貞
享
・
元
文
度

の
大
嘗
祭
再
興
と
関
連
し
て
、
武
部
敏
夫
「
貞
享
度
大
嘗
会
の
再
興
に
つ
い
て
」（『
書
陵
部
紀
要
』
四
、
昭
和
二
十
九
年
、
の
ち

岡
田
精
司
編
『
大
嘗
祭
と
新
嘗
』
昭
和
五
十
四
年
、
学
生
社
）、
同
「
元
文
度
大
嘗
会
の
再
興
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研

究
論
集
』
一
〇
、
昭
和
六
十
一
年
、
の
ち
岩
井
忠
熊
・
岡
田
精
司
編
『
天
皇
代
替
り
儀
式
の
歴
史
的
展
開
―
即
位
儀
と
大
嘗
祭
―
』

平
成
元
年
、
柏
書
房
）
も
参
照
し
た
。

　
（
2�

）
宮
内
庁
書
陵
部
編
、
藤
井
譲
治
・
吉
岡
眞
之
監
修
・
解
説
『
光
格
天
皇
実
録
』
二
（
天
皇
皇
族
実
録
一
二
七
）、
平
成
十
八
年
、

ゆ
ま
に
書
房
、
六
九
九
―
七
〇
〇
頁
。

　
（
（�

）
前
掲
注
2
、
七
〇
七
―
七
〇
八
頁
。

　
（
（�

）
前
掲
注
2
、
七
〇
八
頁
。

　
（
（�

）
前
掲
注
2
、
七
〇
八
―
七
〇
九
頁
。

　
（
6�

）
飯
倉
晴
武
校
訂
『
弁
官
補
任
』
三
、
昭
和
五
十
七
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
六
四
―
六
五
頁
。

　
（
7�

）
黒
板
勝
美
編
『
公
卿
補
任
』
五
（
新
訂
増
補
国
史
大
系�
五
十
七
〈
新
装
版
〉、
平
成
十
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）
寛
政
十
二
年
条

に
は
、「
十
一
月
一
日
斎
火
御
飯
、
陪
膳
頼
寿
朝
臣
。
同
夜
御
禊
、
奉
行
頼
寿
朝
臣
。
五
日
於
神
祇
官
代
新
嘗
祭
卜
定
。
十
三
日
新

嘗
祭
行
幸
召
仰
、
上
卿
按
察
大
納
言
、
弁
左
少
弁
明
光
、
奉
行
頼
寿
朝
臣
。
同
夜
新
嘗
祭
行
幸
、
奉
行
頼
寿
朝
臣
。
十
四
日
解
斎

御
粥
、
陪
膳
資
董
朝
臣
、
奉
行
頼
寿
朝
臣
。」（
一
三
二
頁
）
と
あ
る
。
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（
（�

）
藤
岡
通
夫
『
京
都
御
所
〈
新
訂
〉』
昭
和
六
十
二
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
な
ど
参
照
。

　
（
（�
）
神
道
大
系
編
纂
会
編
・
渡
辺
直
彦
校
注
『
江
家
次
第
』（
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
四
、
平
成
三
年
、
神
道
大
系
編
纂
会
）�

四
八
二
頁
。

　
（
10�

）
こ
の
た
め
藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天
皇
』（
天
皇
の
歴
史
6
、
平
成
二
十
三
年
、
講
談
社
）
は
、
古
来
の
中
和
院
正
殿
と
し
て
の

形
式
で
は
な
い
近
世
の
神
嘉
殿
が
、「
神
嘉
殿
代
」
や
「
中
和
院
代
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
二
五
一
頁
）。

た
だ
し
本
資
料
上
で
は
、「
神
嘉
殿
」「
中
和
院
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

　
（
11�

）
前
掲
注
（
。

　
（
12�

）
平
安
時
代
以
来
の
神
嘉
殿
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
丸
山
茂
「
平
安
時
代
の
神
嘉
殿
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』

三
二
六
、
昭
和
五
十
八
年
の
ち
同
『
神
社
建
築
史
論
―
古
代
王
権
と
祭
祀
―
』
平
成
十
三
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）
を
参
照
。

ま
た
近
世
再
興
の
神
嘉
殿
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
新
嘗
祭
神
嘉
殿
敷
設
図
」（
26（
・
（（7
、
鷹
司
政
煕
写
）
や
東
京
都
立

中
央
図
書
館
木
子
文
庫
蔵
「
内
裏
（
寛
政
度
）
神
嘉
殿
指
図
（
寛
政
11
）」（
木
（（
―
1
―
1
、
外
題
「
寛
政
十
一
年
未
二
月
日�

神

嘉
殿
御
修
復
之
絵
図�

木
子
」、
寛
政
十
一
年
）
な
ど
で
も
同
様
の
構
造
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
1（�

）
前
掲
注
（
、
三
八
三
―
三
八
四
頁
。

　
（
1（�

）『
江
家
次
第
』
同
条
か
ら
み
る
中
和
院
内
の
各
殿
・
各
施
設
や
神
嘉
殿
内
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
天
皇
親
祭
を
と
り
ま
く�

人
々
―
神
今
食
の
祭
祀
構
造
と
場
―
」（『
神
道
史
研
究
』
六
六
―
一
、
平
成
三
十
年
）
で
考
察
と
と
も
に
作
表
及
び
作
図
を
し
て�

お
り
、
本
資
料
に
お
け
る
描
写
と
概
ね
同
様
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
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付
記

　

本
研
究
は
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館
部
門
）
に
お
け
る
研
究
事
業
「
神
道
祭
祀
・
儀
礼

の
研
究
と
展
示
公
開
」
の
成
果
の
一
端
で
あ
る
。

　
　
【
凡
例
】

・�

漢
字
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

・�

改
行
や
割
注
な
ど
は
出
来
る
だ
け
原
本
と
近
い
形
に
な
る
よ
う
に
し
、
訓
点
・
読
点
を
適
宜
施
し
た
。
但
し
、
割
注
の
中
で
さ
ら
に
割

注
で
記
さ
れ
た
部
分
に
関
し
て
は
、
活
字
の
都
合
上
、
割
注
と
せ
ず
一
行
の
ま
ま
【�

】
で
囲
み
、
改
行
箇
所
を
／
で
示
し
た
。

・�

欠
損
箇
所
は
□
で
示
し
、
残
画
や
文
脈
か
ら
推
定
可
能
な
場
合
に
は
右
傍
に
（
）
で
付
し
た
。

・�

朱
筆
箇
所
は
「�

」
で
囲
ん
だ
。
但
し
、�
項
目
記
号
と
思
わ
れ
る
『
∴
』『
・
』
に
つ
い
て
は
、�

全
て
朱
筆
で
あ
る
た
め
「�

」
で
囲
ん
で
い
な
い
。

・�

本
文
中
に
引
か
れ
た
縦
線
・
横
線
な
ど
は
原
本
の
形
式
に
従
い
、
貼
紙
は
囲
み
線
で
示
し
た
。
ま
た
人
名
注
は
右
傍
に
（�

）
で
記
し
た
。

　
　
【
翻
刻
】

一
丁
表
～
二
丁
表　

清
涼
殿
鋪
設
図
（
※
図
一
参
照
）

二
丁
裏
～
三
丁
表　

紫
□（

宸
殿
）□　

（
※
図
二
参
照
）

三
丁
裏
～
四
丁
表　

□（
神
）嘉

□（
殿
）（

※
図
三
・
五
参
照
）

四
丁
裏
～
五
丁
表　

神
□（

嘉
殿
）□

□
（
前
カ
）庭

図
（
※
図
四
参
照
）
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図 1　清涼殿鋪設図（図上側が東）

一丁表一丁裏二丁表

図 2　紫宸殿（図上側が南）

二丁裏三丁表

「
殿
下
料
」「
出
納
小
忌
」
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図 4　神嘉殿前庭図（図上側が東）

図 3　神嘉殿（図上側が南）

四丁表 三丁裏

四丁裏五丁表
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図 5　神嘉殿（翻刻）

（図 （ をもとに、上側が西になるよう回転して筆者翻刻。
ただし文字は適宜回転・配置変更し、訓点を施した。）

采
女

座
長

莚
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帖

白
木
灯
楼
、毎
レ
隅
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一

御
服

辛
櫃

御
装
物
所

小
莚
二
枚

女
房
座

葉
薦

宮
主
座

小
莚

仮
廊
下

下
二
格
子 

一

下
二
格
子 

一

同

寝
具

辛
櫃

弘莚九枚

脇戸

女房座葉薦

筵道布

大
嘗
会
本
文
屏
風

八
帖
、毎
レ
隅
各
二
帖

建
レ
之

大
嘗
会
倭
画
屏
風
七
帖
、

毎
レ
隅
各 

一 

帖
及
西
南
北

壁
下
各 

一 

帖

幌

幌

幌

同

同

脇戸

下
二
格
子 

一

上
二
格
子 

一

同

東

同

鈴
鑰
櫃
下
敷
薦

同

同

契
櫃
下
敷
薦
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五
丁
裏
（
空
白
）

・
御
服
韓
櫃
一
合
、
出
レ
自
二
御
内
儀
一
点
検
之
後
、
遣
二
置
神
嘉
殿
西
簀

　

子
妻
戸
下
一、

非
蔵
人

運
送
、
令
三
小
舎
人
・
所
衆
等
守
二
護
之
一、

　
　
　

御

「
御
内
儀
」斎

服　
　

一
領
、

御
腰
帯
一
筋
、

　
　
　

御

「
同
」

襲　
　
　

一
領
、

御
腰
帯
一
筋
、

　
　
　

御

「
同
」

袴　
　
　

一
腰
、

　
　
　
　
　

右
以
二
生
二
幅
袷
絹
一
裏
レ
之
、
盛
二
柳
筥
蓋
一、

　
　
　

御

「
御
内
儀
」斎

服　
　

一
領
、

御
腰
帯
一
筋
、

　
　
　

御

「
同
」

襲　
　
　

一
領
、

御
腰
帯
一
筋
、

　
　
　

御

「
同
」

袴　
　
　

一
腰
、

　
　
　
　
　

右
以
二
生
二
幅
袷
□

（
絹
カ
）一

裏
レ
之
、
盛
二
柳
筥
蓋
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
六
丁
表

　
　
　

天

「
出
納
」

羽
衣　
　

一
襟
、

　
　
　

明

「
御
内
儀
」衣　

　
　

一
襟
、

　
　
　
　
　

右
納
二
柳
筥
一
合
一、

天
羽
衣
上
、

明
衣
下
、居
二
土
高
坏
一、

　
　
　

天

「
出
納
」

羽
衣　
　

一
襟
、

　
　
　

明

「
御
内
儀
」衣　

　
　

一
襟
、
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右
納
二
柳
筥
一
合
一、

天
羽
衣
上
、

明
衣
下
、居
二
土
高
坏
一、

　
　
　

波

「
出
納
」

絹　
　
　

一
枚
、

　
　
　

波

「
出
納
」

絹　
　
　

一
枚
、

　
　
　

御

「
御
内
儀
」幘　

　
　

一
筋
、　　

納
二
柳
筥
一
居
二
土
高
坏
一、

宵
・
暁
同
物

無
二
供
替
一、　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
六
丁
裏

　
　
　

御

「
御
内
儀
」笏　

　
　

一
枚
、　　

納
レ
袋
盛
二
筥
蓋
一、

　

已
上
納
二
韓
櫃
一
合
一、

奉
行
以
下
蔵
人

点
二
検
之
一、
　

　
　
　

帛

「
御
内
儀
」御

挿
鞋　

一
足
、　　

盛
二
柳
筥
蓋
一、

　
　
　
　

右
取
三
出
自
二
韓
櫃
一、
以
二
出
納
一
下
二
内
竪
一、

　
　
　
　
　

自
余
二
足
同
取
出
、
置
二
申
沙
汰
間
一、

�

」
七
丁
表

（
貼
紙
）
七
丁
表

□（
寛
）政

十
二
年
十
一
月
十
三
日
、
有
二
真　

御
浴
一、　　
　
　

一
「
出
納
」　

天
羽
衣　
　
　
　
　

一
襟
、

　

一　

明
衣　
　
　
　
　
　
　

二
重
、

宵
暁
、　

　
　
　
　
　

一
「
御
内
儀
」

　

明
衣　
　
　
　
　
　

一
重
、

二
襟
也
、

　

一　

御
手
拭　
　
　
　
　
　

六
、　
　

同
、　

��　
　
　
　

　　

一
「
同
」　

御
手
拭　
　
　
　
　

三
、

　

一　

御
足
拭　
　
　
　
　
　

二
、　
　

同
、　

��　
　
　
　

　　

一
「
同
」　

御
足
拭　
　
　
　
　

一
、
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一　

檜
杓　
　
　
　
　
　
　

二
柄
、無
二
供
替

一、　　
　
　

�　

右
納
二
柳
筥
一
合
一、

以
二
天
羽
衣
一
為
二
最
上
一、
其
次
明
衣
、

其
次
御
手
巾
、
其
次
御
足
拭
、

居
二
土
高
坏
一、

　

右
之
□（

分
）加

増
、

自
二
御
内
儀

一
出
、

翌
享
和
元
年
十
一
月
十
八
日
同
レ
上
、

　

右
同
断
之
外
、

　

一　

檜
御
湯
桶　
　
　
　
　

一
、

無
レ
台
、

無
二
供
替
一、

　

右
又
加
増
、

同
レ
上
、

・
出
納
小
忌
分
配
、

以
二
奉
行
蔵
人
命
一
預
レ
之
、

　
　
　

殿
下
一
領　
　
　

合
目
摺
、　

　　

置
二
鬼
間
円
座
上
一、

　
　
　

伝
奏
二
領　
　
　

合
目
不
レ
摺
、　

　

置
二
伝
奏
部
屋
一、

　
　
　

議
奏
五
領　
　
　

合
目
不
レ
摺
、　

　

職
事
持
参
附
レ
之
、

　
　
　

職
事
四
領　
　
　

合
目
摺
、　

　　

置
二
申
沙
汰
間
一、

　
　
　

蔵
人
四
領　
　
　

合
目
摺
、　

　　

置
二
東
間
一、

　
　
　

留
主
弁
一
領　
　

合
目
摺
、　

　　

置
二
申
沙
汰
間
一、

　
　
　

御
服
奉
仕
一
領　

合
目
不
レ
摺
、�　

納
二
出
納
韓
櫃
一
副
二
分
配
書
於
一、　　
　
　
　
　
　

�

　

」
七
丁
裏

　
　
　
　

已
上
各
添
レ
筥
、　　
　
　

殿
上
辺
渡
二
出
納
一、

非
蔵
人

運
送
、
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・
召
二
仰
陣
一、

以
二
奉
行
命
一
示
二
両
局
・
出
納
等
一　

蔵
人
一
人
従
行
、
入
夜
差
二
脂
燭
一、

・
供
二
斎
火
御
燈
一、

以
二
奉
行
命
一
仰
二
主
殿
寮
【
佐
伯
】一、
令
レ
供
レ
之
、

御
殿
以
下
掌
燈
不
レ
先
レ
供
二
大
斎
火
一
自
レ
初
供
二
斎
火
一、

以
二
便
宜
一
年
々
多
如
レ
此
、

・
供
二
斎
火
御
湯
一、

以
二
奉
行
命
一
仰
二
主
殿
寮
【
伴
】一、
令
レ
供
レ
之
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
八
丁
表

・
天
羽
衣
・
明
衣
・
波
絹
、
予
供
レ
之
、

供
二
御
湯
一
後
、
蔵
人
設
レ
之
、

　
　
　

天
羽
衣
上
、
明
衣
下
、
納
二
柳
筥
一
合
一
居
二
土
高
坏
一、
置
二
御
湯
殿
小
牀
西
壁
下
一、

波
絹
置
二
御
湯
槽
牀
上
南
東
方
一、
ア
ラ
ハ
ニ
置
レ
之
也
、

宵
・
暁
共
如
レ
此
、

�

」
八
丁
裏

図 6　神嘉殿西庇御湯殿図（筆者翻刻）

波絹

天羽衣上

明衣下
柳
筥

御
湯
殿
南
戸
口
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・
出
御
、
公
卿
弁　

少
納
言　

侍
従　

次
将　

御
服　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

奉
行
催
レ
之
、

　
　
　

両
局
・
出
納　

内
膳
司　

御
厨
子
所　

典
薬　

楽
所

已
上
出
納

令
レ
伝
レ
之
、　

宮
主

以
二
仕
人
一
告
二

内
侍
所
一、

　

蔵
人
催
レ
之
、

　
　
　

命
二
将
監
一
令
レ
舁
二
下
契
櫃
一
事
、

　
　
　

命
二
主
水
司
一
令
レ
供
二
替
御
楾
水
一
事
、

　
　
　

閉
二
南
殿
御
後
東
西
戸
一
事
、

出
御
後
、
直
開
二
西
戸
一、

為
二
采
女
一
路
也
、

　
　
　

三
殿
掌
燈
検
知
事
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」
九
丁
表

（
貼
紙
）
九
丁
表

寛
政
十
一
年
十
一
月
十
三
日
、
御
斎
服
・
御
幘
供
進
、
資（

烏

丸

）

董
朝
臣
也
、
依
二
便
宜
一
宵
・
暁
両
度
共
予
供
二
大
牀
上
一、

同
十
二
年
十
一
月
十
三
日
、
同
断
供
進
同
人
也
、

同
日
、
依
レ
有
二
真
御
浴
一
有
レ
加
二
増
之
一、
其
明
衣
一
襟

固
有
一
襟

為
二
一
重
一、
・
御
手
拭
三

包
二
檀

紙
一、

・
御
足
拭
一

三
幅
四
角
也
、

以
上
各
布
也
、

檜
杓
大
小
二
柄

等
也
、
御
手
拭
・
御
足
拭
、
皆
納
二
柳
筥
中
一、
杓
二
柄
置
二
御
湯
槽
之
北
・
中
牀
之
上
一
也
、
即
如
レ

図
、
且
□（

役
）人

之
料
手
巾
一
、
密
々
置
二
中
牀
下
押
角
之
辺
一、

奉
行
頼（

葉
室
）

寿
朝
臣
、

御
湯
殿
役
同
人
・
延
光
、
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享
和
元
年
十
一
月

十
八
日
、
真
御
浴
与
二

昨
年
一
又
相
違
之
分
、　　
　

一
御
湯
桶
、

加
増
、

四品納二一筥一

最上天羽衣
次明衣一重
御手拭三
次御足拭一

此辺牀下
置二手巾一一

御斎服

御幘

波絹

杓二柄俯置

此間、凡
一尺五寸

柳
筥

図 7　寛政十二年神嘉殿西庇御湯殿図（筆者翻刻）

（実際には図 8 の下に位置）   　　　　
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一
御
湯
槽
、

寄
レ
南
、

一
柳
筥
置
所
、

　　
　
　

∴
南
殿
之
儀

近
衛
引
レ
陣
、

中
将
・
少
将
各
一
人
、
左
右
相
対
列
二
立
階
下
一、

将
監
・
将
曹
・
府
生
・
番
長
・
近
衛
代
各
一
人
、
同
列
二
候
其
後
一、

　
　

御
輿
長
群
二
候
御
階
左
右
羽
林
許
一、

　
　

主
殿
官
人
可
レ
執
二
立
明
一
者
、
左
右
各
三
人
候
二
庭
燎
辺
一、

図 8　享和元年神嘉殿西庇御湯殿図（筆者翻刻）

（実際には図 7 の上に別紙で貼付）　

波絹

此間、凡
七寸五分

御足拭　一
御手巾　一
明衣　　一
天羽衣　一
湯桶

御斎服

御幘
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左
右
将
監
舁
二
立
契
櫃
於
西
階
下
一、

宸
儀
立
二
御
々
帳
前
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
九
丁
裏

　

関
白
候
二
御
裾
一、

　

内
侍
捧
二
剣
璽
一
候
二
左
右
一、

　
　

女
蔵
人
候
二
御
帳
後
一、

　
　

職
事
列
二
南
簀
子
西
方
一、

　
　

東
竪
子
昇
二
西
階
一
候
二
職
事
傍
一、

　
　

采
女
以
下
自
二
北
簀
子
一
経
二
御
後
一
候
二
御
膳
宿
一、

左
右
近
次
将
向
二
日
華
門
一、

引
二
率
御
輿
長
一、　

主
殿
一
人
執
レ
燎
、

□（
安
）二

御
輿
於
日
華
門
橋
前
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
十
丁
表

□（
上
）臈

次
将
見
二
御
座
帊
一、

公
卿
以
下
列
二
立
南
庭
一、

留
守
弁
在
二
此
列
一、

少
納
言
以
下
立
二
長
楽
門
橋
上
一、

中
務
省
撤
二
尋
常
版
位
一、

䡨
二　

御
輿
於
南
階
上
一、

次
将
副
レ
之
留
二
立
級
上
一、

主
殿
執
レ
燎
至
二
階
下
一、

主
殿
官
人
撤
二
御
座
帊
一、
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上
臈
次
将
安
二　

宝
剣
於
御
輿
中
一、

宸
儀
乗
御
、

無
二
警
蹕
一、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　
　

」
十
丁
裏

上
臈
次
将
賜
二
御
挿
鞋
於
東
竪
子
一、
更
進
安
二　

神
璽
於
御
輿
中
一、

　
　

此
間
采
女
・
縫
司
・
闈
司
等
、
降
二
西
階
一、

蔵
人
一
人
引
導
、

　
　

関
白
帖
二
入
御
裾
一、
降
二
西
階
一
給
、

　
　

東
竪
子
降
二
西
階
一、

授
二
御
挿
鞋
於
内
竪
一、

　
　

職
事
降
二
西
階
一、

内
侍
・
女
蔵
人
扶
持
、

尚
留
二
階
上
一、

　
　

内
侍
・
女
蔵
人
降
二
西
階
一、

五
位
・
六
位
蔵
人

扶
持
、

御
輿　

出
御
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
十
一
丁
表

立
明　
　

「
御
服
奉
仕
之
人
、
為
二

公
卿
一

則
加
二

此
列
一、」

　
　

公
卿　
　

同　

鈴
鑰
櫃　

主
鈴　

監
物　

少
納
言　

弁　

契
櫃

立
明

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

右
近
衛
府　

近
衛
代　

番
長　
　

府
生　
　

将
曹　
　

将
監

左
近
衛
府　

近
衛
代　

番
長　
　

府
生　
　

将
曹　
　

将
監
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�

　

」
十
一
丁
裏

次
将　

立
明　
　
　
　
　
　

立
明　
　

次
将

　
　
　
　
　
　

御
腰
輿　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
白　

東
竪
子

次
将　

立
明　
　
　
　
　
　

立
明　
　

次
将

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

女
官　

職
事　
　

侍
従　
　

御
薬
陪
従　
　

所
衆　

御
厨
子
所
預

　
　
　

「
御
服
奉
仕
之
人
、
為
二　

殿
上
人
一
則
加
二
此
列
一、」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
十
二
丁
表

　
　

∴
中
和
院
之
儀

　

公
卿
列
二
立
西
炬
火
屋
北
一、

北
上

東
面
、

　

弁
・
少
納
言
及
鈴
契
櫃
留
二
立
幔
門
外
一、

西
方
、

　

次
将
相
対
立
二
階
下
一、
将
監
以
下
候
二
其
後
一、

右
東

左
西
、

䡨
二　

御
輿
於
神
嘉
殿
南
階
下
一、

西
方

東
面
、　

御
輿
長
等
退
二
去
幔
外
一、

主
殿
四
人
執
レ
燎
屈
二
候
階
下
一、
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関
白
候
二
御
輿
傍
一
給
、

　
�

　

」
十
二
丁
裏

　

東
竪
子
候
二
東
炬
火
屋
前
一、

内
竪
執
二
御
挿
鞋
一

副
レ
之
、

　

職
事
候
二
東
炬
火
舎
前
一、

入
レ
自
二
掖
門
一、

　

侍
従
・
御
薬
陪
従
・
所
衆
・
御
厨
子
所
預
候
二
便
所
一、

入
レ
自
二
掖
門
一、

　

内
侍
入
二
右
掖
門
代
一
北
行
、
昇
二
西
階
一
経
二
南
廂
一、
入
二
西
隔
殿
南
面
西
戸
一、

五
位
蔵
人

扶
持
、

　

女
蔵
人
経
二
同
路
一
昇
二
同
階
一、
経
二
西
北
簀
子
一
入
二
腋
戸
一
候
二
御
後
一、

六
位
蔵
人

扶
持
、

　

縫
司
一
人
相
従
昇
二
西
北
小
階
一、
経
二
北
簀
子
一
入
二
同
所
一、

　

采
女
十
人
入
二
左
腋
門
代
一
北
行
、
候
二
東
舎
北
一
間
一、

六
位
蔵
人

引
導
、

　

闈
司
一
人
入
二
同
門
代
一
着
二
中
門
内
草
墪
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
十
三
丁
表

上
臈
次
将
執
二　

宝
剣
一
授
二
内
侍
一、

宸
儀
下
御
、　

入
二
御
西
隔
殿
一、

蔵
人
頭

褰
レ
幌
、

　

蔵
人
頭
献
二
御
挿
鞋
一、

東
竪
子

進
レ
之
、

　

関
白
候
二
御
裾
一、

上
臈
次
将
執
二　

神
璽
一
授
二
内
侍
一、
賜
二
御
挿
鞋
一
授
二
東
竪
子
一、

　
　

公
卿
以
下
着
二
西
舎
座
一、
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御
輿
長
等
撤
二　

御
輿
一、
安
二
西
廊
代
一、

諸
大
夫
間
、

西
板
廂
也
、

　
　

次
将
副
二
御
輿
一
退
去
、
将
監
以
下
入
二
幄
屋
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
十
三
丁
裏

　
　

主
殿
消
レ
燎
退
去
、

　
　

掃
部
撤
二
筵
道
布
一、

　
　

契
櫃
舁
二
居
西
幔
外
砌
上
葉
薦
上
一、

　
　

鈴
鑰
櫃
舁
二
居
南
階
西
砌
上
葉
薦
上
一、

　
　

少
納
言
監
臨
之
後
、
着
二
西
舎
座
一、

　
　

職
事
候
二
殿
西
南
簀
子
一、

　
　

御
服
人
候
二
其
南
辺
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
十
四
丁
表

・
先
公
卿
以
下
起
レ
座
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

・
先
御
湯
殿
儀
、

　
　
　

手
水
畢
、
出
二
右
腋
門
一
列
二
立
中
門
外
一、

大
舎
人
叩
レ
門
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
湯
殿
役
人
候
二
天
気
一、
脱
二
表
衣
一
着
二
今
支
一、

主
殿
寮
【
伴
】
七
度
自
レ
斗
供
二
御
湯
一、

　

次
闈
司
奏
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���　
　
　
　
　　

次
供
二
御
斎
服
一

蔵
人
頭
献
レ
之
、

蔵
人
於
二
御
湯
殿
南
幌
下
一
伝
レ
之
、【
不
レ
下
レ
／
裾
、】　

　
　

次
将
陣
二
階
下
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���　
　
　
　

　　

次
供
二
御
幘
一、

　

次
供
二
神
座
一、

次
将
二
人
昇
レ
殿
開
レ
戸
、

掃
部
三
人
参
二
入
神
殿
一、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���　
　

�　
　　

次
着
二
御
々
服
一、

　
　

先
納
言
執
二
打
掃
筥
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�� �　　

次
供
二
御
手
水
一、
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次
参
議
・
弁
舁
二
坂
枕
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�������������� �����　
陪
膳
、

益
供
、　

蔵
人
頭
執
二
御
案
一、【
蔵
人
取
伝
／
同
レ
上
、】

五
位
蔵
人
取
二
御
盥
楾
一、

　

　
�

　

」
十
四
丁
裏

　
　

次
少
納
言
・
侍
従
・
外
記
・
史
、
舁
二
短
畳
一、　　

�　
　
　
　

������������������

　　　
同
一
人
執
二
御
手
巾
筥
一、

　
　
　

次
侍
従
・
外
記
・
史
・
内
舎
人
・
内
竪
・
大
舎
人
舁
二
長
畳
一、　　
　

益
供
一
人
之
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 　

陪
膳
、

益
供
、　

蔵
人
頭
御
盥
楾
居
レ
案
執
レ
之
、

五
位
蔵
人
執
二
御
手
巾
筥
一、

　
　
　

掃
部
供
畢
退
下
、

次
将
閉
レ
戸
下
レ
殿
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��　

次
供
二
御
笏
一、

蔵
人
頭
献
レ
之
、

蔵
人
取
伝
同
レ
上
、

　

次
供
二
寝
具
一、「

蔵
人
見
二
次
将
閉
レ
戸
下
一レ
殿
、
経
二
殿
東
北
簀
子
一
開
二
而
脇
戸
一、
以
二
縫
司
一
告
下
可
レ
被
レ
供
二
寝
具
一

且
供
畢
可
レ
有
二
案
内
一
由
於
内
侍
上、
閉
レ
戸
直
至
二
東
舎
一、
率
二
時
申
采
女
一
来
二
待
戸
外
一、」

　
　
　

此
間
整
二
神
膳
行
列
一、「

供
二
神
座
一
之
間
、
蔵
人
命
二
内
膳
司
一
催
レ
之
、
但
伴
造
・
采
女
朝
臣
以
下
、
暫

令
レ
躇
二
立
東
階
東
一
可
レ
待
二
案
内
一、
而
参
進
称
二
警
蹕
一
申
含
、」

　

次
申
レ
時
、「

蔵
人
自
二
東
舎
一
引
二
率
采
女
一、
昇
二
殿
東
階
一
至
二
北
簀
子
一、
待
二
脇
戸
外
一
聞
下
供
二
寝
具
一
了
由
上
令
レ
申
レ
之
、
采
女
入
二

脇
戸
一
跪
二
長
押
下
中
央
一
向
レ
南
申
レ
之
、【
其
詞
イ
／
ヒ
ト
ツ
、】
申
了
閉
二
脇
戸
一、
経
二
本
路
一
還
二
入
東
舎
一、【
若
御
笏
示
二
供
進
一、
則
亦
待
二
／
供
進
了
一
可
レ
令
レ
申
レ
之
也
、】」

　

宸
儀
立
二
御
中
戸
外
一、

　

次
称
二
警
蹕
一、「

以
二
奉
行
一
命
二
於
東
階
辺
一、
以
二
内
膳
司
一

告
二
采
女
朝
臣
一
令
レ
称
レ
之
、」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
十
五
丁
表

　
　
　

∴
神
饌
之
儀
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

伴
造

頸
懸
レ
盆
、

手
執
レ
燎
、　

采
女
朝
臣

執
二
削
木
一、　

　

宮
主

執
二
竹
杖
一、　

　
　

水
取
連

執
二
蝦
鰭

槽
一、

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

水
部

執
二
多
志

良
加
一、　

陪
膳
典
水

執
二
御
楊

枝
筥
一、　
　
　

後
取
典
水

執
二
御
手

巾
筥
一、　

陪
膳
采
女

執
二
神

食
薦
一、

　

�

　

」
十
五
丁
裏

後
取
采
女　
　

采
女　
　
　

同　
　
　

同　
　
　

同

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

同　
　
　

同　
　
　

高
橋
朝
臣　
　
　
　
　

膳
部　
　
　

同

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

同
二
人　
　

造
酒
司　

酒
部
二
人　
　

主
水
司
官
人
二
人

神
祇
官
人
二
人
・
宮
内
官
人
二
人
、
立
二
屏
内
一
検
察
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
十
六
丁
表

先
伴
造
執
レ
燎
進
、
立
二
神
殿
東
階
下
南
方
一、

北
面
、

次
采
女
朝
臣
捧
二
削
木
一
称
二
警
蹕
一、

其
詞
進
レ
食
、

其
声
高
長
、

進
立
二
同
北
方
一、

南
面
、
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次
宮
主
昇
二
同
階
一
入
レ
自
二
南
廂
東
戸
一、
候
二
東
隔
殿
座
一、

小
筵
、

坤
面
、

次
水
取
連
執
二
蝦
鰭
槽
一、
水
部
執
二
多
志
良
加
一、
共
進
昇
二
同
階
一、
候
二
南
廂
東
戸
外
一、

簀
子
敷
、

南
上
西
面
、

次
陪
膳
典
水
執
二
御
楊
枝
筥
一、
後
取
典
水
執
二
御
手
巾
筥
一、
共
進
昇
二
同
階
一、
入
二
南
廂
東
戸
一、
東
面
相
跪
、

陪
膳
南
、

後
取
北
、

次
供
二
蝦
鰭
槽
一、

典
水
二
人
所
レ
執
筥
、
暫
預
二
水
取
連
一
舁
レ
之
、【
水
取
連
／
授
レ
之
、】
自
二
東
隔
殿
一
入
二
神
殿

東
戸
一、
陪
膳
入
二
幌
内
一
留
候
、
後
取
不
レ
入
二
幌
内
一
本
路
退
出
、
居
二
南
廂
東
戸
内
一、

次
供
二
御
楊
枝
筥
一、

後
取
執
レ
之
参
進
、【
水
取
連
／
授
レ
之
、】
有
二
神
殿
東
戸
外
一

授
二
陪
膳
一、
々
々
自
二
幌
内
一
授
レ
之
、

　

�

　

」
十
六
丁
裏

次
供
二
御
手
巾
筥
一、

同
レ
上
、

次
供
二
多
志
良
加
一、

同
レ
上
、
水
部

取
レ
之
、

　
　

有
二　

御
手
水
儀
一、

後
取
留
候
二
戸
外
一
待
二　

御
手
水
畢
一、

水
取
連
・
水
部
等
尚
候
二
簀
子
敷
一、

次
撤
二
多
志
良
加
一、

陪
膳
自
二
幌
内
一
授
レ
之
、
後
取
自
二

戸
外
一
取
レ
之
、
持
出
授
二
水
部
一、

次
撤
二
御
手
巾
筥
一、

同
レ
上
、
持
出
預
二
水
取
連
一、

次
撤
二
御
楊
枝
筥
一、

同
レ
上
、

次
撤
二
蝦
鰭
糟

（
槽
カ
）一、

陪
膳
与
二
後
取
一
舁
レ
之
、
出
二
初
所
一

返
二
授
水
取
連
一、

次
陪
膳
・
後
取

等
典
水
各
執
二
所
レ
預
筥
一、水

取
連

授
レ
之
、
入
二
東
隔
殿
一
候
レ
座
、　　
　
　
　
　

�

　

」
十
七
丁
表

次
水
取
連

執
二
蝦
鰭
糟

（
槽
カ
）一、・

水
部

執
二
多
志
良
加
一、

相
共
下
レ
殿
、
去
階
東
三
許
丈
列
立
、

主
水
官
人
以
東
、

西
上
南
面
、

次
宮
主
下
レ
殿
立
二
階
北
一、

采
女
朝
臣
之
東
、

南
面
、
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先
レ
是
、
陪
膳
采
女
以
下
主
水
司
官
人
以
上
、
更
北
行
向
レ
南
列
立
、

次
八
姫
執
レ
物
昇
レ
殿
、「

蔵
人
降
二
東
階
一、
告
二
陪
膳
采
女
一
催
レ
之
、」

先
神
食
薦
、　　
　

陪
膳
采
女
執
レ
之
、
参
進
昇
二
東
階
一、
入
二
南
廂
東
戸
一、

経
二
東
隔
殿
一
入
二
神
殿
東
戸
一、
留
二
候
幌
内
一、

次
御
食
薦
、　　
　

後
取
采
女
執
レ
之
、
参
進
同
レ
上
、

自
二
幌
外
一
授
二
陪
膳
一
留
二
候
其
所
一、

次
御
箸
筥
、　　
　

采
女
執
レ
之
、
参
進
同
レ
上
、

授
二
後
取
一
々
々
授
二
陪
膳
一、

次
葉
盤
筥
、　　
　

同
レ
上
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
十
七
丁
裏

次
御
飯
筥
、　　
　

同
レ
上
、

次
鮮
物
筥
、　　
　

同
レ
上
、

次
干
物
筥
、　　
　

同
レ
上
、

次
御
菓
子
筥
、　　

同
レ
上
、
已
上
采
女
授
二
後
取
一
後
、
群
二
候
東
隔
殿
座
一、

次
宮
主
昇
レ
殿
候
二
本
座
一、

次
高
橋
朝
臣
執
二
汁
漬
案
一
昇
二
東
階
一、
参
二
候
南
廂
東
戸
外
一、

簀
子
敷

西
面
、

膳
部

　

二
人
各
執
二
空
盞
一、
参
二
候
同
所
一、

南
上

西
面
、又
二
人
舁
二
御
羹
案
一
参
進
、
安
二
其
傍
一
退
下
、

次
供
二
和
布
汁
漬
一、

高
橋
朝
臣
自
二
戸
外
一
授
レ
之
、
采
女
於
二
戸
内
一

取
レ
之
、
還
入
授
二
後
取
一、
々
々
授
二
陪
膳
一、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
十
八
丁
表

次
供
二
蚫
汁
漬
一、　

同
レ
上
、

次
供
二
御
羹
一、　　

陪
膳
盛
二
空
盞
一
授
二
高
橋
朝
臣
一、【
臨
レ
期
於
二
戸
外
一
／
盛
レ
之
、】

高
橋
朝
臣
授
二
采
女
一
同
レ
上
、
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次
供
二
御
羹
一、　　

同
レ
上
盛
了
、
膳
部
舁
レ
案
退
下
候
二
本
列
一、
高
橋
朝
臣
猶
留
候
、

　
　

有
二　

御
供
進
之
儀
一、

　

此
間
造
酒
司
・
酒
部
等
、
舁
二
酒
器
案
一
昇
二
東
階
一、
参
二
候
南
廂
東
戸
外
一、

簀
子
敷
高

橋
朝
臣
之
北
、

南
上
西
面
、

　

又
有
下
宮
主
搦
二
本
柏
一
之
儀
上、

陪
膳
采
女
至
二
宮
主
代
座
前
一
賜
二
本
柏
一、

宮
主
密
々
出
レ
自
二
懐
中
一
取
換
供
レ
之
、

次
供
二
白神

酒
御
酒
一、

瓶
子
、
造
酒
司
自
二
戸
外
一
授
レ
之
、
采
女
出
二
於
戸
内
一

取
レ
之
、
還
入
授
二
後
取
一、
々
々
授
二
陪
膳
一、

次
供
二
白神

酒
御
酒
一、

瓶
子
、
同
レ
上
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　
　
　

」
十
八
丁
裏

次
供
二
黒
御
酒
一、

瓶
子
、
同
レ
上
、

次
供
二
黒
御
酒
一、

瓶
子
、
同
レ
上
、

　
　

已
上
瓶
子
四
口
、
於
二
神
殿
一
陪
膳
盛
二
本
柏
一、

次
撤
二
瓶
子
一、　　
　

陪
膳
授
二
後
取
一、
々
々
授
二
采
女
一、
々
々

持
出
二
於
初
所
一、
返
二
授
造
酒
司
一、

次
撤
二
瓶
子
一、　　
　

同
レ
上
、

次
撤
二
瓶
子
一、　　
　

同
レ
上
、

次
撤
二
瓶
子
一、　　
　

同
レ
上
、

　

此
間
主
水
司
官
人
二
人
、
舁
二
居
御
粥
案
於
簀
子
敷
一、

高
橋
朝
臣
之
北

居
レ
之
、
官
人
退
下
、　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
十
九
丁
表

次
供
二
米
御
粥
一、　　

高
橋
朝
臣
自
二
□

（
戸
）外

一
授
レ
之
、
采
女
出
二
於
戸
内
一

取
レ
之
、
還
入
授
二
後
取
一、
々
々
授
二
陪
膳
一、

次
供
二
米
御
粥
一、　　

同
レ
上
、
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次
供
二
粟
御
粥
一、　　

同
レ
上
、

次
供
二
粟
御
粥
一、　　

同
レ
上
、

　
　

有
二　

御
供
進
之
儀
一、

次
供
二
白直

会
御
酒
一、　　

造
酒
司
於
二
戸
外
一
盛
二
御
盃
一
授
レ
之
、
采
女
出
二
於
戸
内
一

取
レ
之
、
還
入
授
二
後
取
一、
々
々
授
二
陪
膳
一、

次
供
二
白直

会
御
酒
一、　　

同
レ
上
、

次
供
二
白直

会
御
酒
一、　　

同
レ
上
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　
　
　
　
　
　

」
十
九
丁
裏

次
供
二
白直

会
御
酒
一、　　

同
レ
上
、

次
供
二
黒直

会
御
酒
一、　　

同
レ
上
、

次
供
二
黒直

会
御
酒
一、　　

同
レ
上
、

次
供
二
黒直

会
御
酒
一、　　

同
レ
上
、

次
供
二
黒直

会
御
酒
一、　　

同
レ
上
、

次
陪
膳
采
女
出
二
戸
外
一、
閉
二
神
殿
東
戸
一、

次
宮
主
祈
申
、

　

此
間
造
酒
司
酒
部
等
、
舁
レ
案
退
下
、
復
二
本
列
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」
二
十
丁
表

次
撤
二
粟
御
粥
一、　　

陪
膳
授
二
後
取
一、
々
々
授
二
采
女
一、
々
々

持
二
出
於
初
所
一、
授
二
高
橋
朝
臣
一、

次
撤
二
粟
御
粥
一、　　

同
レ
上
、
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次
撤
二
米
御
粥
一、　　

同
レ
上
、

次
撤
二
米
御
粥
一、　　

同
レ
上
、

　

已
上
主
水
官
人
参
上
受
レ
之
、
舁
レ
案
退
下
復
二
本
列
一、

次
撤
二
御
羹
一、　　
　

同
レ
上
、

次
撤
二
御
羹
一、　　
　

同
レ
上
、

　

已
上
膳
部
二
人
舁
レ
案
参
二
上
簀
子
一
受
レ
之
、
退
下
復
二
本
列
一、　　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
二
十
丁
裏

次
撤
二
蚫
汁
漬
一、　　

同
レ
上
、

次
撤
二
和
布
汁
漬
一、　

同
レ
上
、

　

已
上
高
橋
朝
臣
受
レ
之
、
執
レ
案
退
下
復
二
本
列
一、

次
撤
二
御
□（

菓
子
）□

筥
一、　

陪
膳
授
二
後
取
一、
々
々
授
二

采
女
一、
々
々
執
レ
之
退
下
復
二
本
列
一、

次
撤
二
干
物
筥
一、　　

同
レ
上
、

次
撤
二
鮮
物
筥
一、　　

同
レ
上
、

次
撤
二
御
飯
筥
一、　　

同
レ
上
、

次
撤
二
葉
盤
筥
一、　　

同
レ
上
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」
二
十
一
丁
表

次
撤
二
御
箸
筥
一、　　

同
レ
上
、

次
撤
二
御
食
薦
一、　　

陪
膳
授
二
後
取
一、
々
々

執
レ
之
退
下
復
二
本
列
一、
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次
撤
二
神
食
薦
一、　　

陪
膳
執
レ
之
、
退
出

復
二
本
列
一、

　
　

暁
之
度
、
陪
膳
・
後
取
等
、
不
二
直
下
一レ
殿
、
暫
留
二
居
東
隔
殿
一、
待
二　

御
手
水
畢
一、　

入
二
御
西
隔
殿
一
之
期
、
陪
膳

采
女
候
二
西
隔
殿
南
面
西
戸
下
一
【
蔵
人
頭
／
引
二
道
之
一、】
申
二
御
膳
平
供
奉
由
一
畢
、
各
退
下
復
二
本
列
一、【
奏
聞
之
間
、
後
取
／
執
二
神
食
薦
一、】

次
水
取
連
・
水
部
等
、
参
二
上
簀
子
一、

如
二
初
儀
一、

以
下
同
、

次
陪
膳
・
後
取
典
水
、
各
執
レ
筥
出
レ
自
二
東
隔
殿
一、
居
二
戸
内
一、

次
供
二
蝦
鰭
槽
一、

次
供
二
御
楊
枝
筥
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
二
十
一
丁
裏

次
供
二
御
手
巾
筥
一、

次
供
二
多
志
良
加
一、

　
　

有
二　

御
手
水
之
儀
一、

次
撤
二
多
志
良
加
一、

次
撤
二
御
手
巾
筥
一、

次
撤
二
御
楊
枝
筥
一、

次
撤
二
蝦
鰭
槽
一、

次
典
水
二
人
執
レ
筥
下
レ
殿
、
列
二
立
陪
膳
采
女
西
一、

西
上
南
面
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」
二
十
二
丁
表

次
水
取
連
・
水
部
□

（
等
カ
）、

下
レ
殿
、
列
二
立
陪
膳
典
水
西
一、

西
上
南
面
、

次
宮
主
下
レ
殿
、
立
二
水
取
連
西
一、

采
女
朝
臣

之
東
、
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此
間　

入
二
御
西
隔
殿
一、

　
　

暁
之
度
、
有
二
采
女　

奏
聞
之
儀
一、

次
伴
造
以
下
行
列
、
還
二
入
東
舎
一、

次
内
膳
・
主
水
官
人
各
一
人
、
更
進
出
申
二
夕
御
膳
平
供
由
於
宮
内
丞
一
退
入
、

次
神
祇
・
宮
内
官
人
退
出
、

　

�

」
二
十
二
丁
裏

・
撤
二
寝
具
一、

「
蔵
人
伺
三
定　

入
二
御
西
隔
殿
一、
至
二
北
簀
子
一
開
二
脇
戸
一、

以
二
縫
司
一
告
下
可
レ
被
レ
撤
二
寝
具
一
由
於
内
侍
上、」

　
　
　
　

「
暁
之
度
、
示
下
撤
畢
可
レ
有
二
案
内
一
由
上、
暫
待
二
戸
外
一、

聞
二
撤
畢
由
一、
直
告
二
次
将
昇
レ
殿
開
レ
戸
之
期
一、」

・
□

（
内
カ
）

　々

入
御
、

　
　
　

告
二
西
舎
上
卿
一、

　
　
　

告
二
近
衛
幄
一、

　
　
　

采
女
透
引
、

自
二
東
舎
一
経
二
北
幕
東
二
間
一

昇
二
女
官
階
一、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
二
十
三
丁
表

　
　
　
内
々
入
御
之
間
、

　
　
　

∴
供
替
之
儀
、

以
二
奉
行
命
一
蔵
人
検
二
知
之
一、
御
服

供
替
之
間
、
暫
停
二
諸
司
参
入
一、



127 國學院大學神道文化学部所蔵『新嘗祭』の解題と翻刻

□（
一
）　

脱
御
之
御
斎
服
・
御
襲
・
御
袴

等
、
帖
レ
之
盛
二
柳
筥
蓋
一、
撤
レ
之
納
二
韓
櫃
一、

一　

脱
御
之
天
羽
衣
・
明
衣
・
波
絹

等
、
納
二
柳
筥
一
合
一
居
二
土
高
坏
一、
撤
レ
之
附
二
奉
行
一、

一　

脱
御
之
帛
御
衣
、
在
二
隔
殿
一
更
以
二
柳
筥
蓋
一
盛
レ
之
、
置
二　

御
後
方
一、

一　

御
笏

乍
レ
蓋

・
御
檜
扇
等
、
在
二
隔
殿
一
御
座
上
其
侭
置
也
、

一　

隔
殿
火
爐
一
口
、
授
二
主
殿
寮

伴
一、
改
生
レ
炭
後
、
蔵
人
設
二
本
所
一、

　

�

　

」
二
十
三
丁
裏

一　

隔
殿
燈
台
二
基
、
指
レ
油
召
二
於
主
殿
寮

佐
伯

一、
蔵
人
奉
仕
、

一　

御
湯
殿
御
湯
・
指
油

等
、
諸
司
奉
仕
、
事
訖
設
二　

御
服
事
一、

　
　
　

御
斎
服
・
御
襲
・
御
袴

等
裏
、以

二
生
二
幅

袷
絹
一
包
レ
之
、盛
二
柳
筥
蓋
一
其
上
加
レ
玉
、

　
　
　
　

御
帯
置
二
大
牀
上
御
畳
西
一、

北
方
置
レ
之
、
南
北
妻
也
、

或
御
畳
東
置
レ
之
、

　
　
　

御
幘
納
二
柳
筥
一
居
二
土
高
坏
一、
置
二
大
牀
上
御
畳
西
一、

御
服
之
南
双
二
置
之
一、

【
南
北
／
妻
、】
若
御
服
置
二
御

　
　
　
　

畳
東
一、
則
御
幘
亦
置
二
御
畳
正
面
一
与
二
御
服
一

相
対
、
但
御
幘
無
二
供
替
一
宵
・
暁
同
物
也
、

　
　
　

天
羽
衣
・
明
衣
等
、
納
二
柳
筥
一
合
一、天

羽
衣
上
、

明
衣
下
、居
二
土
高
坏
一
置
二
西
壁
下
一、

同
レ
宵
、

　
　
　

波
絹
置
二
御
湯
槽
牀
上
南
東
方
一
、

同
レ
宵
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
二
十
四
丁
表
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已
上
供
替
蔵
人
奉
仕
、
其
後
一
人
宛
候
レ
之
令
二
守
護
一、

　
　
　
　
　

是
剣
璽
・
御
服

等
被
レ
置
之
間
、
禁
二
諸
司
参
入
一
也
、

一　

命
二
両
局
・
出
納
・
内
膳
司

等
一、
令
三
奉
二
仕
供
替
一、

隔
殿
諸
司
、

不
二
参
入
一、

　

�

　

」
二
十
四
丁
裏

図 9　神嘉殿西庇御湯殿供替図（筆者翻刻）

波絹

天羽衣上
明衣下

御服

御幘
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神
饌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
膳
司

　
　
　
　

寝
具　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
事
官

　
　
　
　

御
湯　
　

御
湯
槽
多
不
二
供
替
一、

唯
自
レ
斗
加
二
入
熱
湯
一、　
　
　　

主
殿
寮

　
　
　
　

火
爐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

指
油　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
殿
寮

　
　
　
　

御
手
水　

流
二
御
盥
水
一、

改
二
御
楾
水
一、

改
二
御
手
巾
一、　
　
　
　
　　

主
水
司

　
　
　
　

南
殿
筵
道
布
単
、

御
輿
下
敷
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

掃
部
寮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」
二
十
五
丁
表

（
貼
紙
）
二
十
五
丁
表

寛
政
十
二
年
十
一
月
十
三
日
、
有
二
真
御
浴
一

奉
行
頼（

葉
室
）

寿
朝
臣
、

御
湯
殿
奉
仕
頼
寿
朝
臣
・
延

（
日
野
西
）

光
、

一
御
湯
槽　
　
　
　
　
　

主
水
司　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

天
羽
衣　

一　
　
　
　

出
納
調
進

一
御
湯　
　
　
　
　
　
　

主
殿
寮

伴　
　
　
　

�　
　　

　
　
　
　　

明
衣　
　

一
重　
　
　

御
内
儀

　

右
有
二
供
替
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

御
手
拭　

三
色
檀
紙　

同

一
御
杓
・
手
巾
、
宵
・
暁
同
物
無
二
供
替
一、　　
　
　
　
　
　
　　

御
足
拭　

一　
　
　
　

同

右
之
外
、
御
斎
服
・
御
幘
・
波
絹

等
如
二
連
年
一
設
レ
之
、　　
　
　　

已
上
四
品
、
納
二
柳
筥
一
合
一、
居
二
土
高
坏
一
設
二
例
所
一、

・
内
　々

出
御　

公
卿　

弁　

少
納
言　

侍
従　

次
将　

御
服　

　
　
　
　
　

奉
行
催
レ
之
、

　
　
　

両
局
・
出
納
・
内
膳
司
、

已
上

面
告
、　

楽
人
、

以
二
官
務
或

出
納
一
催
レ
之
、　

蔵
人
催
レ
之
、

　
　
　

宮
主

吉
田
家
侍
二
候
東
舎
辺
一
召
レ
之
伝
告
、
若
不
レ
候
則
以
二

使
部
・
仕
人
等
一
告
レ
之
、
或
命
二
内
膳
司
一
催
レ
之
亦
便
也
、　
　
　
　

蔵
人
催
レ
之
、

��
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采
女

至
二
女
官
階
辺
一
待
受
、

経
二
本
路
一
引
二
導
東
舎
一、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

蔵
人
誘
引
、

・
先
御
浴
、

同
レ
宵
、　

　
　
　
　
　
　
　
・
供
二
寝
具
一、

「
出
二
御
隔
殿
一
後
、
直
催
レ
之
、
暫

待
二
戸
外
一、
聞
二
供
進
畢
由
一
引
導
、」

　

�

　
　

」
二
十
五
丁
裏

次
御
服
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

「
時
申
采
女
候
二
戸
外
一、
待
二

御
手
水
供
進
畢
一、」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
御
手
水
、

同
レ
宵
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
間
整
二
神
饌
行
列
一、

次
申
レ
時
、「

御
手
水
・
寝
具
、
皆
供
進
畢
、

令
レ
申
レ
之
、
其
儀
如
レ
宵
、【
其
詞
ウ
シ
／
ヒ
ト
ツ
、】」

宸
儀
立
二
御
中
戸
外
一、

次
称
二
警
蹕
一、「

同
レ
宵
、」

　
　

神
饌
次
第
同
レ
宵
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
二
十
六
丁
表

　
　
　

∴
還
御
之
儀

并
催
レ
之
事
、
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御
粥
供
進
之
頃
、

　

両
局
・
出
納
、
催
二
諸
司
一
事
、

同
、

　

闈
司
着
二
草
墪
一
事
、

同
、

　

御
輿
舁
出
安
二
便
所
一
事
、

同
、

　

次
将
・
大
斎
公
卿
・
御
服

等
、
催
レ
之
事
、

御
手
水
之
頃
、

　

西
舎
公
卿
告
二
起
座
一
事
、
闈
司
奏
了
、
南
殿
仮
立
申
含
、

　
　

�

　

」
二
十
六
丁
裏

同
、

　

次
将
引
レ
陣
、

公
卿
以
下
列
二
立
中
門
外
一
後
、
采
女
奏
聞
之
頃
也
、

　

闈
司
奏
、

闈
司
奏
了
、
撤
二
寝
具
一
之
間
也
、

　

公
卿
以
下
進
二
立
南
庭
一、　　

掃
部
官
人
問
レ
之
、

撤
二
寝
具
一
間
、

　

次
将
脱
二
兵
具
一、

撤
二
寝
具
一
後
、

　

次
将
昇
レ
殿
開
レ
戸
、　　
　　

掃
部
官
人
参
二
入
神
殿
一、

　

公
卿
以
下
参
進
撤
二
神
座
一、　

掃
部
官
人
退
下
、

　

次
将
閉
レ
戸
下
レ
殿
、
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掃
部
官
人
敷
二
筵
道
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」
二
十
七
丁
表

　
　

次
将
向
二
御
□
所
一、

　
　

公
卿
列
二
立
西
炬
火
舎
南
一、

　
　

御
輿
䡨
二　

南
階
下
一、

次
将
副
レ
之
、
主
殿
執
レ
燎

東
面
舁
居
、
輿
丁
退
候
、

　
　

将
監
以
下
、
列
二
候
次
将
後
一、

　
　

東
豎
子
候
二
南
階
西
砌
下
一、

内
豎
執
二
御
挿
鞋
一

副
レ
之
、

　
　

鈴
鑰
櫃
・
契
櫃
舁
出
、

此
間
、　

換
二
御
々
服
一、

宸
儀
立
二
御
南
廂
御
階
中
央
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」
二
十
七
丁
裏

　

関
白
候
二
御
裾
一、

　

蔵
人
頭
献
二
御
挿
鞋
一、

　

内
侍
執
二　

剣
璽
一
立
二
左
右
一、

上
臈
次
将
安
二　

宝
剣
於
御
輿
中
一、

宸
儀
乗
御
、

上
臈
次
将
賜
二
御
挿
鞋
於
東
豎
子
一、
更
進
安
二　

神
璽
於　

御
輿
中
一、

　
　

関
白
帖
二
入
御
裾
一、
着
レ
沓
候
レ
傍
給
、
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内
侍
・
女
蔵
人
、
降
二

□
（
西
カ
）階

一
出
二
右
腋
門
代
一、
□

（
立
カ
）二

□
（
中
カ
）門

代
西
一、
縫
司
相
従
、

五
位
・
□

（
六
）位

蔵
人
、

扶
持
如
レ
初
、

�

」　

二
十
八
丁
表

　
　

采
女
・
闈
司
□
□
□（

立
）二

左
腋
門
代
内
一、

蔵
人
引
導
、

　
　

職
事
候
二
南
庭
一、

　
　

侍
従
・
御
薬
陪
従
以
下
、
候
二
便
所
一、

　
　

弁
・
少
納
言
、
鈴
鑰
櫃
・
契
櫃

等
、
候
二
幔
門
外
一、

西
方
、

御
輿　

出
御
行
列
、
如
レ
初
、

　
　

近
衛
発
レ
歌
、

至
二
月
華
門
外
一
停
レ
之
、

　
　

大
斎
公
卿
名
謁
、

左
次
将
問
レ
之
、

　
　

少
納
言
以
下
、
立
二
長
楽
門
橋
上
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」
二
十
八
丁
裏

　
　

公
卿
以
下
列
二
立
南
庭
一、

留
守
弁
候
二
此
列
一、

　
　

将
監
以
下
候
二
階
下
一、

　
　

次
将
立
二
階
上
一、

　
　

関
白
昇
二
西
階
一、
候
二
南
簀
子
一
給
、

　
　

内
侍
昇
二
西
階
一、
候
二
御
帳
前
左
右
一、

　
　

女
蔵
人
昇
二
西
階
一、
候
二
御
帳
後
一、

　
　

采
女
以
下
昇
二
西
階
一、
自
二
御
膳
宿
一
経
二
御
後
一、
北
簀
子

等
退
入
、
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職
事
昇
二

□
（
西
カ
）階

一、
□
候
二
南
簀
子
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」
二
十
九
丁
表

　
　

東
豎
子
□

（
昇
カ
）二

西
□

（
階
カ
）一、

執
二
御
挿
鞋
一
候
二
職
事
傍
一、

献
二
御
挿
鞋
一

後
、
退
下
、

　
　

侍
従
・
御
薬
陪
従
以
下
候
二
西
階
下
一、

䡨
二　

御
輿
於
南
階
上
一、

東
面
、
御
輿
長
等
退
候
二
階
下
左
右
一、

上
臈
次
将
執
二　

宝
剣
一
授
二
内
侍
一、

宸
儀
下
御
、　

立
二
御
々
帳
前
一、

　

関
白
候
二
御
裾
一、

　

蔵
人
頭
献
二
御
挿
鞋
一、

上
臈
次
将
執
二　

神
璽
一
授
二
内
侍
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」
二
十
九
丁
裏

主
殿
官
人
奉
二
御
座
帊
一、

退
二
御
輿
一
出
二
日
華
門
一、

次
将
副
レ
之
退
出
、　

左
将
一
人
留
二
階
下
一、

小
斎
公
卿
名
謁
、

左
将
問
レ
之
、

入
御
、

公
卿
以
下
退
出
、
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�

　

」
三
十
丁
表

三
十
丁
裏
（
空
白
）

　
　
　

∴
大
殿
祭
之
儀

還
御
以
前
、
留
守
弁
・
同

蔵
人
、
相
催
奉
二
仕
之
一、

先
催
二
御
巫
装
束
一、

内
　々

入
二
御
清
涼
殿
一
後
、

以
二
小
舎
人
一
申
二
遣
内
侍
所
一、

次
催
二
中
臣
以
下
参
入
一

内
　々

出
二
御
神
嘉
殿
一
後
、

以
二
小
舎
人
一
申
二
遣
内
侍
所
一、

次
中
臣
以
下
整
列
参
入
、

入
二
日
華
門
一
経
二
明

義
・
仙
華
等
門
一、

　
　

宮
主　

中
臣　

案　
神
部
二
人
舁
レ
之
、

居
二
土
銭
・
米
・
土
筥
一、

　
　

史
生　

忌
□（

部
）　

□
（
案
カ
）

　
居
二
酒
瓶
・
木
綿
・
□

（
等
カ
）筥

一、

□
（
神
カ
）部

□
（
二
人
カ
）

□
舁
レ
之
、

　
　
　

日
華
門
外
行
列
如
レ
此
、　　
　

�

　

」
三
十
一
丁
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

□
□
経
□
□
前　
　　

経
□

　
　

中
臣　

忌
部　

宮
□（

主
）　

史
生　

案案　

日
華
門
内
行
列
如
レ
此
、　

中
臣
・
忌
部
昇
二
南
廊
小
板
敷
一、
列
二
候
東
簀
子
一、

南
第
一
間
北
経
二
以
南
一

西
面
北
上
、
無
二
円
座
一、

宮
主
・
史
生
等
分
二
候
小
板
敷
砌
下
一、
神
部
等
舁
二
居
案
二
脚
於
同
砌
下
一、

御
巫
二
人
列
二
候
忌
部
南
一、

密
々
経
二
廊
下
一
参
上
、

不
レ
経
二
庭
上
一、

��
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留
主
弁
・
同
蔵
人
候
二
便
所
一、
各
参
候
之
後
、
弁
告
二
中
臣
一
催
レ
之
、

不
レ
撤
二
筵
道
布
単
一、

不
レ
執
二
脂
燭
一、

先
中
臣
移
二
着
孫
廂
南
一、

北
面

無
レ
座
、

次
御
巫
伝
二
土
銭
筥
於
忌
部
一、

上
臈
御
巫
役
レ
之
、
留
守
弁
引
二
導
之
一、

御
巫
授
レ
筥
後
、
猶
留
二
候
其
所
一、

　

�

　

」
三
十
一
丁
裏

次
忌
部
掛
二
土
銭
一、

留
守
弁
引
二
導
之
一、
忌
部
掛
了
復
レ
座
、

返
二
授
筥
於
御
巫
一、
々
々
返
二
置
案
上
一、

次
御
巫
散
レ
米
、　
　

下
臈
奉
二
仕
之
一、

蔵
人
引
二
導
之
一、

次
御
巫
灑
レ
酒
、　
　

上
臈
奉
二
仕
之
一、

弁
引
二
導
之
一、

次
御
巫
散
二
木
綿
一、

下
臈
奉
二
仕
之
一、

蔵
人
引
二
導
之
一、

　
　
　

先
石
灰
壇　

出
二
入
廂
南
第
二
間
一、

　
　
　

次
夜
御
殿　

経
二
御
帳
後
一、

　
　
　

次
朝
餉
間
、

　
　
　

次
御
湯
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」
三
十
二
丁
表

　

以
上
毎
レ
間
始
レ
□（

巽
）□（
終
）レ

□（
艮
）、

　
　
　
但
本
儀
、
先
石
灰
壇
、
土
銭
・
散
レ
米
・
灑
レ
酒
・
散
二
木
綿
一
畢
、
次
夜
御
殿
亦
如
レ
此
、
朝
餉
・
御

　
　
　
湯
殿
、
毎
レ
間
皆
如
レ
此
、
此
次
第
可
二
奉
仕
一
也
、
然
以
二
時
移
一
多
略
レ
之
、
其
儀
掛
二
土
銭
一

　
　
　
人
、
先
石
灰
壇
・
夜
御
殿
・
朝
餉
・
御
湯
殿

等
、
一
度
掛
レ
之
畢
、
次
散
レ
米
人
、

　
　
　
亦
石
灰
壇
・
夜
御
殿
・
朝
餉
・
御
湯
殿

等
、
一
度
散
レ
之
畢
、
灑
レ
酒
・
散
二
木
綿
一、

　
　
　
各
如
レ
此
随
二
便
宜
一
也
、
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次
南
殿
、

中
臣
・
忌
部
以
下
、
経
二
仙
花
・
明
義
【
等
】
門
一
昇
二
南
殿
西
階
一、
宮
主
・
史
生
、
分
候
退
下
、

神
部
畢
レ
之
案
於
階
下
、
御
巫
二
人
、
密
々
経
二
長
橋
一
至
二
南
殿
一、
弁
蔵
人
引
二
導
之
一、

中
臣
・
忌
部
列
二
候
母
屋
西
第
二
・
三
間
辺
一、

東
面

無
レ
座
、

御
巫
伝
二
土
銭
筥
於
忌
部
一、

同
レ
前
、

□
（
忌
カ
）部

掛
二
土
銭
一、

同
レ
前
、

　

�

　

」
三
十
二
丁
裏

御
巫
散
レ
米
、　
　

同
レ
前
、

御
巫
灑
レ
酒
、　
　

同
レ
前
、

御
巫
散
二
木
綿
一、

同
レ
前
、

　
　

先
母
屋
中
央
、

　
　

次
御
膳
宿
、

　

以
上
、
毎
レ
間
始
レ
巽
終
レ
艮
、

同
レ
前
、

次
承
明
門
、

御
巫
一
人
降
二
西
階
一
参
向
、
散
二
灑
米
・
酒
一、【
土
銭
・
木
綿
／
無
レ
之
、】
両
儀
経
二
西
廻
廊
一
参
向
、

暗
夜
差
二
脂
燭
一、【
主
殿
官
人
雖
レ
可
レ
差
レ
之
、
依
二　

還
御
以
前
／
事
一
□
□
渡
二
神
祇
官
人
一、
令
二
神
部
差
一レ
之
、】
庭
上
不
レ
及
二
引
導
一、

次
中
臣
以
下
経
二
本
□
□
□
□
、

御
巫
密
々
経
二
廊
下
一

□
□
同
レ
前
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
三
十
三
丁
表

三
十
三
丁
裏
（
空
白
）
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∴
留
守
蔵
人
商
量
之
儀

一　

出
二
御
南
殿
一
後
、
密
々
走
二
向
神
嘉
殿
一、
小
斎
御
灯
以
下
灯
台
・
灯
械
・
掌

　
　

灯
及
火
炉
、
其
外
検
知
之
事
、

女
官
階
昇
降
便
宜
也
、
且
主
殿
寮
指
油
器
、

予
召
二
寄
之
一、
密
々
随
身
亦
有
レ
便
、

　
　
　

留
守
弁
南
庭
之
儀
畢
走
来
、
同
検
知
予
申
合
事
、

一　

内
　々

入
御
以
前
、
清
涼
殿
掌
灯
検
知
之
事
、

一　

内
　々

入
御
以
後
、
以
二
小
舎
人
一
候
二
御
巫
装
束
一
事
、

一　

内
　々

出
御
以
□
、
□
□
弁
相
二
催
大
殿
祭
一
事
、

中
臣
以
下
参
進
之
儀
、

以
二
□
舎
人
一
申
二
遣
内
侍
所
一、　
　
　
　
　
　

�

」
三
十
四
丁
表

一　

還
御
以
前
、
紫
・
清
両
殿
掌
灯
検
知
、

南
殿
密
々
□

（
命
カ
）

主
殿
寮
有
レ
便
、并
可
レ
候
二
東
庭
一
諸
司

　
　

催
レ
之
事
、

御
蔵
脂
燭
、

主
殿
庭
燎
、

一　

行
幸
之
時
、
於
二
月
華
門
内
北
廊
一
拝
レ
之
、
還
御
之
時
、
於
二
月
華
門
外
北

　
　

腋
一
拝
レ
之
、

近
習
・
内
々
・
外
様

番
衆
同
所
、

　

�

　

」
三
十
四
丁
裏
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解
斎
御
手
水
・
御
粥
、

　
　
　

∴
御
装
束
之
儀

還
御
之
後
、
撤
二
莚
道
布
単
一、
自
余
装
束
如
レ
宵
、

但
無
二　

行
幸
一
時
、
下
二
格
子
一、
只
上
二
大
床
子
間
・
鬼
間
【
等
】一、

大
床
子
御
座
前
灯
台
、　

二
基
、

已
下
四
基
南
殿
料
、

撤
来
移
二
設
于
此
一、

蔦
杉
戸
廊
下　

同
、　
　

一
基
、

御
膳
宿　
　
　

同
、　
　

一
基
、

鬼
間
東
南
鳥
居
□
□　
　

二
枚
撤
レ
之
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
三
十
五
丁
表

同
間
西
南
蔀
下
設
二
御
膳
厨
子
一、

同
間
撤
二
殿
下
円
座
一、

御
手
水
間
、
撤
レ
畳
移
二
立
大
床
子
於
布
障
子
南
一
許
尺
一、
其
南
寄
レ
東
立
二
灯

　

台
一、
押
二
遣
小
障
子
於
朝
餉
御
屏
風
方
一、
其
東
安
二
二
階
棚
一、
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�

　

」
三
十
五
丁
裏

　

水
具
主
水
司
調
進
、
錺
設
二
蔦
杉
戸
廊
下
一、
以
二
屏
風
一
囲
レ
之
、

但
御
手
洗
葛
筥
【
等
】、
神
嘉
殿

所
レ

用
同
物
也
、
自
余
物
雖
下

或
以
二

便
宜
一
予
設
上
レ
之
、
缶
水
以
二
此
時
一
可
レ

令
二
供
改
一
也
、

　
　

白
木
御
手
洗
一
口
、

無
レ

戸
、

　
　
　

居
二
白
木
机
一、

　
　

白
木
二
階
机
一
脚
、

　
　
　
上
層
敷
二
調
布
一、
其
上
並
二
置
御
手　
　

　
　
　
巾
筥
一
合

葛
・
粉
一
坏
・
匕
一
支
等
一、

南

二階棚

朝餉御座

御調度類如レ常

図 10　御手水間図（筆者翻刻）
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下
層
置
二
藺
履
一
足
一、

無
レ

裏
、

　
　

缶
一
口
・
杓
一
柄
、俯

二
置

缶
上
一、

　
　
　

居
二
白
木
八
脚
机
一、　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
三
十
六
丁
表

黒
漆
御
台
盤
一
脚
□

（
安
カ
）二

御
膳
宿
一、

出
納
調
進
、

主
水
司
具
二
御
膳
辛
櫃
一、
候
二
御
膳
宿
南
西
遣
戸
外
一、

主
殿
司
具
二
手
水
具
一、
候
二
渡
廊
辺
一、

　
　
　

∴
供
進
之
儀

御
手
水
供
進
女
房
沙
汰
也
、

図 11　手水具調進図
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先
催
二
采
女
一、
令
レ
舁
二
立
御
台
盤
一、

黒
漆
一
脚
、
御
箸
二
双
居
二
土
器
一、

舁
二
立
鬼
間
正
中
一、
或
安
二
簀
子
一、

職
事
列
二
候
馬
形
障
子
辺
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
三
十
六
丁
裏

□
□
在
二
殿
上
一、
則
益
供
蔵
人
、
自
二
下
戸
外
一
告
二
御
膳
具
由
一、

次
陪
膳
洗
レ
手
、

於
二
高
遣
戸
一
主
殿
司
役
レ
之
、

於
二
貫
首
蔵
人
一
役
レ
之
、

蔵
人
同
レ
之
、

次
舁
二
立
御
台
盤
於
大
床
子
前
一、

陪
膳
益
供
舁
レ
之
、

無
二
警
蹕
一、

次
供
二
御
粥
一、

主
水
司
自
二
御
膳
宿
一
供
レ
之
、
采
女
持
参
於
二
鬼
間
一
授
二
益
供
一、

益
供
持
二
参
陪
膳
許
一、
陪
膳
取
レ
之
居
二
御
台
盤
西
鰭
一、

次
供
二
御
菜
一、

同
レ
上
、

三
種
相
並
居
二
馬
頭
南
一、

次
供
二
御
汁
一、

同
レ
上
、

居
二
御
粥
南
一、

　

已
上
空
盤
三
枚
置
二
御
膳
厨
子
上
一、
采
女
残
二
一
枚
一
撤
二
二
枚
一、

陪
膳
退
着
二
円
座
一、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」
三
十
七
丁
表

蔵
人
執
二
台
盤
所
簾
□
一　

奏
二
供
了
由
一、
退
二
候
鬼
間
東
障
子
下
一、

御
手
水
之
儀
畢
、　

出
二
御
大
床
子
御
座
一、
立
二
御
箸
於
粥
上
一、　

入
御
、

次
陪
膳
召
二
男
共
一、

不
レ
仰
二

撤
由
一、

次
撤
二
御
粥
・
御
菜
・
御
汁
一、

益
供
持
二
参
空
盤
一、
陪
膳
一
度
撤
レ
之
、
益
供
持
二
出
於
鬼
間
一

授
二
采
女
一、
々
々
持
二
出
於
御
膳
宿
一
返
二
下
主
水
司
一、

次
撤
二
御
台
盤
一、

陪
膳
・
益
供
舁
レ
之
安
二
本
所
一、

采
女
舁
二
出
御
膳
宿
方
一、

職
事
退
入
脱
二
小
忌
一、
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�

　

」
三
十
七
丁
裏

御
台
盤
供
進
之
図

西

図 12　御台盤供進之図





（ 1 ）  000  國學院大學研究開発推進機構紀要　第 12 号　令和 2 年 3 月

公開学術講演会（令和元年 11 月 16 日）

折口信夫と神道・国学

阪　本　是　丸

158

はじめに

　私は、歴史的に過去の人物あるいは過去の出来事というのは、なるべく

正確に調べ、お話することが、大事なことだと考えています。いわゆる 

「国家神道」の研究ということで、かれこれ 40 年ほど行なってまいりました

けれども、研究の切り口としては、まず見取り図として、制度的なものを見

渡し、それがどのようなイデオロギーや考え、情念等を背景にして出来上がっ

ていくのか、それぞれを個別に、正確に検討する必要があると考え、着手し

ました。

　その中で、自分なりに色々と考えてはいたわけですけれども、幕末維新期

から近代をやっていると、昭和 20 年の敗戦に至る昭和前期の時期というの

は、明治維新とともに１つの大きな日本の転換点といいますか、ある意味で

は、明治維新にも匹敵するような、古い時代の大化の改新は別としても、折

口信夫という先生だけではなくて、当時の神道、国学的な考え方、あるいは

新国学も含めて国学とは何かという、そこにぶち当たった時代だったのでは

ないかと思います。

　折口先生の神道、国学論を考えるに当っては、こうした当時の時代背景や、

神道、国学的な考え方、國學院大學、神社界との関わりや人脈、或いは新国

学も含めて、「国学とは何か」、ということを踏まえて考えなければならない

と思うわけです。

　戦後の折口先生の「神やぶれたまふ」という長い詩には、その後に反歌
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がついておりますが、その中で、信が薄い者に対してでも自分は恥じない、 

「敗れても神はなほまつるべき」と歌で書いておられます。それは結局のと

ころ、「神とは何か」ということにつながるわけです（「神　やぶれたまふ」 

『近代悲傷集』角川書店、昭和 27 年）。

十人組徒党事件とその背景

　折口先生の神道、国学論といえば、多くの方が本を出していますし、私も

大抵のものは見てきたつもりですけれども、その人たちがどういう評論、評

価をしたとしても、私にとっては、折口先生との出会いというのは、「十人

組徒党事件」ということになります。

　折口先生については、昭和 12 年に第一書房から出された『短歌文学全集　 

釈迢空篇』という短歌集の中に、「自撰年譜」というのがありまして、昭和

8 年 2 月に、「十人組なる徒党、事あり、教育の無意義を痛感する」という

記述があります。これは、十人組徒党事件についての、ある意味では唯一の

典拠になっているわけです。たった１行ですが、あの先生らしい書きっぷり

です。よく言えば、さっぱりしているけれども、書きたくないものなら、書

かなくてもいい、ということなのでしょう。

　「自撰年譜」というのは、自分の短歌を、ある意味では跡づけるような形で、

どこそこに行ってこういうことをしたという、当時つくられた短歌の背景が

わかるような形で編まれたものです。また、この短歌集は、単なる短歌集で

はなくて、1 月から 12 月までに自分が書いたもののエッセンスみたいなも

のを書いていて、これはこれで非常に面白い内容となっています。

　「十人組徒党事件」というのは昭和 8 年ですが、昭和 6 年には満州事変、

昭和 7 年には五・一五事件などが起り、様々な事件があった時期です。国家

主義、右翼の抬頭といった時代背景があり、國學院でも出てきました。同じ

昭和 8 年の神兵隊事件においても、國學院から何人か出撃しました。これは

一種のクーデター未遂事件みたいなものです。

　当時の國學院は単科大学でしたから、学部といえば、大学、文学部のこと
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です。学部には道義学科、国史学科、国文学科の 3 つがありました。その中

の道義学科には、後に國學院の出身としては初めて学長になられた河野省三

先生がいて、当時の國學院、あるいは國學院だけではなくて、国学、あるい

は神道を牽引する一番の先生でした。その先生が倫理の主任でした。それか

ら、もともと西洋哲学を専門とされていた松永材先生が哲学、この方は早稲

田高等学院の教授も務めておられました。

　当時の道義学科というのは、学生が多くて 5、6 人、少ない時は学生がいな

いみたいな状況で、私の父などが卒業したときは、倫理科はたった 2 人でした。

もう一方は、中西旭先生で、東京商科大学から学士入学で来られて、後に台

北高等商業学校の先生をされて、戦後は神社本庁の教学顧問などもされた方

です。基本は会計学で、中央大学の会計の先生をやっていました。戦前はゼ

ミも 2、3 人とかで、当時の国史、国文もとても少なくて、国文であれ、国史

であれ、道義であれ、みんな知った者ばっかりという小規模な大学でした。

　また、松永材先生の影響で弁論部がありまして、部の顧問は松永先生がやっ

ておられました。その当時、この国家、社会を何とかしなければならないと

いう青年将校のような考え方、あるいは様々な思想家、運動家、橘孝三郎の

愛郷塾などの影響もあり、それに反対する、いわゆる左翼の学生たちもいて、

各所で弁論大会が行われていました。

　しかし、単なる弁論だけでは、という方面では、大東塾の塾長となった影

山正治がいて、歌をはじめ、非常に深く、広くいろいろ勉強をされていまし

た。この方が、当時の國學院のあり方を小説形式で書いておられます。それ

が『一つの戦史』（大東塾出版部、昭和 32 年）という本です。その中で、松

永先生などは、「松木先生」となっていますが、本名で出てくる人もいます。

そういう人たちが父の周りにいたわけです。

　また、十人組徒党事件の前年の昭和７年には、大学をめぐって問題になっ

た上智大学事件がありました。当時は配属将校が大学に入って、必ず軍事教

練があり、その教練がとれなければ、卒業もできない時代です。上智大学の

予科の学生が靖國神社への参拝をしなかった。全員ではないのですが、そう
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いうのが１人でも 2 人でもいれば、配属将校が引き揚げるということで、大

問題になったわけです。これは戦後の評価では、上智大学が国家権力、ある

いは軍部に屈服して、靖國神社への参拝があったということになるのですけ

れども、そんなに単純なものでもないのです。そういった事件が続々とあり

ました。

　上智大学でそれがあってから、昭和 10 年に起きた同志社の「神棚事件」

等もあり、軍部だけではなくて、左翼の学生もいて、昭和の初めですが、い

ろいろと大変な時代だったのです。十人組徒党事件というのは、こうした時

代背景の中で起きた事件だということです。そして、軍事教練と配属将校の

問題というのは、単に上智や同志社だけの問題ではなくて、國學院にもあっ

たということです。

　また、『國學院大學百年史　上』（國學院大學、平成 6 年）においても触れ

られていますけれども、國學院大學の会計不正事件というのが昭和 8 年に

なって発覚します（第 3 章第 6 節「会計不正事件と理事監事の交替」）。簡単

に言えば、使い込みです。それをかぎつけて、大学を揺さぶる。恥ずべきこ

とですけれども、校史にも書いてあります。

　折口先生が「自撰年譜」において、「教育の無意義を痛感する」と書かれ

たのも、当時先生は予科から学部とか、高等師範部、それから、神道部とい

いまして、学部とは扱いが違うのですけれども、４コマ持っておられて、大

体自分たちが教えた、というのがあるわけです。私としては、今のところ、

ここまでは申し上げられるかなと思っているのですが、大学の歴史といいま

すか、あまり触れたくないようなことでも、きちんと残しておく、知ってお

く必要があると思います。

國學院大學と折口信夫

　あと一つ、大学の校史みたいな話になってしまいますけれども、当時國

學院でそういう問題が起こったのは、実は國學院が大学に昇格するとき、 

他の大学とは全然違う形態をとったことがあります。大正７年に公布された 
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「大学令」によって、私立の大学や帝国大学以外の官立大学もできることに

なりました。このときに、私立の大学へと昇格したのは、大正 9 年に、慶応

義塾、早稲田、國學院、中央、日本大学、法政、同志社ですから、本当にわ

ずかだったのです。

　当時は、現在のような学校法人ではなくて、財団法人中央大学、財団法人

法政大学、財団法人日本大学という形で、同じ名称の財団法人が大学を設置

するということになりました。但し、同志社と慶応義塾だけは違いまして、

財団法人慶応義塾、財団法人同志社となっています。

　けれども、國學院は、財団法人皇典講究所が設置する國學院大學、つまり、

法人名と大学名とが一致しない大学だったのです。それがだんだん問題を生

んできたわけです。会計の不正問題も、財団法人の皇典講究所に力があって、

稼ぎ頭は國學院大學ということになり、それに対して不満が出てくる。改革

の要求が学生たちから出てくるということになります。

　当時、学長は服部宇之吉という義和団事件などにも関わった偉い儒学、漢

学の先生です。その後に、理事であった市村瓚次郎という東洋史の先生が学

長になるのですが、服部宇之吉先生などにも、どんどん要求が来るわけです。

それらを何とか聞かなければならない。

　でも、そういうときに、財団法人皇典講究所、例えば、会計課長というの

は、大学にあるわけはない。大学の自治、独立は、学部、あるいは高等師範部、

予科ももちろん、國學院が持っています。これは、ある意味ではいい面なの

です。つまり、皇典講究所を通して神職養成とか、有栖川宮幟仁親王の告諭

に従って、国体を講明するためのいろいろな事業をする。その事業の一つと

して、財団法人皇典講究所が國學院を経営する。しかし、皇典講究所イコー

ル國學院みたいなところもありましたから、当時は本所、本学という言い方

をしていました。そういった意味で、國學院の特殊性があったわけです。

　本学には、平成 19 年の研究開発推進機構の発足とともに、校史・学術資

産研究センターができました。当然、学問的なことも含めて、当時の資料を

ちゃんと保存して、きちんとした大学の歴史を、百年史にしても、何年史に
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しても、もう一度資料を検討して、そのまま鵜呑みにしないことが重要だと

思います。

　現時点では、十人組徒党事件については、未だ不明な部分も多いのですが、

いずれ背景や事実がわかる日が来るように、従来の記述に不審な点があれば、

それをきちっと考えて、調べていく。それこそ、本当に学問的な地道な作業

をしてもらいたいと思います。

　こうした大学の歴史については、この頃各大学でも校史の研究が非常に 

流行っていますが、國學院大學においても、今まで百年史もありますし、 

この間、『國學院大學 130 周年記念誌』（國學院大學、平成 24 年）も出ま 

した。まさしく、そうしたことをきちっとやっていけば、折口先生の本学に

おける、あるいは神社界における位置づけもわかってくるのではないかとい

うことです。

　お配りしたレジュメには、折口先生と神道界、神社界との関わりについて

書いていますが、今までも折口先生に関しては小論、研究も含めて何百と切

りがないぐらいの多くの論考が出ています。だけれども、國學院にいる者が

この大学と一番関係の深い神社界、これは戦前も戦後も変わらないわけです。

釈迢空ですから、お坊さんだと思う人がいるぐらいですけれども、折口先生

は、最初から最後まで神道人として、神の観念とか、天皇をめぐって煩悶さ

れるわけです。

　例えば、大嘗祭の「真床襲衾」にしても、武田祐吉先生などとも違うとこ

ろがたくさんあります。武田先生は、天孫降臨の際の「真床襲衾」に触れて、

それは単に邇邇藝命だけではなくて、今に続く代々の天皇が常に皇孫なのだ、

それは天孫降臨のときから来ているのだとおっしゃっていまして、それぞれ

の解釈があります（武田祐吉「天孫降臨の本義」『国体の講明』皇典講究所講

話集第 7 輯、皇典講究所・國學院大學、昭和 11 年。「日本書紀の本文に於い

て、天孫邇邇藝の命に対し、高御産巣日の神が、博愛を鍾きて崇養し給ふと

言へるもの、また真床襲衾を着せまつりてお下しになると言ふも、いづれも 

この意に外ならぬのである。しかもこの御幼少の御降臨といふ事は、所謂 
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嬰児降臨の義であつて、言を換ふれば、天皇御降臨の義である。高天の原か

ら天照大神の詔命によつて、豊葦原の瑞穂の国の君主としてお降りになるの

は、ひとり邇邇藝の命の御事蹟たるに留らずして、代々の天皇が御降臨の形

式に於いて、高天の原から御降臨あらせられるのである」）。

　あるいは、大正の初めにも、八代国治先生という本学出身の偉い歴史学者

が、南北朝の長慶天皇の研究をされて、長慶天皇が天皇に加えられること

が決まりました（八代国治『長慶天皇御即位の研究』明治書院、大正 9 年）。

その先生も、大正 4 年の時点では、践祚されて、即位式そのもので、現御神、

現人神になられるということを仰っている。これは横浜の神職会で講演され

た内容です。

　天皇、あるいは、現人神とか現御神、「惟神」とはどういうことなのかとい

うこと等に関して、山本信哉先生、植木直一郞先生など、当時多くの方々が

真剣に議論して書いておられます。その中の一人が折口先生だったわけです。

　こうした中で、戦前に折口論が力を持ったかどうかということではなく、

様々な学者がいた時代状況を踏まえながら、等身大に見るべきだろうと思い

ます。むしろ戦後になって折口論が肥大化したということは事実です。

折口信夫と『國學院雑誌』

　それから、私は短歌の雑誌が好きなものですから、『日光』という短歌雑

誌があって、それを見ていますと、折口先生とこれらの学者達との間でいろ

いろな葛藤や相剋があったことが分かります。その中には、普通の学術雑誌

にはないような情報が入っています。

　そういう葛藤や相克の一例として、折口先生が書いた「異訳国学ひとり案

内―河野省三足下にさゝぐ―」（『國學院雑誌』第 26 巻第 10 号・第 12 号、

大正 9 年 10 月・12 月）というものがあります。ただ、この先生も悪く言えば、

あるいは見方によれば、『國學院雑誌』を自分たちのものにしていこうとい

うところがありました。

　この「異訳国学ひとり案内」に対しては、河野先生が後で書いておられ 
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ますが、当時は若気で、論争をしたかったけれども、自分はあえてしなかっ

たとおっしゃっています（『折口信夫全集』第 20 巻神道宗教篇、中央公論社、

昭和 31 年の「月報」第 17 号。河野省三「折口さんの異訳国学を頂いた頃」）。

　こうしたことは、資料とか雑誌を、何でもいいのですけれども、丹念に読

んでいって、どういう状況だったのかということを考えて調べてみる。それ

が本当の意味での校史研究になるだろうということを私は思うわけです。

　例えば、『國學院雑誌』のことは、よく言えば折口先生の改革精神なのです。

今までの『國學院雑誌』ではだめだと。すごく清新な、先生が言う本当の国

学みたいなものにあふれた、あるいは文学味のあるものにしようと。単なる

国民道徳ではないのだということで、変えようということです。ただ、かな

りの野心家といっては何ですけれども、自分が思う、こうしたいというのを

ずっと行なっていく先生だった、そういう性格があります。

　１つの資料としてレジュメにも掲げておきましたが、折口先生が『國學院

雑誌』を改革することを示すものとして、小林謹一という人に宛てた書簡が

あります。これは書簡ですが、読もうと思えば、だれでも読める資料ですけ

れども、この中で「都合によると、学校の雑誌を、友人らとやることになる

かも知れません。さうすれば、すこし、読みごたへのあるものに改めたい、

と考へて居ます」、と書き送っています（大正 9 年 11 月 3 日付書簡。折口信

夫全集刊行会編『折口信夫全集 34』中央公論社、平成 10 年）。

　それから同じ月に、「國學院雑誌は、お察しの通り、一月からいよいよ、

私どもですることになりました。わからずやどもと喧嘩する迄は、やって見

よう、と思ひます」と書いています（大正 9 月 11 月 22 日付書簡。同上）。

ここに、『國學院雑誌』を改革するためには、労を惜しまないという意欲を

かなり強めていたことが分かると思います。

折口信夫の短歌への想い

　折口先生はいろいろなところに旅行していますが、特に信州ではいろいろな

ところに行かれていて、神道関係、天皇関係のお話もされています。ご存じ 
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の方がどれぐらいいらっしゃるか知りませんが、この小林謹一という人は、

子供の教育に従事していて、小学校の先生をしていまして、東京に出てきて、

また戻った方です。折口先生が信州に行ったときには、非常によくもてなし

をして、短歌もありました。年は折口先生より上なんです。

　そのお弟子さんとして、和合恒男という人がいます。

　和合恒男は、簡単にいえば、農民運動といいますか、単なる運動だけでな

くて、瑞穂精舎という学園みたいなものを作りました。そこに折口先生にも

来てもらって、神道の講義もしてもらったようです。その内容は、全集 34

巻には出ていますけれども、それまでは載っていなかった（「民俗生活史よ

り見たる農民の位置」昭和 8 年 3 月 10 日瑞穂精舎短期講習における講演筆

記、『百姓』第 3 巻 5 号、昭和 8 年 5 月）。

　和合恒男が出した『百姓』という雑誌そのものを見なくても、全集に載っ

ています。ただ、雑誌というのは、ある部分だけを見て、もちろんその人を

語るには十分なのですが、全体を見渡すのがとても大事なことです。特に編

集後記を見て、どういう人が編集しているのか、どういうつもりで依頼した

のかというのは、近世であろうが、いつであろうが、とても大事なことです。

実際自分の目で見てみる。

　いずれにしろ折口先生の性格の一面、改革精神といいますか、思いという

のは、神社界に対しても同じであったということです。ですから、折口神道

論の神社界への浸透というのも、自分自身の神道論というもの、それこそど

うやって神道を浸透させていくか、一種の戦略をお持ちだった。

　そのかわり非常に厳しかった。短歌と学問の両立、ですから、お弟子さん

に対して、お弟子さんだけでなくて、神社界の読者に対しても、厳しかった

のです。折口先生は、昭和 17 年 5 月に、『皇国時報』という今の『神社新報』

の前身のような、神社界の機関誌における歌壇の選者になりますが、そのと

きにも、自分が選者になった以上は、今までのような生ぬるい歌ではだめだ、

もっと厳しくやると書いておられる（「選者の言葉」『皇国時報』第 815 号、

昭和 17 年 5 月 11 日。「今後ある期間、皇国時報の短歌一切について、責任
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を持つて、関与することにした。実は其ほどのり出す必要もない様に思ふが、

するからなら、皇国時報から、無意味な遊戯三昧の歌をとり去るのが、意味

ある為事だと思ふからである。ひいては、たとひ一部でも神道と短歌の上に、

意味のある美しい文学を将来したいと思ふからである」）。

　それから、戦後も『神社新報』の歌壇の選者にお願いされたときにどうし

たかというと、神道宗教のために、それにこびるような形で、それを歌い込ん

だような歌などはだめだと言っています。要するに、歌、作歌、創造というこ

とに全身全霊をかける。そういうことが言いたいために歌をつくるんだったら、

ちゃんとした論でも書きなさい、そっちのほうがよっぽどわかりやすいと。簡

単に言えば、短歌をなめるなということです（「選者の言葉」『神社新報』昭

和 22 年 2 月 24 日号。「短歌はどこまでも文学の一つである。之を作ることは

別に、ほかの目的があつてすることではない。世道人心の為に、又この新聞

などからすれば、適切に神道宗教の為にすべきものなるかのやうな考へを持

つ人もあるかも知れぬ。併しまづ何よりも短歌は文学である。文学であること

の目的を十分に果たして、同時にそれがさうした意味にも通じるやうだつたら、

それほど結構なことはない。だが、正面からその目的を以てするなら、論文

もあり、その他種々の様式によることが出来る。何を苦しんで純文学作品で

あるべき短歌、殊には短少な形式の短歌による必要があらう」）。

　ですから、釈迢空と折口信夫というのはまさしく一体化した人生として、

単に歌が上手いというような話ではないのです。それぐらい厳しい。それを

堂々と、『神社新報』や『皇国時報』において示したのです。それに従って、

ついてくる神主さんもいたわけです。戦時中だったら、桑原廉一郎という気

比神宮の宮司をされた方がいます。この方は、桑原芳樹という皇典講究所、

國學院大學にとっても大事な先生のご子息です。

　今では、あまり直接教えを受けた方はいなくなっていますけれども、学問

と創造を通して、折口先生はモラル、単なる道徳ではなくて、「道念」とい

う言葉を使われます。折口先生は、自分が師とするのは金沢庄三郎先生と 

三矢重松先生だけだとおっしゃっていますが、三矢先生は、「神道の眼目」
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とは一体何か、正直、「正」でも「直」でもないのだ、「誠」でもない、まさ

に正直というのは自然に出てくる正直なのだ、と述べています（「神道の眼

目」『國學院雑誌』第 5 巻第 3 号、明治 32 年１月）。それはともかくとしても、

三矢先生をもう一度とことん研究する必要があると思います。既にそういう

研究も出てきていますし、校史センターでも、若い教員がやっています。

　今、本学の神道文化学部では、歌について特別な講義をしていますけれど

も、国学にとって作歌というのは、ある意味では、学問の指針みたいな面も

あります。当時の学校も作歌をやっていて、まずは歌をつくるということで

す。それに対しての教育を先生が実践されたし、大事にされたわけです。

　配付したレジュメの最初のところに、武島羽衣という人が出てきます。「礼

儀の学校で育ち、現に礼儀の教育を若い者に施してゐる私です」と書いてあ

りますが、要するに、礼儀の学校で育ったということです。國學院のことで

す。そして、礼儀の学校で教えている。

　武島羽衣は、はごろもフーズとは全然関係ないのですけれども、本名を武

島又次郎といいます。國學院にいて、宮内省御歌所の寄人にもなり、敗戦後

もずっと生きて、長生きされました。聖心女子大学等でも教えられて、女子

教育でも有名だった方です。

　この武島羽衣という人が、「葛の花　踏みしだかれて　色あたらし　この

山道を　行きし人あり」という折口先生の歌に対して、「色あたらし」の「あ

たらし」を「愛惜し」と間違えたり、葛の花の色を間違えたりして、勝手に

添削して、自分の短歌の雑誌に出してしまったのです。

　怖いですね。それを聞きつけて、武島羽衣がこんなことをやっていますと

斎藤茂吉のところに言うのです。斎藤茂吉は、かんかんに怒りまして、折口

先生もそう思われて、昭和 13 年に改造社から出ている『短歌研究』に載っ

ています（「去七尺状」『短歌研究』第 7 巻第 12 号、昭和 13 年 12 月）。

　要するに、折口先生も幾ら年上で、國學院で習ったこともあるけれども、

そういうことは礼儀に反するのではないか。私としても、それに対しては 



000  （ 12 ）147

ちゃんと答えるのが礼儀だろうと。やっぱり折口先生の偉いところというか、

強気というか、自信がここにあらわれています。

折口信夫にとっての「天皇」と「神道」

　また、当時一番偉くて、東大の名誉教授で、憲法・行政法をやっておられ

た筧克彦という先生が、東大を退官されて、國學院で神道、国民道徳を教え

ておられましたが、そのときに、「神ながらの道」ということで、教育だけ

でなくて、社会的にも筧流の神道が広がっていて、筧先生に対して文句を言

うわけではないけれども、これは違っているのではないか、学問的には、本

来的にはこうなんだということを一応書いてあります。

　折口先生は、単に学術雑誌だけでなくて、大衆が読むようなものにも書い

ておられますので、単に象牙の塔だけで語っているのではなくて、私の想像

としては、何かやりたいものがあったのだろうと思います。

　その根本は神道といいますか、天皇だろうと。その天皇が戦前は現御神だ

と先生は確かにおっしゃっていて、いろいろなことを言っている。でも、戦

後、昭和 22 年になりますと、『日本歴史』等において、今まで言っていた天

子即神論というのは間違っていたとおっしゃっています（「宮廷生活の幻想

―天子即神論是非」『日本歴史』第 2 巻第 3 号、昭和 22 年 7 月）。

　やはり、もっとトータルに当時の人が言っていること、国民に対する筧先

生の影響力なども随分大きかったということを含めて、考えて行く必要があ

ると思います。

　私の結論としては、折口先生にあったものは何かといえば、明治天皇に対

する思いと、昭和天皇に対しても、敗戦後も変わらず、最後まで敬愛の念が

あったということです。

　このことは、戦後、昭和 27 年の明治天皇百年祭、御生誕百年にしてもやっ

ぱりあったのです。配付したレジュメにもありますが、折口先生は、昭和 27

年に「明治天皇」という詩をつくられております（「明治天皇」昭和 27 年 

11 月、明治天皇御生誕百年記念。「現目に　我は仰げり　明治の御代の御繁
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栄　言へば胸をどれど　省みて　悔いの深さよ　甦る日本の空青き日に　

あゝ朝づたふ　大倭の鈴鐸　をのこ子も　をみな子も　出でゝ聴け。東京 

の　大神の　朗らなる大御声」）

　この詩の内容に、明治天皇に対する敬愛の念が結実しているとともに、神

武天皇以来の「天皇像」が凝縮されていると思います。こうした天皇の在り

方と神武天皇とが重なって、折口先生は神武創業に非常にこだわったのでは

ないか。

　さらにいえば、折口先生が国学を語る時にいろいろなところで使っておら

れる、「橿原の御代に還ると思ひしは　あらぬ夢にてありけるものを」という、

明治維新のときに苦杯をなめた国学者矢野玄道の歌があります。折口先生は、

橿原の御代になる前までの道を突きとめたかった、のだろうと思います。

むすび

　学問をやる上では、人とのネットワークということが、江戸時代、近世も

そうですけれども、ものすごく大事です。

　そのことを最初にやろうとされた先生は、この機構の前身である日本文化

研究所長をやっておられた内野吾郎という人です。この先生の勉強の仕方と

いうのは、単にある論文とか何とかではなくて、そのつながりからやってい

く。それで、論をきちんと読んでいく。両方できれば良いのですけれども、

おそらく通してやることが大事だったのだろうと思います。

　ある人が言っていますけれども、私もそう思いますが、折口先生は国文学

史だけはずっとやっておられたのです。『万葉集』と『源氏物語』を専門の

演習でやる。それから、昭和 15 年には、演習科目として初めて民俗学を入

れられた。これに関しては、河野省三先生が非常に苦労されたということで

す。ですから、国学に民俗学、国文学と民俗学を合わせる、簡単に言います

けれども、それぞれ当時の考え方に相違がありました。

　こうしたことを、今後もう少し詳しく、単に國學院とか慶応義塾の話で 

なくて、全体をトータルに考え、研究していくことによって、新たな折口 
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信夫像がまた出てくるのではないかと思っています。まだ幾らもお話しした

いことがありますが、時間となりましたので、終わりにいたします。ありが

とうございました。（拍手）

※ 本講演録は、國學院大學研究開発推進機構公開学術講演会（令和元年 11

月 16 日）の速記録及びレジュメに基づき、公開学術講演会担当者および

本紀要編集担当者がまとめたものです。

 （文責　宮本誉士・髙野裕基）
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